
 令和６年度 東向陽台小学校児童クラブ新築工事 

閲覧特記事項書 

 

１．工事実績情報登録 

   工事実績情報の登録について、契約締結後１０日以内に登録の手続きを
行うとともに、登録されたことを証明する資料を監督職員に提出すること。 

 

２．官庁その他への手続き関係 

イ）工事施工に必要な諸手続き（建築確認申請手続きを除く）、仮設用電力・

水道の引込手続き、道路、電線、その他第三者管理の土地等を使用する
際や支障移設等の手続きは一切工事施工者にて行い、且つその費用を負
担すること。 

 

ロ）本工事施工により生じた付近道路、その他建築物又は工作物の損傷は
一切施工者の責任において誠意をもって復旧すること。 

又、近隣との融和につとめ、本工事による苦情が発注者まで及ばぬよ
う施工者の責任において処理すること。 

 

３．下請負契約、雇用及び購入業者選定 

   下請負業者の選定や職業労働者の雇入れ及び使用機器材の購入にあたっ

ては富谷市内の業者及び労働者雇用に配慮すること。 

 

４．建材等について 

   工事に使用する建材については、無石綿建材とすること。 

 

５．諸検査等について 

建築確認検査、消防検査等の諸検査は工期に含むものとする。 

 

６．縮小図の提出 

   工事請負者は工事に先立ち、本工事設計図縮小製本（Ａ－３版二つ折り
製本）３部を提出すること。 

 

７．仮設計画について 

東向陽台小学校及び隣接地・近隣住民への配慮（着手前に近隣住民へ工
事のお知らせの配布、課外活動も含めた小学校の通常利用時の騒音やほこ
り対策、利用者と施工者の動線検討（仮設計画図への明記））や、道路へ
の配慮（石や土砂の流出防止、工事車両の搬出入による道路の汚れ防止対
策、歩行者の安全確保）を徹底すること。 

 

 

 



科 目 名 称 適 用 数　量 単位
1．鉄骨工事 H形鋼 SN400B 5.8 ｔ

H形鋼 SS400 29.4 ｔ
角型鋼管 BCR295 11.1 ｔ
角型鋼管 STKR400 4.7 ｔ
ﾘｯﾌﾟ溝形鋼 SSC400 25.1 ｔ
ﾌﾞﾚｰｽ M20・M16 2.2 ｔ
切板 SN490C 1.1 ｔ
切板 SN490B 1.6 ｔ
切板 SS400 14.9 ｔ
高力ﾎﾞﾙﾄ類 S10T、他 3.9 ｔ
中ﾎﾞﾙﾄ・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ類 ABR490,400,SS400 4.2 ｔ
製作加工・現場作業 運搬・塗装含む 103.8 ｔ

2．鉄筋工事 鉄筋 D-10　SD295 7.0 ｔ
鉄筋 D-13　SD295 12.0 ｔ
鉄筋 D-16　SD295 5.8 ｔ
鉄筋 D-19　SD345 0.4 ｔ
鉄筋 D-22　SD345 0.3 ｔ

3．コンクリート工事 捨てコンクリート 18-15-20 18.2 ｍ3
コンクリート 24-15-20 328.0 ｍ3

※注　　

令和６年度　東向陽台小学校児童クラブ新築工事　躯体数量内訳書

１．この数量書に記載されている数量は、建築積算研究会制定「建築数量積算基準」に基づい
て積算した数量です。
２．この数量書は参考数量であって、設計図書ではありません、内容の如何に係らず、契約上
何事の拘束をするものではありません。
３．この数量書は設計寸法に基づく計算数量です、内訳書に用いる所要数量とは異なりますの
で御了承ください。
４．屋外整備に係る数量は含みません。



※図面リストの縮尺はA1サイズの場合の縮尺を明示しています。A3サイズに印刷の場合は50%に縮小されます。

図面番号 図面名称 縮尺 図面番号 縮尺 図面番号 図面名称 縮尺 図面番号 図面名称 縮尺図面名称

建築工事 機械設備工事 電気設備工事

特記仕様書－１
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特記仕様書－２

特記仕様書－３
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A-002-9

A-002-10

工事区分表A-003

建築概要・案内図A-004

全体配置図A-005

配置図・敷地求積図A-006

求積図A-007

各室面積表A-008

仕上表－１

仕上表－２

A-009-1

A-009-2

１階平面図A-010

屋根伏図A-011

立面図A-012

断面図A-013

矩計図－１A-014-1

矩計図－２A-014-2

矩計図－３A-014-3

ピット階平面図－１A-015-1

A-015-2

ピット階詳細図A-015-3
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平面詳細図－５

平面詳細図－６

平面詳細図－７

平面詳細図－８

構造設計標準図

鉄筋コンクリート構造配筋詳細図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋詳細図（２）

鉄骨構造標準図

梁継手標準図

ボーリング柱状図

スクリュープレス工法特記仕様書

基礎伏図・１階梁伏図

ＲＣ部材リスト

柱伏図・ぶどう棚伏図

小屋伏図

軸組図（１）

軸組図（２）

鉄骨部材リスト

鉄骨詳細図（１）

鉄骨詳細図（２）
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外構詳細図－１

外構詳細図－３

外構詳細図－４

外構詳細図－５

外構正面図・傾斜路縦断図

図面番号 図面名称 縮尺

特記仕様書

外構図

N・S N・S

1/200

高圧単線結線図 1/100

１階電灯設備図 1/100

幹線設備図 1/100

1/100空調電源･パネルヒーター電源･電動水抜栓電源設備図

照明器具姿図 1/100

非常灯・誘導灯・誘導標識設備図 1/100

電灯設備図 1/100

1/100コンセント設備図

非常電源配線図 1/100

弱電設備系統図 1/100

弱電機器姿図 1/100

電話設備・ＬＡＮ（空配管）設備図 1/100

インターホン・テレビ共聴視設備図 1/100

1/100トイレ呼出設備図

警備システム・防犯カメラ設備図 1/100

自動火災報知設備系統図 1/100

機械設備工事　特記仕様書 N・S

空調設備 機器表・換気設備 機器表 N・S

空気調和設備　１階平面図 1/100

換気設備　２４時間換気計算表 N・S

換気設備　１階平面図 1/100

自動制御設備　１階平面図 1/100

給排水衛生設備　器具表・機器表・桝表 N・S

給排水衛生設備　１階平面図 1/100

給排水衛生設備　平面詳細図 1/50
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展開図－４

展開図－５

展開図－６

展開図－７

展開図－８

展開図－９

展開図－１０

展開図－１１
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法チェック計算表A-019

建具キープランA-020

建具表－１

建具表－２

建具表－３
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雑詳細図-１A-022-1

雑詳細図－２　移動間仕切詳細図A-022-2

仕上リストA-023

家具図・造作棚等詳細図－１A-024-1

家具図・造作棚等詳細図－２A-024-2

サインリストA-025

現況図A-026

仮設配置図－１A-027-1

仮設配置図－２A-027-2
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-001図 面 リ ス ト 2024 /02 /29

sa r-6 03- 18

（宮城県知事）第24310185号



 　　・シートゲート（H=　　，W=　　）×　　　箇所

８．建築材料等
　　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの

とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

材料の品質等

(2.2.4)(2.2.4)

２．特記仕様
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適

用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の（　）、＜　＞及び［　］内の表示番号は、それぞれ「標準仕様書」、

「改修標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

14．完成図等
により作成する。

 土木部営繕課・設備室制定）による。
 　営繕工事における工事及びコスト表示要領（平成１４年２月６日宮城県

 ・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）
　　　 備品（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）

 ・　設置しない

　 営繕工事における工事及びコスト表示要領（平成１４年２月６日宮城県　　表示板

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 ※　指定しない　　・　指定する（図示）

３.交通誘導員

１.仮囲い  ※　設ける

２.危害防止  ※　シート張り　　・　金網養生

４.揚重機械器具

５.監督職員事務所

６.工事表示板

７．事業コスト

８.工事用水

９.工事用電力

10.工事用通路

３．概成工期

４．工事実績情報

・　適用しない

工事工期より　　　　　　　　　　　日前

(1.1.4)

登録
(CORINS)の

処理等
発生材の処理

・引渡しを要するもの（
・特別管理産業廃棄物（

受入れ施設名・所在地(km)
・再生資源化を図るもの
種　　類

）
）

受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

・  建設汚泥
・　建設発生木材

・　アスファルト
コンクリート塊

・　セメント
コンクリート塊

５．発生材の

・現場において再利用を図るもの（
・その他の廃棄物（安定型)(

受入れ施設名・所在地(km)
・その他の廃棄物（管理型)(

受入れ施設名・所在地(km)

）
）

）

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

(1.2.1)

・　適用する ※　適用しない
(1.3.3)

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること。

受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、

の受領書を、監督職員に提出すること。

６．電気保安
技術者

・

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

指示に従うこと。
・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督職員に報告の上，

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督
・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

職員に提出すること。
調査範囲　　※　図示

２．適用基準等

・　施工体系図を現場に掲示すること。

契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ

７．事故報告

(1.4.2)

(1.4.1)
　　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシッ
環境への配慮

　クハウスマニュアル」に留意し，揮発性有機化合物の放散による健康への
　影響に配慮する。

ホルムアルデヒド仕様
使用する材料のホルムアルデヒド放散量は、次のとおりとする。

１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品
２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
３）次の表示のあるＪＡＳ適合品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
ｂ．接着剤等不使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させ
ない材料使用

ない塗料使用
ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させ

　　試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法
　と測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製
　造所の定める仕様により行う。

　　定める総揮発性有機化合物測定仕様書による。
　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，この仕様書の末尾に

※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への掲示については，

・　総揮発性有機化合物の測定

適　　用　　工　　事
・

多雪地域の指定　・有　　・無

風速(ＶO) 　　　※３０　
地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ

11．建築基準法に

の指定
よる風圧力等

    工法  法は、当該製品の指定工法とする。
 「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」に記載されていない特別な材料の工10．特別な材料の

 　施設管理者に依頼する。

　測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

　　ｃ試料採取方法，測定方法，使用した測定機器
　　　完成時から測定日までの日数）
　　　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　　ｂ試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　　ａ測定結果

　測定結果等報告書の提出

　採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/m3 ・ 0.88ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）
※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）　測定対象物質

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

度の測定
の化学物質濃

(1.5.9)

15．完成写真  ・　作成しない ※　作成する
 　　宮城県建築工事写真撮影要領により，完成届に添付する完成写真とは

※カラー
・白黒

※Ｌ
サイズ

・２Ｌ
・六切り

※宮城県写真
撮影箇所数

撮影要領の
完成写真程度

・　　箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）
・フリーアルバム

ポケット式程度
※工事用アルバムA4版

・

提出様式部  数

※１部
・  部

　 保険期間　　　※　工事着手から工事目的物引き渡しまで
　 保険の種類　　※　火災保険　　※　建設工事保険
 工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。17．火災保険等

 施工範囲　　各工事の区分表による。
 施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して
 　　　　　監督職員の承諾を受ける。

　　取合い
16．設備工事との

18．住宅瑕疵担保
　　責任

 住宅瑕疵担保履行法に基づく保険の加入又は保証金の供託の義務付け
　・あり（新築住宅の場合）　　・なし（新築住宅以外の場合）

分　類

　 別に次のものを原版（ネガ又は電子媒体）とともに監督職員に提出する。
なお，原版を電子媒体とする場合は，CD等で提出すること。

７　別 途 工 事

８　そ　の　他

９　特記仕様書の範囲
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・　構造特記仕様書　　　　・　外構工事特記仕様書　　　　・　植栽工事特記仕様書
・　解体工事特記仕様書　　・　電気設備工事特記仕様書　　・　機械設備工事特記仕様書
・

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

１．共通仕様

11．足場等
　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

９．室内の空気中

　　工事写真撮影ガイドブック＜建築工事編及び解体工事編＞
　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成30年度版）

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）

・　宮城県建築工事写真撮影要領（宮城県土木部制定 平成12年版）及び

植栽工事 ・造園（造園工事作業）

排水工事 ・配管（建築配管作業）

                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）
舗装工事

・内装仕上施工（鋼製下地工事作業）金属工事
・建築板金（内外装板金作業）

左官工事
建具工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

塗装工事
内装工事

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

・カーテンウォール施工（金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業）

・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）

・塗装（建築塗装作業）
・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業

・左官（左官作業）

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）
・ガラス施工（ガラス工事作業）

                ・カーペット系床仕上作業

・バルコニー施工（金属バルコニー工事作業）

　営繕工事完成引渡要領（令和3年4月1日宮城県土木部営繕課・設備課）

 ※　完成図面　JWW形式又はDXF形式のCADデータ
　　 　　　　　及びPDF形式　　　　　　　　　　　CD2枚

１．埋戻し及び
　　盛土の種別

２．建設発生土の
　　処理

 種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

 ・　構内指示の場所に敷きならす。
 ・　構内指示の場所にたい積する。
 ・　構外指示の場所に搬出する。
　　　　 受入れ施設名・所在地（km）

　　　　　　 　　　　　　発生場所

(3.2.3)(表3.2.1)

(3.2.5)

仕様書」という。）による。　なお、施工条件明示書は、特記仕様書に含める。

「公共建築工事標準仕様書(令和4年版）」（以下、「標準仕様書」という。）による。ただし，
標準仕様書に記載されていない事項は，「公共建築改修工事標準仕様書（令和4年版）（以下
「改修標準仕様書」という。）「公共建築木造工事標準仕様書（令和4年版）」（以下「木造

標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書 (令和4年版）」(以下「解体共通

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和4年版）

・　建築構造設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 令和3年版）

(1.3.9)
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

に，監督職員から指示があった場合は「事故報告書」を指示する期日までに
監督職員に提出する。

(1.3.11)

※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   200μg/m3 ・ 0.05ppm）

　　次の事項を記載した報告書を１部提出する。

 ※　図　示 ・　現状平均地盤高

13．技　能　士

12．設計G.L.

 ・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は単一級技能士を配

 技能検定職種（技能検定作業）　工　事　種　目

 ※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
    置する。

(1.5.2)

   士を配置する。
 ※　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

鉄骨工事

コンクリート工事

仮設工事
鉄筋工事

・とび（とび作業）
・鉄筋施工（鉄筋組立作業）
・型枠施工（型枠工事作業）
・コンクリート圧送施工（コンクリート圧送工事作業）
・とび（とび作業）

コンクリートブロック・ALCパネル

・押出成形セメント板工事

防水工事

石工事
タイル工事
木工事

屋根及びとい工事
・建築板金（内外装板金作業）

・建築大工（大工工事作業）
・タイル張り（タイル張り作業）
・石材施工（石張り作業）

            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）

            ・シーリング防水工事作業
            ・セメント系防水工事作業
            ・塩化ビニル系シート防水工事作業
            ・合成ゴム系シート防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
・防水施工（・アスファルト防水工事作業

・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）

・　受注者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の
円滑な進捗をはかること。 仮囲いの位置及び延長は図示による。 ・　設けない

 ※　設置する

 土木部営繕課・設備室制定）による。

 ・　設置する(１億円以上の事業が対象)  ・　設置しない

 　　　　Ｃ種の場合    建設発生土受入数量　　　　　　㎡

３．有害物質含有
　　調査

 ・　有害物質の含有を調査する。
 　　　　調査範囲及び項目　※図示

１．支持地盤

 杭の種類
 ・　遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）
 ・　プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）
 ・　外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）
       SC杭の鋼管材料　　・SKK400　　・SKK490

　杭の種類、性能及び曲げ強度等による区分(種別)、寸法、継手の箇所数等

(4.2.2)(4.3.1)(4.3.3)～(4.3.6)(4.3.8)

試験杭

本　杭

上杭
中杭
下杭
上杭
中杭
下杭

種類
種別

杭径
(mm) (mm) (mm)

厚さ 杭長
継手数 セット数

長期設計支
持力(kN/本)

備 考

 杭先端部形状
　　・開放型　　・半開放形　　・閉そく形

 工法
 　・セメントミルク工法
 　　　　・図示による
 　・特定埋込杭工法
 　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式で
　　　α＝250を採用できる工法　　　　・図示による
　　 ・上記以外の特定埋込杭工法　　　・図示による
     工法
     　・プレボーリング拡大根固め工法
     　・中堀り拡大根固め工法

(3.2.1)(4.2.4)(4.3.4)(4.3.5)(4.4.4)(4.5.5)(4.5.6)

２．既製コンク

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合の建築材料

・スレート施工（スレート工事作業）

                ・ボード仕上工事作業          ）

・表装（壁装作業）

・路面標示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業

建　築　基　準　法　の　指　定
(9.4.4)(10.5.3)(13.2.3、3.3、4.3)(14.7.3)(16.13.2、14.5)(23.5.4)

・　長尺金属板葺
・　折板葺 ・　粘土瓦葺
・　アルミニウム笠木
・　オーバーヘッドドア
・　ガラスブロック

・　合成高分子系ルーフィングシート工法
・　外壁乾式工法

・　屋上緑化

 杭の継手の工法
   ・アーク溶接継手
     　溶接材料

   ・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)
   　　工法
   　　　※評定等を受けた工法

 杭頭の処理等
   ・処理しない
   ・処理する

 鋼杭の材料
(4.2.2)(4.4.3)～(4.4.6)

試験杭

本　杭

上杭
中杭
下杭
上杭
中杭
下杭

杭径
(mm) (mm) (mm)

厚さ 杭長
継手数 セット数

長期設計支
持力(kN/本)

備 考

　杭の種類、寸法、継手の箇所数等

種類

 　・図示による

 特定埋込杭工法
 　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式で
　　 α＝250を採用できる工法　　　　・図示による
　 ・上記以外の特定埋込杭工法　　　・図示による
     工法
     　・(　　　　　　　　　　　　)
 杭の継手の工法
   ・アーク溶接継手

     　溶接材料

   ・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)
   　　工法
   　　　※評定等を受けた工法

 杭頭の処理等
   ・処理しない
   ・処理する
   　　処理方法(切断にともなう補強方法含む)

     　形状

３．鋼杭地業

杭の精度
水平方向の位置ずれ　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　　
建込み時の杭の鉛直度 　　

・1/100以内　　

・評定等の評価内容による 

・評定等の評価内容による 

・杭基礎
　　支持層の位置及び土質(基礎ぐいの先端の位置含む)
　　　・図示による　　・　
・直接基礎
　　支持層の位置及び土質(基礎底部の位置含む)
　　　・図示による　　・　
・地盤の載荷試験(平板載荷試験)
　　　・行う
　　　　試験の方法、位置及び載荷荷重は図示による

     　・　

   　　処理方法(切断にともなう補強方法含む)
   　　　・図示による　　　・　

     　　・JIS A 5525による　　・　

   　　　・図示による　　　・　

     　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　・　

     　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　・　

　　リート杭地業

２　

仮
設
工
事

３　

土
工
事

４　

地
業
工
事

１　

一
般
共
通
事
項

・　建設工事執行規則(昭和39年3月宮城県規則第9号）
・　宮城県建設工事元請・下請関係適正化要綱

２　工　事　場　所
３　用途地域等

その他の地域・地区（
４　主　要　用　途
５　敷　地　面　積
６　工 事 の 概 要

Ⅰ　工  事  概  要

建　築　工　事　特　記　仕　様　書　【令和５年４月版】

１　工事番号・名称 令和６年度 東向陽台小学校児童クラブ新築工事

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　第一種中高層住居専用地域　）
防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）

　[基準法]　児童福祉施設　［消防法］ 児童福祉施設等 ６項ハ(３)

　測定する室等：（児童クラブ室(1)～(6)､読書ｽﾍﾟｰｽ、多目的室、静養室、
　　　　　　　　　事務室　計10室　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

 ・　　　　　　　　　（ 　ｔ吊り）×　　日

 　　・キャスターゲート（H=6000，W=2000）×　1箇所

　4370.30㎡
　鉄骨造平屋建て　798.66㎡　1棟　
　準耐火構造（建築基準法２条九の三号ロ-2）

　上記に伴う電気設備工事
　　　　　　機械設備工事
　　　　　　外構工事
　　　　　　駐車場整備工事
　　　　　　遊具移設工事

 ※  白焼縮小（Ａ２版）２つ折製本（黒表紙金文字入）　2部
 ※  白焼Ａ１版折製本（黒表紙金文字入）　　　　　 　 2部

 ・　ラフタークレーン（ 24ｔ吊り）×　30日程度

 ・　配置する（1ヵ月×2人 + 7ヵ月×1人 ＝ 209日）　※　配置しない

宮城県富谷市明石台１丁目３７番１３、３７番１２の各一部

１．一般事項

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特 記 仕 様 書 － １ A-00 2-12 024 /02 /29

sa r-6 03- 18

（宮城県知事）第24310185号



樹種 コンテナ径 単位面積当たりのコンテナ数
・・

種子の種類
※洋芝類（採取後2年以内）
・

※発芽率80％以上
・

発芽率 種子の量（g/㎡) 備考

(23.4.2)

芽立数
・

※A種
・B種
・C種
・D種

※B種
・

・葉張り部分
・植栽部分
・図示による
・

・適用する
・適用しない

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　スランプ（cm）
※15又は18　　

・現場打ちの場合の鉄筋
　種類の記号

※SD295
凍上抑制層に用いる材料

・ 
（砂を用いる場合の粒度試験）

・行う　　・行わない

５．埋戻し土 ※B種　　・　

１．路床 路床の材料 (22.2.2、3、5)(表22.2.1)

厚さ(mm)

・盛土

・凍上抑制層

・フィルター層

種別 材料

・建設汚泥から再生した処理土

・クラッシャラン
・切込み砂利

・図示による
・
・図示による
・

・図示による
・

・砂（標準仕様書表21.2.2による）

標準仕様書22.2.3.(3)による

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験 ）

・路床安定処理　　
※行わない
・行う

安定処理の方法
・置き換え工法
・安定処理工法

路床安定化処理用添加材料
種類

・高炉セメントB種
・フライアッシュセメントB種 　　　　　　　
・生石灰（・特号　　・1号）
・消石灰（・特号　　・1号）

添加量
・　　　kg/m3（CBR　・3以上　　・　　　　　　） 　　

・ジオテキスタイル
単位面積質量

・60g/㎡以上　　・　
厚さ(mm)

・0.5～1.0　　・ 　　
引張強さ

・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・ 　　　　
透水係数

・1.5×10 cm/sec以上　　・ 
-1

試験　
路床土の支持力比（CBR）試験

路床締固め度の試験
※行う　　・行わない

・行う　　※行わない

・A種　※B種　・C種 　・D種

※再生クラッシャラン

※普通ポルトランドセメント

現場CBR試験
・行う　　・行わない

２．路盤
路盤の厚さ

路盤材料（標準仕様書表22.3.1による種別）
・クラッシャラン
・粒度調整砕石

・再生粒度調整砕石
・クラッシャラン鉄鋼スラグ
・粒度調整鉄鋼スラグ
・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

※再生クラッシャラン

３．アスファルト
　　舗装

アスファルト舗装の構成及び厚さ
※図示による　　・　

材料
アスファルト

・再生アスファルト
（標準仕様書表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）
・ストレートアスファルト

骨材
・道路用砕石
・アスファルトコンクリート再生骨材

加熱アスファルト混合物等の種類
・密粒度アスファルト混合物(13)
・細粒度アスファルト混合物(13)
・密粒度アスファルト混合物(13F)

舗装の平たん性
※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

４．コンクリート
　　舗装

コンクリート舗装の構成及び厚さ

舗装の種類

コンクリート舗装
・図示による車路及び駐車場 

歩行者用通路 ・図示による

厚さ(mm)
・図示による　・　
※70　　　　　

材料
コンクリート

※普通コンクリート、標準仕様書表22.5.1による　　
・以下による
　コンクリートの種類　(　　　　　　)

　所定のスランプ（cm）　（※8　　・　　　　　　）
　設計基準強度（N/mm2）　(　　　　　　)

　粗骨材の最大寸法（mm）　(　　　　　　)

注入目地材料
※低弾性タイプ 
・高弾性タイプ

目地
※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による
・以下による

種類　・ 
間隔　・(　　　　　　)m程度ごと
構造　・図示による

舗装の平たん性
※通行の支障となる水たまりを生じない程度
・

５．カラー舗装 ・加熱系カラー舗装
構成・厚さ　

・図示による　　・　
加熱系混合物の結合材

※アスファルト混合物
・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　　　％）

添加材
着色骨材（　　　　　　）
自然石　（　　　　　　）

・常温系カラー舗装
工法

・ニート工法（配合その他：　　　　　　　)
・塗布工法　（配合その他：　　　　　　　)

着色部の下部
・アスファルト舗装
・コンクリート舗装
・

舗装の平たん性
※通行の支障となる水たまりを生じない程度
・

６．透水性アス
　　ファルト舗装

舗装の構成
・図示による　　・　

材料
骨材

・道路用砕石
・アスファルトコンクリート再生骨材　　　
（標準仕様書表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）　

舗装の平たん性
※著しい不陸がないもの

試験
開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

・行う
※行わない 

７．ブロック系舗装 ・コンクリート平板舗装

種類 寸法(mm)
・普通平板(N）
・透水平板(P） 
・保水性平板(M）

厚さ(mm) 目地材
・300角
・

※60
・

※砂
・ﾓﾙﾀﾙ

表面加工
　・研ぎ出し
　・洗い出し
　・たたき出し

クッション材
※砂　　・空練りモルタル

仕上り面の平たん性
※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の段差は

3mm以内とする。
・

・インターロッキングブロック舗装

部位
形状
寸法

厚さ
(mm)

※普通ブロック(N)
・透水性ブロック(P）
・保水性ブロック(M）

種類

歩行者用通路

曲げ強度
備考

(N/mm2)

表面加工
・

車路
・図示による
・

※80
・

※5.0
・

※普通ブロック(N)
・透水性ブロック(P）
・保水性ブロック(M）

・図示による
・

※60
・

※3.0
・

クッション材
※砂　　・空練りモルタル

仕上り面の平たん性
※歩行に支障となる段差がないものとし、ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ間の段差は

・舗石舗装

種類

※70
・

寸法（mm)
形状・　

・花こう岩
・

・図示による
・

厚さ
(mm)

・割石 ・ ・

張り方 基層

・ｺﾝｸﾘｰﾄ版

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

基層の厚さ（mm)

※70
・

クッション材
※砂　　・空練りモルタル

仕上り面の平たん性
※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3mm以内とする。
・

・ジオテキスタイル
単位面積質量

・60g/㎡以上　　・　
厚さ(mm)

・0.5～1.0　　・　
引張強さ

・98N/5cm(10kgf/5cm)以上　　・　
透水係数

・1.5×10 cm/sec以上　　・ 
-1

８．砂利敷き 種別
※A種（施工範囲：　・図示による　　※通路　　・　　　　　　）
※B種（施工範囲：　・図示による　　※建物周囲その他　　・　　　　）

早強ポルトランドセメント
・使用する　　※使用しない 

１．植栽地の確認等 土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験
・行う　　・行わない 

電気伝導度（EC）の試験
・行う　　・行わない 

樹木の植栽基盤の整備
・適用する　　・適用しない

植栽 工法
樹高12m以上
（※100　・120　・150）
樹高7m以上～12m未満
（※80 　・100）
樹高3m以上～7m未満
（※60　 ・80）
樹高3m未満
（※50　 ・60）

有効土層の厚さ（mm) 整備範囲 土壌改良材

・樹木

・植栽部分
・図示による
・

・適用する
・適用しない

※20
・※芝、地被類

植栽基盤の排水設備
・設ける（※図示による　　・　　　　　　）
・設けない

・客土
※現場発生土の良質土３．植込み用土

４．土壌改良材 種類及び指定量等 
・バーク堆肥

施工箇所
※植栽範囲　　・図示による

使用量
植栽基盤面積1㎡あたり（・50L　　・　　　　　　） 

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）
施工箇所

※植栽範囲　　・図示による
使用量

植栽基盤面積1㎡あたり（・10L　　・　　　　　　）

５．樹木 樹種、寸法、株立数等
※図示による　　

６．支柱 支柱材
※丸太（間伐材）　　　・真竹　　

防腐処理方法
※加圧式防腐処理丸太材　　

形式
・図示による　　・　

７．幹巻き用材料 材料
※幹巻き用テープ　　・わら及びこも

８．芝 種類
※コウライシバ　　・ノシバ　　

芝張りの工法　
平地

※目地張り　　・べた張り 　
法面

※べた張り法面　　・目地張り

９．吹付けは種

11．新植、芝等の
　　枯補償、移植
　　樹木の枯損処置

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の
枯補償の期間 

※引渡しの日から1年　　・無し　　・　
移植樹木の枯損処置を行う期間 

※引渡しの日から1年　　・無し　　・ 

12．屋上緑化 植栽基盤及び材料
・屋上緑化システム  
　土壌層の厚さ

・図示による　　・　
　排水層

・軽量骨材（層の厚さ：　　　　　　）
・板状成形品

　植込み用土
※改良土
・人工軽量土

　樹木、芝及び地被類の樹種又は種類、寸法、株立数等
※図示による　　・　

　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等
※図示による　　

支柱
・設置する
・設置しない
形式

・図示による
・

かん水装置
・設置する
・設置しない
種類

・図示による
・

１．一般事項 　試料採取および測定は，厚生労働省の｢室内空気中化学物質の採取方法と
測定方法｣（以下「厚労省の測定方法」という。）の新築住宅の例に準拠し
て行う。

２．測定対象化学
　　物質

３．測定方法

５．測定結果等報
告書の提出

６．その他

　測定対象化学物質は，下記４ 1)，2)の区分に従い，表の①から⑭の１４物
質及びＴＶＯＣ又は表の①から⑨の９物質及びＴＶＯＣとする。

１)　クロマトグラム上で「n-ヘキサン」から「n-ヘキサデカン」までの部分
に検出される物質のピーク値を「トルエン」に換算した値をＴＶＯＣ濃
度とする。

２)　トルエン換算で 2.0μg/m３ 未満のピークは測定の対象としない。
３)　上位１０ピークについて物質を特定して濃度の測定を行う。

0.007   ppm

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

ホルムアルデヒド
トルエン
キシレン
エチルベンゼン
スチレン
パラジクロロベンゼン
テトラデカン
アセトアルデヒド
ノナナール
フタル酸ジ-n-ブチル

クロルピリホス
ダイアジノン
フェノブカルブ
総揮発性有機化合物(ＴＶＯＣ)

化学物質名 室内濃度指針値

400  μg/m３ （暫定目標値）

100  μg/m３
260  μg/m３

3,800  μg/m３
220  μg/m３
240  μg/m３
330  μg/m３
48  μg/m３

(暫定)41  μg/m３

 1  μg/m３

33  μg/m３

0.08   ppm
0.07   ppm

0.88   ppm
0.05   ppm
0.04   ppm
0.04   ppm
0.03   ppm

0.29　μg/m３
0.00007   ppm
0.00002   ppm
0.0038   ppm

200  μg/m３ 0.05   ppm

  17  μg/m３ 0.0015   ppm
100  μg/m３ 0.0063   ppm

表　測定対象化学物質及び室内濃度指針値

４．測定する室 　１)　１４物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室等
・　室名：

　２)　９物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室
・　室名：

・　屋外(周囲の建物から離れた場所１か所)

　次の事項を記載した報告書を２部提出する。
　１)　測定結果（アセトアルデヒドについては，試料採取時の気温が20℃

に満たない場合には，「厚労省の測定方法」に定める計算式で20℃，
湿度50％に，ホルムアルデヒドについては25℃，湿度50％に補正し
た濃度を報告すること。）

　２)　試料採取時の状況（気温・湿度(屋外，室内)，天候、風の状況、日
射進入状況，採取年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
完成から試料採取までの日数）

　３)　試料採取方法，測定方法，使用した測定機器
　４)　ＴＶＯＣ濃度の算出に使用したクロマトグラムの写し

　表の化学物質①から⑤のうち，いずれかの物質の濃度が室内濃度指針値を
超える場合は，工事目的物の引渡しを受けない。
　ＴＶＯＣの測定の結果，暫定目標値を超える場合は，発生原因の究明及び
汚染物質の発生を低減するための対策について，協議を行うこと。

21

22

23

24

２．植栽基盤の整備

※ 18　 　
　設計基準強度（N/mm2）

・図示による　　・ 

構成部位

備考

(21.2.1)

(22.3.2、3)(表 22.3.1)

(22.4.2～6)(表 22.4.4)

(22.5.2～4、6)(表22.5.1、3)

(22.6.2～4)

 (22.7.2、3、6)

(22.8.2、3)

　(22.9.2)

　(23.1.3)

　(23.2.2、4)

(23.2.3)

(23.2.3)

(23.3.2)

(23.3.2、3)

(23.3.2)

(23.4.2、3)

(23.4.2)

(23.5.2～4)

排
水
工
事

舗
装
工
事

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

総
揮
発
性
有
機
化
合
物(

Ｔ
Ｖ
Ｏ
Ｃ)

測
定
仕
様
書

・
試験

アスファルト混合物等の抽出試験
・行う
※行わない 

　3mm以内とする。
・

10．地被類

・

(23.3.4、6) (23.4.7)(23.5.5) 

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-002 -10特 記 仕 様 書 － １ ０ 2024 /02 /29

sa r-6 03- 18

（宮城県知事）第24310185号



外部倉庫前犬走50×50×φ3.2

D19、D22
D10、D13、D16

基礎

７．床下防湿層

※図示による(　　　　　)

クリート杭
地業

 工法

 併用する工法
 　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

 　・オールケーシング工法(孔内の水張り　・行う　　・行わない)
 　・リバース工法
 　・アースドリル工法(安定液　※使用する　　・使用しない)

     鋼管巻き材料

 　・拡底杭工法(安定液　　・使用する　　・使用しない)

 寸法等

 孔壁測定
 　・行う
 　　測定方法、測定箇所は図示による
 　・行わない
 材料その他
 　帯筋　・図示による
 　鉄筋の最小かぶり厚さ　　・図示による
 　セメントの種類

 　コンクリートの種別

(4.5.5)

(4.5.4)

 　コンクリートの設計基準強度　(　　)N/mm2
 　構造体強度補正値(S)

 　スランプ
 　　・18cm　　　・21cm

 　　・A種　　　・B種　　　・評定等の評価内容による

(4.5.1)

(4.6.2～3) 材料

 範囲
 　・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下、土間コンクリート下
 　・図示による
 厚さ

 厚さ
　　リート地業
６．捨コンク  範囲

 　・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下　　　・図示による

 設計基準強度

 スランプ

 材料

 　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)
 範囲

(4.6.2)(4.6.5)

    リート地業

 種類及び施工方法等

 形状等

 支持地盤

４．場所打ちコン

５．砂利地業

８．地盤改良工法

９．置換コンク

　(ラップルコンク
 　リート地業)

１．鉄筋
 鉄筋の種類等

種類の記号

※　ＳＤ３４５

呼　び　径　（mm） 備　　考

(5.2.1)

２．溶接金網
 鉄線の形状等

３．鉄筋の継手
 鉄筋の継手の方法等

 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

 継手位置

 耐力壁の重ね継手の長さ

 鉄筋の定着長さ

 　※図示による

 　※図示による

 　※図示による

 最小かぶり厚さ

 軽量コンクリートを適用する場合

 耐久性上不利な箇所がある場合(塩害等を受けるおそれのある部分等)
 　・有り(※図示による)　適用箇所(　　　　　)

 　・有り(※図示による)　適用箇所(　　　　　)

(5.3.4)

　　継手
６．特殊な鉄筋  ・機械式継手

 　　適用箇所

 　　性能(H12建告第１４６３号に適合するもの)

 　　鉄筋相互のあき

 　　施工完了後の試験

 　　適用箇所

 　　性能(H12建告第１４６３号に適合するもの)

 　　機械式継手の種類(　　　　　)
 　　鉄筋相互のあき

 　　施工完了後の試験

 ・溶接継手

(5.5.1～5.5)

(5.6.1～6.5)

　壁の開口部補強

補強

　　圧接部の試験

   各部の配筋は，図示による。図示がなければ，標準仕様書 末尾 
 資料の｢各部配筋　参考図」による。

　※　Ｈ形      ・　Ｗ－Ｉ形      ・ＳＰ形　　　　　

・　Ａ形      ※　Ｂ形

 補強形式　　　※Ｈ３形以上　・Ｍ型　・ＭＨ型

 　※　行う(全数)
 外観試験

 抜取試験
 　※　超音波探傷試験　　　・ 引張試験

１．コンクリート
の種類

 種　別　　　※　Ⅰ類　　　　・　Ⅱ類

適　　用　　箇　　所
・　２４
・　２１

Ｆｃ　(Ｎ/mm２)

３．スランプ  基礎，基礎梁，土間スラブ　　※　１５cm　　・　１８cm
 柱，梁，スラブ，壁　　　　　※　１８cm

　適用箇所　　種類    セメントの種類

４. セメントの

・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種
・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

※ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、
　 ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

　建物躯体（下記以外）

基礎、地中梁
基礎、地中梁

(5.2.2)

(6.3.1)

７. 無筋
　　コンクリート

10. 型枠

(6.14.1)

(6.8.2)

※　ＳＤ２９５

 ・鉄筋格子

種類 種類の記号 形状、網目寸法、径(mm) 使 用 部 位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋
その他の鉄筋(　　　　　)

 ※ガス圧接 ・機械式継手
 ・溶接継手
 ※重ね継手
 ・重ね継手

 ※D16以下

 ※D19以上

４．鉄筋の定着 (5.3.4)

(5.3.5)５．鉄筋のかぶり
　　厚さ及び間隔
　 (溶接金網含む)

(5.3.7)

(参考図　図2.2)

(参考図　表4.3～4.4)

(参考図　表7.1～7.3)

(5.4.10)

(6.2.2)

(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)

 軽量コンクリート
Ｆｃ　(Ｎ/mm２) 適　　用　　箇　　所

 構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による

 構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による

(6.2.4)(表6.2.2)

５. 骨材  アルカリシリカ反応性による区分
 　　・A　　　・B

(6.3.1)

６. 軽量
　　コンクリート

 種類
 　　・1種　　・2種

(6.10.1)(表6.10.1)

 適用箇所

 設計基準強度

 スランプ

　 目地、打継目地

８. 打継ぎの位置、
　  ひび割れ誘発

 打継ぎの位置 (6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

 目地寸法

 　・図示による
 ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

９. 打増し厚さ
 (打放し仕上げ部)

 ・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

 ・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

(6.8.1)

 スリーブの材種・規格等

 せき板の材料及び厚さ

  ・断熱材を兼用した型枠材

  ・MCR工法用シート

７．各部配筋

８．柱の帯筋

９．耐震壁を除く

10．はり貫通孔の

11．圧接完了後の

１．鉄骨の
　　製作工場

　記のグレード以上の工場
※　指定性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通大臣の認定を受けた下

(7.1.3)

　　・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　・　Ｍ　　　・　Ｒ　　　・　Ｊ
 ・ 本物件と同等規模構造の施工実績を有し、監督職員の承諾する工場

※　施工監理技術者（※配置する　・配置しない） (7.1.4)

２．鋼材の種別
規　　　　　格

(7.2.1)(表7.2.1)
種類の記号

※図示による(　　　　　)
※図示による(　　　　　)

３．高力ボルト 高力ボルトの種類
　※　トルシア形高力ボルト　　　
 　・　ＪＩＳ形高力ボルト
 　・　

　　 　・SKK400　　・SKK490　　　・　

 　・　

 　・図示による　　　・　

 　　※高炉セメントB種　　・　

 　砂利　　※　再生クラッシャラン　　・　

 　※60mm　　　・　

 　※50mm　　　・　

 　※18N/mm2　　　・　

 　※15cm又は18cm　　　・　

 　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　　・　

 　・　

 　・図示による　　　・　

 　・図示による　　　・　

 　・図示による　　　・　

 ・重ね継手
 ・　
 ・　

 　※図示による　　　・　

 　※図示による　　　・　

 　　　※図示による　　　・　

 　　　・A級　　　・　
 　　機械式継手の種類(　　　　　)

 　　　※図示による　　　・　

 　　　※図示による　　　・　

 　　　※図示による　　　・　

 　　　・A級　　　・　

 　　　※図示による　　　・　

 　　　※図示による　　　・　

 　　　・図示による　　　・　

 　※18N/mm2　　　　　・　

 　※15cm又は18cm　　 ・　

 　・20mm　　　・　

 　・10mm　　　・20mm　　　・　

  ・合板(※12mm　・　　　　　　)

 　　使用箇所　　※図示による　　　・　

 　　適用箇所　　※図示による　　　・　
 　　打増し厚さ　・20mm　　・　
 　　打増し範囲　※図示による　　　・　

 　・図示による　　　・　

※JISによる　・　
※JISによる　・　
※JISによる　・　

(7.2.2)

適用箇所

(7.3.2)ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

 すべり試験の実施
　 ・図示による　　　　　・　

　 ・行う(試験方法等　・図示による)　　　※行わない　
(7.4.2)

４．普通ボルト ボルト及びナットの材料

 座金

ボルトの径
 　・図示による　　　　　・　

　 ・図示による　　　　　・　

(7.2.3)

(7.3.2)

(7.2.3)
  　高力ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　 ・図示による　　　　　・　
溶融亜鉛めっき高力ボルトの径

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
　 ・図示による　　　　　・　

摩擦面の処理方法
 　・ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

　・　

 すべり試験の実施
　 ・行う(試験方法等　・図示による)　　　※行わない　

(7.3.2)

(7.4.2)

　・　

５．溶融亜鉛めっき

６．アンカーボルト 構造用アンカーボルト
　種類
 　　・ABR400　　　・ABR490　　　・　
建方用アンカーボルト
　種類

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
　 ・図示による　　　　　・　

(7.3.2)

 　　・SS400　　　・　
アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

(7.2.4)

７．溶接材料 溶接材料 (7.2.5)

８．ターンバックル 種類

 　・　

 　建築用ターンバックルボルト
 　　※羽子板ボルト　　　・　
　 建築用ターンバックル胴
 　　※割枠式　　　・　

(7.2.6)

 普通コンクリート

・　

９．床構造用の  材質、形状及び寸法 (7.2.7)(7.7.8)
適 用 箇 所 材質・形状・寸法 備　考

単独の構法

 開口部補強要領(補強筋の定着長さ等を含む)
 　・図示による　　　・　
 鉄骨部材への溶接方法
 　・図示による　　　・　
 耐火認定
 　・あり　　耐火時間　・図示による　　　・　
 　・なし

呼 び 名

・19
・16

 種類等10．スタッド (7.2.8)
適　用　箇　所呼び長さ(mm)

・22

 無収縮モルタルとする場合の材料、調合等 (7.2.9)

 仮組を行う範囲
 　※図示による　　　・　

12．仮組 (7.3.10)

13．溶接技能者の
　　技量付加試験

 試験の要領
 　・図示による　　　・　

(7.6.3)

(7.6.4)(7.6.7) 開先の形状　　　　※図示による　　　・　14．溶接接合
 鋼製エンドタブを切断する部分　　　
 　切断する箇所　　　・図示による　　　・　
 　切断範囲　　　　　・　
 スカラップの形状　　　※図示による　　　・　

11．柱底均しモルタル

・デッキプレートと
コンクリートとの合
成スラブとする構法

・デッキプレート
　　デッキプレート

15．溶接部の試験 溶接部の外観試験
平12建告第1464号第二号に関する試験方法等
 ・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2　
     受入検査による
 ・抜き取り検査①　　※抜き取り検査②

 ・JASS6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。
JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験方法等

　 ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の
 　試験箇所と同一とする。外観試験の不合格箇所は、すべて標準仕様書
 　7.6.13による補修を行い、再試験する。
完全溶込溶接部の試験は超音波探傷試験とし、下表による。

工場溶接
溶接の区分

・2.5　　※4.0
AOQL(％)

※６　　・　
備　　　考検査水準

(7.6.12)

16．錆止め塗装  塗料の範囲
 　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲
 　　・図示による　　　　　・　
 　耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

 　・下記以外の鉄鋼面は、18章[塗装工事]による
 塗料の種別

 　・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの
 　　内側の錆止め塗料の種別
 　　※A種　　　・　
 　・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別
 　　・　

・　

・　

・　

材料・工法種　　別

‐

・　

17．耐火被覆

・乾式吹付けロックウール
※半乾式吹付けロックウール
・湿式ロックウール

・高断熱ロックウール

   の設置等
(7.2.4)(7.10.3)(表7.10.1) 構造用アンカーボルトの形状及び寸法

 構造用アンカーボルトの形状及び寸法

 　・図示による　　　　　・　

 　・図示による　　　　　・　

 　・図示による　　　　　・　

 構造用アンカーフレームの形状及び寸法

 建方用アンカーボルトの形状及び寸法

 建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法
 　種別　　　・A種　　　・B種

 　厚さ　　　・　　
 　種別　　　※A種　　　・B種

18.アンカーボルト

19.軽量形鋼構造  ボルトの接合部
 　・普通ボルト接合　　　・　

(7.11.2)

・繊維混入けい酸カルシウム板
・　

性能(耐火時間) 適用箇所(部位・部分)

１．補強コンク

    リート
    ブロック造 断面形状及び圧縮

強さによる区分 (mm)
正味厚さモデュール呼び寸法

長さ 高さ
化粧の有無 適用箇所 備　考

※空洞ブロック
C(16)

・　

・無 ・有

 ブロックの種類

 各部の背筋　　※図示による　　・　
 目地仕上げ　　・押し目地仕上げ　　・化粧目地仕上げ

 　※図示による　　　・　

２．コンクリート
    ブロック帳壁
    及び塀

断面形状及び圧縮
強さによる区分 (mm)

正味厚さモデュール呼び寸法
長さ 高さ

化粧の有無 備　考

※空洞ブロック
C(16)

・　

・無 ・有

 ブロックの種類

 　※図示による　　　・　

の適用箇所
(表8.3.1)以外

 壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状
 　※図示による　　・　
 各部の配筋

(8.3.2～4)(表8.3.1)

 まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲

３．ＡＬＣパネル

 パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材
 　・　
 パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合
 　・図示による　　　・　
 目地幅　　　※20mm　　　・　
 外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填
 　・適用する　　　・適用しない

種別
区分

・外壁用

壁用
・間仕切

・一般

単位荷重(N/㎡) 厚さ
(mm)

幅 及び
長さ

構法の耐火性能
(時間)

・コーナー

・屋根用

・床用

―

― ―

―

・意匠
・平

・　 ・　

―

・

・

・

・

図示に
よる

図示に
よる

図示に
よる

・なし
・ １

・なし
・ １

・0.5

・

・

・

―

・A種

※F種

・B種
・C種
・D種
・E種

正荷重 負荷重

・コーナー
・一般

・意匠
・平

―

よる ・ ２
図示に ・ １

・耐火板張り

・耐火塗料
　ルタル塗り
・ラス張りモ

　吹付け
・耐火材

・耐火材
　巻付け

種類 種類の記号 呼 び 径 (mm)継手の方法

　
　

押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

８ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

(7.8.2)(7.8.4)(18.3.2)

 　　・3N/mm2　　　・評定等の評価内容による　　　・　

 　・標準仕様書6.14.1(4)による箇所
 　・標準仕様書6.14.1(4)以外の箇所

 　※標準仕様書6.6.4(1)による　　　・図示による

 　※標準仕様書9.7.3(1)(ア)による　　　・図示による

　・標準仕様書 表7.2.3による　　　・　

　・標準仕様書7.2.3(4)による　　　・　

 　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による

　 　・標準仕様書 表7.2.3による　　　・　

 　※標準仕様書7.2.9(2)(ア)から(エ)による　　　・　

 　　※標準仕様書7.8.2(1)による　　　　　・図示による

(7.9.2～8)

(8.4.2～5)(表8.4.2～4)

(8.4.2～5)(表8.4.2～4)

４　

地
業
工
事

５　

鉄
筋
工
事

６　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

７　

鉄
骨
工
事

 ・溶接金網

２．設計基準強度

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-00 2-2特 記 仕 様 書 － ２ 2024 /02 /29

sa r-6 03- 18

（宮城県知事）第24310185号



８ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

　
　

押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

４．押出成形
　　セメント板

 (注) F:フラットパネル、D:デザインパネル、T:タイルベースパネル

 パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合
 　・図示による　　　・　
 パネル相互の目地幅

 出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)
 　※15程度　　　・　
 耐火構造以外の目地及び隙間の処理
 　※パネルの製造所の仕様　　・　

 　・長辺(　　　　　)　　短辺(　　　　　)

 ECPの種類等

・外壁パネル

パネルの種類

・F
・D
・T

形状 長さ(mm)

・50・60・ 

・50・60・ ・F
・D
・T

・50・60
・60

・50・60
・60

※600
・　

※600
・　

・A種　・B種

・A種　・B種

工法の種別幅(mm) 備　考

・間仕切壁
  パネル

(8.5.2～5)(表8.5.1～2)

　 防水

２.改質アスファルト
　 シート防水

 防水層の種別
種別

・A-1
・A-2
・A-3
・B-1
・B-2

・AI-2
・AI-3
・BI-1
・BI-2

施工箇所 絶縁用シート断熱材
※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm
　以上又はフラットヤーンクロス
70g/㎡程度

・

※フラットヤーンクロス 70g/㎡程度
・

(種類)

(厚さ)(mm)
・

※JIS A 9521に基づく押出法ポリスチレ
　ンフォーム断熱材3種bA(スキン層付き)

 屋根保護防水

 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

 部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

 平場の保護コンクリートの厚さ
 　こて仕上げ　　　※水下　80mm以上　　・　
 　床タイル張り　　※水下　60mm以上　　・　
 立上り部の保護工法
 　・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）
 　　　窯業系パネルⅠ類　　厚さ(　　　)mm　　幅(　　　)mm
 　・れんが押え（※JIS R 1250　　・　　　　　）
 　・コンクリート押え
 　・モルタル押え（屋内）

・AI-1

(9.2.2～5)(表9.2.3～9)

 防水層の種別 防水層の種別
 屋根露出防水

・D-1
・D-2

・DI-1

・DI-2

種別 施工箇所

 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

 部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　※図示による　　　・　
 絶縁工法及び絶縁断熱工法のだっき装置の種類及び設置数量

 　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　　・　　
 　種類　

 　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　　・(　　)個
 　設置数量

 絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

種別
・E-1

種別
・E-2

施工箇所 施工箇所

 屋内防水

 　・　

 防水層の種別

   保護層
 　 ・設ける(※図示による　　・　　　　　　)
  　・設けない
 　E-1の工程３を行う部位
  　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位
  　・　　　

 　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度
 　・　

 　・適用する(施工範囲　※図示による　　・　　　　)
 　・適用しない

 防水層の下地の立上り

 立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

 防水層の下地のモルタル塗り

 防水層の種別

種別

 防水層の種別

断熱材

・AS-T1
・AS-T2
・AS-T3
・AS-T4
・AS-J1
・ASI-T1
・ASI-J1

施工箇所
種類 使用量

仕上塗料防湿用
シート

・設けない

　シートの
　製造所の
　仕様

・改質アスファルト
　シートの
　製造所の
　仕様

※改質アスファルト

・設ける
(改質ｱｽﾌｧﾙ
ﾄｼｰﾄの製造
所の仕様)

 屋根露出防水 (9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1～3)

・S-F1
・S-F2
・S-M1
・S-M2

種別 施工箇所
可塑剤
移行防止
ｼｰﾄの材質

断熱性
仕上塗料

種類 使用量

 防水層の種別

※カラー ・シルバー

※カラー ・シルバー

※カラー ・シルバー

(9.4.2～4)(表9.4.1～3)

 防水層の種別

保護層種別

・X-1
・X-2

・Y-2

・Y-1

施工箇所
種類 使用量

・適用する
・適用しない

※地下外壁
　防水
・
※屋内防水
・　

※カラー ・シルバー
※カラー ・シルバー

 ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

 　　　　　　　・　
 　種類　　　　※主材料の製造所の仕様

 　設置数量　　※主材料の製造所の仕様
 　　　　　　　・(　　　)個

仕上塗料

５.ケイ酸質系
 　塗布防水  防水層の種別

施工箇所種別 種別 施工箇所
・C-SUI ・C-SUP

 防水層の下地

 　　　　　・　
 　壁　　　※コンクリート打放し仕上げ(表6.2.4 B種)

 　天井部　※コンクリート打放し仕上げ(表6.2.4 B種)
 　　　　　・　

(9.6.4)(表9.6.1)

３.合成高分子系
　 ルーフィングシート
 　防水

４.塗膜防水

１．施工 石材の割付け (10.1.3)
※図示による　　　・　

天然石  (10.2.1、3)(表 10.2.1、2)

・図示による・床石

・あり　　・なし 

２．石材等

ジェットバーナー仕上げのバフ仕上げの有無

テラゾブロック

施工箇所
種石の
大きさ
（mm）

区分
種石の
種類

仕上げ
面によ
る区分

（mm）
寸法

備考

※1.5～
　12
・

・平もの

・役もの ・両面

・片面

テラゾタイル

・花こう岩
※大理石

その他の材料 
取付け用モルタル

※専門工事業者の指定する製品
・

既調合の目地モルタル
※専門工事業者の指定する製品
・

浸透性吸水防水剤 
※専門工事業者の指定する製品
・

石裏面処理材
※専門工事業者の指定する製品
・

裏打ち処理材
※専門工事業者の指定する製品
・

ドレンパイプの材質
・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ 
・

金物の固定に使用する充填材料等
※専門工事業者の指定する製品
・

３．外壁湿式工法 受金物
材質

 (10.2.2、3)(10.3.2、3)

※SUS304　　・　
形状及び寸法

・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm又は150mm
・

アンカーの材質及び寸法
材質

※SS400　　・　
寸法

・
あと施工アンカーの材質、寸法等

種類　・　
材質　・　
寸法　・　

ドレンパイプ
・設ける(設置位置：図示による)　
・設けない

石裏面処理
・適用する　　・適用しない

裏打ち処理
・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ
※あと施工アンカー・横筋流し工法
・あと施工アンカー工法 
・流し筋工法  

目地　　　　　
一般目地　    

・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)
・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)
※シーリング材　　　　　(種類　　※標準仕様書表9.7.1による　・　)
　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

伸縮調整目地　
位置

・図示による　　　
シーリング材の種類

※標準仕様書表9.7.1による　
・

目地寸法
※幅・深さとも10mm以上　
・図示による

４．内壁空積工法 受金物
材質

※SUS304　　・　
形状及び寸法

・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm又は150mm
・

あと施工アンカーの材質、寸法等
種類　・　
材質　・　
寸法　・　

石裏面処理
・適用する　　・適用しない

裏打ち処理
・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ
※あと施工アンカー・横筋流し工法  
・あと施工アンカー工法 

一般目地　　　　　
・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)
・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)
伸縮調整目地　

位置
・6m程度
・　　　

シーリング材の種類
※標準仕様書表9.7.1による　
・

・シーリング材　　　　　(種類　　※標準仕様書表9.7.1による　　・　)

 (10.2.2)(10.4.2、3)

目地寸法
・　

５．外壁乾式工法
乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

※標準仕様書表10.2.4による
（方式：  ・スライド方式　　・ロッキング方式）
・図示による

あと施工アンカーの材質、寸法等
種類　・　
材質　・　
寸法　・　

だぼ用の穴の位置
※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による
・図示による

裏打ち処理
・適用する　　・適用しない

 (10.2.2)(10.5.2、3)(表10.2.4)

施工箇所 岩石の種類
形状及び寸法

（mm）
厚さ
（mm）

表面仕上げ

の種類
備考

形状による 表面仕上
げの種類

施工箇所
種石の
種類

種石の大きさ
（mm）

寸法による
区分

表面仕上
げの種類

備考

・花こう岩
※大理石 ※1.5～12

・
・300型
・400型

１.アスファルト

　※標準仕様書表9.2.3及び表9.2.4による　　　・　

　※標準仕様書表9.2.5及び表9.2.6による　　　・　

・アスファルトルーフィン
　グ類の製造所の仕様

・　

・アスファルトルーフィン

・

　グ類の製造所の仕様

使用量種類
仕上塗料

断熱材

標準仕様書
9.2.2(9)
(種類)
・　
(厚さ)(mm)
・

　※標準仕様書表9.2.8による　　　・　

　※標準仕様書表9.2.7及び表9.2.8による　　　・　

 　※コンクリート打放し立上り部の保護工法　標準仕様書表6.2.4のB種

 屋上排水溝　　　※図示による　　　・　

 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

 部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

 粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

 立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

 絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

 　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　　・　　
 　種類　

 　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　　・(　　)個
 　設置数量

 　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度
 　・　　

・
(厚さ)(mm)
・　
(種類)
(9.3.2(3)(ｳ))
標準仕様書

備考

 　※標準仕様書表9.2.3及び表9.2.4による　　　・　

 　※標準仕様書表9.2.5及び表9.2.6による　　　・　

 　※標準仕様書表9.2.5及び表9.2.6による　　　・　

備考

 S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様
 　※非歩行仕様　　　・軽歩行仕様
 SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム

 屋内防水
 　防水層の種別

種別
保護層

平場の保護モルタル塗厚 立上り部の保護モルタル塗厚
※7mm以下・　
・

施工箇所

・S-C1

 合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

 固定金具の材質、形状及び寸法
 　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した銅板、ステンレス銅板又はそれらの銅板の
 　　両面に樹脂を積層加工したもの
 　・　
 接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量
 　種類　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様
 　　　　　　・　
 　設置数量　※ルーフィングシートの製造所の仕様
 　　　　　　・(　　　)個
 接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理
 　・行う(・図示による　　・　　　　　)
 プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り(種別S-F1、SI-F1の場合)
 　・行う(・図示による　　・　　　　　)
 　・行わない

・

・SI-M1

・SI-M2
※発泡ポリエチ
　レンシート

※カラー ・シルバー
9.4.2(3)
(ｴ)(a)

標準仕様書

・SI-F1

・SI-F2
(ｴ)(b)
9.4.2(3)
標準仕様書

 　・設置する　　　・設置しない

 　※標準仕様書表9.4.1～表9.4.2による　　　・　

備考

 接着性試験

７．防水保証 　アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー
フィングシート防水の保証期間は、引渡し日より１０年間とし、メーカー
・施工業者との連名の上、保証書を提出する。
　塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、メーカー・施工業者が
通常定めている期間とし、保証書を作成し提出する。

６.シーリング
 下表以外は、標準仕様書表9.7.1による。
 ただし、外壁タイル接着剤張り目地の場合のシーリングは11章に、カーテン
 ウォール目地の場合のシーリングは17章による。

施工箇所 シーリング材の種類(記号)

 仕上げを行わない施工箇所(・図示による　　・　　　　　)
 シーリング材の目地寸法

(9.7.2)(9.7.3)(9.7.5)(表9.7.1)

 　・図示による　　　・　

 下地処理(コンクリートの打継ぎ箇所の処理)

 　・図示による　　　・　
 　　ケイ酸質系塗布防水材の製造所の仕様により、ポリマーセメントモルタルを充填する。 
 　※打継ぎ部分に対し、幅30mm程度の目地棒を用いる。目地棒の除去後、水洗い清掃し、

 　※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

シーリング材
種類

※標準仕様書9.7.1による
・

目地幅及び深さ
・

(9.5.3)(表9.5.1、2)

９　

防
水
工
事

10

石
工
事

 　・簡易接着性試験　　　・引張接着性試験

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-00 2-3特 記 仕 様 書 － ３ 2024 /02 /29

sa r-6 03- 18

（宮城県知事）第24310185号
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木
工
事　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

・シーリング材　　　　　(種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　)

(11.1.4)

特注

色 耐凍害性

有 無

耐滑

り性

・ ・

・

・・

・

・・

・

・・

・

(11.2.2、6)

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　

目地のシーリング材
打継ぎ目地

※ポリウレタン系シーリング材
・

ひび割れ誘発目地
※ポリウレタン系シーリング材
・

伸縮調整目地及びその他の目地
※変成シリコーン系シーリング材
・

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理　
※目荒し工法（高圧水洗処理）
・MCR工法
・

外装タイルの目地詰め
・行う　　・行わない

１．施工一般 材料のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆又は標準仕様書12.2.1(1)(ｳ)(b)による
・

(12.2.1)

２．製材
・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材

(12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)

施工箇所
寸法
（mm）

等級 含水率 保存処理

※2級
・
※2級
・

※A種 　・B種 　・　

※A種 　・B種 　・　

施工箇所
寸法
（mm）

等級 含水率 保存処理

・

・

※A種 　・B種 　・　

※A種 　・B種 　・　

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

※上小節

※小節以上

見え掛り面

見え掛り面
以外

施工箇所
寸法
（mm）

等級 含水率 保存処理

・

・

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

※1等

※1等

※10％以下
・A種　 ・B種 　
※10％以下
・A種 　・B種 　

・JAS 1083（製材）以外の製材

・

施工箇所
寸法
（mm）

材面の品質 防虫処理

造作材の場合
（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・適用しない

※A種 ・B種　・　　

含水率

芯材：
化粧薄板：
芯材：

・
※15％以下
・

・JAS 0701 に基づく造作用単板積層材 (12.2.1)

施工箇所 防虫処理表面の品質品名

・適用する
・適用しない
・適用する
・適用しない

寸法
（mm）

・JAS 0701 以外の造作用単板積層材

施工箇所

※14%以下
・
※14%以下
・

・適用しない
・適用する

・適用する
・適用しない

（mm）
寸法

表面の品質 含水率 防虫処理

・JAS 3079 に基づく直交集成板

施工箇所
寸法

品名 強度等級 種別
接着性能

（使用環境）
樹種名

（mm）

(12.2.1)・「合板の日本農林規格」による普通合板

施工箇所
（mm） 樹種名
厚さ 単板の 接着の

程度
板面の品質 防虫処理

広葉樹
※2等以上
・1等
針葉樹
※C-D以上
・

※1類
・2類・

※5.5 ・適用する
・適用しない

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

施工箇所
強度
等級

防虫
処理

厚さ
（mm）

板面の
品質

接着の
程度

単板の
樹種名

等級

・1級
※2級以上 ※1類

・特類
※C-D以上
・

※12
・

　しない
・適用
　する
・適用

・適用
　する
（　　）
・適用
　しない

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

厚さ
（mm）

施工箇所 単板の樹種名 接着の程度

・1類　・特類
・適用しない
・適用する

防虫処理

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

厚さ

４．造作用単板
　　積層材

５．合板等

　　組及び床組み
９．内部間仕切軸 ・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※杉又は松　　・　
・床組みに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※杉又は松　　・　

(12.4.1)

６．接合具等 造作材の化粧面の釘打ち
※隠し釘打ち

・つぶし頭釘打ち
・釘頭埋め木

・釘頭現し
諸金物

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物
（標準仕様書表12.2.3～5に示す程度の市販品　表14.2.2のF種程度）
・　　　　　　　（形状：　　　　寸法：　　材質：　　　　）

(12.2.2)

７．接着剤 接着剤のホルムアルデヒドの放散量 (12.2.2、3)

　　処理
８．防腐・防蟻 ・防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
(12.3.1、2)

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部材 保存処理性能区分
・K2　　・K3　　・K4
・K2　　・K3　　・K4
・K2　　・K3　　・K4

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

薬剤の種類処理の方法適用部材
※薬剤の製造所の仕様による
・
・

※JIS K 1571に適合又は同等品

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理
　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

・合板等の加圧注入処理の適用
　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

　　その他
10．窓、出入口 ・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合） (12.5.1)

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

11．床板張り

※ひのき　　・　
・縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

(12.6.1)

　　下地
12．壁及び天井

・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
(12.7.1)

※杉又は松　　・　

(11.1.3)(表11.1.1)

※F☆☆☆☆　　・　

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

 施工
 箇所

・図示による　

※標準仕様書表11.1.1による　
・図示による

目地寸法
・図示による

見本焼き

試験張り

タイルの形状、寸法等

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率による区分 うわぐすり

・

・

・

施ゆう

・

・

・

有 無 標準

役物

・

・

・

無ゆう

・

・

・ ・

・

・

２．見本焼き
　  試験施工

３．セメントモル
　　タルによる
　　タイル張り
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１．伸縮調整目地
　　及びひび割れ
　　誘発目地

位置

・行う(施工箇所：　　　　　　　　　)　　※行わない　

・行う(範囲、仕様等は図示による)　　　　※行わない

形状/寸法
(mm)

種類

タ
イ
ル
工
事

浸透性吸収防水材
(床石張り)　・適用する　　・適用しない 

石裏面処理
(床石張り)　・適用する　　・適用しない 
(階段張り)　・適用する　　・適用しない 

裏打ち処理
(床石張り)　・適用する　　・適用しない 

一般目地
・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)
・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)
伸縮調整目地　

位置
※標準仕様書10.6.2(5)(a)による　　
・図示による

シーリング材の種類
※標準仕様書表9.7.1による　
・

目地寸法
※幅・深さとも10mm以上　
・図示による

　　の石張り
７．笠木、甲板等 取付け工法

・湿式工法
・乾式工法

特殊部位用金物
材質

寸法等
引金物

※標準仕様書表10.2.3による
・

だぼ　
※標準仕様書表10.2.3による
・

かすがい
※標準仕様書表10.2.3による
・

受金物
※標準仕様書10.2.2(1)(ｲ)による
・

乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等
ファスナー

※標準仕様書表10.2.4に準ずる
（方式：・スライド方式　　・ロッキング方式）
・図示による

あと施工アンカーの材質、寸法
種類　・　
材質　・　
寸法　・　

石裏面処理
・適用する　　・適用しない

乾式工法の場合の取付け代
※70mm程度　　※70mm程度　　

石材の裏面の補強用モルタル
・適用する　　・適用しない

一般目地
・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)
・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

伸縮調整目地　
位置

※標準仕様書10.6.2(5)(a)による　　
・図示による

シーリング材の種類
※標準仕様書表9.7.1による　
・

目地寸法

(10.2.2) (10.7.2)

・シーリング材　　　　　(種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　)

６．床及び階段の
　　石張り

(10.6.2、3)

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理 
※目荒し工法（高圧水洗処理）
・MCR工法
・

壁タイル張りの工法 　
内外装タイル

・密着張り

内装タイル以外のユニットタイル

・モザイクタイル張り 　

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメ
ント、細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

タイルの形状、寸法等

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率による区分

４．有機系接着剤

　　張り
　  によるタイル

既調合モルタル

既調合目地材

※SUS304　　・　

※改良圧着張り 　

※マスク張り　

形状/寸法
(mm)

種類
 施工
 箇所

石
工
事
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うわぐすり

・

・

・

施ゆう

・

・

・

有 無 標準 特注

役物 色 耐凍害性

有 無

・

・

・

無ゆう

耐滑

り性

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・・

・

・・

・

・・

・

(11.3.2～5)

(12.2.1)・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 品名 樹種名
寸法
（mm）

見付け材面の品質見付け材面

※1等 ・2等
※1等 ・2等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所 材種名
化粧薄板の
厚さ（mm）

見付け材
面の品質

品名
見付け
材面

寸法
（mm）

芯材：
化粧薄板： ※1等

・2等
化粧薄板：
芯材：

※1等
・2等

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 含水率材種名 見付け材面の品質
寸法
（mm）

※15％以下
・
※15％以下
・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

材種名 含水率
見付け材
面の品質

化粧薄板の
厚さ（mm）

化粧薄板： ※15％以下

施工箇所
（mm）
寸法

３．造作用集成材

・1類　・2類

接着の程度
厚さ

（mm）

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所 単板の樹種名 化粧加工の方法 防虫処理

・適用しない
・適用する

・パーティクルボード

施工箇所

※15
・

※13タイプ
・

厚さ
（mm）よる区分

難燃性に耐水性に
よる区分よる区分

曲げ強さに

※P又はM
・

寸法（mm）

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

施工箇所

よる区分
施工箇所

厚さ
（mm）

表裏面の状態
による区分

曲げ強さに
よる区分

接着剤に
よる区分

難燃性に

・MDF

表裏面の状態に
よる区分

（　　　　）
造作材の場合
（※A種 ・B種）

・適用する
・適用しない

※A種 ・B種　・　

施工箇所 化粧板に使用する単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・適用する
・適用しない

・1類　・2類

（mm）

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-00 2-4特 記 仕 様 書 － ４ 2024 /02 /29

sa r-6 03- 18

（宮城県知事）第24310185号



瓦桟木
材質

※杉　　・　
寸法

※幅21×高さ15(mm)以上
・

棟補強用心材

材質
※杉　　・　

寸法
※幅40×高さ30(mm)
・

瓦緊結用釘及びねじ
種類（　　　　　　）　径（　　　　　　）　長さ（　　　　　　）　

棟補強等に使用する金物等
材質

・ステンレス製
・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

形状、寸法及び留付け方法
※図示による　　・　

工法 

４．とい (13.5.2、3)(表13.5.4)といその他の材種
・配管用鋼管
・硬質ポリ塩化ビニル管
・ルーフドレン
・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　）
・

とい受金物
材種

※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの）
・

形状
※市販品（とい径 100 以下）
・25×4.5(㎜)以上（とい径 100 を超えるもの）
・

取付け間隔
※標準仕様書表13.5.2による
・

足金物
材種

※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの)
・

形状

取付け間隔
※標準仕様書表13.5.2による
・

多雪地域
・適用する　　・適用しない

防露材のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

鋼管製といの防露巻き
※標準仕様書表13.5.4による
・

ルーフドレンの種類及び呼び 

種別 呼び 施工箇所
※ねじ込み式

・ろく屋根用横形Ⅰ型

・バルコニー中継用

・バルコニー用

※ねじ込み式

・ねじ込み式
・差し込み式
・ねじ込み式
・差し込み式

・80　　・100
・125 　・150
・80　　・100
・125 　・150
・50　・80　・100
・50　・75　・100
・50　・80　・100
・50　・75　・100

１．アルミニウム
　　及びアルミニ

　　表面処理

(14.2.1)(表 14.2.1)

　　ウム合金の 種類 色合い等
施工箇所

・AB-1種
・AB-2種

・AC-1種
・AC-2種

・BA-1種
・BA-2種

・BB-1種
・BB-2種

・BC-1種
・BC-2種

・C種

（成形板、笠木、建具以外）

・標準色
・特注色

・標準色
・特注色

・標準色
・特注色

・標準色
・特注色

・標準色
・特注色
・標準色
・特注色

陽極酸化皮膜の着色方法
※二次電解着色
・三次電解着色

　　めっき
２．鉄鋼の亜鉛 (14.2.2)(表 14.2.2)

種別表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）
・A種
・B種
・C種
・D種
・E種
・F種

・ 溶融亜鉛めっき

・ 電気亜鉛めっき

　　下地
３．軽量鉄骨天井 (14.4.2～4)(表14.4.1)野縁等の種類

屋外
※25形　　・19形

屋内
※19形　　・25形

屋外の形式及び寸法
野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　・図示による　　・　
周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　・図示による　　・　
野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　・図示による　　・　

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合 
(補強方法　※図示による　　・                       )

・天井のふところが3.0mを超える場合 
(補強方法　※図示による　　・                       )

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

(補強方法　※図示による　　・                       )

　　下地
４．軽量鉄骨壁

５．金属成形板張り

スタッド、ランナの種類 
※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類
・図示による 
・ 

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

出入口及びこれに準ずる開口部の補強
※標準仕様書14.5.4.(5)による
・ 

(14.5.3、4)(表14.5.1)

(14.6.2、3)(表14.2.1)

製法

・アルミ
　ニウム

種別

・押出し
・ロール
・プレス
・

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

パネル形

形状
板幅
（mm）

板厚
（mm）

表面処理
種別 色合い等

取付け用下地
※標準仕様書14.4による
・図示による 

伸縮調整継手
・設ける

（施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）　
・設けない 

６．アルミニウム
　　製笠木

種類　
・250形　　・300形　　・350形　

表面処理
種別（　　　　　　）種 
色合等　・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　） 

風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等

瓦桟木の留付け工法
※図示による　　・　

棟の工法
・7寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟 
・のし積み棟
・

面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合
・モルタル　　・瓦葺き用しっくい 

　(14.7.2、3)(表14.2.1)(表14.7.1)

(15.3.2、5)１．モルタル塗り モルタル
・現場調合材料
・既調合材料

既製目地材
・設ける
　施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示による　　・　　　　　　）
・設けない 

床の目地
・設ける
　目地割り

※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）
・

　目地の種類
※押し目地
・

・設けない 
屋外のタイル張り下地及び屋内の吹抜け部分等のタイル張りの下地モルタル
塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

・適用する　　・適用しない 

 (15.2.4)ラス系下地
・二層下地通気構法
・単層下地通気構法

・直張りラスモルタル下地
・直張りラスシートモルタル下地

　換気口部の措置 （※公共木造建築工事標準仕様書11.4.3.(2)(ｸ)　・　）

ラスの材料
種類及び記号  　　　（　　　　　　）
単位面積当たりの質量（　　　　　　）

ラスシートの材料 
ラス目による区分（※M　　・　　　　 　）
山高、山ピッチ、質量及び溶接区分による区分

ステープルの形状及び寸法（　　　　　　）
　　　　　　　　（・LS4(建築基準法に基づく耐力壁)　　・　　　　）

直張りラスシートモルタル下地で建築基準法に基づく耐力壁のラスシートの施工

２．ラス系下地

　　ボード 
３．せっこう

　　ボード下地
　　その他の

種類（・GB-R　　・GB-L　　・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　
木質系セメント板の種類及び厚さ

種類（・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

(15.2.5)せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ

建築基準法に基づく耐力壁の指定（・あり　　・なし） (15.2.6)４．こまい下地

(15.2.7)木ずり用小幅板の種類（※すぎ(心去り材)　　・　　　　　　）５．木ずり下地

６．仕上塗材
　　仕上げ

内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量 
※F☆☆☆☆　
・

 (15.6.2)

仕上塗材の種類

※市販品　　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

※ろく屋根用たて形Ⅰ型

・屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

(補強方法　※図示による　　・                       )

(補強箇所　※図示による　　・                       )

(補強箇所　※図示による　　・                       )

・薄付け仕上塗材

仕上げの形状 工法 吸放湿性 防火材料
　・吹放し
　・凸部処理
　・平たん状
　・凹凸状
　・ひき起こし
　・かき落とし

 ・適用する

　・吹放し
　・凸部処理
　・平たん状
　・凹凸状
　・ひき起こし
  ・砂壁状
　・ゆず肌状
　・平たん状
　・凹凸状
  ・ゆず肌状
　・さざ波状

  ・砂壁状

　・着色骨材砂壁状

 ・適用する

 ・適用する

　・ゆず肌状
　・平たん状
　・凹凸状
  ・ゆず肌状
　・さざ波状 　 塗り

 ・適用する

  ・ゆず肌状
　・さざ波状  ・適用する
　・凹凸状
　・砂壁状

　・平たん状
　・凹凸状
  ・ゆず肌状
　・さざ波状

　・ゆず肌状

　・凹凸状
  ・ゆず肌状
　・さざ波状

　・平たん状

　・ゆず肌状
　・平たん状
　・凹凸状

  ・砂壁状じゅらく

  ・京壁状じゅらく

種類（呼び名）

・外装薄塗材Si

・可とう形外装
塗材Si

・外装薄塗材E

・可とう形
　外装塗材E

・防水形外装
　薄塗材E

・外装薄塗材S

・内装薄塗材C

　・凹凸状

・ローラー

・吹付け

・こて塗り

・吹付け

・こて塗り
・ローラー
　塗り

・吹付け

・こて塗り

・ローラー
　塗り
・吹付け
・こて塗り

・吹付け

・こて塗り

・ローラー

　塗り
・吹付け
・吹付け
・吹付け

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si
・内装薄塗材E

・内装薄塗材W

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・こて塗り

・ローラー
　塗り

・吹付け

・こて塗り

・ローラー
　塗り

・吹付け

・こて塗り

種類（呼び名）

・外装厚塗材C

仕上げの形状
・吹放し
・凸部処理
・平たん状
・凹凸状
・ひき起こし
・かき落とし

・吹付け

・こて塗り

・適用する・適用する ・　

工法 吸放湿性 上塗り 防火材料

・吹放し
・凸部処理
・平たん状
・凹凸状
・ひき起こし
・吹放し
・凸部処理
・平たん状
・凹凸状
・ひき起こし
・かき落とし
・平たん状
・凹凸状
・ひき起こし
・かき落とし
・平たん状
・凹凸状
・ひき起こし
・かき落とし

・内装厚塗材C

・外装厚塗材Si
・外装厚塗材E

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・吹付け

　塗り
・ローラー
・こて塗り

・吹付け

・こて塗り

・こて塗り

・こて塗り

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・内装厚塗材Si
・内装厚塗材E

・吹放し
・凸部処理
・平たん状
・凹凸状
・ひき起こし

・吹付け

・こて塗り
・ローラー
　塗り

・適用する・適用する

・厚付け仕上塗材

・複層仕上塗材

種類（呼び名） 防火材料種類（呼び名）仕上げの形状 耐候性

・吹付け

上塗材の種類工法
・耐候形
　1種
・耐候形
　2種
・耐候形
　3種
・耐候形
　1種
・耐候形
　2種
・耐候形
　3種

 外観

 溶媒
・複層塗材Si
・複層塗材RE
・複層塗材CE ・凹凸状

・凸部処理

　塗り

 樹脂

 樹脂

 外観

 溶媒・ゆず肌状
　塗り

・凹凸状
・凸部処理

・吹付け
・可とう形複層
　塗材CE

・防水形複層
　塗材CE
・防水型複層
　塗材RE
・防水形複層
　塗材E

・凸部処理
・凹凸状

・吹付け

・ローラー

・ゆず肌状
　塗り
・ローラー

 樹脂

 外観

 溶媒

・耐候形
　1種
・耐候形
　2種
・耐候形
　3種

※複層塗材E
※ゆず肌状

※ローラー

(13.2.2、3)

施工箇所 板及びｺｲﾙの種類
塗膜の耐久性の種類、

めっき付着量
厚さ

（mm）
備考

※JIS G 3322 の
　屋根用
　(着色　・有）

屋根葺形式

　瓦棒葺
・立平葺 
・蟻掛葺
・横葺
・

・5類（AZ150)
・ ・0.5

・

下葺材料

・改質アスファルトルーフィング下葺材
 (・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

横葺きの場合のけらば納め
・つかみ込み納め　　・けらば包み納め 

１．長尺金属板葺

施工箇所 形式
耐火
性能

・重ね形

・かな合形
・無し
・30分・有り

・無し

軒先
面戸板

厚さ
（mm）よる区分

材料に

※鋼板製 
・ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　合金板製

耐力に
よる区分

(　　　)種

山ﾋﾟｯﾁ

山高、山ﾋﾟｯﾁ
による区分
山高

・はぜ締め形

(13.2.2)(13.3.2)(表13.2.1)

材料

断熱材張り

・行わない

２．折板葺

折板の材質の種類（※JIS G 3302の屋根用（着色 ・有）　・　　　　　）
　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（・5類(AZ150)　・　　　　　　　）

・行う　（断熱材の種別：　　　　厚さ(mm)：　　　防火性能：　　　　）

３．粘土瓦葺 (13.4.2、3)

施工箇所 形状に
種類

寸法に
よる区分よる区分よる区分

製法に 産地
役物瓦
の種類

雪止め瓦

・適用しない
・適用する

・適用する
・適用しない

桟瓦の防災瓦の使用　・適用する　　・適用しない 
JISA5208に基づく凍害試験等

・行う　　・行わない

雪止め
・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）
・設置しない

・適用する　　・適用しない
折板のけらば納め

※けらば包みによる方法

耐雪性能に対応した工法の適用 

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）
・設置しない

雪止め

※0.4 ※心木なし
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・軽量骨材仕上塗材

・吹付用軽量塗材
・こて塗用軽量塗材

・
・

防火材料種類（呼び名）

７．マスチック
　　塗材塗り

種別
・A種　　・B種

８．ロックウール ロックウールのホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　　
・

接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆
・

仕上げ吹付け厚さ

・25㎜
・

(15.7.2)

(15.12.2、3)

(15.10.2～4)しっくい
・既調合材料

色しっくい　・適用する　　・適用しない
・現場調合材料

下地
・せっこうボード　　・せっこうラスボード　・モルタル塗り　・木ずり　 
・こまい　　・下塗りをせっこうプラスターとし上塗りに使用する場合
・

既調合しっくいの調合
・せっこうボード下地　　　※標準仕様書表15.10.1　　・　
・モルタル塗り下地　　　　※標準仕様書表15.10.2　　・　
・せっこうラスボード下地　※製造所の仕様による　　 ・　

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚
・木ずり下地　　　　　　　※標準仕様書表15.10.3　・　
・せっこうプラスター下地、こまい下地　　※標準仕様書表15.10.4　・　

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法
・なで切り仕上　　・パターン仕上げ

のり (15.11.2～5、7、8)
・土壁用ののり

※つのまた
・ふのり
・ぎんなんそう
・粉末海藻
・

・砂壁用ののり
※ふのり
・つのまた
・こんにゃくのり
・にかわ
・合成高分子系混和剤
・

色土
・土物仕上げに用いる色土の種類（　　　　　　）
・大津仕上げに用いる色土の種類（　　　　　　）

色砂の種類
・天然砂と岩石の砕砂
・人工的に着色・製造したもの

下塗りの調合
※標準仕様書表15.11.2
・

塗厚
※標準仕様書表15.11.8による
・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合（　　　　　　）
・

こまい壁の工程
※A種　　・B種

こまい壁塗りの上塗りとする土物仕上げの工法の種類
・土物仕上げ工法

・水ごね土物1工法
・水ごね土物2工法
・のりさし土物工法
・のりごね土物工法

・砂壁仕上げ工法
・切返し仕上げ工法

こまい壁塗りの上塗りとする大津仕上げの工法の種類
・普通大津仕上げ工法
・大津みがき仕上げ工法

ちりじゃくり 
・図示による　　・　

９．しっくい塗り

10．こまい壁塗り

４．アルミニウム
　　製建具

性能値等 (16.2.2、4、5) (表14.2.1)（表16.2.1、2)

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
外部に面する建具の種別　

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・D種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・E種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（　　　　　　）
（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ
断熱性の等級（　　　　　　）
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

材料
ステンレス鋼板

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL　　・　

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

形状及び仕上げ
表面処理 

外部に面する建具　 　
種別

※BB-1　　・BB-2　　（標準仕様書表14.2.1）
着色

※標準色　　・特注色
屋内の建具

種別
※BC-1　　・BC-2　　（標準仕様書表14.2.1）

着色
※標準色　　・特注色

結露水の処理方法
・水貯め式　　・排水式

工法
水切り板、ぜん板　　
　※図示による　　
木下地の場合の内付け建具
　・適用しない　　・適用する  

５．網戸等 (16.2.3)

網目

・防虫網
※16～18メッシュ 
・

網目寸法15mm・防鳥網

※0.25mm以上
・

1.5mm

・ガラス繊維入り合成樹脂製 
※合成樹脂製 

・ステンレス(SUS316)製  
ステンレス(SUS304)線材

材質種類 線径

６．樹脂製建具 性能値等 (16.2.5) (16.3.2～5)（表16.3.1～3)
耐風圧性の等級（　　　　　　）
気密性の等級　（　　　　　　）
水密性の等級　（　　　　　　）
外部に面する建具の種別　

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・D種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・E種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（・T-1　　・T-2 ）
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ
断熱性の等級（・H-4　　・H-5　　・H-6　　・H-7　　・H-8 ）
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

材料
ガラス

※複層ガラス（組合せは建具表による）
・

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL　　・　

形状及び仕上げ
表面色　・標準色　　・特注色

工法

木下地の場合の内付け建具　・適用しない　　・適用する 

７．鋼製建具 性能値等 (16.2.2) (16.4.2～4)（16.4.6） (表16.4.2)

材料
ステンレス鋼板

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL　　・　

形状及び仕上げ
鋼板類の厚さ

※標準仕様書表16.4.2による
・　　　　　　使用箇所（　　　　　　）

標準型鋼製建具の形式及び寸法 

８．鋼製軽量建具 性能値等 (16.2.2) (16.5.2～4)(16.5.6)(表16.5.1)
簡易気密型ドアセット

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・適用しない 

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（・　　　　　　）
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ
断熱性の等級（　　　　　　）
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

９．ステンレス製
　　建具

性能値等 (16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)
簡易気密型ドアセット

・適用しない 
外部に面する建具の耐風圧性

耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（・　　　　　　）
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ
断熱性の等級（　　　）
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

耐震性能
建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

材料
ステンレス鋼板　

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI
・

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL　　・　

形状及び仕上げ
表面仕上げ

※HL　　・鏡面仕上げ　　
工法

ステンレス鋼板の曲げ加工
※普通曲げ　　
・角出し曲げ（b角（切込み後の残り板厚0.75mm、裏板補強有り）） 　　
・角出し曲げ（c角（切込み後の残り板厚1.0mm））

10．木製建具 建具材の加工、組立時の含水率 (16.7.2～4)
※A種　　・　

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 
※F☆☆☆☆　　・　　

・フラッシュ戸 
表面材のホルムアルデヒド放散量等

・かまち戸 

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用 

表面板の厚さ

・適用しない　　・適用する

かまち樹種（　　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　） 　　

・ふすま 
張りの種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型） 　　
上張り（押入等の裏側以外）

・鳥の子

・塗り縁
・生地縁（素地）
・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

・戸ぶすま 　
表面板の仕上　・建具表による 

・紙張り障子 　

枠、くつずりの材料
・建具表による　　・　

11．建具用金物 金物の種類及び見え掛り部の材質等 (16.8.2、3)(表16.8.1～5)
※標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による
・

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
※標準仕様書表16.8.2による
・建具表による

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
※標準仕様書表16.8.3による
・建具表による

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
※標準仕様書表16.8.4による
・建具表による

木製建具に使用する戸車及びレール
※標準仕様書表16.8.5による
・建具表による

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置
・建具表による
・

※適用する

※適用する

縁仕上げ 
※新鳥の子又はビニル紙程度  

※図示による

枠の見込み寸法（※建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具の日射熱取得性の等級　・　
枠の見込み寸法　※建具表による　　・　　　　

水切り板、ぜん板　※図示による　　・　

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

※建具表による　　・　

材料
鋼板

・亜鉛めっき鋼板
・ビニル被覆鋼板
・カラー鋼板
・ステンレス鋼板

ステンレス鋼板
※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI
・

召合わせ、縦小口包み板の性質

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※鋼板　　・　

※HL　　・　
形状及び仕上げ

鋼板類の厚さ（mm）
※標準仕様書表16.5.1による　 
・
　使用箇所（　　　　　　）　 

標準型鋼製軽量建具の形式及び寸法
※建具表による　　・　

※表16.7.6による　　・　

見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　・　

見込み寸法　※19.5mm　　・建具表による　　・　

見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　

見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　

12．鍵 (16.8.4)マスターキー
・製作する　　・製作しない

鍵の製作本数

鍵箱
※有り　　・無し 

13．自動ドア開閉
　　装置

(16.9.2、3)戸の開閉方式　
・建具表による　　・ 

・引き戸用駆動装置
性能値

※標準仕様書表16.9.1　(防錆　・適用する　　・適用しない) 
・以下による
　種類・開閉方式　　　（　　　　　　　　　　　　）
　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　）
　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・車椅子使用者用便房出入り口引き戸用駆動装置
性能値

※標準仕様書表16.9.2　(防錆　・適用する　　・適用しない)
・以下による
　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　）
　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・引き戸用検出装置
性能値　　　　

※標準仕様書表16.9.3　(防錆　・適用する　　・適用しない)
・以下による
　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　防滴　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

引き戸用検出装置の種類　　標準仕様書表16.9.4

タッチスイッチの種類 

※各室3本1組（室名札付き）　　・　

・建具表による　　・　

　　吹付け

(16.1.3)

建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　　　　　
            　　　　　　※行わない
建具見本製作の目的等　　・ 　
特殊な建具の仮組　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　
　　　          　　　　※行わない 

・適用する（・建具表による　　・　　　　　　）

(16.1.4)

(16.1.6)

簡易気密型ドアセット

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）
・適用しない 

外部に面する建具の耐風圧性 
耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（・　　　　　　）
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ
断熱性の等級（　　　　　　）
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

※標準仕様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による　　
表面材の合板の種類 

表面の樹種

接着の程度（・1類　　・2類 ）

規格等 備考合板の種類

樹種名（　　　　　　） 
接着の程度（・1類　　・2類 ） 
化粧加工の方法 

※プリント
・ポリエステル化粧合板
・メラミン化粧合板

・普通合板

・天然木 化粧合板 

・特殊加工 化粧合板 

板面の品質（※広葉樹1等　　・　　　　） 

※適用する
・無線式タッチスイッチ　　・光線式タッチスイッチ

車椅子使用者用便房スイッチの種類
・大形押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ

凍結防止措置

14．自閉式上吊り
　　引戸装置

性能値等　
※標準仕様書表16.10.1
・以下による

手動開き力　　　（　　　　　　　　　　　　）
手動閉じ力　　　（　　　　　　　　　　　　）
閉じ速度の調整　（　　　　　　　　　　　　）
制動区間　　　　（　　　　　　　　　　　　）

 (16.10.3)（表16.10.1）

・行う　　※行わない

１．防火戸
・

２．見本の製作等

３．防犯建物部品
※適用しない

※建具表による

16

建
具
工
事

接着の程度（・1類　　・2類 ）
・

・MDF 

開閉繰返し　　　（　　　　　　　　　　　　）
耐衝撃性　　　　（　　　　　　　　　　　　）

15

左
官
工
事

耐風圧性の等級（・S-5　）

気密性の等級（・A-3　）

水密性の等級（・W-4　）

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名
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一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査
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　(16.11.2、3)シャッターの種類
・管理用シャッター
・外壁用防火シャッター
・屋内用防火シャッター
・防煙シャッター

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　　　）pa 
開閉方式の種類

※電動式（手動併用）　　・手動式 
安全装置 

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置
（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）
電動式シャッターの障害物感知装置
（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置 
（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

管理用シャッターのシャッターケース
※設ける　　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板 　
鋼板の種類

※JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）
・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯） 　

めっきの付着量
※Z12又はF12
・

ステンレス鋼板
※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI
・

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに
用いるスイッチボックス類のふたの材質

16．軽量シャッター 開閉方式の種類
※手動式
・電動式（手動併用） 

耐風圧強度（　　　　　　）pa
安全装置

電動シャッターの障害物感知装置
（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

スラットの材質の種類 
※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 
　めっきの付着量（※Z06又はF06　　・　　　　　　） 　
・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） 
　めっきの付着量（※AZ90　　・　　　　　　） 

スラットの形状

(16.12.2～4)

17．オーバー
　　ヘッドドア

(16.13.2、3)

セクション材料
による区分

※スチールタイプ

　タイプ
・アルミニウム

　グラスタイプ
・ファイバー

風圧力に
よる強さ
の区分

による区分
ガイドレール

・125
・100
・75
・50 ※バランス式

・チェーン式
・電動式

・バーチカル形
・ハイリフト形
・ローヘッド形
※スタンダード形

　鋼板
・ステンレス
　めっき鋼板
※溶融亜鉛

収納形式
による区分

開閉方式
の材料

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

18．ガラス
・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

(9.7)(16.14.2～4)(図16.14.1)

・

・型板ガラスの厚さによる種類

・

・網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び
　厚さの呼びによる種類

・

・合わせガラス
　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ

　落球衝撃はく離特性及びショットバック衝撃特性による種類

・強化ガラス
  形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

・
  破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス
  板ガラスによる種類、厚さによる種類

・複層ガラス
  材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

  断熱性による区分

  日射取得性及び日射遮蔽性による区分

　乾燥気体の種類

・熱線反射ガラス
  材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

  日射熱遮へい性による区分

  耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が2種の場合）

・倍強度ガラス
  材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

ガラスの留め材及び溝の大きさ (16.14.2)(9.7)

建具の種類 ガラス溝の大きさ(mm)
※建具製造所の仕様による 
・図示による
・

ガラス留め材の種別

・グレイジングチャンネル
・

鋼製及び鋼製軽量 ・

・

※建具製造所の仕様による 
・図示による
・
※建具製造所の仕様による 
・図示による
・

・グレイジングガスケット
・

※建具製造所の仕様による 
・図示による
・

樹脂製

ステンレス製

アルミニウム製

　　ブロック積み
19．ガラス (16.14.5)

・160×160

呼び寸法（mm）厚さ（mm） 色調 目地幅（mm）
伸縮調整目地

位置（mm）
防火性能

・95
・
・95
・

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　

力骨　
材質

寸法

形状

化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）
シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）
金属製化粧カバー　

材質
・ステンレス製　　・アルミニウム製 　　・　

(17.3.2～6)(表17.3.1、2)

寸法

形状
※図示による　　・　

※図示による　　・　
木下地の場合のアンカー等の取付け間隔 

・図示による　　・　
目地部の横力骨の納まり　

※ガラスブロック製造所の仕様による　
・図示による
・

１．取付け形態、
　　性能等

取付け形態による分類
・層間方式
・柱・梁方式
・方立方式
・スパンドレル方式
・

性能

耐温度差性(℃)水密性 気密性 遮音性 断熱性 耐火性

　　ウォール
２．メタルカーテン 金属系材料の種類

・アルミニウム材
・鋼材
・ステンレス鋼材

シーリング材の種類（目地等）

ガラスの取付け材料
・シーリング
　種類（・SR-2   　・SR-1）
・構造ガスケット

断熱材
種類及び範囲　※図示による

形状及び仕上げ
製品の寸法許容差

※標準仕様書表17.2.1による
・

見え掛かり部の仕上げ
（アルミニウム材の場合）

（鋼材及びステンレス鋼材の場合）

ガラス溝の寸法、形状等
※カーテンウォールの製造所の仕様
・

取付け
躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

鉛直方向

水平方向

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差
目地の幅

目地の心の通り

目地両側の段差

各階の基準墨から各部位までの距離

耐火処理
適用部位、材料等　※図示による

ガラスの取付け材料
ガラスの取付け材料がシーリングの場合のガラスの支持方法 

※4辺支持　　・　

３．PCカーテン
　　ウォール

材料

品質
設計基準強度(Fc) 　※30N/mm2　　・　
スランプ　    　　 ※12cm　　　・ 
気乾単位容積質量

・

・普通コンクリートの場合　2.1t/m3を超え2.5t/m3以下
・軽量コンクリートの場合　1.8t/m3～2.1t/m3

単位水量の最大値
※185kg/m3　　・ 

コンクリート

鉄筋
種類の記号　　※SD295　　・ 

補強鉄線
径(mm)　　・3.2　　・4.0　　・5.0　　・6.0
網目寸法　・　　　

シーリング材の種類（目地等）

ガラスの取付け材料
・構造ガスケット　
　形状、寸法等　・図示による

耐火処理
適用部位、材料等　※図示による

断熱材　　　種類（　　　　　　）　
種類及び範囲　※図示による

先付けの材料
・表面仕上材

・セラミックタイル
・石材

・建具枠
・ゴンドラ用ガイドレール

形状及び仕上げ
製品の見え掛り部の寸法許容差

辺長

対角線長の差

版厚

開口部内法寸法

※±3㎜　　・ 

※0～5㎜　　・ 

※±2㎜　　・ 

種類（・普通コンクリート　　・軽量コンクリート1種　　・　　　　）　

製作
PC版の配筋 　※図示による

取付け
躯体付け金物の取付位置の寸法許容差

鉛直方向

水平方向

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差
目地の幅

目地の心の通り

目地両側の段差

各階の基準墨から各部位までの距離

ガラスの取付け方法 

※±10㎜　　・ 

※±25㎜　　・ 

※±5㎜　　・ 

※0～3㎜　　・ 

※0～4㎜　　・ 

※±5㎜　　・ 

　場合は排水機能の設置及びガラスの封着処理の強化を行う 
・ガラスの取付け材が構造用ガスケットで複層ガラス等を使用する

15．重量シャッター

※建具表による

※建具表による

※建具表による

※建具表による

※シーリング材 

※シーリング材 

※シーリング材 

・200×200

※図示による　　・　

※径5.5mm　　・　

※はしご形状複筋及び単筋　　・　

※±10mm　　・　

※±25mm　　・　

※±3㎜　　・　

※0～2㎜　　・　

※0～2㎜　　・　

※±3㎜　　・　

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

防火材料
※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。
・以下の箇所を除き防火材料とする。
（箇所：　　　　　　） 

(18.2.2～7)

※C種　・A種　・B種

※A種　・B種
※B種　・A種

※B種　・A種　・C種
・A種　・B種　
※B種　・A種
※B種　・A種
※B種　・A種　
※A種　・B種　
※A種　・B種
※B種　・A種

木部

鉄鋼面（DP以外 ）
鉄鋼面（DPのみ）
亜鉛めっき鋼面
モルタル面及びせっこうプラスター面
コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面
押出成形セメント板面
コンクリート面（DPのみ）
せっこうボード面及び
その他ボード面

下地面等 種別

錆止め塗料塗りの工程
見え掛り：A種
見え隠れ：B種
表18.3.4
見え掛り：A種
見え隠れ：B種
鋼製建具等：A種
上記以外：B種
表18.3.6
鋼製建具等：A種
上記以外：B種

錆止め塗料の種別

SOP

DP

EP-G

SOP

DP

EP-G

※B種　・A種

C種及びD種

A種

※A種　・B種

B種

C種

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部屋外
木部屋内
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

・クリヤラッカー塗り(CL)
・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

※A種　・B種
※B種　・A種
※B種　・A種
　　 －

塗料の種類

・耐候性塗料塗り(DP)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面
押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

※B種　・A種
※B種　・A種

上塗り塗料の
等級(　 )級
上塗り塗料の
等級(　 )級

　　 －

　　 －

・A種　・B種
・C種

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

・つや有合成樹脂エマル
  ションペイント塗り
  (EP-G)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面
ﾓﾙﾀﾙ面
ﾌﾟﾗｽﾀｰ面
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面
その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等
屋内の鉄鋼面
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 
・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

※B種　・A種
※B種　・A種
・ピグメント
　ステイン塗り
・オイルステイ
　ン塗り(OS)
※B種　・A種・木材保護塗料塗り(WP)

・ステイン塗り 

　　 －

　　 －

　　 －
　　 －

　　 －

　　 －

２．素地ごしらえ

３．錆止め塗料
　　塗り

４．塗装

１．材料

（設置箇所　※建具表による　　・　　　　　　）

※建具表による
・

・Ⅰ類　　・Ⅱ-1類　　・Ⅱ-2類　　・Ⅲ類

※建具表による
・

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

・G　　・S

・空気　　・アルゴン　　

※建具表による
・

・1種　　・2種　　・3種

・A類　　・B類

※建具表による
・

※ステンレス鋼(SUS304)　　・　

17

種類及び寸法等　※図示による　　・　

　形状、寸法等　※図示による

　規格等　標準仕様書16.2.3による
　種別　・　　　　　　（標準仕様書表14.2.1）
　着色　・標準色　　・特注色　

・

種類及び寸法等　※図示による　　・　

(17.2.2、3、5、6)

(18.1.3)

(17.1.3)

(18.3.2、3)

(18.4.1～18.12.2)

18
※F☆☆☆☆　　・　

不透明塗料塗りの場合
透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法
目地：継目処理工法以外

下地面 塗料の種別

種別塗装

・合成樹脂調合ペイント
　塗り(SOP) 

※B種　・A種

16

・インターロッキング形
・オーバーラッピング形 
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  性能による種類

※建具表による
・

・1種　　・2種

・80
・70
・60

・30分
・1時間

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

支点間距離(h)
・たわみ量が±(1/150)×h かつ絶対量20mm以下であること
・
・

4m以下

4mを超える

耐風圧性能

性能の確認方法及び判定方法 
※性能の確認及び判定方法が確認できる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける

PCカーテンウォールの仕上げ
・

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)
※図示による　　・ 

ねじれ、反り

曲がり

面の凸凹

先付け金物の位置

※±2㎜　　・ 

※0～5㎜　　・ 

※0～3㎜　　・ 

※0～3㎜　　・ 

※0～5㎜　　・ 

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用 
・適用しない
・適用する(着色剤：・溶剤形着色剤　　・油性染料着色剤)

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 
・適用する
・適用しない

・
オイルステイン塗りの工程等 

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-00 2-7特 記 仕 様 書 － ７ 2024 /02 /29

sa r-6 03- 18

（宮城県知事）第24310185号
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１．接着剤  (19.2.2)

ホルムアルデヒド放散量
ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤の

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別
・図示による　　・　

２．下地の工法 標準仕様書19.2.3(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法

厚さ（mm）

・マーブル柄
・柄物

接合部の処理
※熱溶接工法　　・　

４．ビニル床タイル

３．ビニル床シート

(19.2.2)

※KT (ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・TT (単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・FT (複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・FOA (置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・FOB (薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・柄物

寸法（mm）

・450×450

・
・500×500

色柄  厚さ（mm） 備考

・2.5
※2.0

・3.0
・

５．特殊機能床材 (19.2.2)・帯電防止床シート
　種類　　（　　　　　　）
  性能　　（　　　　　　）
  厚さ(mm)（　　　　　　）

・帯電防止床タイル
  種類　　（　　　　　　）
　性能　　（　　　　　　）
　寸法(mm)（　　　×　　　）
　厚さ(mm)（　　　　　　）

・視覚障害者用床タイル　
　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列は
　JIS T 9251による。
  種類　　（　　　　　　）
　形状　　（　　　　　　）

・耐動荷重性床シート
  種類　　（　　　　　　）
　厚さ(mm)（　　　　　　）

・防滑性床シート
  種類　　（　　　　　　）
　厚さ(mm)（　　　　　　）

・防滑性床タイル
  種類　　（　　　　　　）
　寸法(mm)（　　　×　　　）
　厚さ(mm)（　　　　　　）

６．ビニル幅木 材質の種類
・軟質　　・硬質 

高さ(mm)
※60　　・75　　・100

厚さ(mm)
※1.5以上　　・　

(19.2.2)

・タフテッドカーペット

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm）
・カットパイル
・ループパイル
・カット、ループ併用

・5～7　・ 
・4～6　・ 
・

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

工法 帯電性

・適用する
・適用しない

※300×300

※全面接着工法

下敷き材(グリッパー工法の場合)　
※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm
・

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

・タイルカーペット

※ループパイル
※第一種
・第二種
・第一種
・第二種
・第一種
・第二種

※500×500
・

・
※500×500
・

パイルの形状 種類 施工箇所 総厚さ（mm）寸法（mm）
※500×500 ※6.5

※6.5
・

・

※6.5
・

・カット・ループ併用

・カットパイル

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

・図示による　　・　

タイルカーペットの敷き方
平場

※市松敷き
・模様流し
・

階段部分
※模様流し
・市松敷き
・

見切り、押え金物　
材質（　　　　　　）
種類（　　　　　　）
形状等

※図示による　　・　

９．合成樹脂塗床 (19.4.2、3)(表19.4.4、5)

・薄膜型塗床材 

・つや消し仕上げ
・防滑仕上げ
※平滑仕上げ

・薄膜流しのべ工法 
・厚膜流しのべ工法 
・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床
・厚膜型塗床材 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床
・厚膜型塗床材 ・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

※平滑仕上げ

塗床材のホルムルデヒド放散量

10．フローリング
　　張り

(19.5.2～5)(表19.5.1～6)

※標準仕様書19.5.2(2)による
フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

・
各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※F☆☆☆☆　　・　

・単層フローリング　（フローリングボード1等）
　工法

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）
・接着工法

　樹種

・単層フローリング　（フローリングブロック1等）
　樹種

　厚さ（mm）
・

・
  大きさ

・

・複合フローリング
　工法

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）
・接着工法

　樹種
※なら　　・　

　種別
・A種　　・B種　　・C種

接着工法の場合の不陸緩和材
※合成樹脂発泡シート
・

11．畳敷き 種別
・A種　　・B種
※C種　　・D種（畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N） 

衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　　・C2）

12．せっこうボード、
　　その他のボード
　　及び合板張り

(19.7.2、3)(表 19.7.1)
MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

合板のホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

※標準仕様書19.7.2(3)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※なら　　・　

種類等 厚さ(mm)、規格等

・木片セメント板

・木毛セメント板

木質系セメント板

　・硬質(HW)・中質(MW)・普通(NW)

　・硬質(HF) ・普通(NF)

繊維強化セメント板

※図示による　・15　・20　・25

・21　・30　
※図示による　・12　・15　・18

・けい酸カルシウム板(タイプ2)
　普通ボード 0.8FK

※図示による　・6　・8

火山性ガラス質複層板

・火山性ガラス質複層板
　種類　※図示による　・　

繊維板

※図示による　・3 　・7 　・9 
・12　・　

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF)

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ
　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理）
　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ
　　　・未研磨板（RN）
　　　・研磨板（RS）
　　・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI)
　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（処理）
　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ
　　　・未研磨板（RN）
　　　・研磨板（RS）
　　・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE)
・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ
　・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB）
　　・天井仕上げ材
　　・内装仕上げ材

※図示による　・2.5　・3.5　・5
・7　  ・　

※図示による　・　

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ
　・無研磨板（VN）
　・研磨板（VS）
・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ
　・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）
　・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）
　・塗装（DC）

吸音材料

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）
　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ
　・凹凸ﾀｲﾌﾟ
・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（1号）
・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（32K）

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R）
・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S）
・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F）
・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L）
・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-NC）
　・化粧無し（下地張り用）
　・化粧有り（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

※図示による　・10　・12　・15
・18　・ 

※図示による　・10（難燃）

・ 
・12（難燃）

・9 （不燃）　・12（不燃）
・12（不燃）　・15（不燃）

※図示による　・25　
・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　・ 

※12.5（不燃）・15（不燃）・ 
・12.5（・不燃　・準不燃）
・12.5（不燃）・15（不燃）
・9.5

・9.5（不燃）

合板類

・普通合板
　表板の樹種名：
　板面品質：
　防虫処理
　・行う　・行わない
・天然木化粧合板
　化粧板の樹種名：
　防虫処理

・特殊加工化粧合板
　化粧加工の方法
　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　
　表面性能

　・行う　・行わない

　防虫処理
　・行う　・行わない

※図示による
・

※図示による
・

・
※図示による

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合 

合板類の張付け

せっこうボードの目地工法等 
目地工法の種類

・A種　　・B種 　

※仕上表による
突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

※無地

７．ゴム床タイル　種類
・単層品　　・積層品　

色柄（　　　　　　） 
厚さ(mm) 

・3.0　　・4.5　　・6.0　　・9.0 
寸法(mm)（　　　×　　　）

(19.2.2)

８．カーペット敷き ・ 織じゅうたん (19.3.2、3)(表19.3.1)(表19.3.2) 

織り方 パイル形状
・ウィルトンカーペット 
・ダブルフェースカーペット
・アキスミンスターカーペット

・カットパイル
・ループパイル
・カット/ループパイル

色柄
※模様のない無地　
・

パイル糸の種類等
※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）
・

帯電性
・適用する　　・適用しない  

織じゅうたんの接合方法
※ヒートボンド工法
・つづり縫い

下敷き材
※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm
・

13．壁紙張り ホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

施工箇所
紙 繊維

ビニル
塩化

チック
プラス

無機質その他

・不燃 　・準不燃 
・不燃 　・準不燃 

・不燃 　・準不燃 
・不燃 　・準不燃 

防火性能

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

モルタル及びプラスター面の素地ごしらえの種別
※B種　　・A種　

コンクリート面の素地ごしらえの種別
※B種　　・A種　

せっこうボード面の素地ごしらえの種別
※B種　　・A種　

14．断熱材
フェノールフォーム断熱材、保温材又は接着剤のホルムアルデヒド放散量

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

・断熱材打込み工法 

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材
(・　　　　　　)

(・2種bA　　・3種bA　　・3種bC　　・3種bD ) 
・硬質ウレタンフォーム断熱材
・フェノールフォーム断熱材

※押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし) ※25

・
・

・
厚さ（mm） 施工箇所

・断熱材現場発泡工法 　　
断熱材の種類

吹付け厚さ（mm）
・

施工箇所
・図示による　　・　

・A種1　　※A種1H 　　・　

　　フロア
１．フリーアクセス (20.2.2)

施工箇所 構法

・支柱
　調整式

・500×500
・

寸法（mm）
高さ

（mm）
耐震性能

・1.0G

所定荷重

・3,000N
・5,000N
・

表面仕上材

・帯電防止床ﾀｲﾙ
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
・

・置敷式

寸法精度 
※標準仕様書20.2.2(2)(オ)(a)～(c)による　 
・以下による

パネルの長さの寸法精度
（　　　　　　）
パネルの平面形状（角度）の寸法精度
（　　　　　　）
フリーアクセスフロアの高さの寸法精度
（　　　　　　）

帯電防止性能
・評価値（U）≧0.6以上
・評価値（U）≧1.2以上　　

※F☆☆☆☆　　・　

19

種類の記号 色柄 備考

・
※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

※2.0
・

種類の記号
・無地

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※図示による　・9　 ・12　 ・15
・18  ・　

※図示による　　・　

壁紙の種類

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

種類

 (19.2.3)

(19.2.2、3)

(19.6.2)(表 19.6.1) (19.8.2、3)

(19.9.2～4)

20

※0.6G

２．可動間仕切 (20.2.3)

構造形式による種類

・スタッド式(内蔵）
・スタッド式(露出）
・スタッドパネル式
・パネル式

パネル表面仕上げ

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は
　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付
・壁紙張り
・

遮音性
(dB/500Hz)

防火性能

・0
・12
・20
・28

構成基材の種類
ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ

パネル内に取付ける建具
・有り（※図示による　　・　　　　　　）
・無し

パネル内に取り付ける建具のドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、
標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する材質とする。
表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による。
パネル材料のホルムアルデヒド放出量

※F☆☆☆☆　　・　

３．移動間仕切 (20.2.4)

遮音性
走行方向

操作方法に
よる種類

・平行方向
　移動式
・二方向
　移動式

・手動式 
・電動式 
・部分電動式 

パネル圧接装
置の操作方法
・ﾌﾟｯｼｭ式 
・ﾊﾝﾄﾞﾙ式 
・

総厚さ
（mm）

パネル表面材

・

材質
・焼付塗装
・壁紙張り
・

仕上げ (dB/500Hz)
・36未満・鋼板

パネル表面仕上げ材の壁紙張りの品質、性能は標準仕様書19章による。
ハンガーレールの取付け下地の補強 　

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び
  変形量となるように補強する
・図示による

・

※36以上

※ランナーに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの
パネルをランナーに取り付ける部品 

ハンガーレール及びランナー

　値に対して、耐力及び変形量が使用上支障のないもの
※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した

・

※不燃

※36

内
装
工
事

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-00 2-8特 記 仕 様 書 － ８ 2024 /02 /29

sa r-6 03- 18

（宮城県知事）第24310185号



４．トイレブース (20.2.5)

表面材の材料
ドアエッジ

材質

・ポリエステル樹脂系化粧板 
※製造所の仕様による
・アルミニウム製 
・ステンレス製・

５．手すり (20.2.6)材料の種類及び仕上げ
・SUS304　表面処理　※HL程度　　
・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき

（※標準仕様書表14.2.2による種別（　　　　）種）

（※標準仕様書表14.2.1による種別（　　　　）種）
・アルミニウム 表面処理　

　色合い　・標準色（　  　　　）　・特注色（　　  　　）

手すりの握り部分

・集成材

・ビニル製

・35程度
・45程度
・
・35程度
・45程度
・

・クリアラッカー
（材種：　　　　）・

備考取付箇所直径(mm)表面仕上げ材種

６．階段滑り止め 材種
※ステンレス製
・黄銅製押出型材
・アルミニウム製押出型材
・

(20.2.7)

形状
※タイヤ型(タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等)
・タイヤレス型 

寸法(幅)
・35㎜程度　　・40㎜程度　　・50㎜程度

取付け工法
※接着工法
・埋込み工法

７．黒板及び
　　ホワイトボード

(20.2.9)・黒板　
区分

※焼き付け　　・　
種類

※鋼製黒板
・ほうろう黒板
・

色

・ホワイトボード

８．鏡 取付け箇所（　　　　　　）
寸法（mm）

・図示による　　・　
厚さ（mm）

※5　　・　

９．表示 衝突防止表示
・設置する　（設置場所：※図示による　　・　　　　　）

　材質　　　（ ※ステンレス製　　・　　　　　　）
・設置しない

誘導標識、非常用進入口等の表示

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、
印刷等の種別、取付け形式等
(案内用図記号はJIS Z 8210による)

※図示による

10．タラップ  材質及び仕上げ
・SUS304（スリップ止め加工　※あり　　・なし　） 
・鋼製　  表面処理　溶融亜鉛めっき 
（※標準仕様書表14.2.2による種別（※C種　　・　　　種）） 

11．煙突ライニング 適用安全使用温度
・

工法
※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )
・

12．ブラインド

操作方法の種類操作方法
ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ
の材種

幅・高さ
取付箇所 

・横形

形式

※ギヤ式
・ｺｰﾄﾞ式
・操作棒式

ｽﾗｯﾄの種類 ｽﾗｯﾄ幅

※鋼製
・

・図示に
　よる
・

・電動 　　　 －

・
※25

・縦形

・手動

・手動
※2本操作ｺｰﾄﾞ式
・1本操作ｺｰﾄﾞ式

・電動 　　　 －

・80
・100

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　合金製
・

・図示に
　よる
・

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　合金製
・

・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ
・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

縦型ブラインドのスラットの材質
・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 
・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

13．ロール
　　スクリーン

その他の材料

・スプリング式
・コード式

・ガラス繊維製
・合成・天然繊維製

※製造所の仕様 

・電動式 ・木製

スクリーンの材種操作方法
幅・高さ
取付箇所 

品質等

・・図示に
　よる
・

スクリーンの仕様
消防法で定める防炎性能の表示があるもの

14．カーテン

・ｼﾝｸﾞﾙ
・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・引分け

・片引き

形式 開閉操作 ひだの種類
取付け
箇所

　よる・ひも引き
・電動

・つまみひだ
・箱ひだ、片ひだ
・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

生地の種別、
品質、特殊加工等

・図示に

・

生地の仕様
消防法で定める防炎性能の表示があるもの

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり
※300mm以上
・

15．カーテンレール 材料による区分　　　　　　　　　　　
・アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材
※ステンレス製

強さによる区分
※10-90　　・　

仕上げ
※アルマイト　　・　

形状
※角形　　・　

16．ブラインド
　　ボックス
　 及びカーテン
　 ボックス

材種
・集成材（仕上げ：　　　　　　） 　
※アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

標準仕様書表14.2.1による種別
※BC-1種　　・BC-2種　　

色合い
・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　　）

・鋼製（仕上げ：　　　　　　）

17．天井点検口
寸法

・ ・600×600
・

・一般形

・気密形

・屋内外用 
・屋内用 

・額縁タイプ ・額縁タイプ 
材種 形式 外枠 内枠

※目地タイプ ※目地タイプ 
※アルミニウム製※450×450

18．床点検口

・ステンレス製
・鋼製

材種 寸法 形式 備考
・鍵付き・屋内外用 

・屋内用 ・密閉形
・450×450

・

※アルミニウム製
※600×600

※一般形

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

19．耐震スリット
方向 幅(mm) タイプ 防水性能

・垂直

・水平

・25
・
・25
・

・完全（全貫通型）
・

・耐火型
・非耐火型

耐火性能
・有り
・無し

備考

目地

目地材

目地寸法（mm）

・
・スリット幅×深さ10
・

・シーリング材(見え掛かり部のみ）・シーリング材(見え掛かり部のみ）
・シーリング材（内外とも）
・スリット幅×深さ10
・

目地 内壁 外壁

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による

20．止水板 形式
・差込式　　・据置式　　・壁張り式

施工箇所
・図示による　　・　

21．くつふきマット

・硬質アルミニウム合金製
・ステンレス鋼（SUS304)製
・

・硬質アルミニウム合金
・

材種 受け枠 備考
※塩化ビニル又はゴム製 ※ステンレス鋼（SUS304）

22．流し台ユニット
材種

寸法（mm）

・1200
・1500
・1800

W D
・550
・600
・650

・850
・800

H
備考

市販品
トラップ付き
天板ステンレス製
市販品
バックガード有り
天板ステンレス製
市販品

・600

・1200
・900
・1200
・900
・600

・550
・600
・650
・450

・620
・670

・500
・700

市販品
ステンレス製　 －　 －

・流し台

・コンロ台

・つり戸棚 

・水切り

形状
※図示による　　・　

23．旗竿

・埋込式
・ベース式
・バンド式

形式材種 備考固定方法操作方法高さ(m)

・ ・同一断面式 ・ロープ式
※ハンドル式※テーパー式※アルミニウム合金製

24．旗竿受金物 材種

・

25．車止めさく

・上下式鎖内蔵式

・

形式
・標準品
・スプリング式・

材種 柱径、肉厚(mm) 高さ(mm)
・ ・・ステンレス製

26．フェンス フェンスの種類
・ビニル被覆エキスパンドフェンス
・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　
・鋼管フェンス 　
・アルミフェンス

高さ
・図示による　　・　

27．プレキャスト
　　コンクリート

コンクリートの設計基準強度 
※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m2を

・図示による
満足する調合強度

配筋 　
※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する
・図示による 

取付け方法 　
※図示による　　・　

　　コンクリート
28．間知石及び

　　間知ブロック
　　積み

種類 質量区分 備考材種
・花こう岩

　　 － 　　 －
・凝灰岩

　　 －
・A
・B

・間知石

・コンクリート
　間知ブロック

積み方
※谷積み　・布積み 

目塗り
・図示による　　

伸縮調整目地　　
材種

・図示による　　・　
厚さ

・図示による　　・　

29．鋼製書架及び
　　物品棚

・鋼製書架
・鋼製物品棚

JIS S 1039 の規格による

規格等種類
・1種　・2種　・3種
・4種　・5種　・6種

JISによる種類

30．屋内掲示板 枠の材質
※アルミニウム製
・

表面の材質
※塩ビ発泡シート張り
・

31．洗面カウンター 材種
・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

奥行き(mm)
・人工大理石　

・約450　　・約600

32．防煙垂れ壁 ・固定式

材質
※ 網入り磨き板ガラス
・ 線入り磨き板ガラス

厚さ(mm)
※6.8
・

高さ(mm)
※500
・

備考
アルミ製枠付き

・可動式

種類 備考

・垂直降下式
　（巻取り型）

※不燃布
（不燃認定品）

材質 高さ(mm)
※500
・800
・

ガイドレール
　※固定式（壁埋込型）
　・可動式（天井収納型）

※500
・800
・

表面仕上げ
　※天井材張り

降下機構
煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

33．屋外掲示板 照明器具

施錠

製造所

・有り　　・無し

・有り　　・無し

・

34．収納家具 合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

材質、形状、寸法
※F☆☆☆☆　　・　

※図示による　　・　

１．屋外雨水排水 材料

材種 種類・記号 形状 呼び径 備考

・ ・
・遠心力鉄筋
　コンクリート管

・図示による
・
・図示による
・
・図示による
・

・RS-VU

・B形管 ・図示による

・VU

・VP
　ビニル管
・硬質ポリ塩化

基床の厚さ及び種類

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料
※接着剤　　・　

側塊の形状及び寸法
・図示による　　・　

排水桝の種類
・図示による　　・　

砂地業に用いる材料 　 　　 
・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利地業に用いる材料  
・再生クラッシャラン
・切込砂利又は切込砕石

・現場打ちの場合のコンクリート材料
　設計基準強度(N/mm2)

※18　　・　
　スランプ(cm)

※15又は18　　・　
・現場打ちの場合の鉄筋
　種類の記号

※SD295　　・　
・排水枡が現場打ちの場合の足掛け金物

※標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)
　材質

・ステンレス製
・鋼製
・合成樹脂被覆加工されたもの

凍上抑制層に用いる材料
・
（砂を用いる場合の粒度試験）

・行う　　・行わない

２．鋳鉄製ふた

名称
・水封形
・簡易密閉形（ﾊﾟｯｷﾝ式）
・密閉形（ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式） 

　（ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）
・中ふた付き密閉形

・T-6用
・T-2用

・T-20用
・無し
・有り 左記以外の品質

等は（公社）空
気調和衛生工学
会SHASE-S209に
よる。

・

適用荷重 備考種類 鍵

３．グレーチング

・溝ふた
（横断用） 
・溝ふた
（側溝用） 
・桝ふた
・U字溝用
・溝ふた
（横断用） 
・溝ふた
（側溝用） 
・桝ふた
・U字溝用

・歩行用

・T-2用
・T-6用
・T-14用
・T-20用

・細目
・
・普通目
・細目

・歩行用

・T-2用
・T-6用
・T-14用
・T-20用

・

・

ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ適用荷重用途形式材質

※鋼製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・受枠付き、
　ボルト固定
・

・
　ボルト固定
・受枠付き、

４．街きょ、縁石
　　及び側溝

街きょ、縁石、側溝

種類 形状・寸法
・縁石
・L形側溝 
・U形側溝
・U形側溝ふた
・

・図示による　　・　
・図示による　　・　
・図示による　　・　
・図示による　　・　
・図示による　　・　

砂地業に用いる材料
・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂　

砂利地業に用いる材料
※再生クラッシャラン　　　　・切込砂利又は切込砕石　

砂利地業の厚さ（mm）
※100　　・図示による

20

※メラミン樹脂系化粧板（標準色） ※幅木タイプ
・

脚部
種類

※緑　　・　

　形状・寸法（ ※30φ　　　　　　・　　　　　　）

※消防法に適合する市販品　　・　

※手引き

(20.2.10)

　(20.2.11)

(20.2.12)

(20.2.13)

　(20.2.14)

　(20.2.15)

(20.2.16)

　(20.2.16)

(20.3.3、4)

(20.4.2、3)

・回転降下式

※ステンレス製 (SUS 304)

※1段式　・ 

鋼板製又はアルミ製

 (21.2.1、2)(表 21.2.1、2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.3.1、2)(表21.3.1)

21

外圧管（1種）

・図示による　　・　

ホールふた
鋳鉄製マン

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

排
水
工
事

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特 記 仕 様 書 － ９ A-00 2-92 024 /02 /29

sa r-6 03- 16

（宮城県知事）第24310185号
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建築 電気 衛生 昇降空調 外構 備　　　　　　　考工　　　事　　　項　　　目

同上貫通の開口補強

同上スリーブ及び箱入れの穴埋め補修

建築 電気 衛生 昇降空調 外構 備　　　　　　　考工　　　事　　　項　　　目

天井付各種設備器具の穴開け,取付枠及び補強･補修

設備関係諸室のシンダーコンクリート

同上　仕上（防水）

自動ドア・防火扉（シャッター含む）

台所用ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞﾌｧﾝ及び浴室天井扇及び取付調整

同上ダクト接続

同上電源用配管,配線及び接続

ユニットバス(ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ含む以下同じ)墨出し及び据付工事

浴槽及び据付

ユニットバス内シャワー水栓及び取付

同上廻りシーリング打ち

同上への配線及び配管接続

キッチンキャビネット及び据付工事

同上への配管接続

吊戸棚，水切棚及び取付（バックガード共）

屋上、屋外及び屋内設置機器及び水槽類の基礎

同上　用架台及びアンカーボルト箱入れ,埋込み

※下地補強のみ建築

※煙感からの信号、１次配線

ﾕﾆｯﾄバス除く

工場製作間仕切及び同左の天井,床,各種設備器具の
穴開け,取付枠及び補強

工 事 項 目

１

２

３

・仮設用の上下水道・ガス・電気等の加入金，

・仮設用の上下水道・ガス・電気等に要する費

１，２以外の工事及び調整等に要する上下水

電気等に要する費用

４  上下水道・ガス・電気等の加入金，負担金

外構昇降空調衛生電気建築 別途 備　　　　　考

竪樋から第一桝までの接続

同上第一桝以降の排水設備（桝・側溝等）

竪樋・ドレン・受け樋

設備盤用扉は各設備工事

※図面特記により電気、衛生又は空調

マンホール、ハンドホール等の化粧蓋及び

タラップ に設置する場合）

※1タラップは建築工事（躯体

※照明器具の設置及び配線

同上への照明用電源配線及び接続

洗面台及び据付

洗面台カウンター表面板仕上げ（製作物のみ）

同上配管接続

同上への照明用及びヒーター用電源配線及び接続

洗濯パン

設備機器用スリーブ,給気用スリーブ及び取付

ダクト用ベントキャップ及び取付

床、壁、天井点検口（下地補強共）

換気扇及び取付枠への取付,配線

換気扇取付枠及び躯体への取付

床暖房工事

非常用照明及び誘導灯

消火器

同上表示及び収納箱

各種配管,ダクトの雨掛り躯体貫通部のｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

エレベーター出入口三方枠・扉上部幕板

エレベーター各階出入口躯体穴開け・吊りフック

三方枠廻りのノロ詰め

エレベーター機械室床,穴開け復旧工事

資材搬入口の仮設並びに復旧工事

機器類取付後の出入口廻り(壁･床･枠等)仕上工事

ＴＶアンテナ、アンカーボルト取付工事

屋上点検口、各種タラップ工事

※配線は電気

ゴミ集積所工事（屋外）

自転車置場（屋外）

同上照明器具及び接続

プロパンボンベ庫

同上配管工事

便所のペーパーホルダー

手洗い乾燥機

浄化槽・受水槽・オイルタンク躯体

屋外駐車場,歩道工事

雨水排水側溝設置工事

※特殊基礎は建築工事

便所の目皿・手摺り 便器一体の手摺り除く

同上排水管接続

各工事の区分表

遊具の移設の工事とする（予備は建築工事）

各工事に必要なｽﾘｰﾌﾞは各々
構造躯体の貫通スリーブ及び箱入れ

機器１次電源接続工事

直膨式エアハン二次側電気工事

マルチエアコン制御線工事

各空調機及び全熱交換機リモコン配線

リモコンスイッチの取付

操作線及びリモコン配線

畑の移設

電動水抜栓二次側配線工事

外部地流し(ガーデンパン)

同上 配管接続工事

水道分水工事

雨水本管取出引込工事

下水道本管取出引込工事

上記工事に伴う道路アスファルト舗装 解体・復旧工事

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-003工 事 区 分 表

sar-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号



（ 　 ）上水受水槽　　　　 ｍ3　　　（　　）上水高置水槽　　ｍ3　　

準防火防  火 指定なし

指 定 容 積 率

㎡

㎡

坪

坪

坪

坪

坪

％

％

建ペイ率

最高高さ軒高

ｍ

概

要

の

地

敷

主    要    用    途

工    事    種    別

敷    地    面    積

建    築    面    積

延    べ    面    積

容 積 対 象 床 面 積

階  高  ・  天 井 高

階                数

高  　　　　　　　さ 

構    造    種    別

基    礎    形    式

築
建

主

付置義務駐車台数

駐    車    台    数

機 械 駐 車 の 方 式

屋            根

外            構

外            装

軒            天

４ 外 部 仕 上 概 要

２ 駐  車  施  設

地       区       別

１

巾  木 壁 天    井 備    考

５ 室 内 仕 上 概 要

床室           名

駐　車　場　面　積

氏       名

㎡

㎡

㎡

住       所

一  般  概  要

工    事    名    称

建  築  概  要

着工及び竣工年月日

地  区  計  画

開  発  許  可

備                考

工　事　床　面　積 ㎡ 坪

建  築  確  認

地  名  地  番

住  居  表  示

用  途  地  域

防  火  地  域

その他の区域、 

地区等

基 準 容 積 率

認定番号

付置義務駐輪台数

駐    輪    台    数

駐　　輪　　方　　式

３ 駐  輪  施  設

無

無

認定番号

許可番号

Ｐ　Ａ　Ｌ　値　

７

項　目

1

別  途  工  事

屋外キュービクル（ ○ ） 架空（ ○ ）

３相　３線　　６．６ｋＶ　　５０Ｈｚ

：地中（　　）

共用（　　）

高圧盤

低圧盤

燃　料

発電機

原動機

自立開放（　　） 閉鎖（ ○ ）

自立開放（　　） 閉鎖（ ○ ）

非常照明用 鉛（　　）

鉛（　　）

分アルカリ（　　）

アルカリ（　　）

放電可能時間

専用（　　）操作用

ディーゼル（ 　 ） ガスタービン（　　）

運転可能時間　 ｈ

ケーブル（ ○ ） バスダクト（　　）配管配線（ ○ ）

電気設備・昇降機設備概要

１ 電  力  設  備

配    電    方    式

受電場所及び引込方式

受    電    方    式

配　電　盤　形　式

自 家 発 電 設 備

蓄       電      池

低    圧    幹    線

ループ（　），スポネ（　）

変　　　 圧 　　　器

２ 照明コンセント設備

地中（ 　 ） ＭＤＦ室架空（ ○ ）

配管（ ○ ）ＯＡフロア（　）

有　無

有　無

３

局    線    引    込

配    管    方    式

構    内    配    線

電　話　交　換　機

電　話　設　備

全館（ ○ ） 非常兼用（　　） ＢＧＭ（　　）

個別型（ ○ ） 保守用（　　） 給油口（　　）

有　無

４ 弱　電　設　備

放    送    設    備

テ  レ  ビ   共   聴

イ ン タ ー ホ ン

Ｉ    Ｔ    Ｖ

自火報（ ○ ）ガス漏れ（　　）非常電話（　　）誘導灯（ ○ ）非常放送（　 ）

直接（　　） 遠方（　　） 監視場所：

監視場所

５

建 築 基 準 法 関 連

消　防　法　関　連

防 災 設 備

６

空 調 ・ 衛 生 系 統

防    災    系    統

電    力    系    統

監 視 設 備

７ エレベーター設備

８ 別 途 工 事

電力引込工事費負担金

避雷設備（　　）非常用エレベーター（　　）非常用照明（ ○ ）

防排煙（　　） 非常コンセント（　　） 無線通信補助（　　）

用        途 備     考停止箇所速度(m/min)容  量操作方法台数

階　　　Ｐ

１ 空　気　調　和　設　備 （主方式は   ，サブは　，削除は　　　記入）

内　　　容

１．熱　　源

（　　）吸収式冷凍機

（　　）チリングユニット（氷蓄熱）

（　　）空冷ヒ－トポンプチラ－

（　　）空冷パッケ－ジ

（　　）水冷パッケ－ジ

（　　）（ガス・油）焚鋳鉄ボイラ－

（　　）（ガス・油）焚温水ヒ－タ－

（　　）（ガス・油）焚冷温水機

（　　）ＤＨＣ

（　　）蓄熱槽

（　　）

（　　）（ガス・油）焚炉筒煙管ボイラ－

（　　）タ－ボ冷凍機

空気調和・衛生設備概要

２．空調方式 （ ○ ）空調機　　　　　（　　）中央　　　（　　）各階　　　（ ○ ）分散

（　　）床置パッケ－ジ　（　　）ダクト吹　（　　）直吹き　 （　　）ウオールスルー

３．外気処理

５．排　　煙

（　　）自然（附室）　　

（　　）床置ファンコイルユニット　　（　　）露出　　　（　　）隠蔽　

（　　）天吊ファンコイルユニット　　（　　）カセット　（　　）隠蔽　

（ ○ ）天吊パッケ－ジ　（ ○ ）カセット　（　　）隠蔽　　　（ 　 ）天吊露出

（　　）外調機（冷・温水・蒸気コイル，全熱交換器）

（　　）気化式　（　　）蒸気　（　　）パン型　（　　）超音波　（　　）水スプレ－４．加　　湿

２

３

１．給　　水

２．給　　湯

３．排　　水

４．ガ　　ス

５．消　　火

（　　）窒素ガス　　（　　）粉末消火　　　　（　　）屋外消火栓

（ 　 ）浄化槽　　　　　人槽　　　　　方式

（　　）中水　　　　　方式　　　　　

（　　）井水　　　　　　　　　　　φ　　

　　　　（　　）浴室　　（ 　 ）シャワ－（　　）手洗器

熱源　　（ 　 ）ガス　　（ ○ ）電気　　（　　）

供給　　（ ○ ）湯沸し室　（ 　 ）便所　　（ 　 ）調理室

建物引渡し迄のDHC基本料金

竣工迄の官庁指導による追加変更工事

上水・下水・DHC引込工事負担金

（　　）屋内消火栓　（ 　 ）スプリンクラ－　（　　）泡消火

（ 　 ）都市ガス　　（ 　 ）プロパンガス

屋内　　（ 　 ）合流　　（ ○ ）分流

別 途 工 事

衛 生 設 備

６．自動制御

中央監視対象

（　　）電気・電子式

（　　）空調 （　　）衛生

（　　）ＤＤＣ （　　）

（　　）機械：系統数　　　一般（　），附室（　），　　（　），　

（　　）電気

（ ○ ）直結給水　　　　　（　　）加圧給水　　　　　（　　）増圧給水　　

（ ○ ）全熱交換器

（　　）連結散水　　（　　）連結送水管　　　（　　）消防用水

（ ○ ）消火器　    （　　）

ＶＨＦ（ 　 ）　ＵＨＦ（ ○ ）  ＢＳ（ 　 ）　 ＣＳ（ 　 ）

ELV用（ 　 ）

屋内電気室（　　）

 軽油　　

駐　　車    管 　 制 有　無

　専用（　）　共用（　）　

（  ○   ）マルチ式空冷ヒ－トポンプパッケ－ジ

（　　）ＶＡＶ　　（　　）

（　　）マルチ式空冷ヒ－トポンプパッケ－ジ(氷蓄熱）（基準階共用部）

項　目

1

2

3

4

6

項　目

1

2

3

CATV（ 　 ）

以上

7

（　　）水冷ヒ－トポンプチラ－

ＣＥＣ（ＡＣ）＝ ＣＥＣ（Ｖ）＝

（　　）雑用水受水槽　　　（　　）雑用水高置水槽　 ｍ3　　

ＣＥＣ（ＨＷ）＝

機　　械　　警　　備

表　　示　　設　　備

有　無

有　無

入　　出　　管　　理

有　無

無

建物高さ

６ 付  帯  工  事

1

2

サイン工事／屋外看板工事

項　目

着工 竣工

棟

（坪）（㎡）

回線（本線・本線予備線・本線予備電源線）

５０ｋＶＡ（単相）

　[基準法]　児童福祉施設　［消防法］ 児童福祉施設等 ６項ハ(３)

200 ％

-

１相 ３線 １００／２００Ｖ

２００Ｖ

非常電灯

一般動力

一般電灯

非常動力

３相 ３線

室名　児童クラブ室

室名　その他居室 ５００ｌｘ　使用器具

配管（ ○ ）      ＯＡフロア（　 ）

照                明 ５００ｌｘ　使用器具

コ  ン  セ  ン  ト

ＣＥＣ（Ｌ）＝

直接（　　） 遠方（　　） 監視場所： 　専用（　）　共用（　）　

児童クラブ室

-

（電気図参照）

（電気図参照）

LED

LED

60条証明

名　称

（坪）（㎡） （坪）（㎡）

合　計

　　　年　　月　　日 　　　年　　月　　日

無

有

認定番号

認定番号

第一種中高層住居専用地域

許

認

可

等

容積率

支持地盤GL－

1 798.66 798.66241.59 241.59

241.59241.59 798.66798.66

面　積　表 

７

８

建築面積 延床面積 容積対象延床面積

N

案　　内　　図

児童福祉施設

化粧石膏吸音ﾎﾞｰﾄﾞ

自走式平面駐車　20 台（内身障者用　1台）

屋外　　（ 　 ）合流　　（ ○ ）分流

モニュメント解体工事（必要な場合）

氏名　富谷市長　若生裕俊

住所　宮城県富谷市富谷坂松田３０番地

令和６年度 東向陽台小学校児童クラブ新築工事

避難安全検証

省エネ計画

耐火性能検証

基準建ぺい率

新築　増築　改築　移転　用途変更　大規模の修繕　大規模の模様替

指 定 建ぺい率60 ％

基準階高  3.480m

地上 1階

鉄骨造

独立基礎

ガルバリウム鋼板t0.4 横葺き【NM-8697】

ケイカル板 ｔ6　EP塗装、一部有孔ケイカル板 ｔ6　EP塗装

879.93 266.17

266.17879.93

（ ○ ）上水　　　　　引込　 40φ　　

５０ｋＶＡ（三相）

居　　室 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

塩ビシート ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽそ の 他

アプローチ:300角ﾀｲﾙ,車路:ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装,ﾌｪﾝｽ:ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ等(既製品)

有

基準階居室天井高  3.000m

7.188 ｍ 7.188 ｍ

法22条地域

798.66

798.66

879.93

879.93

4370.30

241.59

241.59

266.17

266.17

1322.01

20.13

18.27

ZEB-ready相当

準耐火構造　（建築基準法２条九の三号ロ-2）

4.870 ｍ

-

-

台

ベース：湿式ロックウール外張断熱t80（熱伝導率0.040W/mK）+塗り壁

準耐火構造【R1国交省告示195号3号ハ-(2)】 

塩ビシート

塩ビシート ｿﾌﾄ巾木

ｿﾌﾄ巾木

ｿﾌﾄ巾木

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

電気設備工事

機械設備工事

外構工事

駐車場整備工事

遊具移設工事

3

4

5

6

○

○

○

○

○

○

電話施設設置負担金

テレビ電波障害補償工事

電話関係機器の供給取付工事及び配線工事（電話，OA機器，LAN等）

電話局線引込みに関わる諸費用

装置開発室等の生産設備に関わる機器搬入・据付・試験調整費

8 機械警備システム（機器・配線等）

9 電柱移設工事

申請地：宮城県富谷市明石台１丁目３７番１３、３７番１２の各一部

5 竣工迄の官庁指導による追加変更工事

2 竣工迄の官庁指導による追加変更工事

○

○

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-004建 築 概 要 ・ 案 内 図 2024 /02 /29

sa r-6 03- 18

（宮城県知事）第24310185号



-500 +1000

+1000

+1100

+1100

+1100

+1100

+1050

+1100 +1100

記念碑

門
扉

敷地内通路：有効1.5ｍ

敷地内通路：有効1.5ｍ

自動車ライトを抑制する植栽（低木H1000程度）

ガードレール

門扉

フ
ェ
ン
ス

ネットフェンス

駐車場20台

全体配置図 S=1/400

U
P

標識

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ 汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

桝

桝

桝

電気ﾏﾝﾎｰﾙ

電気ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ
雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

申請建物

鉄骨造平屋建て

仮ペンキ
K1

ＲＣ杭
K2

ＲＣ杭
K3

ＲＣ杭
K4

ＲＣ杭
K5

立木

立木 立木

立木

立木
立木

立木

立木

立木

立木

立木

立木

立木立木

立木

立木立木

立木

立木

立木

立木

立木
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3.000 × 2.700

2.250 × 3.080

2.250 × 2.350

0.950 × 2.000

0.900 × 2.000

0.900 × 2.000

1.800 × 1.130

1.800 × 1.130

1.800 × 1.130

1.800 × 1.130

1.800 × 1.130

1.800 × 1.130

20.000 × 2.200

3.250 × 1.000

2.750 × 1.580

2.500 × 3.080

廊下（３）

492.034000

2.034000

2.034000

2.034000

2.034000

2.034000

1.000 × 1.850 1.850000

9.44

18

19

20 4.270 × 2.700

21

22

10.320000

10.32

0.607500

11.529000

12.13

0.607500

9.774000

10.38

静養室

男子トイレ（１）

女子トイレ（１）

23

24

25

 

5.832000

5.83

0.607500

11.529000

12.13

26

27

男子トイレ（２）

9.774000

0.607500

10.38

女子トイレ（２）

倉庫（１）

合計面積

合計面積

合計面積

合計面積

合計面積

合計面積

合計面積

4.000 × 2.580

0.450 × 1.350

0.450 × 1.350

0.450 × 1.350

0.450 × 1.350

3.620 × 2.700

3.620 × 2.700

2.160 × 2.700

4.270 × 2.700

8.230 × 2.730

8.185 × 2.700

0.750 × 2.850

22.467900

22.099500

2.137500

46.70

17a

17b

9.815 × 4.900 48.093500

30.185 × 2.200 66.407000

48.09

66.40
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19

21

20 22
32 33

35 3634

30 49
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25
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2 4 6 8 10 12

26

48

2
30

40
0
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0

2
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00

2
30

63
0

1
2,
30
0

2
,
73
0

1
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0

9,770 10,000 9,770 230 10,000 9,500 500 9,770

29,540 19,730 10,270230 230

60,000

40
0

7,
20
0

7,
6
00

7,
60
0

7,
6
00

2
30

2
30

1
5,
66
0

230 7,970 1,800 1,800 16,400 1,800 1,800 8,200 8,200 1,800 1,800 7,970 230

9,770 10,000 10,000 10,000 10,000 9,770

59,540

N

廊下（２）

児童クラブ室（２） 児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４） 児童クラブ室（５） 児童クラブ室（６）

学習室

児童クラブ室（１）

静養室

湯沸し室 洗濯室

押入 ﾄｲﾚ
(1)

ﾄｲﾚ
(2)

職員職員

誰でも
トイレ

外部倉庫

更衣室
(２)

更衣室
（１)

廊下（３）事務室
玄関

廊下（１）

多目的室本棚スペース読書スペース女子トイレ
（１）

男子トイレ
（１）

男子トイレ
（２）

女子トイレ
（２）

倉庫
（２）

倉庫
（１）

収納（６）収納（５）収納（４）収納（３）収納（２）収納（１）

玄関ホール

Y2

Y1

Y0

X0 X2 X3 X4 X5 X6X1

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

各 室 面 積 表 A-008

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号



※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

※クロスは指定部分以外は難燃材料以上を使用すること。

巾　木

1

床
階 室　名 巾木高

仕上 下地

内 部 仕 上 表

壁

仕上 下地

天井

仕上

外 部 仕 上 表

根廻り

屋　根

外 構

竪　樋

軒　樋

基 礎

モルタル金鏝仕上

鉄筋コンクリート基礎

駐車場

排 煙
内　装 

制　限

廊下（１）

児童クラブ室（３）

児童クラブ室（４）

廊下（２）

児童クラブ室（６）

60 LGS下地

学習室

300×300　磁器質タイル 60

60玄関ホール

児童クラブ室（５）

児童クラブ室（１）

児童クラブ室（２）

多目的室

GB-Rt12.5

LGS下地

LGS下地

GB-Rt12.5

GB-Rt12.5

LGS下地60

60 LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

GB-Rt12.5

LGS下地

LGS下地

GB-Rt12.5

GB-Rt12.5

LGS下地

LGS下地60

60

60

60

60

60

60

60

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

本棚スペース

読書スペース

学習室

ビニル巾木

不準

不準

不準

不準

不準

不準

不準

不準

不準

ビニル巾木

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

不準

不準

不準

N

天井高 廻縁 備　考
下地

石膏ボード

不燃シージング 

石膏ボード
不燃GB-S(t12.5) 不燃　   NM-9639

不燃　   NM-1864

シージング 

石膏ボード
GB-S(t12.5)

内装仕上げ凡例

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

GB-Rt9.5

LGS下地

LGS下地

GB-Rt9.5

GB-Rt9.5

LGS下地

目透かし

目透かし

目透かし

目透かし

LGS下地

GB-Rt9.5

塩ビ製

塩ビ製3000LGS下地

目透かし

目透かし

LGS下地 3000 塩ビ製

塩ビ製3000LGS下地

目透かし

目透かし

LGS下地 3000 塩ビ製

塩ビ製3000LGS下地

目透かし

目透かし

LGS下地

GB-Rt9.5

塩ビ製

2500

GB-Rt9.5

LGS下地

LGS下地 2500 塩ビ製

目透かし

LGS下地 3000 塩ビ製

化粧石膏吸音ボード

化粧石膏吸音ボード

化粧石膏吸音ボード

化粧石膏吸音ボード

化粧石膏吸音ボード

化粧石膏吸音ボード

ビニールクロス

不燃　   NM-4227

化粧石膏ボード

化粧石膏吸音ボード

不燃GB-D(t9.5)

GB-D(t9.5) 準不燃　QM-0524

GB-P(t9.5)

GB-Rt12.5

一部GB-Rt15.0

不燃　NM-5055(有孔板)

・クロルピリホスを含む建築材料を使用しない。 

・建築材料は規制対象外またはF☆☆☆☆を使用する。

・手摺、衛生設備器具、空調機器等の取付部分は壁下地補強を行うこと。

ポーチ

不準
玄関 コンクリート木ゴテ押え

アスファルト舗装

手洗い（L=1500)、カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン

手洗い（L=1500)、カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン

手洗い（L=1500)、カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン

手洗い（L=1500)、カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン

手洗い（L=1500)、カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン

手洗い（L=1500)、カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン

カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン

GB-R(t15.0)
GB-R(t12.5)

不燃　   NM-8619
不燃　   NM-8619
準不燃　 QM-9828

準不燃　QM-9822

GB-Rt9.5

GB-R(t9.5)

突き付け

GB-P(t9.5)

GB-P(t9.5)

GB-P(t9.5)

GB-P(t9.5)

GB-P(t9.5)

GB-P(t9.5)

GB-Rt12.5

GB-Rt12.5

GB-Rt12.5

GB-Rt12.5

GB-Rt12.5

GB-Rt12.5

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

3000

3000

3000

3000

下足入(20人用×9台・40人用×2台※児童：240名分、職員：20名分）

VU管　φ75　固定金物　

受付カウンター(集成材：L=1645 D=150)、カウンター受金物

ステンレス框(r=2.0m)、カウンター収納(L=2500 D=500)

ビニル巾木

畳寄せ

マグネットウォール、物掛けフック、壁掛内線電話機、天井点検口

マグネットウォール、物掛けフック、壁掛内線電話機、天井点検口

マグネットウォール、物掛けフック、壁掛内線電話機、移動間仕切、天井点検口

マグネットウォール、物掛けフック、壁掛内線電話機、移動間仕切、天井点検口

マグネットウォール、物掛けフック、壁掛内線電話機、天井点検口

マグネットウォール、物掛けフック、壁掛内線電話機、天井点検口

準不燃　QM-9826

不燃　NM-3522

手洗い（L=1500)、マグネットウォール(L=4500 H=2000)、掲示板(L=1800 H=900)

室名札、埋込式消火器ボックス、掲示板(L=1800 H=900)

室名札、埋込式消火器ボックス、掲示板(L=1800 H=900)

点字誘導ブロック　300×300　塩化ビニール製　貼付けタイプ

ガルバリウムカラー鋼板製　ハコ型　吊金物　タニタハウジング　GH12号同等品

3000

既製ランドセルロッカー(6人用 W900 D450 H950：9BCKAD ZA75同等品)×7台

既製ランドセルロッカー(6人用 W900 D450 H950：9BCKAD ZA75同等品)×7台

既製ランドセルロッカー(6人用 W900 D450 H950：9BCKAD ZA75同等品)×7台

既製ランドセルロッカー(6人用 W900 D450 H950：9BCKAD ZA75同等品)×7台

既製ランドセルロッカー(6人用 W900 D450 H950：9BCKAD ZA75同等品)×7台

既製ランドセルロッカー(6人用 W900 D450 H950：9BCKAD ZA75同等品)×7台

N

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部LW-727

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部LW-728

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部LW-728

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部LW-730

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部LW-727

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部TMM6279

ビニールクロス
TMM6279、TMM6280

ビニールクロス
LB-9274

ビニールクロス
TWS8149

ビニールクロス
LB-9248

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

屋根　：ガルバリウム鋼板t=0.4横葺き【不燃：NM-8697】 

下地　：硬質木片セメント板t=18（30分耐火：FP030RF-1997（1））、アスファルトルーフィング940

外　壁

窓台水切（カラーガルバリウム鋼板t=0.4）

準耐火構造【R1国交省告示195号3号ハ-(2)】 

庇 -

一部有孔ケイカル板 t=6　EP塗装　LGS下地軒　天 ケイカル板 t=6　EP塗装　LGS下地

充填断熱

充填断熱

充填断熱

-

-

GB-R(t15.0) (両面張り)（WC等水廻りはGB-Sとする） 

内装制限凡例

不

下地仕上げ共、不燃材料

準 仕上げを準不燃材料以上

不準 下地を不燃材料、仕上げを準不燃材料以上

難 仕上げを難燃以上

仕上げを不燃材料以上

自然排煙　（令126条の2）

機械排煙　（令126条の2）

防煙壁　H12年建告1436第四号二（4）

防煙壁　H12年建告1436第四号二（2）

排煙設備　法規凡例

N

M

2

45分準耐火構造 【平成12年告示1358号】

4

不不

アルミ+樹脂　複合サッシ　一部　アルミ

押出法ポリスチレンフォーム3種ｂ　t50

グラスウール　高性能16ｋｔ100　外張り断熱：ロックウール保温板t=80

コンクリート刷毛引き

郵便受け、足洗い場

グラスウール　高性能16ｋｔ200

グラスウール　高性能16ｋｔ100

-

天井

壁

サッシ

床

犬走り

耐火被覆 柱

梁

床耐火構造

防火上主要な間仕切壁 

竪穴区画

断熱材

耐火性能凡例

その他

一部通気工法塗り壁

　　　　※不燃材：H12建設省告示1400号

下地：硬質木片セメント板t8

北洲：アルセコ外断熱システム同等品

敷き畳t=15　縁無し半畳　リーフグリーン
抗菌・防炎タイプ
積水成型工業　MIGUSA 畳表同等品

ベース：湿式ロックウール外張断熱t80（熱伝導率0.040W/mK）+塗り壁

カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン、ロールスクリーン

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部LW-728、LW-732

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部LW-727、LW-731

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部LW-728、LW-731、LW-727

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品
一部LW-730

不燃　NM-3991

準不燃　QM-0814等

雨押え・ケラバ・鼻隠し：カラーガルバリウム鋼板t=0.4加工、棟換気

300×300　磁器質タイル（ホワイト系）

ケイ酸カルシウム板

化粧ケイ酸カルシウム板

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-00 9-1仕 上 表 － １

sar-6 03- 27

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号



※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

※クロスは指定部分以外は難燃材料以上を使用すること。

目透かし

LGS下地

GB-Rt12.5

LGS下地 化粧石膏ボード 270060事務室 塩ビ製

制　限

内　装 
排 煙

仕上

天井

下地下地仕上

壁

内 部 仕 上 表

下地仕上
備　考廻縁天井高巾木高室　名階

床

1

巾　木

ビニル巾木4

カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン

トイレ呼出し設備（多目的トイレ適応）

押入

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

化粧石膏ボードビニル巾木

ビニル巾木

60

60

60

60

60

60

60

塩ビ製60 2500LGS下地

GB-Rt12.5 GB-Rt9.5

LGS下地

塩ビ製化粧石膏ボードLGS下地

GB-Rt12.5

2500LGS下地

LGS下地 2400

GB-Rt12.5

LGS下地 化粧石膏ボード 塩ビ製

塩ビ製LGS下地

GB-Rt12.5

2500

GB-Rt9.5

LGS下地

LGS下地

GB-Rt9.5

2500

GB-Rt12.5

LGS下地 塩ビ製

塩ビ製LGS下地

GB-Rt12.5

2500

GB-Rt9.5

LGS下地

LGS下地 2500

GB-Rt12.5

LGS下地 塩ビ製

塩ビ製化粧石膏ボードLGS下地

GB-Rt12.5

LGS下地

目透かし

LGS下地

GB-Rt12.5

LGS下地 化粧石膏ボード 塩ビ製60

60 ビニールクロス 塩ビ製化粧石膏ボードLGS下地

GB-Rt12.5

2400LGS下地

LGS下地

GB-Rt12.5

LGS下地

LGS下地

収納（１）～（６）

静養室 60 塩ビ製

2400

職員トイレ（１）（２）

LGS下地 塩ビ製60

洗濯室

廊下（３）

湯沸し室

塩ビ製化粧石膏ボードLGS下地

GB-Rt12.5

2500LGS下地60ビニル巾木倉庫（２）

倉庫（１）

男子トイレ（１）

誰でもトイレ

女子トイレ（１）

ビニル巾木 60 LGS下地

GB-Rt12.5

LGS下地 化粧石膏ボード 塩ビ製

塩ビ製化粧石膏ボードLGS下地

GB-Rt12.5

LGS下地ビニル巾木

ビニル巾木

N

N

N

60 塩ビ製LGS下地

GB-Rt12.5

LGS下地ビニル巾木更衣室（２）

更衣室（１） 2

N

2

2

2

2

2

外部倉庫 塩ビ製ケイ酸カルシウム板+EP塗装 3000コンクリート金コテ LGS下地LGS下地木毛セメント板2

準不燃材

男子トイレ（２）

女子トイレ（２）

2500

不準

不準

不準

不準

不準
2

N

カーテンボックス、カーテンレールＷ、レースカーテン、遮光カーテン

小便器、大便器、ペーパーホルダー、トイレブース

小便器、大便器、ペーパーホルダー、トイレブース

大便器、ペーパーホルダー、トイレブース

大便器、ペーパーホルダー、トイレブース

化粧石膏ボード

GB-Rt9.5

GB-Rt9.5

2700

不不

不不

4

4

4

GB-D(t9.5)

GB-D(t9.5)

GB-D(t9.5)

GB-D(t9.5)

GB-D(t9.5)

GB-D(t9.5)

GB-D(t9.5)

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

構造用合板t15

GB-Rt12.5

大便器、ペーパーホルダー、棚(L=770 D=300)

固定棚２段(L=2475 D=545)

可動棚4段(L=830 D=400)、固定棚2段(L=790 D=600)

車椅子対応洗面台、便器、壁手すり、可動手すり、ペーパーホルダー、ライニング

放送設備、インターホン親機、無線・有線LAN 

洗濯パン、清掃流し、ライニング、ステンパイプ(天井吊り)

流し台W1650

可動棚(L=800 D=350 3段)×2ヶ所、床下点検口

洗面台、室名札、耐食鏡(W=450 H750)、分電盤

手洗器、吊り戸棚(L=1200 H=500 D=300)、ライニング、清掃用流し、耐食鏡(W=1200 H=800)

手洗器、吊り戸棚(L=1200 H=500 D=300)、ライニング、清掃用流し、耐食鏡(W=1200 H=800)

手洗器、吊り戸棚(L=1200 H=500 D=300)、ライニング、耐食鏡(W=1200 H=800)

手洗器、吊り戸棚(L=1200 H=500 D=300)、ライニング、耐食鏡(W=1200 H=800)

耐食鏡(W=1200 H=800)

ビニル巾木

畳寄せ

中段(L=1822.5 D＝770)、枕棚(L=1822.5 D=450)

固定棚２段(L=2145 D=545)

床下点検口、天井点検口

構造用合板t15

モルタル金コテ

60

220

一部不燃メラミン化粧板

不不

N

不準

不準

不準

不不

難

難

難

難

難

既製キャビネット(W=1800 H=2700 D=600)×3台、(W=1800 H=900 D=350)×2台

既製8人用ロッカー×2台

既製8人用ロッカー×2台

難

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
LB-9270

ビニールクロス
TWS8149

一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

ビニールクロス
TWS8193（不燃NM-3991）同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り
+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3051CT同等品

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3610CT

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3610CT

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3102CT

合板ｔ12捨貼り+アンダーレイシートt3
　+長尺塩ビシートｔ2.0　3102CT

敷き畳t=15　縁無し半畳　リーフグリーン
抗菌・防炎タイプ
積水成型工業　MIGUSA 畳表同等品

ビニールクロス
LB-9274

ビニールクロス
LB-9274

ビニールクロス
LB-9275

ビニールクロス
LB-9275

2400

2500

2400

2400

不燃GB-D(t9.5)

不燃GB-D(t9.5)

不燃GB-D(t9.5)

不燃GB-D(t9.5)

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

N・ SN・ S令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-00 9-2仕 上 表 － ２

sar-6 04- 23

2 021 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号



BM±0

天    端

天    端
+10

+60

擁壁天端
+530

-210
-370 -560

-570
-170

+1000

+20

+1070

+1070

+600

側溝天端
+920

+560

+1030

側溝天端

-520

側溝天端側溝天端

+600
擁壁天端

側溝天端

擁壁天端

+560
擁壁天端

-50

側溝天端
+50

側溝天端

擁壁天端

+990
天    端

-370
天    端

-340

+1070

+1050

+1100

+1050

+1100

+1100+1100+1100

+1150

+1100

+1100 +1100 +1100 +1100 +1100 +1100

+1100

+1100

+1100

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

記念碑

間知ﾌﾞﾛｯｸ擁壁(水抜80mm)

ﾌｪﾝｽ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

道路

RC杭

U型側溝W=240

RC杭 RC杭 RC杭

RC杭

U型側溝W=300

木杭
P1

RC杭

163.146

P2
木杭

隣地境界線

U型側溝W=300

6
,0
00

6
,0
00

6,
00
0

6
,0
00

6,
00
0

標識

電柱 明石台北線2東6
電話柱 明石台北12右2右6

電線H=11.5m

電線H=11.5m

電線H=6.0～11.5m

並木

電柱 明石台北線2東7

電話柱 明石台北12右2右7

※5ｍ西に移設

73.435

隣地境界線 64.674

▼延焼の恐れのある部分：3ｍ

長机×2

長机×2

事務机×4

洗

6人用 6人用

6人用×7台=42人分(9BCKAD×7台)

6人用 6人用

6人用×7台=42人分(9BCKAD×7台)

42人分42人分42人分42人分

20 20
20 20

20
20

(10) 

(10) 
 30

 30

下足入　H1055
20 20 20

下
足

入
　

H
2
0
1
5

下足入　H1055

（児童：240分　職員20人分）
棚

冷

キャビネット（腰高） キャビネット

キ
ャ

ビ
ネ
ッ

ト

カ
ウ
ン
タ
ー
　
Fu
-1
0

上
部
棚

S=1/100１階平面図

階 面 積   ㎡(坪)

(241.59)

(241.59)

882.92 (267.08)

798.66

798.66

1階

延床面積

建築面積

特記なき場合、天井高さはCH=2,400とする。

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

U
P

U
P

石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス
：防火上主要な間仕切

：消火器(ABC10型)を示す

有効開口

CH=2.500m

CH=2.500m

断
面
図
(
１
)

断面図(５)

断
面
図
(
４
)

断
面
図
(
３
)

断
面
図
(
２
)

CH=3.000m

手摺

直径1.5m

CH=3.000m

CH=2.500mCH=2.500m CH=2.500m

CH=3.000mCH=3.000mCH=3.000mCH=3.000m

火気使用無し

CH=2.500m

分
電
盤

スロープ

CH=2.500m

棚

棚

CH=2.500mCH=2.500m CH=2.500m CH=2.500m

CH=3.000m

手洗い
蛇口×3ヶ所

手洗い・水飲み場
蛇口×3ヶ所

手洗い
蛇口×3ヶ所

スロープ

CH=2.700m CH=2.700m

(有効面積：66.47㎡）(有効面積：66.54㎡） (有効面積：66.54㎡）(有効面積：66.47㎡）(有効面積：66.36㎡） (有効面積：66.36㎡）

スロープ

CH=3,000m

CH=3.000m

CH=3.000m

CH=3.000m

Ａ

ＡＡＡ

6
,9
00

6,
70
0

20
0

12
,3
00

1
5,
03
0

40
0 50

0

2
30

6
30

2
,5
00

23
0

2,
70
0

2
,2
00

2
30

7
,6
00

7,
60
0

23
0

15
,6
60

3,
90
0

230 2,940

3,170

2,940 230

8,230 3,170

29,770 19,730 10,500

60,000

230

450 2,520 1,660 500 2,800 3,700 3,000 5,170 4,600 2,000 2,000 950 900 900 2,250 2,500 1,660 2,520 450500 1,1001,1001,100 1,100

230

7,740 7,970 230 230 7,970 7,970 230 230 7,970 7,740

8,200 1,800 8,200 8,200 1,800 8,200 8,200 1,8001,8001,800

230 9,770 10,000 10,000 10,000 10,000 9,770 230

60,000

8,200

230230 230 230

1,800

6,060

6
,9
00

2
,2
00

2,
70
0

6,
70
0

20
0

2
30

12
,3
00

1
5,
03
0

2
,7
30

40
050

0

2
30

6
30

2
,5
00

23
0

3,
90
0

23
0

1,000

1,800 1,800 1,800

1,
80
0

1,
80
0

1,
80
0

1,
80
0

1,800 900 900 900

83
0

900 1,800 900 1,800 900

900

90
0 830

900 900

2,
47
0

1
,8
5
0

62
0

8,000

1,3002,2002,500750
2
,7
30 2
,0
00

5
80

15
0

3,000

3,
000

収納（６）収納（４）収納（３）

（10.32㎡） 更衣室（１)
（7.70㎡）

倉庫（２）更衣室(２)

（4.62㎡）
（5.83㎡）

（73.10㎡）
児童クラブ室（１）

（73.10㎡）

倉庫（１）

女子トイレ（１）男子トイレ（１）
（10.38㎡）（12.13㎡）

読書スペース
（7.56㎡）

（計17.55㎡）
学習室

多目的室
（8.10㎡）

女子トイレ（２）
（10.38㎡）

男子トイレ（２）
（12.13㎡）

児童クラブ室（２） 児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４） 児童クラブ室（５） 児童クラブ室（６）
（73.10㎡） （73.10㎡） （73.10㎡）

収納（１）収納（２）

湯沸し室 洗濯室

職員職員
ﾄｲﾚ(2)ﾄｲﾚ(1)

静養室

（5.83㎡）

廊下（１）
（44.00㎡）

（5.28㎡）

外部倉庫

（6.93㎡）

玄関

玄関ホール

事務室

誰でも
トイレ

（5.87㎡）（4.07㎡）

廊下（３）
（9.44㎡）

N

（73.10㎡）

収納（５）

（66.50㎡）
廊下（２）

（48.09㎡）

（46.70㎡）

（9.99㎡）
本棚スペース

押入
Y2

Y1

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

１ 階 平 面 図

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-010

sa r-6 04- 22

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号

▼

カウンター

４枚引違窓

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

受
付

カ
ウ

ン
タ

ー

設計GL＝BM+1100

掃除用具入

※非常時のみ使用
避難口

※非常時のみ使用
避難口

※非常時のみ使用
避難口

※非常時のみ使用
避難口

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

上部トップライト
（FIX）

引
違

内
窓

外流し

移
動

間
仕

切

上部トップライト
（FIX）

上部トップライト
（FIX）

上部トップライト
（FIX）

r=
2,
00
0



▼延焼の恐れのある部分：3ｍ

隣地境界線 73.435

道路境界線 158.956

▲外壁ライン

▼外壁ライン

▼
外

壁
ラ
イ
ン

▼
外

壁
ラ
イ
ン

▲軒先ライン

▼軒先ライン

▲軒先ライン

▼軒先ライン

▼軒先ライン

▼
ケ
ラ
バ
ラ
イ
ン

▲
ケ
ラ
バ
ラ
イ
ン

▲
ケ
ラ
バ
ラ
イ
ン

4.
1
3寸

勾
配

4.
1
3寸

勾
配

4.
1
3寸

勾
配

4.
1
3寸

勾
配

S=1/100屋根伏図

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

トップライトのガラスは網入り透明ガラス(PWG6.85)とする。

屋根仕上：ガルバリウム鋼板横葺きt=0.4
防水シート：アスファルトルーフィング940
下地野地板：木毛セメント板t=18

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

雪止め金物

雪止め金物軒樋：ガルバリウムカラー鋼板製　ハコ型　吊金物　タニタハウジング　GH12号同等品

ガルバリウム鋼板棟換気：棟まどＳ形(タニタハウジング)同等品 軒樋：ガルバリウムカラー鋼板製　ハコ型　吊金物　タニタハウジング　GH12号同等品

※雪止め金物　計160個　

　(軒天吸気口)有孔板（開口率　3.07%）

　有効開口面積：0.90×0.90×0.0307＝0.024㎡

　有効開口面積：0.60×0.90×0.0307＝0.016㎡

　0.024㎡×14枚＋0.016×2枚=0.368㎡

　0.368㎡　＞　0.344m2　---OK

　必要給気口面積：309.99×1/900＝0.344㎡

その他：各室天井面積：309.99㎡

小屋裏換気計算

クラブ室(1)(2)(3)(4)(5)(6)：各室天井面積：73.10㎡

　0.108㎡　＞　0.082m2　---OK

　必要給排気口面積：73.10×1/900＝0.082㎡

　有効開口面積：150.5×0.90×8ヶ所/10000＝0.108㎡

　8ヶ所（開口率　150.5c㎡/m）

小屋裏換気計算

クラブ室(1)天井面積：73.10㎡

　(棟排気口)棟換気材：棟まどＳ形(タニタハウジング)同等品

　使用本数：2本

　237.50×5=475.00cm2＞456.88cm2　---OK

その他：各室天井面積：309.99㎡

　棟換気有効面積：237.5cm2/本　(L=1818)

　必要排気口面積：73.10m2×1/1600×10000＝456.88c㎡

　必要棟換気本数：456.88/237.5=1.93⇒2本

　必要排気口面積：309.99×1/900×10000＝3444.34㎡

　(壁排気口)ベンドキャップφ300

　妻壁換気有効面積：457cm2/個

　必要妻壁換気本数：3444.34/457=7.53⇒8個

　使用数：8個

　457×8=3656cm2＞3444.34m2　---OK

　(軒天吸気口)軒天換気部材：FV-N016F-L09(城東テクノ)同等品
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査
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（排煙開口）
開閉式トップライト 開閉式トップライト

（排煙開口）
開閉式トップライトトップライトトップライトトップライトトップライト

（排煙開口） （FIX） （FIX） （FIX） （FIX）



１ＳＬ

1階ＦＬ

1階軒高

最高高さ

1階軒高

1010 10 10
4.134.13 4.13 4.13

南側立面図 S=1/100

S=1/100北側立面図

S=1/100東側立面図 S=1/100西側立面図

⑤

⑦

⑧

⑧

⑦

① ⑧⑤

①

②⑧ ① ②③ ⑦①

④⑥⑥ ⑨

④ ⑥ ⑨

⑥⑥⑥ ⑥⑥

②

②

③（カラー：レッド） ③（カラー：ブルー）

アクセントカラー：assc2861（グリーン系パステルカラー）

アクセントカラー：assc2861（グリーン系パステルカラー）

アクセントカラー：assc2861（グリーン系パステルカラー）

アクセントカラー：assc1160（オレンジ系パステルカラー）アクセントカラー：assc1160（オレンジ系パステルカラー）

⑤

アクセントカラー：assc2461（ブルー系パステルカラー）

アクセントカラー：assc2461（ブルー系パステルカラー）

ベースカラー：assc2325（ホワイト）

ベースカラー：assc2325（ホワイト）ベースカラー：assc2325（ホワイト）

⑤

③（カラー：イエロー）

ベースカラー：assc2325（ホワイト）
コンクリート打ち放し

コンクリート打ち放し

▼ＧＬ

▼ＧＬ

▼ＧＬ ▼ＧＬ

※　　　　はアクセントカラーの範囲を示す。カラーは立面図参照

ステンレス雪止金具、ステンレスアングル雪止

②

③

④

①

鉄骨柱：耐候性塗装DP：カラーは立面図参照

外壁：塗り壁(カラー：周囲の外壁色に準ずる）

竪樋：VU管φ75（カラー：ホワイト）　固定金物　

棟換気（カラー：シルバー）

基礎巾木：モルタル金鏝仕上

雨樋：ガルバリウムカラー鋼板製　ハコ型　タニタハウジング　GH12号同等品（カラー：ホワイト）　吊金物

⑤

⑥

⑦

⑨

備考

⑧

軒天井：ケイカル板 ｔ6　EP塗装（カラー：ホワイト）　　一部　化粧ケイカル板t=6

屋根：ガルバリウム鋼板t=0.4横葺き（カラー：シルバー）【NM-8697】 

雨押え・ケラバ・鼻隠し：カラーガルバリウム鋼板t=0.4加工（カラー：ホワイト）【NM-8697】

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

外壁：湿式ロックウール外張断熱t80+塗り壁(ベースカラー：assc2325（ホワイト）)

排気フード

ベントキャップ

小屋裏換気口

小屋裏換気口

施設名サイン
ベースカラー：assc2325（ホワイト）

無塗装
KS-8620SH　ナスタ　同等品

φ250　覆い付き　カラー：ガンメタ※部材色

ベンドキャップφ300覆い付き　
カラー：ガンメタ※部材色

　　10B4/10程度　　7.5R4/14程度　　5Y8.5/12程度

ベンドキャップφ300覆い付き　
カラー：ガンメタ※部材色
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代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

立 面 図
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4.13
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4.134.13

4.13

コンクリート増し打ち コンクリート増し打ち

コンクリート増し打ちコンクリート増し打ち

S=1/100断面図(５)

S=1/100断面図(３)

S=1/100断面図(２)

S=1/100断面図(４)

S=1/100断面図(１)

▼FL
▼ＧＬ

▼FL

▼FL ▼FL

▼FL

▼FL
▼ＧＬ

▼FL

軒高

▼ブドウ棚下端

▼ブドウ棚下端

軒高

▼ブドウ棚下端

軒高

▼ブドウ棚下端

軒高

▼ブドウ棚下端

▼
道
路
境
界
線

▼
道
路
境
界
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▼ＧＬ

▼FL

軒高

▼ＧＬ

▼FL

最高高さ

最高高さ最高高さ

最高高さ

最高高さ

▼ＧＬ

▼最高の軒高

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

防火上主要な間仕切り

ビニールクロス
石膏ボードt=12.5

高性能GW16Kt=100
胴縁
硬質木片セメント板t=18
ロックウール保温板t=80
塗り壁

LGS
LGS
石膏ボードt=9.5
ビニールクロス

アスファルトルーフィング940
木毛セメント板t=18

防火上主要な間仕切り

石膏ボードt=12.5

胴縁
硬質木片セメント板t=18

塗り壁
湿式ロックウール外張り断熱t=80

アスファルトルーフィング940
木毛セメント板t=18

化粧石膏ボードt=9.5
LGS

防火上主要な間仕切り

ビニールクロス

高性能GW16Kt=100
胴縁
硬質木片セメント板t=18

塗り壁
湿式ロックウール外張り断熱t=80

石膏ボードt=12.5

石膏ボードt=9.5
ビニールクロス

防火上主要な間仕切り

アスファルトルーフィング940
木毛セメント板t=18

防火上主要な間仕切りLGS

LGS100
石膏ボードt=15(両面)
ビニールクロス

石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス(準不燃以上)
鉄骨梁：ロックウール吹付

ビニールクロス

化粧石膏吸音ボードt=9.5

アスファルトルーフィング940
木毛セメント板t=18

鋼製床組み
押出法ポリスチレンフォームt=70

長尺塩ビシートt=2.0
アンダーレイt=3.0

構造用合板t=15
合板捨て貼りt=12

押出法ポリスチレンフォームt=70

長尺塩ビシートt=2.0
アンダーレイt=3.0

構造用合板t=15
合板捨て貼りt=12

鋼製床組み

押出法ポリスチレンフォームt=70

長尺塩ビシートt=2.0
アンダーレイt=3.0

構造用合板t=15
合板捨て貼りt=12

鋼製床組み

化粧石膏吸音ボードt=9.5

石膏ボードt=9.5
ビニールクロス

：防火上主要な間仕切

LGS50

LGS50
LGS50

石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

ガルバリウム鋼板t=0.4横葺き【不燃：NM-8697】 

ガルバリウム鋼板t=0.4横葺き【不燃：NM-8697】 ガルバリウム鋼板t=0.4横葺き【不燃：NM-8697】 

ガルバリウム鋼板t=0.4横葺き【不燃：NM-8697】 

アスファルトルーフィング940
木毛セメント板t=18

ガルバリウム鋼板t=0.4横葺き【不燃：NM-8697】 

鋼製床組み
押出法ポリスチレンフォームt=70

長尺塩ビシートt=2.0
アンダーレイt=3.0

構造用合板t=15
合板捨て貼りt=12

合板捨て貼りt=12
構造用合板t=15
押出法ポリスチレンフォームt=70
鋼製床組み

長尺塩ビシートt=2.0

合板捨て貼りt=12
構造用合板t=15
押出法ポリスチレンフォームt=70
鋼製床組み

長尺塩ビシートt=2.0

高性能GW16Kt=100

LGS

LGS
化粧石膏吸音ボードt=9.5

LGS

高性能GW16Kt=200

高性能GW16Kt=200

高性能GW16Kt=200

高性能GW16Kt=200
高性能GW16Kt=200

断面図に記載されてる構造部材は構造図を参照し確認すること。

※断熱材の室内側に防湿気密フィルム施工

※断熱材の室内側に防湿気密フィルム施工

※断熱材の室内側に防湿気密フィルム施工 ※断熱材の室内側に防湿気密フィルム施工

※断熱材の室内側に防湿気密フィルム施工

廊下（１） 玄関ホール 児童クラブ室（６）児童クラブ室（５）児童クラブ室（４）児童クラブ室（３）

アプローチ物入
（１）

廊下
（１）

倉庫
（１）

児童クラブ室（１）

児童クラブ室（４） 事務室
廊下
（２） 児童クラブ室（６） 女子トイレ

（２）

児童クラブ室（３） アプローチ

トップライト

玄関ホール　玄関

ピット

廊下（２）

アプローチ

ピット
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

断 面 図

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-013

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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4.13 4.13

G35G35

S=1/30矩計図－１

▲SL

▼FL

▲SL

▼
道
路
境
界
線

▼ＧＬ

▼道路面

軒高

▼ブドウ棚下端

▼FL

▼基礎天端

最高高さ

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

LGS軽天

カーテンレールW
(天井付け・下地補強)

化粧石膏吸音ボードt=9.5
(準不燃材料：OM-9822)

窓台水切り：GL鋼板0.4　曲げ加工

窓枠：木製既製品

※屋根裏まで

高性能GW16Kt=100
胴縁

湿式ロックウール外張り断熱t=80

石膏ボードt=12.5

硬質木片セメント板t=18

ビニールクロス(不燃材料)

LGS100

(準不燃材料以上)

石膏ボードt=15(両面)
ビニールクロス

塗り壁

ビニル巾木：H=60

スロープ
コンクリート刷毛引き

：シーリング箇所を示す

※　断熱材の防湿気密フィルムにより壁体内部(外壁･間仕切壁等)への
　　気流の侵入を抑制する。

※

端部補強材設置

開口部下部補強材設置

防火上主要な間仕切り

児童クラブ室用手洗い排水管

断熱補強：押出法ポリスチレンフォームt=100H=200

長尺塩ビシートt=2.0

鋼製床組み
押出法ポリスチレンフォームt=70

長尺塩ビシートt=2.0
アンダーレイt=3.0

構造用合板t=15
合板捨て貼りt=12

壁勝ち納り

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

タニタハウジング：GH12号　同等品

LGS50

LGS50内に設置※隙間部分発泡ウレタン充填

窓枠カウンター
：ゴム集成材

気流止め
※室内側に防湿気密フィルムを施工

開
閉

OP
：

F
L1

.5
m以

下

カーテンレールW
(天井付け・下地補強) 化粧石膏ボードt=9.5

(不燃材料：NM-1864)

LGS下地

LGS下地

一部有孔ケイカル板t=6　EP塗装
ケイカル板t=6　EP塗装

軒先唐草：GL鋼板0.4　曲げ加工

アルミ手摺：既製品

ガルバリウム鋼板棟換気：棟まどＳ形(タニタハウジング)同等品

アスファルトルーフィング940
木毛セメント板t=18

軒樋：ガルバリウムカラー鋼板製ハコ型　吊金物

鋼製床組み
押出法ポリスチレンフォームt=70

合板t=12
合板捨て貼りt=9

ガルバリウム鋼板t=0.4横葺き【不燃：NM-8697】 

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

※断熱材の室内側に防湿気密フィルム施工

カーテンボックス

D10＠200
差し筋：D10(ケミカルアンカー)

D13

D10@200

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。 壁下地(LGS)勝ち納まり

天井カセット型エアコン
※位置は設備図を参照

ブドウ棚鉄骨

押出法ポリスチレンフォーム　３種ｂ　t=45

※室内側に防湿気密フィルムを施工

高性能GW16kt=200

高性能GW16kt=200

吊ボルト@900程度

カーテンボックス

廻縁：目透かしタイプ：M-1

廻縁：目透かしタイプ：M-1

※室内側に防湿気密フィルムを施工

廻縁：目透かしタイプ：M-1

廻縁：クロス巻込み突付け：M-3

LGSブドウ棚まで

鋼製束：@900 鋼製束：@900

鋼製束：@900

遮音壁：高性能GW16kt=100

D13

D13

母屋：C-100 x 50 x 20 x 3.2@455

母屋：2C-100 x 50 x 20 x 3.2

構造図参照

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

止水板テープ

砕石RC-40t=150

砕石RC-40t=150

防湿フィルム厚0.1㎜以上
※重ね巾は150㎜以上

砕石RC-40t=150 防湿フィルム厚0.1㎜以上
※重ね巾は150㎜以上

防湿フィルム厚0.1㎜以上
※重ね巾は150㎜以上

児童クラブ室（４） 事務室

キャビネット

エアコン室外機
ロッカー

廊下
（２）

廊下幅員

既存間知ブロック土留め

▼
柱
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▲
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芯
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-01 4-1

1 /30 1 /60

矩 計 図 － １

sar-6 04- 23

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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G35G35

S=1/30矩計図－２

▼
道
路
境
界
線

▼ＧＬ

▼道路面

軒高

▼ブドウ棚下端

最高高さ

▼FL

▼基礎天端

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

：シーリング箇所を示す

※　断熱材の防湿気密フィルムにより壁体内部(外壁･間仕切壁等)への
　　気流の侵入を抑制する。

※

児童クラブ室用手洗い排水管

タニタハウジング：GH12号　同等品

軒樋：ガルバリウムカラー鋼板製ハコ型　吊金物

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

LGS100

ビニールクロス

トップライト：開閉式排煙タイプ※一部FIXタイプ(べルックス)同等品
ハンドルオペレーター仕様（オイレス）同等品

LGS50内に設置※隙間部分発泡ウレタン充填

LGS軽天
化粧石膏吸音ボードt=9.5

ビニル巾木：H=60

野縁材と同材

石膏ボードt=15

(準不燃材料：OM-9822)

鋼製床組み
押出法ポリスチレンフォームt=70

長尺塩ビシートt=2.0
アンダーレイt=3.0

構造用合板t=15
合板捨て貼りt=12

鋼製床組み
押出法ポリスチレンフォームt=70

長尺塩ビシートt=2.0
アンダーレイt=3.0

構造用合板t=15
合板捨て貼りt=12

LGS下地

一部有孔ケイカル板t=6　EP塗装
ケイカル板t=6　EP塗装

開
閉

OP
：

F
L1

.5
m以

下

開
閉

OP
：

FL
1.

5m
以

下

開
閉

OP
：

FL
1.

5m
以

下

アプローチ

断熱補強：押出法ポリスチレンフォームt=100H=200
気流止め
※室内側に防湿気密フィルムを施工

LGS軽天

ビニールクロス
石膏ボードt=9.5

カーテンレールW
(天井付け・下地補強)

(準不燃材料以上)

(準不燃材料以上)

LGS下地

一部有孔ケイカル板t=6　EP塗装
ケイカル板t=6　EP塗装

軒先唐草：GL鋼板0.4　曲げ加工

ガルバリウム鋼板棟換気：棟まどＳ形(タニタハウジング)同等品

※屋根裏まで

LGS100

(準不燃材料以上)

石膏ボードt=15(両面)
ビニールクロス

防火上主要な間仕切り

アスファルトルーフィング940
木毛セメント板t=18

ガルバリウム鋼板横葺きt=0.4

野縁材と同材

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

※断熱材の室内側に防湿気密フィルム施工

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。 砕石RC-40t=150

防湿フィルム厚0.1㎜以上
※重ね巾は150㎜以上

天井カセット型エアコン
※位置は設備図を参照

押出法ポリスチレンフォーム　３種ｂ　t=45

ブドウ棚鉄骨

砕石RC-40t=150

斜め補強材

D10@200ﾀﾃﾖｺ

ポスト見え掛かり

D10

高性能GW16kt=200 高性能GW16kt=100

ブドウ棚等に溶接等により緊結

廻縁：目透かしタイプ：M-1

差し筋：D10(ケミカルアンカー)
コンクリート刷毛引き

壁下地(LGS)勝ち納まり

高性能GW16kt=200

吊ボルト@1,000程度

カーテンボックス
クロス貼り分け塩ビ見切り
C-3T　フクビ　同等品

廻縁：下がり壁用塩ビ見切り：M-4

廻縁：目透かしタイプ：M-1 廻縁：目透かしタイプ
　　　V-6N　フクビ　同等品

廻縁：目透かしタイプ
　　　V-6N　フクビ　同等品

鋼製束：@900 鋼製束：@900

高性能GW16kt=200

遮音壁：高性能GW16kt=100

溶接等により緊結

母屋：2C-100 x 50 x 20 x 3.2

母屋：C-100 x 50 x 20 x 3.2@455

斜め補強材
補強材補強材

エアコン室外機
ロッカー

廊下
（1）

女子トイレ
（1）

ピット空間

児童クラブ室（１）

既存間知ブロック土留め
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芯
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/30 1 /60

A -01 4-2矩 計 図 － ２

sar-6 04- 23

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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4.13

S=1/30矩計図－３ S=1/30矩計図－４

最高高さ

ブドウ棚下端

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

開
閉

O
P：

F
L1

.5
m
以

下

開
閉

O
P：

F
L1

.5
m
以

下

窓枠：木製既製品

塗り壁

胴縁

LGS50
高性能GW16Kt=100

湿式ロックウール外張り断熱t=80

石膏ボードt=12.5

硬質木片セメント板t=18

ビニールクロス(不燃材料)

野縁材と同材

造作材既製品：ホワイト

LGS軽天

ビニールクロス
石膏ボードt=9.5

(準不燃材料以上)

：シーリング箇所を示す

※　断熱材の防湿気密フィルムにより壁体内部(外壁･間仕切壁等)への
　　気流の侵入を抑制する。

※

鋼製床組み

長尺塩ビシートt=2.0
アンダーレイt=3.0

構造用合板t=15
合板捨て貼りt=12

開
閉

O
P：

F
L1

.5
m以

下

LGS軽天

ビニールクロス
石膏ボードt=9.5

(準不燃材料以上)

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

タニタハウジング：GH12号　同等品

軒樋：ガルバリウムカラー鋼板製ハコ型　吊金物

軒先唐草・鼻隠し：GL鋼板0.4　曲げ加工

押出法ポリスチレンフォームt=70
鋼製床組み

押出法ポリスチレンフォームt=70

長尺塩ビシートt=2.0
アンダーレイt=3.0

構造用合板t=15
合板捨て貼りt=12

野縁材と同材

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

母屋

ブドウ棚鉄骨

幕板：W30　t=15

鉄骨下地：C-100×50×25

廻縁：目透かしタイプ

コンクリート増打ち

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

斜め補強材

溶接等により緊結

ブドウ棚等に溶接等により緊結

吊ボルト@900程度

防湿フィルム厚0.1㎜以上
※重ね巾は150㎜以上

砕石RC-40t=150

止水板テープ

小屋裏換気用フード

差し筋：D10(ケミカルアンカー)

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

高性能GW16kt=100

ブドウ棚等に溶接等により緊結

高性能GW16kt=200

廻縁：下がり壁用塩ビ見切り：M-4

鋼製束：@900砕石RC-40t=150

鋼製束：@900 鋼製束：@900

ケラバ：木毛セメント板t=18下地+GL鋼板包みt=0.4

母屋：2C-100 x 50 x 20 x 3.2

母屋：C-100 x 50 x 20 x 3.2@455

補強材斜め補強材

構造図参照

止水板テープ

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

断熱補強：発泡ウレタン充填

モルタル充填

廊下(１)

ピット空間 ピット空間

女子トイレ
（2）

丸形防風板付ベントキャップ（覆い付）
横ギャラリ・網

AT-300TCWS　同等品

▼GL ▼GL

▼FL▼FL

▼軒高

▼ブドウ棚下端

軒高

▼基礎天端▼基礎天端
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※特記なき場合、基礎梁の外周部増打 t30

押出法ポリスチレンフォーム3種bt=50を示す
平場：W450
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LGS50内に設置※隙間部分発泡ウレタン充填

LGS50内に設置※隙間部分発泡ウレタン充填 LGS50内に設置※隙間部分発泡ウレタン充填

※記載していない鉄筋については構造図参照

※基礎サイズ等は構造図参照

LGS50内に設置※隙間部分発泡ウレタン充填LGS50内に設置※隙間部分発泡ウレタン充填

LGS：壁勝ち納め

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

LGS
床仕上げ・床下地部分切欠き

モルタル金コテ
ピット内移動の為一部の基礎高さを変更

LGS

押出法ポリスチレンフォーム3種bt=50

押出法ポリスチレンフォーム3種bt=50

アンカーボルト
詳細は構造図による

3-D16

押出法ポリスチレンフォーム3種bt=50

止水板テープ

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

アンカーボルト
詳細は構造図による

スロープ

コンクリート増打ち

LGS：壁勝ち納め

3-D16

腹筋：2-D16

D13

D13

D10

D10@200

補強筋：D16

STP：□-D10@200

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

耐水合板t=12

腹筋：D10
巾止め筋：D10@200

巾止め筋：D10@200

巾止め筋：D10@200

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

3-D16

押出法ポリスチレンフォーム3種bt=100

押出法ポリスチレンフォーム3種bt=50

LGS50

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

コンクリート増打ち

止水板テープ

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

アンカーボルト
詳細は構造図による

モルタル金コテ

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

アンカーボルト
詳細は構造図による

止水板テープ

コンクリート増打ち

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

押出法ポリスチレンフォーム3種bt=50

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

止水板テープ

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

アンカーボルト
詳細は構造図による

コンクリート増打ち

止水板
GLより下部の打ち継ぎ部分に設ける。

3-D16

腹筋：2-D16

STP：□-D10@200
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ライニング

ライニング

ライニング
掃除用流し

床仕上カラー貼り分け

ｶｳﾝﾀｰ付き紙巻器
縦手摺※各個室共通

消火器BOX

横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455

横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455 横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455湿式ロックウール外張り断熱t=80

湿式ロックウール外張り断熱t=80

鉄骨柱：耐候性塗装（DP） 鉄骨柱：耐候性塗装（DP）

LGS75

LGS75
LGS75

コンクリート階段：１段

外周部LGS50
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読書スペース

廊下（１）

多目的室

掃除用具入

倉庫（１） 本棚スペース

学習室

女子トイレ（１）

男子トイレ（１）

Y1

Y2

S=1/30

キープラン

平面詳細図－１

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

：カーテン開き方向を示す。

CH=3.000m
床：F-2

73.10㎡
有効面積：66.47㎡

床：F-2

73.10㎡

CH=3.000m
有効面積：66.54㎡

内壁凡例 ※水廻りはGB-Sとする。

Wb-1：GB-R.t15   + LGS100  +GB-R.t15
Wb-2：GB-R.t12.5 + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-3：GB-R.t15   + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-4：GB-R.t12.5 + LGS75  + GB-R.t12.5
Wb-5：GB-R.t12.5 + LGS100 + 木毛セメント板ｔ18

特記なき内部巾木はH-1とする。

特記なき外部巾木はH-2とする。

掲示板は共通としW1800H1100下端FL+700

Ａは消火器（ＡＢＣ１０型）を示す。※壁埋込消火器ボックス内

特記無き場合FL±0とする。

特記無きLGSはLGS100とする。

下足入れ等の家具は床固定する。

　　　　　は下地補強を示す（構造用合板t=12以上※LGS内） 特記無きコーナ処理はR-2とする。

　　はコーナ処理部分を示す。

N

児童クラブ室（２）児童クラブ室（１）

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特記
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既製アルミ２段手摺　H800

インターフォン
警備システム

RC腰壁H=GL+1160

外流し
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既製アルミ２段手摺　H800
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鉄骨柱：耐候性塗装（DP）

ふかし壁

竪樋：VU管　φ75　固定金物　
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※自動ドアの寸法は承認図を参照
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この壁に集約する。
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S=1/30

キープラン

平面詳細図－２

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

：カーテン開き方向を示す。

CH=3.000m
床：F-2

73.10㎡
有効面積：66.36㎡

CH=3.000m
床：F-2

73.10㎡
有効面積：66.47㎡

CH=3.000m
床：F-2

73.10㎡
有効面積：66.36㎡

内壁凡例 ※水廻りはGB-Sとする。

Wb-1：GB-R.t15   + LGS100  +GB-R.t15
Wb-2：GB-R.t12.5 + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-3：GB-R.t15   + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-4：GB-R.t12.5 + LGS75  + GB-R.t12.5
Wb-5：GB-R.t12.5 + LGS100 + 木毛セメント板ｔ18

特記なき内部巾木はH-1とする。

特記なき外部巾木はH-2とする。

掲示板は共通としW1800H1100下端FL+700

Ａは消火器（ＡＢＣ１０型）を示す。※壁埋込消火器ボックス内

特記無き場合FL±0とする。

特記無きLGSはLGS100とする。

下足入れ等の家具は床固定する。

　　　　　は下地補強を示す（構造用合板t=12以上※LGS内） 特記無きコーナ処理はR-2とする。

　　はコーナ処理部分を示す。

N

児童クラブ室（３）児童クラブ室（２） 児童クラブ室（４）

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特記
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外部倉庫

押入
1.90㎡

廊下（２）

洗濯室

上部棚 上部棚

事務室

F
-6

トイレ
誰でも

湯沸し室

S=1/30

キープラン

平面詳細図－３

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

：カーテン開き方向を示す。

CH=3.000m
床：F-2

73.10㎡
有効面積：66.36㎡

CH=3.000m
床：F-2

73.10㎡
有効面積：66.47㎡

内壁凡例 ※水廻りはGB-Sとする。

Wb-1：GB-R.t15   + LGS100  +GB-R.t15
Wb-2：GB-R.t12.5 + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-3：GB-R.t15   + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-4：GB-R.t12.5 + LGS75  + GB-R.t12.5
Wb-5：GB-R.t12.5 + LGS100 + 木毛セメント板ｔ18

特記なき内部巾木はH-1とする。

特記なき外部巾木はH-2とする。

掲示板は共通としW1800H1100下端FL+700

Ａは消火器（ＡＢＣ１０型）を示す。※壁埋込消火器ボックス内

特記無き場合FL±0とする。

特記無きLGSはLGS100とする。

下足入れ等の家具は床固定する。

　　　　　は下地補強を示す（構造用合板t=12以上※LGS内） 特記無きコーナ処理はR-2とする。

　　はコーナ処理部分を示す。

N

児童クラブ室（４） 児童クラブ室（５）

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特記

A 1： A3：1/30 1 /60

平 面 詳 細 図 － ３ A-01 6-3

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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床仕上カラー貼り分け消火器BOX

0x20x2.3＠455 横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455

横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455

湿式ロックウール外張り断熱t=80

湿式ロックウール外張り断熱t=80

湿式ロックウール外張り断熱t=80

木毛セメント板+EP塗装

LGS75
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ライニング
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※各個室共通
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ふかし壁t=150
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平面詳細図－４

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

：カーテン開き方向を示す。

CH=3.000m CH=3.000m
床：F-2 床：F-2

73.10㎡ 73.10㎡
有効面積：66.47㎡ 有効面積：66.54㎡

内壁凡例 ※水廻りはGB-Sとする。

Wb-1：GB-R.t15   + LGS100  +GB-R.t15
Wb-2：GB-R.t12.5 + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-3：GB-R.t15   + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-4：GB-R.t12.5 + LGS75  + GB-R.t12.5
Wb-5：GB-R.t12.5 + LGS100 + 木毛セメント板ｔ18

特記なき内部巾木はH-1とする。

特記なき外部巾木はH-2とする。

掲示板は共通としW1800H1100下端FL+700

Ａは消火器（ＡＢＣ１０型）を示す。※壁埋込消火器ボックス内

特記無き場合FL±0とする。

特記無きLGSはLGS100とする。

下足入れ等の家具は床固定する。

　　　　　は下地補強を示す（構造用合板t=12以上※LGS内） 特記無きコーナ処理はR-2とする。

　　はコーナ処理部分を示す。
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Ｄ

Ａ

展開方向

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特記

A 1： A3：1/30 1 /60

平 面 詳 細 図 － ４ A-01 6-4
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S=1/30

キープラン

平面詳細図－５

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

：カーテン開き方向を示す。

内壁凡例 ※水廻りはGB-Sとする。

Wb-1：GB-R.t15   + LGS100  +GB-R.t15
Wb-2：GB-R.t12.5 + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-3：GB-R.t15   + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-4：GB-R.t12.5 + LGS75  + GB-R.t12.5
Wb-5：GB-R.t12.5 + LGS100 + 木毛セメント板ｔ18

特記なき内部巾木はH-1とする。

特記なき外部巾木はH-2とする。

掲示板は共通としW1800H1100下端FL+700

Ａは消火器（ＡＢＣ１０型）を示す。※壁埋込消火器ボックス内

特記無き場合FL±0とする。

特記無きLGSはLGS100とする。

下足入れ等の家具は床固定する。

　　　　　は下地補強を示す（構造用合板t=12以上※LGS内） 特記無きコーナ処理はR-2とする。

　　はコーナ処理部分を示す。

N

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特記

A 1： A3：1/30 1 /60

平 面 詳 細 図 － ５ A-01 6-5

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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　収納（３） 　収納（４）

児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４）
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キープラン

平面詳細図－６

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

：カーテン開き方向を示す。

内壁凡例 ※水廻りはGB-Sとする。

Wb-1：GB-R.t15   + LGS100  +GB-R.t15
Wb-2：GB-R.t12.5 + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-3：GB-R.t15   + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-4：GB-R.t12.5 + LGS75  + GB-R.t12.5
Wb-5：GB-R.t12.5 + LGS100 + 木毛セメント板ｔ18

特記なき内部巾木はH-1とする。

特記なき外部巾木はH-2とする。

掲示板は共通としW1800H1100下端FL+700

Ａは消火器（ＡＢＣ１０型）を示す。※壁埋込消火器ボックス内

特記無き場合FL±0とする。

特記無きLGSはLGS100とする。

下足入れ等の家具は床固定する。

　　　　　は下地補強を示す（構造用合板t=12以上※LGS内） 特記無きコーナ処理はR-2とする。

　　はコーナ処理部分を示す。
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特記

A 1： A3：1/30 1 /60

平 面 詳 細 図 － ６ A-01 6-6

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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　収納（３） 　収納（５） 　収納（６）　収納（４）

廊下（２）

児童クラブ室（５）児童クラブ室（４）

X5X4X3

S=1/30

キープラン

平面詳細図－７

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

：カーテン開き方向を示す。

内壁凡例 ※水廻りはGB-Sとする。

Wb-1：GB-R.t15   + LGS100  +GB-R.t15
Wb-2：GB-R.t12.5 + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-3：GB-R.t15   + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-4：GB-R.t12.5 + LGS75  + GB-R.t12.5
Wb-5：GB-R.t12.5 + LGS100 + 木毛セメント板ｔ18

特記なき内部巾木はH-1とする。

特記なき外部巾木はH-2とする。

掲示板は共通としW1800H1100下端FL+700

特記無き場合FL±0とする。

下足入れ等の家具は床固定する。

Ａは消火器（ＡＢＣ１０型）を示す。※壁埋込消火器ボックス内

　　　　　は下地補強を示す（構造用合板t=12以上※LGS内）

特記無きLGSはLGS100とする。

特記無きコーナ処理はR-2とする。

　　はコーナ処理部分を示す。

N

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特記

A 1： A3：1/30 1 /60

平 面 詳 細 図 － ７ A-01 6-7

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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5B9/2程度

特注色
5B9/2程度

特注色
7.5Y9/8程度

特注色
7.5Y9/8程度

掲示板

収
納
棚
ス
ペ

棚
柱

可 5

児童用流し台：H=700童用流し台：H=700

Fu-1 Fu-1

ライニング

床仕上カラー貼り分け消火器BOX

横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455

横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455

横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455

湿式ロックウール外張り断熱t=80

湿式ロックウール外張り断熱t=80

湿式ロックウール外張り断熱t=80

コンクリート階段：１段

コンクリート階段：１段

外周部LGS50

外周部LGS50

外周部LGS50

外周部LGS50

横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455

LGS75

パネルヒーター ライニング

鏡：W1200H800

φ75　固定金物　 竪樋：VU管　φ75　固定金物　

ふかし壁

R-1 R-1 R-1R-1
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　収納（５） 　収納（６）

廊下（２）

児童クラブ室（６）児童クラブ室（５）

X5 X6

Y1

Y0

S=1/30

キープラン

平面詳細図－８

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス（準不燃材）

：カーテン開き方向を示す。

内壁凡例 ※水廻りはGB-Sとする。

Wb-1：GB-R.t15   + LGS100  +GB-R.t15
Wb-2：GB-R.t12.5 + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-3：GB-R.t15   + LGS100 + GB-R.t12.5
Wb-4：GB-R.t12.5 + LGS75  + GB-R.t12.5
Wb-5：GB-R.t12.5 + LGS100 + 木毛セメント板ｔ18

特記なき内部巾木はH-1とする。

特記なき外部巾木はH-2とする。

掲示板は共通としW1800H1100下端FL+700

Ａは消火器（ＡＢＣ１０型）を示す。※壁埋込消火器ボックス内

特記無き場合FL±0とする。

特記無きLGSはLGS100とする。

下足入れ等の家具は床固定する。

　　　　　は下地補強を示す（構造用合板t=12以上※LGS内） 特記無きコーナ処理はR-2とする。

　　はコーナ処理部分を示す。

N

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

特記

A 1： A3：1/30 1 /60

平 面 詳 細 図 － ８ A-01 6-8

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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X2

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

室名札

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

ビニールクロスC-3

(目透かし）

玄関ホール･廊下（１）･（２）

玄関ホール･廊下（１）･（２）

玄関ホール･廊下（１）･（２）

玄関ホール･廊下（１）･（２）

受付カウンター、下足入れ、ステンレス框
手洗い、マグネットウォール、室名札

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

F-1

開閉式トップライト
FIXトップライトFIXトップライト

ハンドルオペレーター

消火器ボックス

開閉式トップライト 開閉式トップライト
FIXトップライトFIXトップライト

下足入れ

誘導標識

誘導標識消火器ボックス

誘導灯

ハンドルオペレーター

誘導灯

アクセントクロス（展開図-2、天井伏図参照）

Ａ

Ａ

Ａ’ Ｂ’Ｂ

OPEN OPEN

Wb-3 Wb-3

OPEN

OPENOPEN

Wb-3 Wb-3

Wa-1

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3とする。

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

誘

OPEN

OPEN

Wb-2

1
8
0

2
0

1,
30
0

1,
30
0

1
,3
00

20
1
80

1
,3
00

1
,3
00

1
,3
00

230

230

18
0

20

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0

展 開 図 － １ A-01 7-1

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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X2 X1 X0X3

掲示板(W1800×H900)掲示板(W1800×H900) 掲示板(W1800×H900)

掲示板(W1800×H900) 掲示板(W1800×H900)

玄関ホール･廊下（１）･（２）

玄関ホール･廊下（１）･（２）

玄関ホール･廊下（１）･（２）

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

マグネットウォール

マグネットウォール

Fu-4 Fu-1

FIXトップライト
開閉式トップライト

開閉式トップライト

FIXトップライト

FIXトップライト FIXトップライト

開閉式トップライト

開閉式トップライト

下足入れ

室名札突出しタイプ

誘導灯

アクセントクロス：LW-727 アクセントクロス：LW-731 アクセントクロス：LW-728 アクセントクロス：LW-732

アクセントクロス：LW-731 アクセントクロス：LW-727アクセントクロス：LW-728

アクセントクロス（展開図-2-C、天井伏図参照）

特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照)

特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照)

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｄ’

Wb-1-G Wb-1-G Wb-1-G

Wb-1-G Wb-1-G

OPEN

Wb-1

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0

展 開 図 － ２ A-01 7-2
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部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

室名札

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

化粧石膏吸音ボードC-2

- ビニールクロス

塩ビ製 (目透かし）

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

室名札

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

化粧石膏吸音ボードC-2

- ビニールクロス

(目透かし）

児童クラブ室（１）

児童クラブ室（２）

児童クラブ室（１）

児童クラブ室（１）

児童クラブ室（２）

児童クラブ室（２）

手洗い、カーテンボックス・カーテンレールW
ランドセルロッカー、マグネットウォール
物かけフック、壁掛内線電話機、室名札

手洗い、カーテンボックス・カーテンレールW
ランドセルロッカー、マグネットウォール
物かけフック、壁掛内線電話機、室名札

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

マグネットウォール

C-2

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

マグネットウォールマグネットウォール

C-2 C-2 C-2

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

C-2

C-2 C-2

マグネットウォール

C-2

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

物かけフック設置範囲※詳細図参照

物かけフック設置範囲※詳細図参照

オペレーター

オペレーター

オペレーター

Fu-1

Fu-1 ハンドルオペレーター ハンドルオペレーター

誘導灯

ランドセルロッカー　７台
転倒防止措置：Fu-13

ランドセルロッカー　７台
転倒防止措置：Fu-13

アクセントクロス：LW-727

アクセントクロス：LW-730

特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照)

特注色(建具表-2参照)特注色(建具表-2参照)

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

Wb-1-G Wb-1-G Wa-2

Wb-1-G

Wb-1-G Wb-1-G Wa-2

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0
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（宮城県知事）第24310185号
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X2 X3 Y1 X2X3

Y1

10,000

X3 X4 Y1 X3X4

Y1

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

室名札

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

化粧石膏吸音ボードC-2

- ビニールクロス

(目透かし）

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

室名札

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

化粧石膏吸音ボードC-2

- ビニールクロス

(目透かし）

児童クラブ室（３）

児童クラブ室（４）

児童クラブ室（４）

児童クラブ室（４）

児童クラブ室（３）

児童クラブ室（３）

手洗い、カーテンボックス・カーテンレールW
ランドセルロッカー、マグネットウォール
物かけフック、壁掛内線電話機、室名札
移動間仕切

手洗い、カーテンボックス・カーテンレールW
ランドセルロッカー、マグネットウォール
物かけフック、壁掛内線電話機、室名札
移動間仕切

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

マグネットウォール

C-2 C-2 C-2

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

マグネットウォール

C-2

マグネットウォールマグネットウォール

C-2 C-2 C-2

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

C-2

ハンドルオペレーター

ハンドルオペレーター Fu-1

物かけフック設置範囲※詳細図参照

物かけフック設置範囲※詳細図参照

ランドセルロッカー　７台
転倒防止措置：Fu-13

ランドセルロッカー　７台
転倒防止措置：Fu-13

アクセントクロス：LW-728

アクセントクロス：LW-728

特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照)

特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照)

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

Wb-1-G

Wb-1-G

Wb-1-G Wa-2

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

Wb-1-G

移動間仕切

移動間仕切

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス
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代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0
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Y1

X5X4 Y1 X5 X4

X6X5 Y1 X6 X5

Y1

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

室名札

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

化粧石膏吸音ボードC-2

- ビニールクロス

(目透かし）

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

室名札

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

化粧石膏吸音ボードC-2

- ビニールクロス

(目透かし）

児童クラブ室（５）

児童クラブ室（６）

児童クラブ室（６）

児童クラブ室（６）

児童クラブ室（５）

児童クラブ室（５）

手洗い、カーテンボックス・カーテンレールW
ランドセルロッカー、マグネットウォール
物かけフック、壁掛内線電話機、室名札

手洗い、カーテンボックス・カーテンレールW
ランドセルロッカー、マグネットウォール
物かけフック、壁掛内線電話機、室名札

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

マグネットウォール

C-2

マグネットウォール

C-2 C-2 C-2

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

C-2 C-2C-2

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

C-2

物かけフック設置範囲※詳細図参照

物かけフック設置範囲※詳細図参照 Fu-1

Fu-1

ハンドルオペレーター
ハンドルオペレーター

ハンドルオペレーター ハンドルオペレーター

誘導灯

ランドセルロッカー　７台
転倒防止措置：Fu-13

ランドセルロッカー　７台
転倒防止措置：Fu-13

アクセントクロス：LW-730

アクセントクロス：LW-727

特注色(建具表-2参照) 特注色(建具表-2参照)

特注色(建具表-2参照)特注色(建具表-2参照)

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

Wb-1-G

Wb-1-G Wb-1-G Wa-2

Wa-2Wb-1-G

Wb-1-G

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0
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X2 X2

X4 Y2 Y2 X4 Y2

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

室名札

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

-

(目透かし）

ビニールクロス

ビニールクロスC-3

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

H-1

-

ビニル巾木

- ビニールクロス

ボード突付

ビニールクロスC-3

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

ビニールクロスC-3

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

ビニル巾木

- ビニールクロス

ビニールクロスC-4

本棚スペース

読書スペース

多目的室

静養室･押入

静養室･押入

多目的室

読書スペース

本棚スペース

カーテンボックス・カーテンレールW
室名札

カーテンボックス・カーテンレールW

カーテンボックス・カーテンレールW

畳敷きF-3

F-3 畳敷き

カーテンボックス・カーテンレールW
中断・枕棚

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

F-3 F-3
F-3F-3

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

F-3 F-3 F-2 F-3 F-3F-2

室名札突出しタイプ

Fu-6

ハンドルオペレーター

ハンドルオペレーター

ハンドルオペレーター

ハンドルオペレーター

アクセントクロス：TMM6279 アクセントクロス：TMM6280 アクセントクロス：TMM6280アクセントクロス：TMM6279
特注色(建具表-2参照)

特注色(建具表-2参照)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｂ

押入内部D面押入内部A面

Ｃ Ｄ

押入内部C面

OPEN

OPENOPEN

Wb-1 Wb-1Wa-1

Wb-1 Wb-1

Wa-1

Wb-1

Wb-1 Wb-1

Wa-1

Wb-1

中段

枕棚枕棚

中段

Wa-1 Wb-1Wb-2

枕棚

中段

Wb-1 Wb-1 Wb-1

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0
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X3 Y2 X3

Y2

X4 X4

X4 X4

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

室名札

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

(目透かし）

C-1 化粧石膏ボード

備考

廻縁

天井

壁

巾木

室名札

塩ビ製

H-1

-

長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

(目透かし）

化粧石膏ボードC-1

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

化粧石膏ボードC-1

事務室

床 F-2

部屋名 廊下（３）

湯沸し室

湯沸し室

廊下（３）

事務室

事務室

放送設備、インターフォン親機、無線・有線LAN
トイレ呼び出し設備、
キャビネットH2425、キャビネットH1050
カーテンボックス・カーテンレールW

流し台W1650、床下収納点検口

洗面台、分電盤、鏡（W450 H750)

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

C-1 C-1C-1

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

C-1

カーテンボックス
カーテンレールW※天井付け下地補強

C-1 C-1 C-1 C-1

C-1 C-1

不燃メラミン化粧板

C-1 C-1

Fu-10

Fu-10

Fu-9

三方枠

不燃メラミン化粧板

不燃メラミン化粧板

不燃メラミン化粧板
三方枠H2400

既製腰高キャビネット：Eu-16：４台
転倒防止：床固定

既製キャビネット：Fu-15：４台
転倒防止：床・壁固定

既製キャビネット：Fu-15：2台
転倒防止：床・壁固定

盤用キャビネット(埋込)

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｂ ＤＣＡ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

廊下(３)廊下(３)

OPEN

Wb-1 Wb-3

Wa-1

Wb-2

Wb-2

OPEN OPENOPEN

Wb-1 Wb-2 Wb-3 Wb-2 Wb-2Wb-3 Wb-2Wb-2Wb-1

Wb-2

OPEN

Wb-2

OPEN

Wb-2

Wb-2

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

鏡

OPEN

分電盤

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0
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（宮城県知事）第24310185号
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Y2 Y2

Y2 Y2 Y2 Y2

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

化粧石膏ボードC-1

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

化粧石膏ボードC-1

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

化粧石膏ボードC-1

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

化粧石膏ボードC-1

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

化粧石膏ボードC-1

洗濯室

更衣室（１)

更衣室(２)

職員ﾄｲﾚ(1) 職員ﾄｲﾚ(2)

職員ﾄｲﾚ(1)

更衣室(２)

職員ﾄｲﾚ(2)

更衣室（１)

洗濯室

洗濯パン、清掃流し、ライニング
ステンパイプ(天井吊りH1800)
可動棚(L=800 D=350 3段)×2ヶ所

8人用ロッカー×2台

8人用ロッカー×2台

大便器、ペーパーホルダー、棚(L=770 D=300) 大便器、ペーパーホルダー、棚(L=770 D=300)

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

C-1 C-1 C-1

C-1 C-1 C-1 C-1

C-1 C-1 C-1 C-1

C-1 C-1 C-1 C-1

不燃メラミン化粧板

Fu-7

C-1

三方枠

ロッカー　5-860-5008　ウチダ　同等品

ロッカー　5-860-5008　ウチダ　同等品

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

廊下(３)廊下(３)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

職員ﾄｲﾚ(2)

Wb-2

OPEN

Wb-2 Wb-2 Wb-2

Wb-2 Wb-2

Wa-1

Wb-5

Wb-2 Wb-2Wb-3Wb-2

Wa-1

Wa-2 Wa-2 Wa-2 Wa-2 Wa-1

Wa-1

Wa-2

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

ライニング

OPEN
OPEN

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0
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部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

-

ビニールクロスC-3

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

-

ビニールクロスC-3

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

-

ビニールクロスC-3

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

-

C-3 ビニールクロス

男子トイレ（１）

女子トイレ（１）

男子トイレ（２）

女子トイレ（２）

女子トイレ（２）

男子トイレ（２）

女子トイレ（１）

男子トイレ（１）

小便器、大便器、ペーパーホルダー、トイレブース
手洗器、吊り戸棚(L=1200 H=500 D=300)
ライニング、鏡(W=1200 H=800)

小便器、大便器、ペーパーホルダー、トイレブース
手洗器、吊り戸棚(L=1200 H=500 D=300)
ライニング、鏡(W=1200 H=800)

小便器、大便器、ペーパーホルダー、トイレブース
手洗器、吊り戸棚(L=1200 H=500 D=300)
ライニング、鏡(W=1200 H=800)

小便器、大便器、ペーパーホルダー、トイレブース
手洗器、吊り戸棚(L=1200 H=500 D=300)
ライニング、鏡(W=1200 H=800)

ビニールクロス　一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス　一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス　一部不燃メラミン化粧板

ビニールクロス　一部不燃メラミン化粧板

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

不燃メラミン化粧板

ハンドルオペレーター

不燃メラミン化粧板

不燃メラミン化粧板

不燃メラミン化粧板不燃メラミン化粧板

不燃メラミン化粧板

不燃メラミン化粧板

不燃メラミン化粧板

鏡：W1200H800

Fu-1

Fu-1

Fu-1

Fu-1

鏡：W1200H800

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｄ

Ａ Ｄ

Ａ Ｃ Ｄ

Ａ Ｃ

Ｂ’ Ｄ Ｄ’

Ｂ Ｂ’ Ｃ Ｄ’

Ｂ Ｂ’ Ｄ’

Ｂ Ｂ' Ｄ Ｄ'

廊下(1) 廊下(1)

廊下(1)廊下(1)

廊下(2) 廊下(2)

廊下(2)廊下(2)

Wa-1

OPEN

Wb-4 Wb-4

OPEN

Wb-3

OPEN

Wa-1 Wb-4

Wb-2

Wa-1

OPEN

OPEN

Wb-3Wb-4

OPEN

OPEN

Wb-4 Wb-4

Wa-1

Wa-1 Wa-1

OPEN

Wb-4

OPEN

Wb-3

OPEN

Wb-4

OPEN

Wb-4

Wb-4 Wb-3 Wb-2

OPEN

OPEN

Wb-4

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

ライニング ライニング

ライニング

ライニング

Wb-4

OPEN OPEN

Wb-4

OPEN

Wb-4

OPEN

鏡

鏡

鏡
OPEN

鏡

150

1
,1
00

1,
30
0

150

1,
30
0

7
00

70
0 1,

30
0

1,
10
0

340

70
0 1,

30
0

150

1,
30
0

70
01
,3
00

110

8
00

8
00

6
70

2
30

110

8
00

8
00

67
0

2
30

8
00

8
00

67
0

2
30

110

8
00

8
00

6
70

23
0

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0
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X5

X1

Y2

X1

X5
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部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

C-3 ビニールクロス

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

C-1 化粧石膏ボード

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製-

-

H-2

F-3 コンクリート金コテ

モルタル巾木

木毛セメント板　EP塗装（クリア）

ケイカル板　EP塗装

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

- ビニールクロス

化粧石膏ボードC-1

誰でもトイレ

倉庫（１）

倉庫（２）

外部倉庫

外部倉庫

倉庫（２）

倉庫（１）

誰でもトイレ

固定棚２段

固定棚２段

C-4

車椅子対応洗面台、便器、壁手すり、可動手すり
ペーパーホルダー、ライニング
緊急呼び出しボタン、鏡(W1200　H800)

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

C-1

F-4
H-3

C-4

C-1

不燃メラミン化粧板

C-1

C-1

F-4
H-3

C-4

C-1

C-1

F-4

H-3

C-4

C-1

C-1

F-4

H-3

C-4

緊急呼び出しボタン

L型手摺

ふかし壁

Fu-2

Fu-2

可動式手摺
鏡：W1200H800

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Wb-5

Wa-1

Wa-4

Wb-2

Wb-1

Wb-2

Wa-4

Wb-3

Wb-3

Wb-5

Wb-2

Wb-2

Wb-5

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0
▼FL-220

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

Wb-2

Wb-3

鏡

ふかし壁

7
50

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0
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X1 Y0 X1 Y0

X1 X1 Y0Y0

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

化粧石膏吸音ボードC-2

- ビニールクロス

部屋名

備考

廻縁

天井

壁

巾木

床

塩ビ製

H-1

-

F-2 長尺塩ビシート+アンダーレイシート

ビニル巾木

化粧石膏吸音ボードC-2

- ビニールクロス

収納（１）（３）（５）

収納（２）（４）（６）

収納（２）（４）（６）

収納（１）（３）（５）

可動棚4段(L=830 D=400)
固定棚2段(L=790 D=600)

可動棚4段(L=830 D=400)
固定棚2段(L=790 D=600)

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

C-2

C-2

C-2

C-2

Fu-3

Fu-3

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｃ ＢＤ

可動棚

４段固定棚

２段

Wa-2
Wa-2Wa-1-G Wa-1

Wa-2 Wa-1-G

可動棚

４段 固定棚

２段

Wa-1
Wa-2

▼FL±0

▼FL±0

特記の無い巾木はH-1とする。

特記の無い床はF-2とする。

特記ない天井はC-3

内壁仕上：Wb-1は防火上主要な間仕切り

　　　　　石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス
鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0

展 開 図 － １ １ A-017 -11
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ＴＬ
FIX 開閉式

ＴＬ
開閉式
ＴＬ ＴＬ

FIX

アクセントクロス：LB-9274

アクセントクロス：LB-9275
天井クロス：LB-9248

天井クロス：TWS8149

カーテンボックス

カーテンボックスカーテンボックス

カーテンボックス

カーテンボックス

カーテンボックス カーテンボックス カーテンボックス

軒樋：ガルバリウムカラー鋼板製　ハコ型　W120

軒樋：ガルバリウムカラー鋼板製ハコ型　吊金物

アクセントクロス：LW-731 アクセントクロス：LW-728
アクセントクロス
：LW-732

アクセントクロス：LW-727

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

外壁仕上げ巻込み外壁仕上げ巻込み

外壁仕上げ巻込み
外壁仕上げ巻込み

軒天換気材：L=900×8ヶ所　有効換気面積150.5c㎡/m以上
　　　　　　FV-N016-L09 城東テクノ　同等品

軒天換気材：L=900×8ヶ所　有効換気面積150.5c㎡/m以上
　　　　　　FV-N016-L09 城東テクノ　同等品

軒天換気材：L=900×8ヶ所　有効換気面積150.5c㎡/m以上
　　　　　　FV-N016-L09 城東テクノ　同等品

外壁仕上げ巻込み

軒樋

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

CR
01

CR01 CR01 CR01

CR01

CR
01

CR01

SWR

C-1

C-1

C-2 C-2C-2 C-2

C-3 C-3
C-3

C-3

C-4

C-4 C-4C-4

CR01 CR01 CR01

C-C-2C-2C-2

C-3

廊
下
幅
員
有
効
寸
法

廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1 廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1 廻縁：塩ビ製(目廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1

廻縁：塩ビ製:M-2廻縁：塩ビ製:M-2
廻縁：クロス巻込み突付け:M-3

廻縁：クロス巻込み突付け:M-3

廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1

廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1

SW

移
動
間
仕
切

C-4

廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1

C-3

廻縁：塩ビ製:M-2

廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1
天井クロス：TWS8193

天井クロス：TWS8193

10,510 10,100 6,450

2
,0
70

5,520 5,000 5,000 2,500 2,500

2
,0
70

5,000 5,000

2,100 4,470 3,950 2,100 3,950 830 2,100 4,140 2,100 830 3,950

2
,1
07

180

1
80

1
80

1
80

2,
27
0

180

2
,0
70

1,1251,1251,025 1,025

7,
60
0

7
,6
00

40
0

5
00

6
,7
00

20
0

2
,2
00

2,
70
0

2
,5
00

15
,2
00

15
,6
60

23
0
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9,770 10,000 10,000

230 7,740 1,800 1,800 7,970 7,970 1,800 1,800

230

230 230

59,540

60,000

230 2,940 1,100 450 1,100 2,520 1,660 500 2,800 3,700 3,000 5,170 4,600 230

29,770

60,000

2
,0
70

2
,0
70

5,710

1
80

5,710

1
80

5,710

1
80

4,480

3,430

3,792

倉庫（１）男子トイレ（１）
玄関

多目的室

収納（１） 収納（２） 収納（３） 収納（４）

読書スペース

廊下（１）

玄関ホール

児童クラブ児童クラブ室（３）児童クラブ室（２）児童クラブ室（１）

本棚スペース

女子トイレ（１）

Y2

Y1

Y0

X2
X0 X1 X3

CH=2.500mCH=2.500m CH=2.500m

CH=3.000m CH=3.000m

CH=2.500m

CH=3,000m

CH=2.500m

CH=3,000mCH=3,000m

CH=2.500m CH=2.500m

CH=3,000m

CH=3.000m CH=3.000m

CH=3.000m CH=3.000m CH=3.CH=3.000m

CH=3,000m

天井伏図－１ S=1/50

Ｙ カラー：イエロー

Ｒ カラー：レッド

Ｂ カラー：ブルー

※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
：防火上主要な間仕切

：カーテン開き方向を示す。

石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

各室の点検口の位置は設備機器の位置を考慮し協議による決定する。

化粧石膏吸音ボード

ビニールクロス

C1

C2

不燃GB-D(t=9.5)　

GB-P(t9.5)

GB-R(t9.5)

不燃材　NM-1864

準不燃　QM-9822

準不燃　 QM-9828C3

化粧石膏ボード

天井点検口　450×450

移動間仕切レール（天井内下地鉄骨）SWR

SW

備品等天井仕上

凡例

ピクチャーレールPR

カーテンレール（ダブル）
CR01

CR02
カーテンレール（シングル）

有孔板範囲

アクセントクロス範囲

備考C4 ケイカル板 ｔ6　EP塗装　一部有孔ケイカル板 ｔ6　EP塗装

移動間仕切（天井内下地鉄骨）（LD-1）

建築

設備

450×450天井点検口 天井開口補強

設備図参照 空調・換気・照明　埋込器具を見込むこと
暫定的なエアコン位置を示す。協議により位置を決定する。

アクセントカラー範囲

記載の無い照明器具等は電気設備図参照

非常用照明を示す：NNFB84665
※2ｌｘ照射範囲(CH3.0m)：単体配置：半径5.2ｍ　直列配置：13.9ｍ

ダウンライト

照明凡例

マンセル値：10B4/10程度

マンセル値：7.5R4/14程度

マンセル値：5Y8.5/12程度

N

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

天 井 伏 図 － １

1/50 1 /10 0
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開閉式
ＴＬ

開閉式
ＴＬＴＬ

FIX
ＴＬ

FIX

仕上：C-1

廻縁：塩ビ製:M-2

アクセントクロス：LB-9274

アクセントクロス：LB-9275

天井クロス：TWS8149

軒樋：ガルバリウムカラー鋼板製　ハコ型　W120
カーテンボックス

カーテンボックス

カーテンボックス

カーテンボックス カーテンボックス カーテンボックス

カーテンボックス

アクセントクロス
：LW-732

アクセントクロス：LW-728
アクセントクロス：LW-731 アクセントクロス：LW-727

Ｂ

Ｙ

外壁仕上げ巻込み

外壁仕上げ巻込み

ふかし壁

外壁仕上げ巻込み
軒天換気材：L=900×8ヶ所　有効換気面積150.5c㎡/m以上
　　　　　　FV-N016-L09 城東テクノ　同等品

軒天換気材：L=900×8ヶ所　有効換気面積150.5c㎡/m以上
　　　　　　FV-N016-L09 城東テクノ　同等品

軒天換気材：L=900×8ヶ所　有効換気面積150.5c㎡/m以上
　　　　　　FV-N016-L09 城東テクノ　同等品

軒天換気材：L=900×8ヶ所　有効換気面積150.5c㎡/m以上
　　　　　　FV-N016-L09 城東テクノ　同等品

軒樋：ガルバリウムカラー鋼板製ハコ型　吊金物

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

天井高さ：GL+2500

C
R0
1

CR01

CR
01

廊
下
幅
員
有
効
寸
法

廊
下
幅
員

有
効
寸
法

SWR

C-1
C-1

C-1

C-2 C-2 C-2 C-2

C-3
C-3

C-3

C-3

C-4

C-4

C-4C-4 C-4

CR01 CR01 CR01

C-1
C-1

C-2 C-2C-2

C-1

C-1

CR01

廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1 廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1 廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1

廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1

廻縁：塩ビ製:M-2
廻縁：塩ビ製:M-2 廻縁：塩ビ製:M-2 廻縁：塩ビ製:M-2

廻縁：塩ビ製:M-2 廻縁：塩ビ製:M-2

廻縁：塩ビ製:M-2

廻縁：塩ビ製:M-2 廻縁：塩ビ製:M-2

廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1

SW

移
動
間
仕
切

C-3

廻縁：塩ビ製:M-2

天井クロス：TWS8193

廻縁：塩ビ製(目透かし):M-1
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更衣室（１)

倉庫（２）
更衣室(２)

外部倉庫

誰でも

玄関

トイレ

男子トイレ（２）

収納（３） 収納（４） 収納（６）収納（５）

静養室

廊下（２）

押入 職員
トイレ(1)

職員
トイレ(2)

湯沸し室
洗濯室

児童クラブ室（６）児童クラブ室（５）児童クラブ室（４）

廊下（３）

事務室

女子トイレ（２）

X3 X5X4 X6

Y2

Y1

Y0

CH=2.400m

分
電
盤

CH=3.000m

CH=2.400m
CH=2.500m

CH=2.500m

CH=2.400m

CH=3.000m CH=3.000m CH=3.000m CH=3.000m

CH=2.500m

CH=2.500m

CH=3,000m

CH=2.500m

CH=2.500mCH=2.500m

CH=3,000mCH=3,000m

CH=2.400m
CH=2.400m

CH=3.000m CH=3.000m CH=3.000m

CH=2.700m

CH=2.700m

S=1/50天井伏図－２

Ｙ カラー：イエロー

Ｒ カラー：レッド

Ｂ カラー：ブルー

※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
：防火上主要な間仕切

：カーテン開き方向を示す。

石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

各室の点検口の位置は設備機器の位置を考慮し協議による決定する。

化粧石膏吸音ボード

ビニールクロス

C1

C2

不燃GB-D(t=9.5)　

GB-P(t9.5)

GB-R(t9.5)

不燃材　NM-1864

準不燃　QM-9822

準不燃　 QM-9828C3

化粧石膏ボード 移動間仕切（天井内下地鉄骨）

移動間仕切レール（天井内下地鉄骨）SWR

SW

備品等天井仕上

凡例

ピクチャーレールPR

カーテンレール（ダブル）
CR01

CR02
カーテンレール（シングル）

有孔板範囲

建築

設備
備考C4 ケイカル板 ｔ6　EP塗装　一部有孔ケイカル板 ｔ6　EP塗装

450×450天井点検口 天井開口補強

設備図参照 空調・換気・照明　埋込器具を見込むこと

天井点検口　450×450

暫定的なエアコン位置を示す。協議により位置を決定する。

アクセントクロス範囲

アクセントカラー範囲

記載の無い照明器具等は電気設備図参照

非常用照明を示す：NNFB84665
※2ｌｘ照射範囲(CH3.0m)：単体配置：半径5.2ｍ　直列配置：13.9ｍ

ダウンライト

照明凡例

マンセル値：10B4/10程度

マンセル値：7.5R4/14程度

マンセル値：5Y8.5/12程度

N

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0

天 井 伏 図 － ２ A-01 8-2
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A/7 建具記号
L

(m)
H

(m)室名 面積(㎡)
採光
補正
係数

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/20 建具記号

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/50 建具記号

建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

数
量

面積
(㎡)

AW-4

室名 面積(㎡)

合計

合計

合計

合計

1.840 3.000 1.650 1.300 3 AW-4 0.825 1.300 3

AW-10 0.800 0.500 6 1.50 AW-10 2.980 0.800 0.500AW-10 0.772

読書スペース

合計

10.44

10.44

3.000 0.800 0.500 6 0.500 6

4.970 2.006

4.970 0.817 3.000

3.66

3.66

A/7 建具記号
L

(m)
H

(m)

採光
補正
係数

室名 面積(㎡) A/7 建具記号
L

(m)

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/20 建具記号

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/50 建具記号

建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

数
量

面積
(㎡)

本棚スペース

H
(m)

採光
補正
係数

横
(m)

縦
(m)

2.34

1.43

廊下（１）

廊下（２）

AW-1a 4.970 2.006 3.000 0.850

AW-8a 4.970 0.817 3.000

1.500 2

0.500 2 AW-8a

天井高さCH= 3.000 10.44<26.505∴OK 計 3.66<5.618∴OK 計 1.50<2.400∴OK 計

A/7 建具記号
L

(m)
H

(m)

採光
補正
係数

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/20 建具記号

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/50 建具記号

建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

数
量

面積
(㎡)

AW-4 3.900

室名 面積(㎡)

合計

10.44

10.44

1.840 3.000 1.650 1.300 3 AW-4 0.825 1.300 3

AW-10 0.800 0.500 6 1.50 AW-10 2.980 0.800 0.500AW-10 3.900 0.772

玄関・玄関ホール

0.50

3.000 0.800 0.500 6 0.500 6

4.27

0.850

数
量

面積
(㎡) A/20 建具記号

横
(m)

0.850 0.500 2

室名 面積(㎡)

合計

男子トイレ（１）

男子トイレ（２） ※CH/2=1.75ｍかつ2.1ｍ以上が有効範囲

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/50 建具記号

建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

数
量

面積
(㎡)

静養室 9.459 2.386 3.000 1.650

数
量

2.200 1 AW-3

面積
(㎡) A/50

0.825 2.200 1

天井高さCH= 3.500 1.43<10.200∴OK 計 0.50<0.850∴OK

天井高さCH= 3.000 10.44<26.505∴OK 計 3.66<5.618∴OK 計 1.50<2.400∴OK 計

A/7 建具記号
L

(m)
H

(m)

採光
補正
係数

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/20 建具記号

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/50 建具記号

建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

数
量

面積
(㎡)

AW-4 3.900

多目的室

女子トイレ（１）

女子トイレ（２）

1.840 3.000 1.650 1.300 3 AW-4 0.825 1.300 3

AW-10 0.800 0.500 6 1.50 AW-10 2.980 0.800 0.500AW-10 3.900 0.772 3.000 0.800 0.500 6 0.500 6

計 4.27<6.024∴OK

A/7 建具記号
L

(m)
H

(m)

2.34

1.47

採光
補正
係数

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/20 建具記号

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/50 建具記号

建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

数
量

面積
(㎡)

1.16

AW-1a 4.970 2.006 3.000 0.850 1.500 2

0.41 AW-8a 0.850 0.500 2

天井高さCH= 3.000 10.44<26.505∴OK 計 3.66<5.618∴OK 計 1.50<2.400∴OK 計

A/7 建具記号
L

(m)
H

(m)

採光
補正
係数

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/20 建具記号

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/50 建具記号

建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

数
量

面積
(㎡)

AW-4

合計

合計

10.44

3.66

3 AW-4 0.825 1.300 3

AW-10 0.800 0.500 6 1.50 AW-10 2.980 0.800 0.500AW-10

押入

6 0.500 6

0.16AW-8a 4.970 0.817 3.000 0.850 0.500 2 AW-8a 2.500 0.850

0.500 0.500 2

0.500 0.500 2

収納（１）

湯沸し室

洗濯室

職員用トイレ（１）

職員用トイレ（２）

A/20 建具記号
L

(m)
H

(m)

天井高さCH= 2.700 合計

更衣室（１）

室名 面積(㎡)
採光
補正
係数

横
(m)

計

更衣室（２）

天井高さCH= 3.000 10.44<26.505∴OK 計

縦
(m)

3.66<5.618∴OK 計 1.50<2.400∴OK 計

A/7 建具記号
L

(m)
H

(m)

採光
補正
係数

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/20 建具記号

横
(m)

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/50 建具記号

建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

数
量

面積
(㎡)

面積
(㎡) A/20 建具記号

横
(m)

縦
(m)

数
量

AW-4 1.840 3.000 1.650

AW-10 0.772 3.000

1.300 3 AW-4 0.825

0.500 6 AW-10

1.300 3

1.50

0.500 6 AW-10

3.66

0.800 0.800 2.980 0.800 0.500 0.500 6

AW-2 5.181 3.000 2.000 2.300 1 AW-2 1.000 2.300 1

AW-9 3.614 3.000 0.975 0.500 2 AW-9 0.975 0.500 2 AW-9 2.980 0.975 0.500 0.500 2

天井高さCH= 3.000 10.44<43.230∴OK 計 3.66<8.893∴OK 計 1.50<3.375∴OK 計

建具記号
建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

天井高さCH= 2.500 1.16<10.200∴OK 計 0.41<0.850∴OK 計 計

室名 面積(㎡)

児童クラブ室（１）

児童クラブ室（２）

収納（２）

児童クラブ室（６）

収納（６）

室名 面積(㎡)

室名 面積(㎡)

室名 面積(㎡)

室名 面積(㎡)

児童クラブ室（３）

収納（３）

児童クラブ室（４）

収納（４）

児童クラブ室（５）

収納（５）

数
量

面積
(㎡)

事務室 AW-5 0.915

1.500 2 AW-6

1.500 1

1.500 2廊下（３） AW-6 7.833 1.640 3.000 1.650 0.825

0.52<1.815∴OK 計

天井高さCH= 2.700 合計 2.34<14.850∴OK 計 2.34<3.848∴OK 計

10.44 3.66

3.66

AW-9 2.980 0.975 0.500 0.500 4

TL-1 屋根面 0.780 0.978 3

AW-8b 2.450 0.850 0.500 0.350 4

AW-8a 0.850 0.500 2

0.38<0.850∴OK 計

2

0.15<0.850∴OK 計

0.850 0.500

1.08<10.200∴OK 計

AW-8a AW-8a 2.450 0.850 0.5000.38 0.5000.15

AW-1a 3.000 0.850 1.500 2

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/20

2

縦
(m)

数
量

面積
(㎡) A/50

採光
補正
係数

横
(m)

H
(m)

面積
(㎡)建具記号

建具
上端

横
(m)

縦
(m)

有効
高さ
(m)

数
量建具記号

横
(m)

0.500 0.500

AW-2 1.000 2.300 13.000 2.000 2.300 1

10.44<43.230∴OK 計 3.66<8.893∴OK

5.181

1.50<3.375∴OK 計計

AW-2

0.500 6 AW-10 0.800 0.500 AW-10 2.980 0.800 6

1.840 3.000 1.650 1.300 3

6

0.825 3

0.772

A/20 建具記号
横
(m)

3.000 0.800

面積
(㎡) A/50 建具記号

建具
上端

1.300

1.50

AW-4

有効
高さ
(m)

数
量

面積
(㎡)

縦
(m)

数
量

AW-4

ALVS計算表　【1階】

床面積計算

採光計算

AW-10

用途地域: 住居系 換気計算

A/7 建具記号
L

(m)
横
(m)

縦
(m)

数
量

H
(m)

採光
補正
係数

必要
面積

※横幅は有効開口幅とする。 ※横幅は有効開口幅とする。

1.4
必要
面積

面積
(㎡)

横
(m)

縦
(m)

必要
面積

採光補正係数=  採光関係比率× 6 ―

2 AW-9AW-9 3.614 3.000 0.975 0.500

天井高さCH=

建具記号
L

(m)

天井高さCH= 3.000

A/7

1.08

2.500

0.975 0.500 2 AW-9 2.980 0.975

3.900 1.840 3.000 1.650 1.300

3.900 0.772 3.000 0.800 0.500

　※採光関係比率=(上部水平距離：L/屋根上端～窓中心距離：H)
　※採光補正係数は不利側の数値にて算定とする

排煙計算　 　備　考

73.10

75.13

75.13

73.10

2.03

75.13

73.10

2.03

7.56

75.13

2.03

75.13

73.10

73.10

2.03

7.56

75.13

73.10

2.03

9.99

10.32

8.10

44.00

66.50

12.13

12.13

10.38

10.38

4.62

4.07

8.10

1.80

1.80

28.03

6.93

5.28

9.44

2.03

13.800

43.230

7.200

19.305

2.925

19.305

7.200

26.505

19.305

7.200

26.505

19.305

7.200

26.505

19.305

7.200

26.505

19.305

7.200

13.800

2.925

43.230

10.200

7.650

2.550

7.650

2.550

10.200

7.650

2.550

10.200

10.890

10.890

14.850

14.850

8.893

2.300

3.218

2.400

0.975

3.218

2.400

5.618

3.218

2.400

5.618

3.218

2.400

5.618

3.218

2.400

5.618

3.218

2.400

2.300

0.975

8.893

0.850

0.850

0.850

0.850

0.850

0.850

1.373

2.475

3.848

1.815

1.815

0.975

3.375

2.400

2.400

2.400

2.400

2.400

2.400

2.400

2.400

2.400

2.400

0.975

3.375

0.850

0.850

0.595

1.950

2.289

1.190

0.850

12.667

3.900

3.900

12.667

3.900

3.900

3.900

3.900

83.260

83.260

※告示対応：防煙壁　居室　：H12年建告1436第四号二（4）
　　　　　　　　　　非居室：H12年建告1436第四号二（2）

1.47<10.890∴OK

1.90

AW-3

※静養室

※事務室

※クラブ室

※クラブ室

※クラブ室

※クラブ室

※クラブ室

※クラブ室 ※クラブ室

※クラブ室

※クラブ室

※クラブ室

※クラブ室

※クラブ室

46.70

64.83

48.09

※事務室

※本棚
　スペース

213.60

64.83㎡＜100㎡

0.52

※静養室 ※静養室

28.03㎡＜100㎡

※告示対応：防煙壁　居室　：H12年建告1436第四号二（4）
　　　　　　　　　　非居室：H12年建告1436第四号二（2）

0.21

AW-8a 2.450 0.850 0.500 0.350 2

0.8500.16<0.850∴OK

計 6.024

0.21<0.425∴OK 計 0.425

AW-3 0.4250.8502.200 10.5002.200

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-019

N・ SN・ S

法 チ ェ ッ ク 計 算 表

sar-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号



▼

▼延焼の恐れのある部分：3ｍ

TL
2

2A
W9A
W

9A
W 2A
W

1b
AW
8b
AW

1b
AW
8b
AW

7
AW

7
AW

7
AW

3
AW

6
AW

6
AW

5A
W

1
AD

6
AW

6
AW

1a
AW
8a
AW

8a
AW

1a
AW

8a
AW

1a
AW

1a
AW
8a
AW

1a
AW
8a
AW

1b
AW
8b
AW

8b
AW

1b
AW

2A
W9A
W

2A
W9A
W

1
TL

12
WD

7W
D

TL
2

5
WD

TL
2 1

TL

3W
W

5
WD

4
WW

5
WD

3W
D

3
WD

1W
D

10
WD

10
WD

1
0

W
D

1
0

W
D

11
WD

2
WD

2
WD

TL
2 4

WD

12
WD

2
b

T
B

1
TL

6
WD

8
WD

9W
D

1
WD

1
WD

6
WD

8
WD

9W
D

6
WD

8
WD

1
WD

1
WD

1L
D

8
WD

6
WD

9W
D

8
WD

6
WD

1
WD

1
WD

9W
D

8
WD

6
WD

2
a

T
B

1
b

T
B

1
a

T
B

WW
1

WW
1

WW
1

WW
1

WW
1

WW
2

WW
1

WW
2

WW
2

WW
2

WW
2

WW
2

AW

4
AW
10

4
AW

AW
10

AW

4
AW
10

4
AW

AW
10

AW

4
AW
10

4
AW

AW
10

AW

4
AW
10

4
AW

AW
10

AW

4
AW
10

4
AW

AW
10

AW

4
AW
10

4
AW

AW
10

AW

4
AW
10

4
AW

AW
10

AW

4
AW
10

4
AW

AW
10

AW

4
AW
10

4
AW

AW
10

1a
AW
8a
AW

A
D 2

建具キープラン S=1/80

S=1/80防煙区画図

U
P

U
P

U
P

U
P

告示：H12.1436-四号二(2)

児童クラブ室（６）
（73.10㎡）

児童クラブ室（５）
（73.10㎡）

児童クラブ室（２）
（73.10㎡）

児童クラブ室（３）
（73.10㎡）

児童クラブ室（４）
（73.10㎡）

収納（１） 収納（２） 収納（３） 収納（４） 収納（６）収納（５）

倉庫（１）
（5.83㎡）

読書スペース
（7.56㎡）

廊下（１）
（44.00㎡）

本棚スペース
（9.99㎡）

多目的室
（8.10㎡）

玄関ホール
（38.32㎡）

玄関
（9.54㎡）

事務室
（46.82㎡）

湯沸し室
（4.62㎡）

洗濯室
（4.07㎡）

静養室
（10.32㎡）

廊下（３）
（9.44㎡）

更衣室(２)
（5.28㎡） 誰でも

トイレ
（5.87㎡）

外部倉庫
（7.70㎡）

更衣室（１)
（6.93㎡）

職員
ﾄｲﾚ(2)

職員
ﾄｲﾚ(1)

押入

倉庫（２）
（5.83㎡）

女子トイレ（２）
（10.38㎡）

児童クラブ室（１）
（73.10㎡）

男子トイレ（２）
（12.13㎡）

男子トイレ（１）
（12.13㎡）

女子トイレ（１）
（10.38㎡）

廊下（２）
（66.50㎡）

スロープ

スロープ

スロープ

児童クラブ室（６）
（73.10㎡）

児童クラブ室（５）
（73.10㎡）

児童クラブ室（２）
（73.10㎡）

児童クラブ室（３）
（73.10㎡）

児童クラブ室（４）
（73.10㎡）

収納（１） 収納（２） 収納（３） 収納（４） 収納（６）収納（５）

廊下（１）
（44.00㎡）

本棚スペース
（9.99㎡）

（38.32㎡）

玄関
（9.54㎡）

事務室
（46.82㎡）

湯沸し室
（4.62㎡）

洗濯室
（4.07㎡）

更衣室（１)

押入

女子トイレ（２）
（10.38㎡）

児童クラブ室（１）
（73.10㎡）

男子トイレ（２）
（12.13㎡）

男子トイレ（１）
（12.13㎡）

女子トイレ（１）
（10.38㎡）

廊下（２）
（66.50㎡）

スロープ
職員

ﾄｲﾚ(2)
職員

ﾄｲﾚ(1)

防煙区画①：73.10㎡ 73.10㎡ 73.10㎡ 73.10㎡ 73.10㎡

倉庫（２）
（5.83㎡）

誰でも
トイレ

（5.87㎡）
更衣室(２)
（5.28㎡）

（7.70㎡）

倉庫（１）

73.10㎡

（5.83㎡）

203.38㎡

81.39㎡

7.70㎡

5.87㎡ 5.83㎡

読書スペース
（7.56㎡）

73.10㎡

（8.10㎡）

73.10㎡

多目的室

防煙区画②： 防煙区画③： 防煙区画④： 防煙区画⑤：

防煙区画⑥： 防煙区画⑦： 防煙区画⑧：

防煙区画⑨：

防煙区画⑩：

防煙区画⑫：

防煙区画⑬： 防煙区画⑭：

外部倉庫

（6.93㎡）

（9.44㎡）

玄関ホール

告示：H12.1436-四号二(2)

10.32㎡

静養室
（10.32㎡）

防煙区画⑪：

告示：H12.1436-四号二(4)

告示：H12.1436-四号二(4)

防煙区画⑫、⑬、⑭

：防煙垂れ壁を示す

廊下（３）

Y2

Y1

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

Y2

Y1

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

建 具 キ ー プ ラ ン A-020

1 /80 1 /60

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号



型ガラス

型ガラス

FWFW 有効開口

DWDW

扉開放スイッチ

屋外センサーONOFFスイッチ

スイッチ：電気工事

スイッチ：電気工事

エンジン無目内まで

AC100V5A入力

電気工事

1
05
0
～
11
00

3,
01
0

回転軸

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

2,
3
00

5
00

2
10

1ヶ所1ヶ所 2
AD

1
AD

3ヶ所1
TL TL

2 4ヶ所

シリンダー錠(外部施錠)

外部倉庫

2枚引違い

住宅用アルミサッシ　アルミ製

70

玄関

100

TG5+A6+TG5

附属金物一式

1b
AW

4ヶ所6ヶ所 4
AW

18ヶ所2
AW

4ヶ所 3
AW

1ヶ所 6
AW

4ヶ所 7
AW

3ヶ所5
AW

1ヶ所1a
AW

廊下(１）(２)，玄関ホール

開閉式トップライト

Low-E3+A8+PWG6.85(日射遮蔽型)

附属金物一式

廊下(１）(２)，玄関ホール

Low-E3+A8+PWG6.85(日射遮蔽型)

附属金物一式

FIXトップライト

女子トイレ(1)(2)、男子トイレ(1)(2)

住宅用複合サッシ　アルミ+樹脂

70

FTG5+A12+Low-E5(日射取得型)

児童クラブ室（１～６）読書スペース、本棚スペース,多目的室

70

TG5+A12+Low-E3(日射取得型)

住宅用複合サッシ　アルミ+樹脂

80

TG5+A12+Low-E3(日射取得型)

附属金物一式、網戸

児童クラブ室(1)、児童クラブ室(6)、廊下(1）(2)

住宅用複合サッシ　アルミ+樹脂

80

TG5+A12+Low-E3(日射取得型)

附属金物一式、網戸

静養室

住宅用複合サッシ　アルミ+樹脂

80

TG5+A12+Low-E3(日射取得型)

附属金物一式、網戸

クレセントFL+1500以下 クレセントFL+1500以下 OP(FL+1.5m以下)

事務室、玄関ホール

2枚引違い窓

住宅用複合サッシ　アルミ+樹脂

80

TG5+A12+Low-E3(日射取得型)

附属金物一式、網戸

更衣室、職員用トイレ(1)(2)

横すべり出し窓

住宅用複合サッシ　アルミ+樹脂

80

FTG5+A12+Low-E5(日射取得型)

附属金物一式、網戸

事務室

2枚引違い窓

住宅用複合サッシ　アルミ+樹脂

80

TG5+A12+Low-E3(日射取得型)

附属金物一式、網戸

9
AW

4ヶ所 10
AW

18ヶ所8a
AW

6ヶ所 8b
AW

4ヶ所

児童クラブ室(1)、児童クラブ室(6)、廊下(1）(2)

住宅用アルミサッシ　アルミ製

80

附属金物一式、網戸

住宅用アルミサッシ　アルミ製

80

TG5+A12+Low-E3(日射取得型)

附属金物一式、網戸

読書スペース、本棚スペース,多目的室

外倒し窓

住宅用アルミサッシ　アルミ製

70

児童クラブ室（１～６）女子トイレ(1)(2)、男子トイレ(1)(2)

住宅用アルミサッシ　アルミ製

70

FTG5+A12+Low-E5(日射取得型)

外倒し窓

樹脂アングル樹脂アングル 樹脂アングル 樹脂アングル

1
AD

1
AD

複合サッシ：べルックス：GGHタイプ

ブラック/ホワイト ブラック/ホワイト

複合サッシ：べルックス：FSタイプ

2枚引違い窓 2枚引違い窓2枚引違い窓FIX

住宅用複合サッシ　アルミ+樹脂

FIX

外倒し窓 外倒し窓

附属金物一式、網戸 附属金物一式、網戸

附属金物一式 附属金物一式

フロントアルミサッシ　アルミ製

自動引分けドア

内側飛散防止フィルム(100μm以下) 内側飛散防止フィルム(100μm以下) 内側飛散防止フィルム(100μm以下) 内側飛散防止フィルム(100μm以下)内側飛散防止フィルム(100μm以下) 内側飛散防止フィルム(100μm以下) 内側飛散防止フィルム(100μm以下) 内側飛散防止フィルム(100μm以下)

内側飛散防止フィルム(100μm以下) 内側飛散防止フィルム(100μm以下)内側飛散防止フィルム(100μm以下) 内側飛散防止フィルム(100μm以下)

-

シリンダー錠（内部サムターン）、アングルピース

指詰め防止戸先クッションゴム、内側飛散防止フィルム(100μm以下)、防護柵※角部R処理

ナブコ　NATRUS+　同等品

附属金物一式

クレセントFL+1500以下

エンジン装置一式（センサー、自火報連動開放装置 、非常時開放、電気錠、非接触開閉スイッチ(内外)）

-　※承認図による -　※承認図による

ハンドル式OP(FL+1.5m以下)：オイレス工業　同等品　

ハンドル式OP(FL+1.5m以下)：オイレス工業　同等品　 ハンドル式OP(FL+1.5m以下)：オイレス工業　同等品　 ハンドル式OP(FL+1.5m以下)：オイレス工業　同等品　 ハンドル式OP(FL+1.5m以下)：オイレス工業　同等品　

ホワイト/ホワイトホワイト/ホワイト

ホワイト/ホワイトホワイト/ホワイト ホワイト/ホワイトホワイト/ホワイト ホワイト/ホワイト ホワイト/ホワイト ホワイト/ホワイト ホワイト/ホワイト

ホワイト/ホワイト ホワイト/ホワイトホワイト/ホワイト ホワイト/ホワイト

TG5+A12+Low-E3(日射取得型) TG5+A12+Low-E3(日射取得型)

F：型ガラス

FL：透明ガラス

PWG：網入りガラス

FWG：網入り型ガラス

凡例

FTG：強化型ガラス

A：空気層

※空気層についてはガラスの構成

　により異なる場合があります。

OP：開閉オぺレーター（FL+1.5ｍ以下）

Low-E:Low-Eガラス（ｸﾘｱまたはﾌﾞﾙｰ）

TG：強化ガラス(透明)

整理番号

材質

防火設備を示す

※ガラス記号の「TG5+A12+Low-E3」は「外側ガラス+中空層+内側ガラス」の順番で表記している。

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

備 考

▼CL=2500

▼FL±0

▼CL=2500

▼CL=3000 ▼CL=3000

▼CL=2700

▼CL=3000

▼CL=2500

▼CL=3000

▲FL-120

▼FL±0▼FL±0
▲FL-10

▼CL=2500

▼FL±0

特注寸法 特注寸法 特注寸法

特注寸法特注寸法 特注寸法

1,650

2
,2
00

2
,2
00 780

9
78

2,000

7
00

2
,3
00 3
,
00
0

1,650
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2
,5
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3
,
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0
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2,
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0

1,650

2,
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0
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1,
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0

5
70
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0

2
,5
00

850 850

1,
10
0

1,
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0

1,
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0

1,
50
0
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0
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0

850 850 2,000

2,
30
0

1,650

1,
5
00
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0
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0

74
0

2
,5
00

74
0

2
,5
00

18
0

50
0

975 50 975

20

3,
00
0

800 50 800

50
0

20

3,
00
0

9
90

1,
30
0

71
0

2
,2
90

19
0

5
00

1
,7
60

2,
50
0

50

5
00

1
,7
60

2,
50
0

50
1
9
0

1
9
0

1,
5
00

780

9
78

4,450

≒1,938 ≒1,028≒1,028

≒1,179 ≒1,179

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-02 1-1

1 /50 1 /10 0

建 具 表 － １

sar-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号



※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

アンダーカットアンダーカット

7ヶ所 6ヶ所2
WD

2ヶ所 4
WD

1ヶ所 7
WD

1ヶ所5
WD

3ヶ所3
WD

2ヶ所1
WD

木製

60.5

木製

60.5

12
WD

2ヶ所11
WD

1ヶ所10
WD

4ヶ所8
WD

6ヶ所 9
WD

4ヶ所

3
WW

1ヶ所 4
WW

1ヶ所
WWWW

1
AD

1
AD

整理番号

材質

2枚引違い

木製

154

PH 単色ホワイト

附属金物一式

握りバー(埋込引手：シルバー)

スキスム：永大　同等品

収納（１～６）、押入

片引き

木製

100

PH 単色ホワイト

附属金物一式

握りバー(埋込引手：シルバー)

スキスム：永大　同等品

事務室,静養室

片引き

木製

62.8

PH 単色ホワイト

附属金物一式

スキスム：永大　同等品

誰でもトイレ

片引き

木製

60.5

PH 単色ホワイト

附属金物一式

表示シリンダー・大型サムターン錠

標準使用

セーフケアプラス：永大　同等品

多目的室，事務室

片引き

PH 単色ホワイト

附属金物一式

握りバー(ラウンドタイプ：シルバー)

シリンダー・サムターン錠

片引き

附属金物一式

握りバー(ラウンドタイプ：シルバー)

読書スペース

片引き

木製

60.5

附属金物一式

握りバー(ラウンドタイプ：シルバー)

空錠

セーフケアプラス：永大　同等品

握りバー(ラウンドタイプ：シルバー)

児童クラブ室（１～６）

引分け

木製

60.5

附属金物一式

セーフケアプラス：永大　同等品

シリンダー

握りバー(埋込引手：シルバー)

引分け

木製

60.5

PH 単色ホワイト

附属金物一式

セーフケアプラス：永大　同等品

児童クラブ室（１～２，２～３，４～５，５～６）

レバーハンドルレバーハンドル

シリンダー錠

レバーハンドル

倉庫（１）（２）

両開

木製

160

PH 単色ホワイト

附属金物一式

廊下（２）

片開

木製

154

PH 単色ホワイト

附属金物一式

職員トイレ(１)（２）,更衣室(１)（２）

片開

木製

154

PH 単色ホワイト

附属金物一式

表示錠

スキスム：永大　同等品 セーフケアプラス：永大　同等品

事務室

2枚引違い

PH 単色ホワイト

廊下（２）

4枚引違いFix

PH 単色ホワイト

Fix

PH 単色ホワイト PH 単色ホワイト

コンシェルジュカウンター：永大　同等品 コンシェルジュカウンター：永大　同等品

セーフケアプラス：永大同等品

握りバー(ラウンドタイプ：シルバー)

WD
6

湯沸し室，洗濯室

有効開口 有効開口 有効開口

有効開口 有効開口

児童クラブ室（１～６）

※事務室西側は反転タイプ

廊下（１）（２）廊下（１）（２）

1 2

有効開口

TG5　又は、熱処理ガラス(クリア)TG5　又は、熱処理ガラス(クリア) TG5　又は、熱処理ガラス(クリア)

TG5　又は、熱処理ガラス(クリア) TG5　又は、熱処理ガラス(クリア)

TG5　又は、熱処理ガラス(クリア) TG5　又は、熱処理ガラス(クリア)TG5　又は、熱処理ガラス(クリア) TG5　又は、熱処理ガラス(クリア)

樹脂製又は木製 樹脂製又は木製 樹脂製又は木製 樹脂製又は木製

有効開口

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有
効

開
口

高
さ

有効開口

有効開口 有効開口 有効開口

セーフケアプラス：永大　同等品

セーフケアプラス：永大　同等品

シリンダー・サムターン錠

ｼﾘﾝﾀﾞｰ・中型ｻﾑﾀｰﾝ錠

シリンダー・中型サムターン錠

F：型ガラス

FL：透明ガラス

PWG：網入りガラス

FWG：網入り型ガラス

凡例

TG：強化ガラス(透明)

FTG：強化型ガラス

A：空気層

※空気層についてはガラスの構成

　により異なる場合があります。

OP：開閉オぺレーター（FL+1.5ｍ以下）

Low-E:Low-Eガラス（ｸﾘｱまたはﾌﾞﾙｰ）

防火設備を示す

※ガラス記号の「TG5+A12+Low-E3」は「外側ガラス+中空層+内側ガラス」の順番で表記している。

特注色（単色パステルカラー） 特注色（単色パステルカラー）5R9/2程度

特注色（単色パステルカラー） 特注色（単色パステルカラー）

児童クラブ室(2)(5)：5B9/2程度
児童クラブ室(3)(4)：7.5GY9/2程度

児童クラブ室(1)(6)：7.5Y9/8程度
特注色

児童クラブ室(2)(5)：5B9/2程度
児童クラブ室(3)(4)：7.5GY9/2程度

児童クラブ室(1)(6)：7.5Y9/8程度
特注色

※児童クラブ室（４～６）は反転タイプ

6ヶ所 6ヶ所

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

備 考

▼FL±0

▼FL±0

▼FL±0
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720 720 1,370

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-02 1-2

1 /50 1 /10 0

建 具 表 － ２

sar-6 03- 27

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

男子トイレ（１）

トイレブース

メラミン樹脂化粧板

男子トイレ（２）

トイレブース

メラミン樹脂化粧板

女子トイレ（１）

トイレブース

メラミン樹脂化粧板

附属金物一式

女子トイレ（２）

トイレブース

メラミン樹脂化粧板

児童クラブ室（４）

スライディングウォール

単色ホワイト

附属金物一式

1a
TB

1ヶ所 1b
TB

1ヶ所 2a
TB

1ヶ所 2b
TB

1ヶ所

1
LD

1
AD

1
AD

1ヶ所

表示錠（外部開錠機能付き）

指はさみ防止仕様

表示錠（外部開錠機能付き）

指はさみ防止仕様 指はさみ防止仕様

表示錠（外部開錠機能付き）

指はさみ防止仕様

亜鉛メッキ鋼板　焼付塗装仕上

引手：シルバー

遮音タイプ　圧着固定

表示錠（外部開錠機能付き）

※掃除用具入れのみ常閉 ※掃除用具入れのみシリンダー錠 ※掃除用具入れのみ常閉 ※掃除用具入れのみシリンダー錠

単色ホワイト　※扉：ピンク 単色ホワイト　※扉：ピンク単色ホワイト　※扉：みずいろ 単色ホワイト　※扉：みずいろ

F：型ガラス

FL：透明ガラス

Low-E:Low-Eガラス

PWG：網入りガラス

FWG：網入り型ガラス

凡例

TG：強化ガラス(透明)

FTG：強化型ガラス

A：空気層

※空気層についてはガラスの構成

　により異なる場合があります。

OP：開閉オぺレーター（FL+1.5ｍ以下）

材質

整理番号

防火設備を示す

※ガラス記号の「TG5+A12+Low-E3」は「外側ガラス+中空層+内側ガラス」の順番で表記している。

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号

姿 図

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

備 考

▼FL±0

▼FL±0

▼CL=3000

75
600600

75
925

1
,8
00

600 600
75 55

2,530

600 600600

2,530

600 600600130 105
130

835 855 835

105 150 105
105

130 105 150 105 130

835 855 835

882

6
0

1,
74
0

6
0

1,
74
0

1
,8
00

197.5 260

2,4722,472.5

6
0

1,
74
0

6
0

1,
74
0

1
,8
00

1
,8
00

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

A-02 1-3

1 /50 1 /10 0

建 具 表 － ３
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654321
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2
93
5

30

Ｃ
H
 3
00
0

9
00

6+29.5 PW1056 1056 1056 1056 1056 PW1056 50+6

表面操作口(引き手付)

（上下圧着）

表面操作口（引き手付）

（サイド圧着）

W 6427.5



取付け用金物

天井面

開口部補強材

ランナー

取付け用金物ランナー

開口部補強材

開口部補強材
スタッド開口の内側に木材１２㎜以上の木材、合板
、間柱を接着剤と軒天ビス(M35×51㎜@200以下)
を併用ししっかり固定する。
木材の他t=2.3以上の軽量鉄骨材でも可

※スライディングウォール、自動ドア上部に適用

919

601
875

978

836

90

105

29

30

5

5

988

27

790

780
780

696

601

629

49

725

55

27

B´ B

A

A´

10

4

ルーフィングシート立上げ

EDLTOP鋼板用上部水切り
防水テープ

本体アルミ外装板
鋼板材立上げ施工

防水テープ
ルーフィングシート立上げ

本体アルミ外装板

鋼板材立上げ施工
防水テープ
ルーフィングシート立上げ

長尺塩ビシート

R3

R3

R3 R3

変形防止フランジ

ステンレス框W30※内部中空部にモルタル充填

モルタル充填

ステンレス框W30

R部材

直線部材

端部現場カット

端部現場カット

直線部材

変形防止フランジ

ジョイント部分

発泡ウレタン充填

天井仕上に準ずる

カーテンレール下地補強を適宜設ける

カーテンレールW

ポリエステル合板t=20

壁仕上に準ずる

消火器

下地合板t=12

木下地：120×30

耐水合板t=12下地メラミン化粧板

巾木より２６㎜以上あけて取り付ける

スタッド

ふかし壁LGS50※天井面まで

※児童用トイレ手洗い：W110
※男子トイレ（2)掃除用流し：平面詳細図参照

耐水合板t=12下地不燃メラミン化粧板

磁器質タイル　300×300

断熱補強：発泡ウレタン充填

断熱補強：発泡ウレタン充填

トップライト下地鉄骨：C-100×50×20×2.3

母屋：2C-100 x 50 x 20 x 3.2

Ｃ-120×60×20×2.3

鼻隠し
木毛セメント板t=18+18下地
+GL鋼板包みt=0.4

垂木・母屋C-100×50×20×2.3

鼻隠し：木毛セメント板t=18+18下地
　　　　+GL鋼板包みt=0.4

トップライト下地鉄骨
　C-100×50×20×2.3

耐水ＭＤＦポストフォームt=20

D10@200

D10@200

D10@200

D10@200ﾀﾃﾖｺ

アンカーボルト

D10@200ﾀﾃﾖｺ

D10@200

D10@200

D10@200

ステンレス框 S=1/5・1/10・1/30

S=1/10消火器ボックス

カーテンボックス S=1/10

ライニング S=1/20

S=1/10軒先詳細図ケラバ詳細図 S=1/10

トップライト詳細図

斜材：L-100×50＠1800

通し：C-100×50×2.3

吊材：C-100×50×2.3＠900

S=1/10

鉄骨補強 S=N・SS=1/30内部建具LGS下地開口補強 キュービクル基礎 S=1/20

▼FL

仕様

素材：SUS304

仕上：ヘアライン仕上

ステンレス框内部に設ける

平面詳細図の寸法参照

▼FL

▼FL

※
ト
イ
レ

手
洗
い
：
H=
9
00

※
小
便
器
：
H=
13
00

ステンレス框部分拡大図　
S=1/5

断面詳細図　S=1/10

平面図詳細図　S=1/30

ステンレス框部材図　
S=1/5

サイン　S=1/5
消火器ボックスの蓋には
上記サイズ同等以上の
赤文字で「消火器」の
明示が施されたものを
採用すること。

ナスタ　KS-FE01F-W　同等品

▼軒高

▼
通
り

芯

▼
壁
芯

▼
軒
先

▼
鼻
隠

し
下
地
鉄
骨
外
面

※下地の木毛セメント板は
　１枚目は取付ボルト部分を
　避けて設置。
　２枚目は連続して設置

▼
ケ
ラ
バ
先
端

▼
壁
芯

▼
通
り
芯

▲
ケ
ラ
バ
下
地
鉄
骨
外
面

※下地の木毛セメント板は
　１枚目は取付ボルト部分を
　避けて設置。
　２枚目は連続して設置

正面 側面
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玄関

主出入口

Y2

X1

B-B'横断面図A-A'縦断面図

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

その他の設計者

特記 代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

雑 詳 細 図 -１

A1： A3：
A1： A3：1/20 1 /40

1 /30 1 /60

A -02 2-1一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

sar-6 03- 18
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（宮城県知事）第24310185号
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※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記 代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事
A1：
A3：

1/50 ,10 ,5
1 /10 0,2 0,1 0

雑 詳 細 図 － ２ 　 移 動 間 仕 切 詳 細 図 A-02 2-2

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号

※操作口取付側

1階平面図 S=1:50

展開図 S=1:50

＜スライディングウォール 厚み69mm＞ (LW-60D)

縦断面詳細図 S=1:5 横断面詳細図 S=1:5

1

LD

CH
 3
00
0

34
80

▽軒高

14
8

▽床仕上天

△CL

30
0

90
50

レール取付断面図 S=1:10

※パネル断面詳細図の特記部分は指定色焼付塗装

レール仕様 レール

走行輪

吊ボルト

ランナー仕様

パネル仕様

表面材

充填材

表面仕上

フレーム アルミ押出形材（アルマイト処理)

骨組

召合せ

壁面シールド

上部シールド

下部シールド

M 14

コーナー部 直角レール

スライディングウォール 厚み69mm(LW-60D)

亜鉛めっき鋼板 0.5mm (焼付塗装)

下張り:せっこうボード 12.5mm

グラスウール

アルミフレーム + 鉄骨造

固定ゴム嵌合

機械駆動式

機械駆動式

機械駆動式

アルミ押出型材ハンガーレール(アルマイト処理)

パネル分離型構造(廃棄時分別可能)・・・環境対応型

※パネル断面詳細図の特記部分は焼付塗装

水平2段スライド走行輪(ベアリング内蔵)
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収納（４）収納（３）

児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４）
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スライディングウォール
厚み69ｍｍ
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654321

6+29.5 PW1056 1056 1056 1056 1056 PW1056 50+6

W 6427.5
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P
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3
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Ｃ
H
 3
0
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スライディングウォール厚み69mm

パネル重量約140kg／枚1
LD

▽床仕上天

69

30
Ｐ
Ｈ

35

Ｃ
Ｈ

(6+29.5)

9
0

88

△CL

6
9

PW

(50+6)PW

8
4

6
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PW

PW

・下地用鉄骨梁(鉄骨工事)はレ－ル線上にすべて設置

注

・下地用鉄骨梁には適宜、振れ止めを取付(鉄骨工事)

天井裏遮音壁（天井工事）

GB t12.5（両面）

グラスウール充填

受ケネコ（鉄骨工事）L-50x50x4

L=150(間仕切部以外はL=300)

@910（収納部 @300）

吊り材 C-100x50x20x2.3

(間仕切部以外はL-30x30x3 ～2本)

@910（収納部 @300）

レール下地用鉄骨梁（鉄骨工事）

H-148x100x6×9(参考メンバー)

支持ピッチ @3000以内

アルミレール

C-100x50x20x2.3 通し物

X2 X3 X4

Y1

Y0

後付アルミ戸当り

後付アルミ戸当り

レール内ストッパー

WD-8 H2000

(建築工事)

床付戸当り

レール化粧面

点検口

床付戸当り

召合せガスケット

下地材

(建築工事)

レール見切り(焼付塗装)

シールゴム(ブラック)

シールフレーム

アルミ押出型材(焼付塗装)

ベース桟 □－60×30×1.6

グラスウール

シールゴム(ブラック)

シールフレーム

アルミ押出型材(焼付塗装)

トップ桟 □－60×30×1.6

亜鉛めっき鋼板 0.5mm

(焼付塗装)

せっこうボード 12.5mm

消音型水平2段スライド走行輪

アルミレール（アルマイト）

防振材:ネオプレーンスポンジ

中桟 □－60×30×1.6 後付け壁面戸当たり

召合せフレーム

アルミ押出形材（焼付塗装）

下地材

(建築工事)

アルミ押出型材

(焼付塗装)

シールフレーム

アルミ押出型材(焼付塗装)

サイドフレーム

アルミ押出形材(焼付塗装)

シールフレーム

アルミ押出型材(焼付塗装)

エンドフレーム

アルミ押出形材(焼付塗装)

後付け壁面戸当たり

アルミ押出型材

(焼付塗装)

表面操作口(引き手付)

（上下圧着）

表面操作口（引き手付）

（サイド圧着）



※水廻りの仕上げ下地となる石膏ボードは耐水石膏ボードとすること。 ※水廻りの仕上げ下地となる石膏ボードは耐水石膏ボードとすること。
※水廻りの仕上げ下地となる石膏ボードは
　耐水石膏ボードとすること。

※水廻りの仕上げ下地となる石膏ボードは
　耐水石膏ボードとすること。

※水廻りの仕上げ下地となる合板捨て貼りは耐水合板とすること。 ※水廻りの仕上げ下地となる合板捨て貼りは耐水合板とすること。

内

内

内

内

内

内 内

内

内

内

押出法ポリスチレンフォームt=70

鋼製床組 鋼製床組

畳寄せt=12W=70
（ゴム集成材）

畳寄せt=12W=70
（ゴム集成材）

押出法ポリスチレンフォームt=70

ヒートブリッジ対策として胴縁材とLGSは
極力重ねないようにすること。

ヒートブリッジ対策として胴縁材とLGSは
極力重ねないようにすること。

モルタル金ゴテ

外壁仕上げ面
木毛セメント板t=18

ステンレス見切り

モルタル金ゴテ

ステンレス見切り

木毛セメント板t=18

LGS50

モルタル下地用合板t=7.5
モルタル金ゴテ

塩ビ見切り：V-9N
　　　　　　フクビ　同等品

クロス巻込み

ビニールクロス

塩ビ見切り：CFM10
　　　　　　フクビ　同等品

塩ビ見切り：FC-9S
　　　　　　フクビ　同等品

塩ビ見切り：S-9N
　　　　　　フクビ　同等品

R15 R15

平成12年建設省告示　第1358号

吊りﾎﾞﾙﾄ

ﾊﾝｶﾞｰ金物
ｸﾘｯﾌﾟ

ﾊﾝｶﾞｰ金物

吊りﾎﾞﾙﾄ

石膏ボードt=15

石膏ボードt=15

石膏ボードt=12.5

石膏ボードt=15

石膏ボードt=12.5

(仕上げ)

PB12.5t

(仕上げ)

石膏ボードt=12.5

(仕上げ)

PB12.5t

木毛セメント板t=18

ビニールクロス

ビニールクロス

ビニールクロス

ビニールクロス

ビニールクロス

ビニールクロス

合板捨て貼りt=12

長尺塩ビシートt=2.0

アンダーレイシートt=3.0

構造用合板t=15
▼FL±0 ▼FL±0▼仕上面FL+1

合板捨て貼りt=5.0

構造用合板t=15

敷き畳t=13程度

▼FL±0

※アウトセット引戸部分

敷き畳Ｆ-3Ｆ-1 Ｆ-2磁器質300角タイル

準耐火間仕切壁（114条区画）両面天井裏までWb-1 Wb-2 一般間仕切壁 Wb-3 一般間仕切壁（片面フカシ） Wb-4 一般間仕切壁

C-3 C-4C-2

H-1 土間コンクリート金コテ

滑り込み防止300角タイル

コンクリート木ゴテ押え コンクリート金コテ押え

Wa-2 通気工法+塗り壁 通気工法+塗り壁Wa-3

透湿防水シート

ケイ酸カルシウム板t=9

通気層t=30※現場納まりにより調整可（１５㎜以上）

塗り壁（トップコート）

断熱材（HGW-24ｋ　t=100）

ケイ酸カルシウム板t=9

通気層t=30※現場納まりにより調整可（１５㎜以上）

塗り壁（トップコート）

Wa-1 湿式ロックウール外張り断熱工法+塗り壁

H-2 H-2 モルタル金コテ

ビニル巾木

▼GL±0

胴縁（C-100×50×2.3 @455）横使い
胴縁（C-100×50×2.3 @455）横使い

吊りﾎﾞﾙﾄ

ﾊﾝｶﾞｰ金物
ｸﾘｯﾌﾟ

ビニールクロス
化粧石膏吸音ボードt=9.5

ケイカル板+EP塗装

長尺塩ビシート+アンダーレイシート ビニル巾木

化粧石膏吸音ボード 石膏ボード下地ビニールクロス

吉野石膏：ニュータイガートーン　同等品

面取り突付け

透湿防水シート

ケイ酸カルシウム板t=9

通気層t=30※現場納まりにより調整可（１５㎜以上）

塗り壁（トップコート）

EP塗装（クリア）

LGS50

透湿防水シート

気密シート

石膏ボードt=12.5

ロックウール断熱材t=80

木毛セメント板t=18

断熱材（HGW-16ｋ　t=100）

石膏ボードt=12.5

塗り壁（トップコート）約t=5.0

胴縁（C-100×50×2.3 @455）横使い

LGS50

気密シート

LGS100@300 LGS100@300

LGS100@300 LGS75@300 LGS75@300

▼FL-220

H-3 モルタル金コテ※外部倉庫 モルタル金コテ※外部倉庫H-4

▼FL-220

面取り突付け

石膏ボードt=9.5

野縁受@900野縁受@900

EP塗装

ケイカル板t=6.0

野縁受@900

野縁：25型@303野縁：19型@227.5

野縁ピッチはクラブ室・玄関ホール・事務室は
19型@303としそれ以外は19型@227.5とする。

野縁ピッチはクラブ室・玄関ホール・事務室は
19型@303としそれ以外は19型@227.5とする。

ロックウール断熱材t=80

塗り壁（トップコート）約t=5.0

湿式ロックウール外張り断熱工法+塗り壁※内側木毛セメント板Wa-4

胴縁（C-100×50×2.3 @455）横使い

木毛セメント板t=18

木毛セメント板t=18

EP塗装（クリア）

気密シート

断熱材（HGW-16ｋ　t=100）

LGS50

ロックウール断熱材t=80

塗り壁（トップコート）約t=5.0

木毛セメント板t=18

胴縁（C-100×50×2.3 @455）横使い

Wa-5 湿式ロックウール外張り断熱工法

吊りﾎﾞﾙﾄ

ﾊﾝｶﾞｰ金物
ｸﾘｯﾌﾟ

化粧石膏ボードt=9.5

面取り突付け

野縁受@900

ｸﾘｯﾌﾟ

C-1 化粧石膏ボード

M-1 塩ビ廻り縁：目透かしタイプ M-2 塩ビ廻り縁：コの字タイプ

ｸﾘｯﾌﾟ

軽天下地

カラー：ホワイト

S=1/5

S=1/2 S=1/2S=1/2

M-3 塩ビ廻り縁：クロス巻込み突付け M-4

S=1/5

カラー：ホワイト

ｸﾘｯﾌﾟ

軽天下地

ｸﾘｯﾌﾟ

軽天下地

カラー：ホワイト

S=1/5
ｸﾘｯﾌﾟ

軽天下地

カラー：ホワイト

S=1/5

高性能GW16kt=100

塩ビ廻り縁：下がり壁用塩ビ見切り

石膏ボードt=12.5

Wb-5 外部倉庫 遮音壁G R-1 コーナーR処理 S=1/2 コーナーR処理 S=1/2R-2

不燃Rコーナー15S15R（15mm用）
　フクビ　同等品

(防火上主要な間仕切り部分) 一般部分
P-15R30T　フクビ　同等品

クロス貼り

パテ処理

パテ処理

下地LGS

石膏ボードt=15

石膏ボードt=15

コーナー材

下地LGS

パテ処理

石膏ボードt=12.5

石膏ボードt=12.5

4
70
～
9
70

4
70
～
9
70

4
70
～
9
70

1
00

1
25

1
2.
5

1
2.
5

62
.5

62
.5

1
00

1
5

15

1
30

6
5

65

1
30

1
25

1
0
0

1
5
.
0

1
2
.
5

7
5

1
2
.
5

1
2
.
5

7
5

1
2
.
5

1
8
.
0

1
0
0

1
2

1
5

5 2
3 5

1
5

1
3

30

12

70

12

3
0

60

50
10
0

1
2.
5

3
0 9

18
5

2
24

50
10
0

1
2.
5

3
0 9

18
5

2
24

1
8
8
0

50
10
026
5

5
12
.5

1027
0 22
0

22
0

10程度17

1
8
8
0

10
0

5
50

1
8

2
71

1
8
8
0
5

10
02
03

10 5

30

1
4

2
0

35

20

10
1
.5

10

30

11
.7

5

26

1
4 2
0

20

35

151518

15

1518 12.5

1
2.
5

30 3

1
1.
7

10

20 10

2010

30

5

10

25
26.1

5

1
41
0
1

3

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査
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可動棚4段 可動棚4段

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

天板 天板框

框

柱

柱

後框

後框

側桟 中残

柱

框

側桟

中残
側桟 側桟

棚柱

框
柱小口杉板貼り

ポリエステル合板

天板

後框

棚柱

框

天板

後框

棚柱

框

側板

側板

棚柱

側板

柱

後框

天板天板
側桟

柱

棚柱

側板

天板

柱

天板

天板

下地補強：構造用合板t=12

下地補強：構造用合板t=12

下地補強：構造用合板t=12
下地補強：構造用合板t=12

手掛穴
切欠きφ30

カウンター天板：ゴム集成材t=30(ウレタン塗装(クリア))
W=2500
D=500

R10

水はね防止袖壁(メラミン化粧板t=20)
H=900

ポリエステル合板

ダボ

可動棚2段

30×60

R10

R40

床板：メラミン化粧板t=20

框

天板

中残

天板

後框

天板

後框

水はね防止袖壁(メラミン化粧板t=20)
H=900

R100

R100

水はね防止袖壁(メラミン化粧板t=20)
H=900※クラブ室により取付位置は反転する。

パステル系カラー

パステル系カラー

Fu-2　倉庫　固定棚 2ヶ所 Fu-3　収納　固定棚・可動棚 6ヶ所7ヶ所

1ヶ所Fu-4　玄関ホールカウンター 1ヶ所 Fu-5　洗濯室可動棚 1ヶ所

備考

1ヶ所

Fu-1　児童用流し台

Fu-6　静養室押入棚

Fu-1

フレキシブルシンク Ｆｌａｐｐ-ＥＳタイプ　同等品

※機械設備工事

Fu-7　洗濯室物干ハンガーパイプ Fu-7　洗濯室物干ハンガーパイプ

サンワカンパニー ZA13939　同等品
ホワイト

［外部］

［ 扉 ］

［内部］

小口：メラミン化粧板

背面材：ポリ化粧板

小口：メラミン化粧板

棚板：メラミンフラッシュｔ15

小口：メラミン化粧板

面材：メラミンフラッシュｔ20

面材：メラミンフラッシュｔ20

面材：メラミンフラッシュｔ20

可動棚4段

固定棚２段

可動棚4段

枕棚

可動棚4段

枕棚

可動棚4段 可動棚4段

天板：シナ合板t=9

柱：集成材60×60

框：集成材30×60

後框：集成材30×60

側残：集成材30×60

中残：集成材45×45@450

側板：シナランバーコアt=24
小口：メラミン化粧板

棚柱：ステンレス棚柱H=1600
小口：メラミン化粧板

SPS-1600同等品

可動棚：メラミンランバーコアt=24

天板：シナ合板t=9

柱：集成材60×60

框：集成材30×60

後框：集成材30×60

側残：集成材30×60

中残：集成材45×45@450

小口：メラミン化粧板

側板：シナランバーコアt=24

棚柱：ステンレス棚柱H=1600

小口：メラミン化粧板
可動棚：メラミンランバーコアt=24

SPS-1600同等品

可動棚4段

枕棚

天板：シナ合板t=9

柱：集成材60×60

框：集成材30×60

後框：集成材30×60

側残：集成材30×60

中残：集成材45×45@450

天板：シナ合板t=9

框：集成材30×60

後框：集成材30×60

側残：集成材30×60

中残：集成材45×45@450

▼CL

小口サンダーがけ
+ウレタン塗装(クリア)

［金物］ スライド丁番

打込みダボ　＠50

［天板］

四隅R加工：R=10mm

小口R加工：R=3mm

先端R加工：R=10mm

▼FL

角部R加工：R=40mm

ゴム集成材
(ウレタン塗装(クリア))
W=2500　D=500　t=30

ゴム集成材
(ウレタン塗装(クリア))

Ｆｌａｐｐ-ＥＳ

水栓孔 25φ

ポリ合板（白）

4-合板貼り 合板
貼り

Flapp-ES
Flapp-ES
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子
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上部棚 カウンター
ウレタン塗装(クリア)

不燃メラミン化粧板

下地補強

不燃メラミン化粧板

手洗い

中段付き
中段付き

中段付き
L金物により壁固定中段付き

背中合わせにL金物、　ボルトにより固定

壁固定

下地補強

R10

R10

棚：ゴム集成材t=30

棚受アングル30×30

棚：ゴム集成材t=35

棚受金物(重量用)スガツネ：10913同等品

防犯カメラレコーダ設置

樹脂棚受アングル26×30：フクビ同等品

棚吊ボルト(SUSφ16)+袋ナット

R40

R10

R10

下地補強：構造用合板t=12

シリコンゴムカバー付物かけフック：計56ヶ所：スガツネ　PXB-GN05-101型　同等品

児童クラブ室(4)は内窓がない為、３段目から3ヵ所分を移動
スイッチ等範囲

スイッチ等範囲

カバー材：シリコーンゴム

下地補強：構造用合板

木ねじを使用すること。

石膏ボードt=15

フックベース材：亜鉛合金

ライニング ライニング

下地補強

手洗い

天板：木調

LIXIL　tio19 同等品

4ヶ所

1ヶ所

Fu-8　男子トイレ(1)(2)・女子トイレ(1)(2)手洗い上部吊戸棚

Fu-10　事務室受付カウンター、棚

LIXIL　tio19 同等品
　 　　P33　シングルレバー水栓同等品

1ヶ所Fu-9　湯沸し室　流し台・吊戸棚 2ヶ所 9ヶ所Fu-12　下足入れ　２０人用

断面図

平面図平面図

正面図

児童クラブ室(1)(6)：1,020児童クラブ室(4)：1,040

４色ランダム配置

児童用40ヶ所

その他：16ヵ所

フック部分拡大図　S=1/2

6ヶ所Fu-14　児童クラブ室物かけフック

42ヶ所Fu-13　ランドセルロッカー　

シェルビング

8ヶ所

引違書庫

引違書庫

4ヶ所Fu-16　既製腰高キャビネット

Fu-15　既製組合せキャビネット

スチール製

スチール製

引違書庫

トップ部材

ベース部材

9BCKAD-ZA75　オカムラ　同等品
オプション品
9BCDA8　オカムラ　同等品

Fu-11　下足入れ　４０人用

▼FL

▲CL

▼FL

▲CL

▲CL

▼FL

▲CL

▼FL

児童使用範囲

スチール下足入れ
BS-40H5N　三島精機　同等品

スチール下足入れ
BS-20W5N　三島精機　同等品

アジャスターボルトを利用し床固定

アジャスターボルトを利用し床固定

防犯カメラモニター

4451LZ-ZA75　　ウチダ　同等品

4442LZ-ZA75　ウチダ　同等品

4H43ZZ-ZA75　ウチダ　同等品

鏡

 4441LZ-ZA75　ウチダ　同等品

KS-903(C)OW　ウチダ　同等品

B-900(C)OW　ウチダ　同等品
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▼延焼の恐れのある部分：3ｍ

R20R20

R15

S=1/80サインキープラン

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

U
P

U
P

ボルトアンカーは文字に対してバランスよく配置

ボルトアンカー(接着剤塗布)
及び屋外用対候性両面テープ
により固定

両面テープ

主出入口：１ヶ所
門塀：１ヶ所
計2ヶ所

仕様

素材：SUS304t=3　切文字

仕上：ヘアライン仕上

取付方法：ボルト立てベタ付け工法

S=1/5外部施設名サイン 室名札　突出しタイプ S=1/5S-1 S-2

フォント：HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO

S-4 S=1/5S-3 S=1/5室名札　貼付けタイプ(正方形)

※ピクトサイン

F
L+
20
00

F
L+
20
00

室名札　貼付けタイプ(正方形)

F
L+
20
00

2
02
.4

正面 壁面

室名

・男子トイレ(1)(2)

児童クラブ室（６）
（73.10㎡）

児童クラブ室（５）
（73.10㎡）

児童クラブ室（２）
（73.10㎡）

児童クラブ室（３）
（73.10㎡） （73.10㎡）

収納（１） 収納（２） 収納（３） 収納（６）収納（５）

倉庫（１）
（5.83㎡）

読書スペース
（7.56㎡）

廊下（１）
（44.00㎡）

本棚スペース
（9.99㎡） （8.10㎡）

玄関ホール
（38.32㎡）

玄関
（9.54㎡）

事務室
（46.82㎡）

湯沸し室
（4.62㎡）

洗濯室
（4.07㎡）

静養室
（10.32㎡）

廊下（３）
（9.44㎡）

更衣室(２)
（5.28㎡） 誰でも

トイレ
（5.87㎡）

外部倉庫
（7.70㎡）

更衣室（１)
（6.93㎡）

職員
ﾄｲﾚ(2)

職員
ﾄｲﾚ(1)

押入

倉庫（２）
（5.83㎡）

児童クラブ室（１）
（73.10㎡）

廊下（２）
（66.50㎡）

スロープ

男子トイレ（１）
（12.13㎡）

女子トイレ（１）
（10.38㎡）

男子トイレ（２）
（12.13㎡）（10.38㎡）

仕様

フレーム：アルミ型材

　　　　　スプリングスイング160゜可動式

表示基板：メープル材練付板 t15クリア塗装仕上

表示方法：UV印刷

フォント：HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO

　　小口：単板貼

多目的室

学習室

児童クラブ室（４）

※参考例：室名デザインは協議の上決定する。

※位置は展開図参照

※参考例：室名デザインは協議の上決定する。

※位置は展開図参照

※参考例：室名デザインは協議の上決定する。

※位置は展開図参照

室名

・誰でもトイレ

S-2 S-2S-2S-2

S-
2

S-2 S-3S-3S-3S-3 S-3

S
-3

S-
4

S-4S-4

S-4

S-2

女子トイレ（２）

※駐車場乗入れ部分門塀に「S-1」を設ける

収納（４）

S
-4

S-4S-4 S-4 S-4 S-4 S-4

S-1

スロープ

室名

・女子トイレ(1)(2)

仕様

表示基板：メープル材 練付板 t15　クリア塗装仕上

ベ ー ス：スライドロック機構（脱着式）

表示方法：UV印刷

フォント：HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO

室名

・児童クラブ室(1)～(6)

・学習室

・読書スペース

・多目的室

※廊下（３）出入口に貼付け

室名

・倉庫　

・湯沸し室

・洗濯室

・静養室

・収納

・更衣室（１）（２）

・職員トイレ

・事務室

・事務室

・掃除用具入れ

室名

・掃除用具入れ

※トイレ内掃除用具入れ扉に貼付け

※ピクトサイン

フジタ　MPWY200R-SV　同等品

フジタ　GF150　同等品

S-4S-4S-4 S-4S-2 S-4S-4

S-4 S-4

仕様

表示基板：メープル材 練付板 t15　クリア塗装仕上

ベ ー ス：スライドロック機構（脱着式）

表示方法：UV印刷

フジタ　MPWY200R　同等品

室名

・男子トイレ(1)(2)

・女子トイレ(1)(2)

・誰でもトイレ
※ピクトサイン

※表示基板：アクリルマット板t3
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年月日

工事名
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一級建築士事務所登録
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その他の設計者
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令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

サ イ ン リ ス ト

A1： A3：
A1： A3：

1/80
1 /5 1 /10

1 /16 0

A-0 25

sa r-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号

2
00

200

1
50

150



現況図 S=1/400
計画範囲外は一部省略・簡素化しております。

今回の現況測量は計画地を中心に行っているため、

《 境界設定 》

Ｋ１：仮ペンキ（任意点）

Ｋ２～Ｋ５：既設ＲＣ杭

Ｋ６：仮ペンキ（任意点）

※営業担当者の指示により設定致しました。
電話柱 明石台北12右2右7

電柱 明石台北線2東7

電話柱 明石台北12右2右5

電柱 明石台北線2東5

標識

標識

電話柱 明石台北12右2右6
電柱 明石台北線2東6

電線H=11.5m

電線H=11.5m

電線H=6.0～11.5m

電話柱 明石台北12右2右8
電柱 明石台北線2東8

電話柱 明石台北12右2右9

電柱 明石台北線2東9

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ 汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

桝

桝桝 桝
桝 桝

桝

桝

桝

電気ﾏﾝﾎｰﾙ

電気ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ
雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

測量範囲

仮ペンキ
K1

ＲＣ杭
K2

ＲＣ杭
K3

ＲＣ杭
K4

ＲＣ杭
K5

仮ペンキ
K6

立木

立木

立木

立木

立木

立木
立木

立木

立木

立木

立木

立木

立木

立木

立木立木

立木

立木立木

立木

立木

立木

立木

立木

立木

立木

立木

立木
立木

立木

立木

立木

立木

立木

物置

隣接家屋
1F

(更衣室)

物置

物置

物置

隣接家屋
1F

隣接家屋
2F

隣接家屋
2F

隣接家屋
2F

物置

本測量図は、境界を確定させるためのものではありません。

都市計画図による真北
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一級建築士事務所登録
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その他の設計者

特記
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設計GL+1100

校庭

ﾄﾗ
ｯｸ
ﾗｲ
ﾝ

校庭

既存間知ブロック撤去

搬入路（傾斜路）
砕石転圧の上敷き鉄板等により養生する

仮囲い：H=2.0ｍ

仮
囲
い
：
H=
2.
0ｍ

仮
囲
い
：
H
=2
.
0ｍ

ゲート

▼

仮囲い：H=2.0ｍ※間知ブロック擁壁天端に設置仮囲い：H=2.0ｍ※間知ブロック擁壁天端に設置

工事用通路確保の為

搬入路造成完了までの仮設・仮囲い範囲

※道路部分に接続する部分の仮設物は、道路管理者、警察等と協議の上決定する。

　図示している内容は仮設計画案であり、実際に工事する際は関係各所と協議し

　必要な安全対策を講じた上で実施する。

※正門に係る部分は学校等、関係各所と協議の上決定する。

約j16,100

交通誘導員１名配置

搬入路造成完了までのゲート

交通誘導員１名配置

仮設配置図（案）－１ S=1/200

標識

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

桝

電気ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ 雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

電気ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄骨造平屋建て
申請建物

既存フェンス

仮囲い 仮囲い

既存フェンス
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立木

立木

立木

立木

立木
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既存樹木
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号年月日図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/40 01 /20 0

縮尺工事名代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

都市計画図による真北

A -02 7-1仮 設 配 置 図 （ 案 ） － １

sar-6 03- 18

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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倉
庫
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ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

砂場

校庭

ｺﾝｸﾘｰﾄ敷

既存門扉



-500

+1100

設計GL+1100
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記念碑
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０
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５

１
６

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３１

ネットフェンス

街灯H4.5m街灯H4.5m

▼ ▼

敷き鉄板範囲

傾斜路

仮囲い：H=1.8ｍ※道路面に設置

現場
出入口

ゲート

W6.0m H2.0m
作業足場※外周部に飛散防止ネット設置

仮
囲

い
：
H=
2.
0ｍ

仮
囲
い
：
H=
2.
0ｍ

仮囲い：H=2.0ｍ 仮囲い：H=2.0ｍ

仮囲い：H=2.0ｍ※間知ブロック擁壁天端に設置仮囲い：H=2.0ｍ※間知ブロック擁壁天端に設置

敷き鉄板範囲

搬入路は極力、住宅地街区内の道路を
使用せず大通りを経由する。

敷き鉄板範囲

車両回転スペース

交通誘導員１名配置

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

15.894

24.514

6.180
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隣
地
境
界
線
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.0
00

158.956道路境界線

隣地境界線 73.435
U
P

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ 汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

主出入口

鉄骨造平屋建て
申請建物

▼

ＲＣ杭

K3

ＲＣ杭

K4

ＲＣ杭

K2

立木

立木

立木

立木

立木

既存樹木
既存樹木

既存樹木

既存樹木

既存樹木

既存樹木
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既存樹木

既存樹木既存樹木 既存樹木
既存樹木

物置
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00

横断歩道

U型側溝W=230

P1
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14.997

U型側溝W=300 道路

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
法４２条１項１号 6

00
0

60
00

スロープ

スロープ

間知ﾌﾞﾛｯｸ擁壁(水抜き80mm)

ﾌﾞﾛｯｸ塀(1段)

既存ﾌｪﾝｽ
ｸﾘｰﾄ敷

砂場

校庭

ｹﾞｰﾄ

外流し

+1100

仮
囲
い
：
H=
2.
0ｍ

A型バリケード

仮囲い撤去時期は協議による。

本体工事中の仮設・仮囲い範囲

※道路部分に接続する部分の仮設物は、道路管理者、警察等と協議の上決定する。

　図示している内容は仮設計画案であり、実際に工事する際は関係各所と協議し

　必要な安全対策を講じた上で実施する。

※正門に係る部分は学校等、関係各所と協議の上決定する。

交通誘導員１名配置

隣
地
境
界
線

6.180

隣
地
境
界
線

16
.0
00

隣地境界線 73.435

S=1/200仮設配置図－２

キャスターゲート　W6000

通用口　鋼製片開きドア　W900

ラフタークレーン　25t

仮囲い　H2000 ＜315ｍ＞

＜1ヶ所＞

＜1ヶ所＞

＜30日程度＞

交通誘導員Ｂ × 2人　 52日

交通誘導員Ｂ × 1人　157日 ＜209日＞

敷き鉄板　t22×1,524×6,096　90枚 ＜836㎡＞

指定仮設数量

標識

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

既存フェンス

既存フェンス

仮囲い 仮囲い

物置

都市計画図による真北
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/40 01 /20 0

A -02 7-2仮 設 配 置 図 － ２

sar-6 03- 18
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（宮城県知事）第24310185号

ﾌｪ
ﾝｽ

ｺﾝｸﾘｰﾄ敷

既存舗装接続

既存門扉



一級建築士登録

第376434号

小 山　佳 行

構造設計者

２

　　　　※施工方法・改良範囲・施工位置については、構造図面による。

令和６年度 東向陽台小学校児童クラブ新築工事

宮城県富谷市明石台１丁目３７番１３、３７番１２の各一部

注）８

注）７

注）４

注）３

注）２

注）１

設 計 規 準 強 度 の

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

種類

部
位

セ
メ
ン
ト

の
種
類

存
置
期
間
の

平
均
気
温

コ
ン
ク
リ

ト

の
材
令

（日）

－

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc）が36N/mm　以下に適用し

鉄筋の材種はSD390以下に適用する。

2

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

(社)鉄骨建設業協会「突合せ継ぎ手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

（ 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査

建方検査

組立・開先検査 製品検査

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

平成12年度建設省告示第1464号イ、ロ

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

製作工場

材料規格証明書または試験成績書

スタッドジベル

社内検査表

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト

検 査 箇 所

検 査 率 又 は 検 査 数

個 個

％％

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させる

ために自ら契約した検査会社をいう。

※平成12年建設省告示

第1464号第二号に

よる（目視及び計測）

（注）東京都の要綱に

基づき必要となる建築

物の場合に実施する

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

高力ボルトすべり係数試験 要 否要 否

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。錆

軸力導入試験　

４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

注）５

注）６

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

注１）　現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行う事。

AOQL4%
第 6水準

杭 　 種

コンクリ－ト杭

鉄　筋　主　　筋　ＳＤ345

ＨＯＯＰ　ＳＤ295

セメント量　330㎏／㎡

コンクリ－トＦｃ＝21□場所打ち

試 験 杭

杭 仕 様

□ＲＣ　 □ＰＣ

材 　 料

□ 無 ）

階 階塔屋地上 階

耐積雪等級：　等級

地下

□１９０、□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種　 厚 □１００、 □１２０、 □１５０、

■高力ボルト ■特殊、Ｓ１０Ｔ　認定品　ＭＢＬＴ－００５２

コンクリ－トはＪＩＳＡ５３０８に適合するＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５（２

こえる場合は１５０ｍごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。一回に採取する供試体は、適当

な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事管理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理

方法など必要事項について、工事管理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センタ－の技

術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測　定器の表示部を一回の測定ごとに撮影し

た写真（カラ－）を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検

査における測定試験は、同一材料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

建築物（仮設建築物を除く）の構造耐力上主要な部分のコンクリートに含まれる塩化物イオンの含有量

は、０．３ｋｇ／m３以下とする。

場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打ち込み量が１５０ｍを
3

3

構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、または現

代行業者名とは、試験、検査、に伴う業務を代行する者をいう。

　　代行業者名

の試験機関で行うこと。

　　試験機関名 （都知事登録　　　　　　号）

溶接継手工事、機械式継手工事）による。

継手部分の施工要領は　社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、

「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、日本圧接協会

　　認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007）」

　　によって検討した部材の条件・仕様によること。

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第４条

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリ－

ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

■鉄筋継手等

注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリ－トの自由落下高

さは、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同

等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外

乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。現場水中養生及び現場封かん養生とする

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ

建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

エレベーターの稼働装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

ペイントを使用し２回塗りとする。

建 築 物の 構 造 内 容

( )

( )

1.

工 事 名 称

建 築 場 所

工 事 種 別

構 造 種 別

使 用 構 造 材 料3.

( )

階 　 数( )

( ) 主 要 用 途

屋 上 付 属 物( )

増 築 計 画( )

付 帯 工 事( )

特 別 な 工 事(  )

構 造 上 の 条 件2.

架 構 形 式( )

( ) 耐 震 安 全 性

荷 重 及 び 外 力( )

地 業 工事4.

直 接 基 礎( )

( ) 杭 基 礎

( ) 地 盤 改 良

（ 施 工 方 法 等 計 画 書 ）鉄筋コンクリ－ト工事5. 鉄骨工事

鉄 骨 工 事 は 指 示 の な い 限 り 下 記 に よ る( )

工 事 監 理 者 の 承 認 を 必 要 と す る も の( )

工 事 監 理 者 が 行 う 検 査 項 目( )

( ) 接 合 部 の 溶 接 は 下 記 に よ る こ と

( ) 接 合 部 の 検 査

( ) 防 錆 塗 装

( ) 耐 火 被 覆 の 材 料

7. 設備関係

8. その他

型 　 枠(3)

( )

コ ン ク リ － ト ブ ロ ッ ク （ Ｃ Ｂ ）

鉄 　 筋

(2)

(3)

(4) 鋼 　 材

(5) ボ ル ト

(6) 屋 根 、 床 、 壁 使 用 箇 所

鉄 　 筋( )

( ) コ ン ク リ － ト

劣化対策等級：　等級

耐風等級：　等級

耐震等級（倒壊）：　等級 耐震等級（損傷）：　等級

（Ｎ／㎡）

名 称 床 　 用 小 梁 用 地 震 用 備 　 考

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験よって行う場合、１ロットは同一作業班が同一日に作業した

圧接箇所で３０箇所程度とする。

備 　 考

　第　　　　　　　号

　　　年　　月　　日

施 工 法

□ 手 堀

□ 機 械 堀

□打ち込み（オーガ併用）

日本建築センタ－認定

拡底杭

1

2

3

3

2

1

4

5

6

7

8

9

10

1

1

2

3

1

2

1

2

3

4

5

6

7

□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

( ) 「 住 宅 品 質 確 保 促 進 法 」 □ 有 　■ 無

□煙　突

□高架水槽　　ｋＮ

□

□

□門塀 □擁壁 □スロープ □ゴミ集積所 □冷凍冷蔵庫

□エスカレーター

□受水槽　　ｋＮ

□ホイスト　　ｋＮ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

□

コ ン ク リ － ト

異 形 鉄 筋

高 強 度 鉄 筋

種 　 　 類 径 使 用 箇 所 継 手 工 法

Ｄ１０～Ｄ１６ 躯 体 全 般 ■ 重 ね 継 手

■ＳＤ３４５ Ｄ１９～Ｄ２５ ■ ガ ス 圧 接 継 手

Ｄ２９

□ＳＢＰＤ１２７５／１４２０　（Ｄ１３）

ＪＩＳ　Ｇ３１３７規格品

□ 重 ね 継 手

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

■

■

■

■

□

鉄筋継手工法

■重ね継手

■圧接継手

□溶接継手

□機械式継手

継 手 の 位 置 等 の 設 計 条 件 に よ る 仕 様 ・ 等 級

(1)引張力最少部位

■（　　)d

■告示1463号第2項各号

□告示1463号第3項各号

□告示1463号第4項各号

(2)(1)以外の部位（注） 鉄　筋　の　径

Ａ　級 Ｂ　級 ＳＡ級

□

□

□

□

□ □

■ Ｄ（１６)以下

■ Ｄ（１９)以上

□ Ｄ（　　)以上

□ Ｄ（　　)以上

■施工は、ＪＡＳＳ５による。■材料　　合板厚　１２ mm を標準とする。

■型枠存置期間

コンクリ－トの

圧縮強度

支 　 柱せ き 板

基礎、梁側、柱、壁 ス ラ ブ 下 、 梁 下 ス ラ ブ 下 梁  下

５Ｎ／㎜
2

設計規準強度の５０％

１００ ％８５ ％

２

３

５

３

５

８

４

６

１０

６

１０

１６

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

■

■

■

■

製作要領書 工作図 施工計画書

■

■

■

■

■ ■ ■

■

■

■

□

■

■ ■■

■

□

□■

■

□

■

■

■

■

■ ■□□

□

■

■

■

■

□

■

■

■

■

■

■

■

■

□

□埋込み（セメントミルク工法）

□オ－ルケ－シング　□拡底杭

□リバ－スサ－キュレ－ション

□ア－スドリル　□ミニア－ス

□ＢＨ　□深礎

検 査 方 法

■ 突 き 合 わ せ 溶 接 部

□

□

第 三 者 検 査 機 関 名

超 音 波 探 傷 試 験

外観（目視）検査（※）

マ ク ロ 試 験 ・ そ の 他

（ 未 定 ）

備 考

1 0 0 3 0 3 0％ ％ ％

個 個 個

社 内 第 三 者 工 事 監 理 者

適 用 は  ■  印 を 記 入 す る

□

□ＰＨＣ □ＣＰＲＣ ＰＨＣ（□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

□ダムウェーダー

注２）　現場溶接は、超音波探傷試験を100％行う事。

注３）　フラックスタブ及びセラミックスタブを使用する場合は、抜き取り率を「AOQL第１水準 2.5%」とする。

注３)

6.

０１５）による。

□40d □35d 45

■

■

■

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工はＪＡＳＳ５（２０１５）による。

場合にはＪＡＳＳ５による。

1 0 0 1 0 0

高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ，Ｇ３１３７に規定されるＤ種1号適合品とする。

トルクシャー形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

５cm以上を原則とする。

気温が２５℃未満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

コンクリ－ト打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２℃を下らないようにする。

１５℃以上

５℃～１５℃

５℃未満

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工法は、■Ｈ型（タガ型）□Ｗ型（溶接型）□Ｓ型（スパイラル型）とする。

□増改築

□

■

支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は

衝撃を与えないように行うこと。

直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

支柱の盛りかえは、小はりが終わってから、スラブを行う。

盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。

大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

ＰＣ  （□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

（ □ 打 ち 込 み

□電線引き込み柱

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

ロックウール吹付ｔ＝25ｍｍ

□改築

□エレベ－タ   人乗

躯 体 全 般

■普通、Ｆ１０Ｔ

柱・梁・基礎用

□ 有 　■ 無

□ＳＤ３９０
□ ガ ス 圧 接 継 手

支持層：

□載荷）　 本

特記または指示のない限り「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」による。

特記または指示のない限り「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」による。

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」

止めペイントは、ＪＩＳ　Ｋ５６７４、２回塗りを標準とする。

□

□

■

□

■中ボルト(戻り止めの処理を行う事とする)

□ホイストクレーン1.5t

□軽量鉄骨造

■鉄骨造（Ｓ）

■ＳＤ２９５

□G-ECS工法

■普通

■普通

■普通

□鋼管　 □摩擦杭

鋼材 （□ＳＳ４００　□ＳＴＫ４９０）

□施工計画書承認 □杭施工結果報告書

（ □ 有

X方向：ラーメン構造　　Y方向：ラーメン構造

■新築 □増築

認定または登録工場（大臣認定　Ｍ　グレ－ド又は都登録　　ランク以上）

□広告塔

■溶融亜鉛メッキ高力ボルト、Ｆ８Ｔ

□

0 0 0 0屋根・庇

（ボーリング孔内水位）

地下水位：ＧＬ－　　  ｍ

※積雪荷重を別途考慮する

1

□キュービクル

□空調屋外機

児童福祉施設

□

　ルート 1-2

- -

平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。※「給湯設備」：建築物に設ける

電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの

給湯設備※は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする

こと。満水時の質量が１５Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、

「構造関係規定に関る部分の図書を作成した」

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なことを確認した。

法第20条各号(令第129条の2の3関連)の法適合確認

「国土交通大臣認定工法

　砂質礫質認定番号

　TACP-0482号」□ガイアＦ１パイル工法ＣＰＲＣ（□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種　□Ⅳ種）

a. 軽量コンクリート気乾単位容積重量（１種　19ｋＮ／ｍ 3　、２種　　　ｋＮ／ｍ 3　）

mSn ：構造体強度補正値

Fd

Fc ：設計基準強度

：耐久設計基準強度 

調合管理強度 Fm

※品質基準強度Fq：設計強度Fcと
　耐久強度Fdの両基準強度の大きい方

・調合管理強度 Fm：（N／mm2 ）

　Fm ≧（Fc、Fd の大きい方の値）＋mSn　

適　用　個　所 種　類 計画共用期間 備　考
設計基準強度
（Ｎ／ｍｍ　）

2

耐久性基準強度
（Ｎ／ｍｍ　）

2

スランプ
（ｃｍ）

b. 単位水量：185kg/m3以下、空気量：4.5±1.5％（管理許容誤差±1.5％）

d. 構造体強度補正値（ mSn ）を決定する場合には、工事管理者の承認を得ること。

c. 打ち込み・締固め方法、打継部処理方法はＪＡＳＳ５-7節・8節による。

e. 特記なき限りＪＡＳＳ５（２０１５）による。

捨てコンクリート 短期

短期

短期

１８ １８ １５

１５

１５基礎・基礎梁・RCポスト

土間コンクリート ２４

２４２４

２４

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

1/ 1/

ａ．基礎の種類

ｂ.地盤の設計許容支持力

　　ａ. 浅層混合処理工法（セメント系固化材）

：□ スタビライザ　１）施工方法

　２）改良範囲

　４）六価クロム溶出試験：

　　　　※施工方法・改良範囲・施工位置については、構造図面による。

※ 計算ルート：

ａ.積載荷重（Ｌ．Ｌ）

■ 用途係数

材　　質 備　　考部　　位

□ ＳＮ４００A

□ ＳＭ５２０Ｂ

□ ＴＭＣＰ３２５

□ ＴＭＣＰ３５５

□ ＳＡ４４０

□ ＢＣＰ２３５

□ ＢＣＰ３２５

□ ＳＭＫ４９０Ａ

□ ＳＭＫ５２０Ｂ

□

□ ＳＴＫＲ４９０

板厚 ｔ＞４０ｍｍ

板厚 ｔ＞４０ｍｍ

ＪＩＳ Ｇ ３１３６

ＪＩＳ Ｇ ３１３６

ＪＩＳ Ｇ ３１３６

ＪＩＳ Ｇ ３１３８

ＪＩＳ Ｇ ３１３６

ＪＩＳ Ｇ ３１０６

認定品

認定品

認定品

評価品

評価品

認定品

認定品

ＪＩＳ Ｇ ３１０１

ＪＩＳ Ｇ ３４６６

ＪＩＳ Ｇ ３４６６

ＪＩＳ Ｇ ３４４４

ＪＩＳ Ｇ ３４４４

ＪＩＳ Ｇ ３３５０

ＢＴ－ＨＴ４４０Ｂ，Ｃ同等品　認定品

□ ＳＤ４９０

□ ＡＢＲ４００Ｂ,４９０Ｂ

□ベタ基礎

■ ＳＳＣ４００

ＪＩＳ Ｂ １２２０

□不要

□ ＳＴＫ４９０

□ ＳＴＫ４００

□ ＳＷＨ４００

■ ＳＳ４００

■ ＢＣＲ２９５

■ ＳＮ４９０Ｃ 通しダイアフラム

主柱

ＧＬ－    

■ ＳＴＫＲ４００

■ ＳＮ４００Ｂ 大梁端部

kN/m2

kN/m2

ｂ.積雪荷重

低　　　減

応力の組合せ

垂直積雪量

区　　　域

□ 有：雪下ろし ｍ

単位重量 Ｎ／ｍ・ｃｍ

ｃ.地震力

第 　  種地盤

Ｚ＝

地盤種別

地震地域係数

Ｔｇ＝　　　　　　ｓｅｃ

■ 無

Ｃ　＝Ｃ　＝

Ｃｏ＝

１階せん断力係数

標準せん断力係数

地下震度

ｄ.風荷重

ｑ＝０．６ＥＶｏ  Ｎ／ｍ

Ｃ＝１．２ 地表面粗度区分：

風の速度圧

風の風力係数

その他：土圧係数：ＫＡ＝

２

２

ＢＸ ＢＹ

外装材用風荷重は、日本建築学会「算定法 Ⅰ 」による。

２

□ 多雪区域　凍結深度：

搭屋局部震度

■ 一般　　　　　

Ｖｏ ＝   　 ｍ／ｓｅｃ

Ｋ＝1.0

ｅ.地盤

地質柱状図　　　　　図面番号：

地質調査項目：

□ 三軸圧縮試験 □ 圧密試験

□ 小型動的寛入試験

ｃｍ

□ 長期（常時0.7S）■ 短期(積雪時 S)

Ｋ＝0.1

□ 平板載荷試験

□ 一軸圧縮試験

□ 短期(地震時 0.35S)

□ 粒度試験

□ 液状化の判定

□ 水平地盤反力係数の測定

計算上の地下水位：ＧＬ－　　 　ｍ

座屈止め

構 造 設 計 標 準 図 S-01

□ 標準貫入試験 □ 孔内水平載荷試験

図面番号：S-07

許容支持力   ：長期＝ 50 kN/m2  短期＝100 kN/m2 

　３）施工位置：土間下

□独立基礎 ■布基礎

長期：  50

短期： 100

□ ＳＮ４９０Ｂ

支持層：粘性土

改良層   　　：盛土

支持層の土質 ：盛土

間柱、耐風梁、開口補強

大梁中央、小梁、間柱

■ 一次 ：1.25 □ 二次 ：1.0

■ スクリューウエイト貫入試験

□要

　□ バックホウ

：改良深さ 　　：　　　cm

　　ｂ. スクリュプレス工法

2024 /02 /29

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事
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（基礎梁のない側）
（基礎梁のある側）

一級建築士登録

第376434号

小 山　佳 行

構造設計者

ｲ の拡大図

※　一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる。

ハ
ン
チ

梁
幅

　　　ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ・・・部材の成　　Ｒ・・・直径

　　　ＳＴ・・・あばら筋　　ＨＯＯＰ・・・帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋　　φ・・・直径又は丸鋼

折曲げ角度 １８０゜

鉄筋の余長 ４ｄ以上

９０゜１３５゜

図

折曲げ角度９０゜はスラブ筋・壁筋

の末端部またはスラブと同時に

打ち込むＴ形およびＬ形梁の

キャップタイにのみ用いる。

余長

余
長

余
長

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

異形鉄筋

末端にはフックが必要

丸　鋼

柱

梁
ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ＨＯＯＰ

補 強 筋 ６－Ｄ１３ ８－Ｄ１６ １０－Ｄ１６

６００φ５００φ４５０φ４００φ

１０－Ｄ１３

Ｄ１０－＠１５０

杭　　径

杭頭処理

ｲ

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）記号

（１）鉄筋末端部の折曲げの形状

（５）鉄筋のあき

（６）鉄筋のフック （ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

（２）現場打ちコンクリート杭

（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

Ｄ：１５００を超える場合

（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図

８－Ｄ１３

ｄ

ｄ ｄ

Ｒ

ｄ

ＲＲ
キャップタイ

鉄 筋 の 折 り 曲 げ
内 法 寸 法 （ Ｒ ）

鉄 筋 の 径 に よ
鉄 筋 の 種 類

鉄 筋 の 使 用 箇
所 に よ る 呼 称 る 区 分

帯　　　　　筋

あ　ば　ら　筋

ス パ イ ラ ル 筋

図

（２）鉄筋中間部の折曲げ形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

８ｄ以上

ｄ

Ｒ

Ｒ

上記以外の鉄筋

Ｄ１６

１６φ

１９φ

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２５

４ｄ以上

６ｄ以上

Ｄ２９～Ｄ４１

※片持スラブ上端筋の先端

ＳＤ295～ＳＤ345のＤ19～Ｄ38は4d以上、Ｄ41およびＳＤ390は5d以上

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ235～ＳＤ345の径16およびＤ16以下は3d以上、

スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。

　　　　　　　　　設計上考慮されている場合に限る）

但しＬ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ

　　Ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による

（１）直接基礎

フック付 フック無し

（２）杭基礎

第一帯筋

第一帯筋

（１）柱主筋の継手

重ね継手

（３）帯　筋

（４）斜め柱・斜め梁

（５）絞り （６）二段筋の保持

ハ　Ｓ型（スパイラル型）

（２）柱主筋の定着

設計応力に対して必要な定着長

筋並びにはりのせいが小さく、

柱、梁の定着L2以上が確保されない

場合はかご鉄筋で補強、または特記

により増強する。

鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄

さが不足する箇所」に付ける

継手の好ましい位置

圧接継手

[注] SA級、A級継手を使用する場合の
　　　継手位置は特記による。

型

型

型

イ　Ｈ型（タガ型） ロ　Ｗ型（溶接型）

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

　　配筋は同厚の壁リストにならう

（３）べた基礎

（４）基礎接合部の補強

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　　但し上筋と下筋を読みかえる

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．②の鉄筋はＤ１３以上

４．埋戻し土のある場合は４０を７０とする

（１）独立基礎，杭基礎の場合（定着，継手）

（長期荷重が支配的な場合の継手は7.(2)大梁継手位置とする）

（注1　計算によらない場合である） ベース下の施工を慎重にする。

（３）小規模鉄骨造柱脚固定の配筋

による、おさまりに注意する。

　場合、上向きとすることができる。
（２）布基礎，べた基礎の場合（定着，継手）

※上端主筋の定着は、やむを得ない

図の●印の鉄筋の重ね継手の

※修正箇所は下線を引くこと

Ｄ１９以上

３ｄ以上

４ｄ以上

（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）

圧接継手

θ

θ＞８０゜

圧接面圧接面 圧接面

継　　手

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

４．Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

５．鉄筋径の差が７ｍｍを越える場合は、圧接としてはならない

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

ガス圧接形状

（Ｎ／ｍｍ　）2

鉄筋の種類

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

定着の長さ

下端筋（Ｌ３）

一般（Ｌ２）

小　梁 スラブ

特別の定着及び

重ね継手の長さ

（Ｌ１）

[注]許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、

　　梁主筋の柱への定着は40dとする。

１０ｄかつ

１５0mm以上

２０ｄまたは

１０ｄフック

　　　　つき

ＳＤ２９５Ａ
ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

厚さが部分的に減少する箇所についても

最小かぶり厚さを確保する。

ひび割れ誘発目地部など鉄筋のかぶり

（４）かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

３０

３０（２０）４０

４０

５０

５０

５０

７０

３０

４０（３０）

４０

４０

６０

屋　内

屋　外

屋　内

屋　外

基　　礎　・　擁　　壁

部　　　　　　位

土に接しない部分

土に接する部分

屋根スラブ

床 ス ラ ブ

非 耐 力 壁

柱

梁

耐 力 壁
(3)

(4)

(1)

(2)

(4)

２０

②

①

３００＜Ｈ≦１０００

２－Ｄ１６以上

○柱幅と斜材幅が異なる○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱脚で斜材となる

150≧ｅ＞Ｄ／６ｅ≦Ｄ／６

主筋の25ｄかつ
2.5Ｄ以上又は
計算上必要な長さ

Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
　
＠
１
０
０

１２５以上 ＨＯＯＰ　
２－Ｄ１３以上

＜根巻形＞

＜埋込形＞ 鉄骨柱Ｄ

１２５以上

ＨＯＯＰ　
２－Ｄ１３以上

３０～５０埋込み長さｈ
鉄骨柱２Ｄ以上

Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
　

＠
１
５
０

Ｌ２
Ｌ２

Ｌは中間部５０ｄかつ３００mm以上

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

①

①

Ｌ
２

①

Ｌ
２

内端部外端部

上端筋継手範囲下端筋継手範囲上端筋継手範囲

※

Ｌ
２

Ｌ
２

※

※ ※※

※

※

※

外端部

※

Ｌ
２

内端部

３０～５０

　　　＠・・間隔　　ｒ・・半径　　・・中心線　　Ｌ０・・部材間の内法距離　　ｈ０・・部材間の内法高さCL

８ｄ以上
（※４ｄ以上）

６ｄ以上
（※４ｄ以上）

ＳＲ２３５，ＳＲ２９５

ＳＤ２９５Ａ・Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＤ２９５Ａ・Ｂ

３０ｄまたは２０ｄフック付き

３５ｄまたは２５ｄフック付き

４０ｄまたは３０ｄフック付き

３０ｄまたは２０ｄフック付き

３５ｄまたは２５ｄフック付き

３５ｄまたは２５ｄフック付き

４０ｄまたは３０ｄフック付き

３５ｄまたは２５ｄフック付き

４０ｄまたは３０ｄフック付き

３５ｄまたは２５ｄフック付き

４０ｄまたは３０ｄフック付き

４５ｄまたは３５ｄフック付き

３５ｄまたは２５ｄフック付き

４０ｄまたは３０ｄフック付き

４５ｄまたは３０ｄフック付き

５０ｄまたは３５ｄフック付き

４０ｄまたは３０ｄフック付き

４５ｄまたは３５ｄフック付き

５０ｄまたは３５ｄフック付き４０ｄまたは３０ｄフック付き

最小かぶり厚さ
（ｍｍ）

設計かぶり厚さ
（ｍｍ）

(1)

３００φ,３５０φ

以下
８
ｄ

以
上

柱・梁・床スラブ・耐力壁

擁　　　　　　　　　　壁

２１

２４～３６

１８

３０～３６

２４　２７

２１

１８

３０～３６

２４　２７

２１

３０～３６

２４　２７

２１

1

3-
D1
3

L2
 o
r 
L3

≧
１５

ｄ

L2

a

70
40

W1

L2

L1

L2

L1

H

300

L2

梁
幅

約０.５Ｌ１

３ｍｍ以下

d d

１.１ｄ以上

１.４ｄ以上 ｄ／５
以下

重ね継手（下図のいずれかとする）
ｄ／４
以下

ａ≧４００

Ｌ１

１.５Ｌ１以上

Ｌ１

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１.５ｄ以上

粗骨材の最大寸法の１.２５倍以上かつ２５以上

Ｄ以上

注1

埋
込

み
長

さ
ｈ

鉄骨柱Ｄ

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋
主筋と同径

補強かご鉄筋

ho
/4

ho
/2

ho
/4

ho
/4

ho
/2

ho
/4

ho

L2
ho
/2
+1
5d

ho

40
0以

上
40
0以

上

L1 150以上

ho

ho
/2
+1
5d

D

パ
ネ

ル
部
分
は

、
0
.
2
％

以
上
と

す
る
。

設
計
ピ
ッ

チ
以
下

0
.
2
％
以

上
と
す
る

。

6d

6d

6d

6d

6d

末端部の添巻は１.５巻以上とする

6d 6d

Ｌ
２

柱Ｄ 柱Ｄ

柱Ｄ

梁
Ｄ

4d

ｄ

かぶり厚さ

Ｗ１の三角壁厚さは、２００以上又は基礎梁幅とし、

基礎梁の主筋と頭付スタッド

基
礎

梁

柱

捨フープ

1

６～８

ベース筋

ａ＝Ｄ１＋２ｄの範囲

主筋間隔は２００以下

ｂの範囲

３００以下

梁幅ハンチ ハンチ

基礎下端

ＨＯＯＰ＠１５０

３－Ｄ１６

４５゜

コンクリート止め板

Ｌ
２

6d

１５ｄ

６φ－＠１０００

１
０
０

１
０
０

6d

6d

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本

a

a

150以下

４５゜～６０゜
※印筋はD10-@200とする。

H<300は※印筋は不用とする。

主筋

40ｄ以上

主筋

ＨＯＯＰ
２－Ｄ１３以上

割裂防止用

Ｕ字筋

Ｌ
１

フック付

Ｂ．Ｐ下端Ｌ

２０ｄ ２０ｄ

Ｌ１

Ｌ２

１５ｄ １５ｄ

Ｌ２

（継手範囲）

Ｌ０／４

Ｌ０

Ｌ０／４ Ｌ０／２ Ｌ０／４

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

ＨＯＯＰ＠１５０

補強筋

基礎下端

コンクリート止め板

５．

柱６．

一 般 事 項１．

２．鉄 筋 加 工 、 か ぶ り

杭３．

４． 基 礎

※

Ｌ
２

4d

１０ｄ又は重ね継手４０ｄ

スペーサー

（各４ケ所）

１００以上とする。

主筋のかぶりは

フラットバー＠３,０００

ＨＯＯＰ筋
の継手は片側溶接

主筋間隔の１.５倍かつ

Ｌ１

Ｌ０／４

１５ｄ

Ｌ０

Ｌ０／２

１５ｄ

１５０以上

２－Ｄ ※｛

｝
※ ２－Ｄ

Ｄ

6ｄ

８
ｄ

6ｄ８
ｄ

1
.
5
Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

1
.
5
Ｄ Ｌ
２

ａ＝１.５×（呼び名の数値）

６φ－＠１０００

ｅ ｅ

Ｄ

４
０
０

Ｌ
２

Ｌ
１ Ｄ

a

a

a

a

基 礎 梁

基礎梁上端筋

基礎梁下端筋

Ｂ.ＰＬ下端

注１．１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする。

注２．①の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする。

注　１．第一帯筋は、梁づらに入れる

注　２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

　　　　主筋の位置をさける

注　３．フックおよび継手の位置は、

　　　　交互とする

L

L

１３５°

５ｄ以上

１０ｄ以上

両面溶接５ｄ以上

Ｌは片面溶接１０ｄ

Ｌは５０ｄ以上かつ

標
準
　
10
00

Ｌ
１

Ｌ２
以下

P1

P1
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

150以下

〃

150以下

4d

8
d

5d

2d

Ｌ

2d

15d

３００mm以上とする

間隔

あき

間隔

あき

斫り部分

φ

４５゜

CL

CL CL

5
0

鉄筋のかぶり厚さ

へりあき
２００以上

杭
主

筋
４
０

ｄ

１
０

０
以

上
８
０

０
～

１
０

０
０

余
盛
コ

ン
ク

リ
ー
ト

杭間隔は２×φ
かつφ＋１０００以上

CL

100
φ

４
５
ｄ

重
ね

継
手

150

15
0

do do d d

L
2

φ

φ

φ

１
．

５
φ

Ｌ
L
2

D1

b a b

d D

２０ｄ
（両側）

か
ぶ
り
厚
さ

２
０

ｄ
以
上

余長４ｄ

２
０

ｄ
以
上

４０ｄ
（片側）

この場合の「耐久性上有効な仕上げ」とは、タイル貼り、モルタル塗、外断熱工法

仕上げがあっても1cm減ずることはできない。

ただし、床及び外壁部分に含まれない梁の水平面（上端・下端）は、耐久性上有効な

の部分に限り１ｃｍ減ずることができる。

による仕上げその他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合をいう

※１　外壁の屋外に面する部位に「耐久性上有効な仕上げ」が有る場合、屋外側

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 （ １ ）

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

1/ 1/

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 詳 細 図 （ １ ） S-022024 /02 /29

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事
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一級建築士登録

第376434号

小 山　佳 行

構造設計者

柱幅が大きい場合

ｃ　片持梁の定着

ｂ　小梁の定着

（１）定着

ａ　大梁 ｂ　一般床スラブ

（２）屋根スラブの補強

（１）定着および継手

ａ　片持床スラブ

ｂ　柱に（平面図）ａ　梁に

ｃ　床に

ｄ　壁と壁（平面図）

ダブル配筋

（設計図に記入のあるとき）（２）スリット部

パラペット

手摺

（１）定着 （２）梁

（１）設置可能範囲

（２）鉄筋標準配筋シングル配筋

（３）手摺、パラペット

部分スリット完全スリット

（３）既製品

（１）柱、梁 （３）床版、壁

※修正箇所は下線を引くこと

Ｌ＝本構造配筋標準図(1)22-(3)による。

（開口の径５００程度の場合）（４）床板開口部の補強

（３）片持スラブ出隅部補強

（４）コンクリートブロック帳壁

一般の場合 下部防水立上りのある場合

（１）柱

（７）釜場
ａ　軽作業の土間

（６）土間コンクリート

（５）床板段差

全断

ｂ　間仕切壁との交叉部

（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強

（２）大梁主筋の継手

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

（４）あばら筋の型

（５）幅止めの筋の本数、加工

全断

（２）基礎梁

（梁主筋を折り曲げるとき）

つりあげ筋

一 　 般 　 階

Ｌ２がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲テール長　１５０

以上又は１８０°フック付とする

※　柱幅が大きくて、直線部だけで

片
持

梁
鉄
筋

折
り

下
げ

平面

を入れる

あばら筋

斜めでもよい

正　面平　面

面

正

斜めでもよい

下向きでもよい

補強あばら筋は小梁主筋側

７．大 梁 、 小 梁 、 片 持 梁

バーサポート

肩筋Ｄ１３以上

径で　　　　　　とし、上端筋の下に配筋する

ｂ　※の個所（入隅）は各階補強する
※

８．床 　 版

ａ　補強筋は各３－Ｄ１３　又はスラブ主筋の同一

25d

上端筋

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

短　辺　方　向

長　辺　方　向

下端筋

継手位置は原則として下表による。

短辺・長辺方向

に必ず入れること。

ことを原則とする

注）点線は、下端筋の曲上げ定着
　　Ｌ2を示す。

端部先端

最 　 上 　 階

D13

C C

C C

A A

A

A

B

折曲げ起点は　　をこえる

一本目を配置する。

鉄筋は柱面に

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

D13

スラブに上端筋がある場合

D13
イ

イ　は壁配筋と同じ

スラブに上端筋がない場合

イ

受筋Ｄ１０

D13

D13 2-D13 2-D13D13

梁、又は床面に一段目を

配置する。

横筋の配筋は上下端とも

受筋Ｄ１０

D13

D13

D13

設計図による）

D13

Ｄ１０＠２００ダブル

Ｄ１０＠１５０ダブル

D10

補強筋

巾止メ筋

・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

　以上）とする。

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチと

　する。

・腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合せる。

・Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

・ａは１００～２００程度。

　増打コンクリート補強と同様とする。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端

９．壁

１１．梁貫通孔補強

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

但し　φ≦Ｄ／３とする

定着長さのとり方

孔補強の有効範囲と

補強筋
補強筋

あばら補強筋

D10@200

スリット部の鉄筋の被り厚さは

２-（４）被り厚さの表、最少

被り厚さ以上とする。

シーリング材使用

Ｄ10＠400程度 Ｄ10＠400程度

柱
柱

望ましい範囲

折　　筋　　2-(2-D13) 折　　筋　　2-(2-D13)

100<φ≦150 150<φ≦250

斜　　筋　　4-(2-D13)

横　　筋　　2-(2-D13) 横　　筋　　2-(2-D13)

80≦φ≦100

ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

パイプ型 金網型 プレート型リング型

１２．増築予定 ( 将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、
増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する )

D13

D13

D13

上
下

上
下

連続端

ＣＡ

Ｌ＝１，５００

周囲補強筋

D13

D13

D13

孔と孔のへりあき１００以上

床板厚さ　Ｄ 周　　囲 斜　　め

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３ 各２－Ｄ１３

各１－Ｄ１３

各２－Ｄ１６各２－Ｄ１９２００＜Ｄ≦３００

１５０＜Ｄ≦２００

　　　　Ｄ≦１５０

縦、横、斜補強筋とは別に開口に

斜め補強筋

注）設備の小開口が連続してあく場合は

よって切断される鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

出隅部

※出隅受け部補強筋は、

配置する。

同本数をハッチ部分に

補強筋として出隅部の

それぞれの方向に出隅

出隅部分の補強筋

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上
端

筋
は
Ｄ

１
３

　
下

端
筋

は
Ｄ

１
０

を
設
け

る
）

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

注）L1≧L2とする。

Ｌ
３

は
下

端
筋
の

定
着

出隅部分の補強筋

一般床版配力筋

出
隅

部
分

の
補
強

筋
注）Ｌ１≧Ｌ２とする。

シーリング材使用

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

あ
ば

ら
補

強
筋

（開口補強筋については計算により確認すること）

梁端部（スパンＬｏ／１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける

縦　　筋　 ST 2-D13 縦　　筋　 ST 2-D13 @50縦　　筋　 ST 2-D13 @50

縦筋　  ST 2-D13 @50 縦筋　  ST 2-D13 @50

記の位置、寸法によ

らなくて良い。

※部分について計算で

2φ：スターラップ補強範囲

（使用する際には、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

（出隅部分補強配筋）
（出隅受け部配筋）

確認された場合は左

D13

D10@400

D10@600

D10@600

D13 D13

D10

D10@400

D13 D13

D10@400

注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

注）ｈｏ≦２５ｔかつ３，５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）継手部は必ずモルタルを充填すること

※

ａ及びａ≦２００

2ハッチ部分の面積Ａ㎝

１０． ( )及び工事監理者と打合わせのこと
増打するときは事前に設計者、

柱、梁増打コンクリート補強

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

Ａ＜５００ ５００≦Ａ＜１０００ １０００≦Ａ＜１５００

3-D16 4-D16 6-D16

補強タテ筋

※柱と同径、同ピッチとする。

印は補強筋※

折曲 D10-@200

D10-@200

D10-150@

2-D16

2-D16

Ｄ１３－２００＠ダブル

D13

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

D13

21

D10-@200・無筋部分　　　　　　　　長さ　　　以上800

・設計配筋間隔の　／　ピッチ　長さ　　 　以上2xL1

しい位置

は継手の好ま

第１あばら筋は柱面より配筋する

×印は幅止め筋

つりあげ筋

つり上げ筋は、一般のあばら筋と同サイズを2本巻きとする

（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ側とする。

両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすることができる。

（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　ｂ、 f 梁成の大きい場合や
　SRC造のあばら筋の納まり
　に使用することができる。

幅止め筋

腹　　筋

腹筋

幅止め筋

4-D10(9φ)　2段

2-D10(9φ)　1段

D10(9φ)@300以内1200≦D

　900≦D<1200

　600≦D<　900

　D<600　不要

D10(9φ)@1000以内で割り付ける

D16@200以下

スターラップ

床主筋と同径、同ピッチ

L1/2

L
1
/
2

Ｌ1

Ｌ３

L1/2

Ｌ
1

Ｌ
３

L
1
/
2

1 2 23

1 2

柱幅

15d

25d

2Lo/3

Lo

L2

θ=45°

20d 20d

CL

Lo/6 Lo/4

L2+5d

L2+5d

Lo

L
2
+
5
d

L
2
+
5
d

20d

CL

15dLo/4

CL

※

D

15
0以

上 L2

フック付

Ｌ

15d

L2

10dかつ150以上

15d10
d以

上

Ｌ

Lx/4Lx/4

L
x
/
4

L
x
/
4

L
y

Lx

60７５～１００L2

D

D
1
4

D

3
4 D

1
4 DD

3
4

D
3
4

L
2

a
L
2

Ｌ
２

か
つ

中
心

線

を
超

え
る

１５０程度

L
2

１５０程度

Ｌ２かつ柱中心を超える

L
2

L2

L2

1000

1000

L2

L2

L2

L
2

L2L2L2

L
2

L
2

L
1

１２０以上

H

１
０

０
以

下

L2

L
1

H

L
2

１
０
０

以
下

１５０以上

L
2

L2

a

a

（φ　＋φ　）×　／　以上

φ φ φ

L2

D

Ｗ≦Ｄ／６、Ｗｔ/2

かつ７ｃｍ

t 250250 t 250250

Ｗ
ｔ

Ｗ Ｗ
ｔ

Ｄ
（

柱
幅

）

DD/3

Lo/4 Lo/4

Lo

φ φ

≧Ｌ１

L
1

5
0

≧
Ｌ
１

5
0

≧
Ｌ
１

≧Ｌ１

≧Ｌ１

50 50

50

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

15dL2 L0/4

25d

2
1

Ｂ以上

Lo

L1

L1
L1

L
1 L1

L
1

2L1

L1

Ｌ
２

Ｌ１

Ｌ
２

Ｌ１

30d

3
0
d

Dφ

※
※

２
５

０
以

上
２

５
０

以
上

４５°

L2

L2

２φ２φ

L1

L1

15d

ｔはスリット高さの１／１００以上とする。

L
1

L
1

h
o

L2

L2

L
1

h
o

h

L
1

L2 L2

L2

L2

L2 L2

t

t

a

a

a

B

30d

3
0
d

30d600

250

L1

１２００×６００以下

2
0
0

L
1

L1

D Ｄ
以

下

D

2D

H

L1

L1

2D

L1

300 50

D
D

Lo

Lo/4 Lo/4

D DLo/4 Lo/4

8
d

6d

6d
6d

8
d

6d

4
d

6d

4d

D

4
d １

８
０

°
曲

げ

4
d

6d

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 （ ２ ）
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一級建築士登録

第376434号

小 山　佳 行

構造設計者

ガ ス 抜 き

①

スカーラップ部分は

回し溶接する

の 角 の Ｒ に 接 し な い こ と

あ た ら ぬ こ と

エ ン ド タ イ プ が 互 に

①

平面 詳細断 面図A A

溶 接 記 号 番 号 を 　 中 に 記 入 の こ と

4

7

7

4

※

※

※

回 し 溶 接 す る

ス カ ー ラ ッ プ 部 分 は

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

断 面図A A

※

※

平面 詳細

AA

※

フ ラ ン ジ が 柱 の Ｒ に
θｔ

大 梁 が 斜 め の 場 合

側 板 に 注 意 の こ と

は 溶 接 と 添 板 の 内

接 し な い こ と

④

ｔ ＞ 柱 フ ラ ン ジ の プ レ ー ト 厚

※

※

及 梁 成 が 異 な る 場 合

柱 が 途 中 で 折 れ る 場 合

フラム

※

根 巻 き の 場 合

t

１※ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、３～５とする。

内 ダ イ ア フ ラ ム の 場 合 は 柱

内 ダ イ ア フ ラ ム

内ダイア

（ 通 し ダ イ ア フ ラ ム の 場 合 ）

内 ダ イ ア フ ラ ム

A A 断 面

溶接材 料 入熱 バス温度差（℃）

４００Ｎ級鋼

４９０Ｎ級鋼

鋼材 の種 類

4

１※ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、 2 ・又は３～５とする。

7

7

※

※

※

2 ※ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、３～５とする。

※

※

※※

※

※※

１※ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、３～５とする。

　※※印は設計者が記入すること。

40以下 350以下

350以下40以下

30以下 250以下

40以下 350以下

JIS　Z　3211,3212,3214

JIS　Z　3312

JIS　Z　3315

JIS　Z　3212,3214

JIS　Z　3312

JIS　Z　3315

注） STKR,BCR,BCP材は JIS Z 3312、の み使用可

　　 「構造 設計 特記 仕様 6.鉄 骨工 事 (2)□認 定また は登 録工 場」の

　　 グレ ード 別に 定め られた 適用 範囲 と溶 接条 件制 限事 項に よる

75 105゜ ゜θ＝　 ～

25　 以 上 か つ

φ＝ 20

以
上

1
0
0

以
下

80

以
下

1
5
0

25以上

以
上

2
5

４※ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、３～５とする。

※※

YGW―11,15

YGW―18,19

YGA―50W,50P

YGW―11,15

YGW―18,19

YGA―50W,50P

１

１

１

１

７

１

１

１

１

４

１

４
４

１

１

１

１

１４

４

４

７

４

１

４
４

４
４

１

１

４

４

４

１

４

２

２

１

１

４

４

４

１

（１） 材 料及 び検 査

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長
（単位㎜）

SS

2t

S

t 1

①

tt

S

溶 接姿 勢

t 1

②

（ 使 用 箇 所 に 注 意 ）（２）

（３）

部 分溶 け込 み溶 接

（１）

溶 接姿 勢

Ｇ＝　　（裏はつり後裏溶接）

③

　フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

　　㎜～　㎜は１パス以上、　㎜以上は２パス以上とする

　溶接棒角度θは　゜～　゜とする3 0 4 0

9 1 6 1 9

（４） フ レア ー溶 接

Ｋ 形 の 場 合

寸法 （㎜ ）

④

溶 接姿 勢

のど厚　㎜t 余盛の高さ㎜

⑤

⑥

⑦

⑧

～20Ｇ＝　　

削り面

（ａ）

（ｂ）

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

（５） 塗 装

ない様に、養生を行う

（ヘ） 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部をいため

し、部材にマークをつける

基準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行

（ホ） 裏はつり

ｒ ス カ ラ ッ プ

ｒ＝３０～３５ｍｍ

Ｇ：ルート間隔

θ：開先角度

（ニ） ノンスカラップ工法

（但し、ｔ≧ 1 5 m m のとき 4 . 0 m m とする）

（ｃ）

（２） 工 作一 般
（ａ）

（ｂ）

（ｃ）

（３） 高 力ボ ルト 接合

溶接機器

溶接方法

溶接姿勢

（４） 溶 接接 合

（ａ）

（ｂ）

（ｃ）

（ｄ）

（ｅ）

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

（ロ）

（イ） 仮付位置

（ｆ）

仮付不良 良 仮付不良 良

組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

開先面裏はつり側にする。

仮付溶接

（ハ） スカラップ半径は３０～３５ｍｍと、１０ｍｍのダブルアールとする

（ロ） 裏あて金

Ⅳ）

グラインダー仕上げとする
エンドタブ

㎜以上

かつ　以上

t

3 5

2 t
溶接終了後、母材より　㎜程度残し切断して、

エンドタブの長さは、Ⅲ）

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブを取り付ける

Ⅰ）

エンドタブ（イ）

溶接施工（ｇ）

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

1 0

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は

工事監理者の承認を得る

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上を原則とする

但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる

完 全溶 込み 溶接 （ 平 継 手 　 Ｔ 形 継 手 ）

Ｔ 形 突 合 せ 継 手 余 盛

（平継手で板厚が異なる時）

（裏はつり後裏溶接）（裏はつり後裏溶接）
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≦　R 2

G

θ
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3
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t 19＜　≦　12

　≦　4t 1

t

溶 接姿 勢

　≧　㎜t 19

F.V

19＞t

60ﾟ

f
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θ＝45ﾟ

Ｇ＝　　～20

≦　R 2 t
2t/3

t/3

f

F.V
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溶 接姿 勢

t

1
2.5

a

2t
t1

f

Ｇ＝　　～20

t≦　R 2

θ＝45ﾟ

f

≦　R 2

Ｇ　

L L２５ｍｍ以上

t

t1

f 3.0＜　≦　　㎜0
（但し、ｔ≧15mmのとき4.0mmとする）

θ= 45ﾟ
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F.V

θ θ

溶接 姿勢

ｔ ㎜

１２≦ｔ≦１９
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MC:35

NGC､GC:40

ｍｍ以上

ｍｍ以上とし特記のない場合は、

但し、梁成がＤ＝１５０ｍｍ未満の場合のスカラップはｒ＝２０ｍｍとする。

（ａ）

（ｂ）

（ｃ）

グリットブラストによる処理で表面荒さが、５０μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままで良い。

高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外形２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

るよう注意して行う

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

鉄骨製作及び施工に先立って

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが　㎜以下のものとする

但し、ベースプレートの厚さは除く

40

「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる。溶接部の性能、溶接金属の性能を満足すること。

溶接技能者

溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）又はJISZ3841（半自動溶接）

（イ） 交流アーク溶接機 （ニ） 炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ロ） 溶接電流を測定する電流計（ホ）

（ハ） （ヘ）

アークエアーガウジング機

サブマージアーク溶接機一式 溶接棒乾燥器

300A～500A

（直流） 600A

アーク手溶接 ガスシールドアーク溶接

アークエアーガウジング

(GC)

(AAG)

(MC)

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接(NGC)

　但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

　軸力が加わる場合のＳは母材と同

　厚とすることが望ましい。

t　ｔは　、　の小なる方とするt21

　余盛は（　＋　 　）㎜以下とする0.1S1

F.V

　＞　㎜t 16t

10t/4≦　≦　㎜

≦t t1

ｆ

f 3.0＜　≦　　㎜0 104≦　≦　㎜t2/ ａ

10ft/4≦　≦　㎜

10ft/4≦　≦　㎜

10ft/4≦　≦　㎜

～0 2

構造設計特記仕様による

隅 肉溶 接

Ｒ≦２

r10
r35

裏当て金

(KJ/cm)

θ

Ｇ

７※はりフランジは、通しダイア

　　フラムの厚み（ｔ）の内部で

　　溶接する事。

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

＜柱材料：ＢＣＲ２９５，ＢＣＰ３２５を使用する場合＞

ダイアフラムは、柱フランジ厚１６ m m 未満の場合ＳＮ４９０Ｃ・ＳＮ４９０Ｂ

　　　　　　　　柱フランジ厚１６ m m 以上の場合ＳＮ４９０Ｃを使用する。

、 型、 　Ｂ．Ｈ方式

　ＢＯＸ型

　鋼材種別による溶接条件

１．一般事項 ２．溶接基準図

鉄 骨 構 造 標 準 図

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

1/ 1/

鉄 骨 構 造 標 準 図 S-042024 /02 /29

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

sar-603 -16

（宮城県知事）第24310185号



一級建築士登録

第376434号

小 山　佳 行

構造設計者
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小梁シリーズ 小梁サイズ

B=100シリーズ　g= 60

B=125シリーズ　g= 75

B=150シリーズ　g= 90
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※1.梁付図にボルト本数を増やす明記が有る場合の

    ガセット形状はTYPE イ とし、小梁下フランジを

  　切欠くこととする

※2.大梁の横補剛として方杖が取付く部材がある。
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ハ

ハ

ニ

ニ

ニ

ニ

ロ

H-600・200

H-500・200

H-450・200

H-400・200

H-350・175

H-300・150

H-250・125

H-175・ 90

H-150・100

H-200・150

H-250・175

H-300・200

H-350・250

H-400・300

H-450・300

H-500・300

H-600・300

H-700・300

H-800・300

H-900・300

H-100・100

H-125・125

H-175・175

H-200・200

H-150・150

H-175・ 90・ 5 ・ 8

H-198・ 99・4.5・ 7

H-248・124・ 5 ・ 8

H-250・125・ 6 ・ 9

H-298・149・5.5・ 8

H-300・150・6.5・ 9

H-346・174・ 6 ・ 9

H-350・175・ 7 ・11

H-396・199・ 7 ・11

H-400・200・ 8 ・13

H-446・199・ 8 ・12

H-450・200・ 9 ・14

H-496・199・ 9 ・14

H-500・200・10 ・16

H-596・199・10 ・15

H-600・200・11 ・17

H-148・100・ 6 ・ 9

H-194・150・ 6 ・ 9

H-244・175・ 7 ・11

H-294・200・ 8 ・12

H-340・250・ 9 ・14

H-390・300・10 ・16

H-440・300・11 ・18

H-488・300・11 ・18

H-588・300・12 ・20

H-700・300・13 ・24

H-800・300・14 ・26

H-900・300・16 ・28

H-100・100・ 6 ・ 8

H-125・125・6.5・ 9

H-150・150・ 7 ・10

H-175・175・ 7 ・11

H-200・200・ 8 ・12

1.左記の継手標準は「SCSS-H97」

  に準拠している。

2.部材の材質は下記による。

  鋼 材(無印):SN400,SS400

  　　 (○印):SN490,SM490A

  H.T.B  　　:S10T

3.裏サイズの継手標準は、その同サイズの

  表サイズの継手に倣う。

M20

ロ  2-M16 PL- 6 140  90H-200・100・5.5・ 8
H-200・100

イ  2-M16 PL- 6  80 150H-150・ 75 H-150・ 75・ 5 ・ 7

2PL-16 290 100 16 M16 2PL- 6 140 170  4 M16H-200・100・5.5・ 8 イ
H-200・100

2PL-12 410 125 24 M16 2PL- 6 170 290  8 M16 @90H-250・125・ 6 ・ 9 ロ
H-250・125

2PL- 9 410 200 4PL- 9 410  80 24 M20 2PL- 9 260 170  8 M20H-400・200・ 8 ・13 イ
H-400・200

はさみ板 PL-6 @900以下イ  2-M16 PL- 6  80 1502C-100・ 50 2C-100・ 50・ 20・2.3
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（1）工事に先立ち、下記内容の施工計画書を監督員に提出する。

　　①工事概要(工事内容、一般事項、工期、工事仕様)

　　②案内図

　　③組織表

　　④実施工程表

　　⑥スクリュー・プレス工法概要（工法概要、施工手順、施工フロー）

　　⑦事後試験

　　⑧管理項目

　　⑨安全管理

　　⑩使用機械仕様書

5.施工

（1）施工地盤は施工機が傾斜・転倒しないように養生する。

（2）基本的な作業手順を以下に示す。

　　④砕石を投入し、押圧ロッドで転圧する。

（3）施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示

　　を受けるものとする。

6.施工機械

(1) 本工事に使用する機械は以下の通りである。

　　①スクリュー・プレス工法施工機 d)補強体一覧表　e)工事写真

2.一般事項

近隣構造物により、監督員の承認を得て変更することがある。

3.特記事項

　　④補強体の径、施工長、本数、配置は本工事設計図書による。

(1) 本工事は、本特記仕様書および、建築技術性能証明評価概要報告書「スクリュー

　　①スクリュードリルを補強体芯にセットする。

　　②スクリュードリルを回転させながら地中に挿入する。

　　③計画深度まで削孔し、スクリュードリルを引き上げる。

(2) 補強体の径、施工長、本数、材料の投入量等は、土質や地盤状況および

　　⑤手順③・④を繰り返し、GLまで補強体を築造する。

　　⑤補強体配置図

　　①削孔深度…規定深度（設計施工長）以上の到達を確認する。

　　③押圧深度…0.4m以下/層であることを確認する。

（1）載荷試験

　　②砕石投入量…削孔体積以上の砕石投入を確認する。

　　②砕石積込用油圧ショベル

・プレス工法」（GBRC性能証明）による。
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全体で5箇所とする。

砕石を締固めながら充填して柱状砕石補強体（以下「補強体」と称す）

本工事は、専用施工機によって軟弱地盤を柱状に掘削し、この掘削孔に

4.施工計画 7.施工管理

（1）本工事専用施工機の管理装置による施工管理項目のうち、特に品質に

影響があると考えられる下記項目について、モニター画面にてリアルタイムで

現場毎に１箇所以上、かつ50本毎に１箇所以上試験を行う。

(補強体本数が100本を超える場合は100本毎に1箇所、500本を超える場合は

30mmの沈下がある場合は、再度全箇所を押圧し30mmを超えないようにする。

8.品質管理

工事完了後、下記の項目について報告書をとりまとめ、監督員に提出する。

（1）本工事はスクリュー・プレス工法協会に所属する施工会社の責任施工とする。

（2）補強体仕様

　　①呼び径：φ430mm　φ350mm

　　②施工長：1.5m以上4.0m以下

（3）使用材料

　　JIS　A5001 道路用砕石1種S-40 (3号)

　　JIS　A5001 道路用砕石1種S-30 (4号)

1.工事概要

スクリュー・プレス工法（柱状砕石補強体を用いた地盤補強工法）特記仕様書

を築造することで、補強体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。

　　③打設ピッチ：0.75m～ 2.0 m

　　基礎下地盤の長期許容支持力度qsa≧長期接地圧の場合に限り、 

　　2.5mまでとできる。

a)工事概要（補強体径、施工長）b)補強体配置図　c)補強体施工順番図

　　②砕石投入量…1回毎の必要投入量を予め把握し、所定量をモニター

確認しながら施工を行う。

　　①掘孔深度…所定深度まで削孔したことをモニター画面で確認する。

　　　　　　　　　画面で確認しながら行う。

（2）補強体一覧表（削孔深度、砕石投入量、初回押圧深度）

　　③押圧深度…0.4m以下/層であることを確認する。

当社の補強体頭載荷試験基準に基づき載荷荷重を決める。

荷重段階は5段階1サイクルとして行い、1段階3分間とする。

載荷試験にて補強体の支持力を確認する。

又、施工長が複数種有る場合は、長さ毎に１箇所以上試験を行う。

(財)日本建築総合試験所　性能証明（GBRC第16-06号　改2）

　　JIS　A5001 道路用砕石1種S-5  (7号)

　　JIS　A5005 コンクリート用砕石及び砂　4020

　　JIS　A5001 道路用砕石1種S-20 (5号)

　　JIS　A5001 道路用砕石1種S-13 (6号)
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1:100基礎伏図・１階梁伏図砕石地盤補強　スクリュープレス工法

補強体径

補強体本数

地耐力 50kN/m2

1.5m

　：430mm

122本

改良長

注）特記なき限り下記による。

1. フーチング下端は、GL-1,100とする。

2.

3. 建物内部は、土間コンクリートとする。

基礎梁下端は、GL-1,100とする。

◇床レベル

：床下点検口
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1:30土間コンクリート配筋図

Xn

1:30ポストリスト

1:30基礎梁リスト

1:30布基礎リスト

上通し主筋

受け筋D13以上

通し筋又は
柱・梁へL2定着

ハカマ筋がない場合

連続基礎配力筋

ハカマ筋がある場合

折り曲げ筋1-D13

連続基礎主筋

Ｘ

Ｙ

全断面

ハカマ筋(縦横)
D10@300

全断面

ハカマ筋(縦横)
D10@300

全断面

ハカマ筋(縦横)
D10@300

FG1・F1

全断面

2-D13

300 x 900

3-D16

3-D16

-D10-@200

ハカマ筋(縦横)
D10@300

GL

スターラップ

符　号

B x D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

位　置

断　面

スターラップ

符　号

B x D

上端筋

下端筋

腹　筋

備　考

位　置

断　面

全断面

ハカマ筋(縦横)
D10@300

FG1A・F1A FG2・F2 FG11・F11

FG11A・F11

全断面

ハカマ筋(縦横)
D10@300

全断面

ハカマ筋(縦横)
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FG12・F12
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GL

全断面

2-D13

FB1
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7-D16

-D13-@200

改良下端 改良下端 改良下端改良下端

改良下端 改良下端 改良下端

砕石地盤補強
スクリュープレス工法

砕石地盤補強
スクリュープレス工法

砕石地盤補強
スクリュープレス工法

砕石地盤補強
スクリュープレス工法

砕石地盤補強
スクリュープレス工法

砕石地盤補強
スクリュープレス工法

砕石地盤補強
スクリュープレス工法

※1.腹筋はポスト内に L2 定着とする。

※2.基礎梁まわりの埋め戻し土は、厚さ 300mm 毎に十分な転圧を行う。

※4.長期地耐力（基礎下端）は、50kN／㎡とする。

GL

※3.支持層はN値50以上の粘性土層とする。
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（３）梁鉄筋通り方向

（4）ハカマ筋配筋図

700 x 700650 x 650 650 x 650

共　通　事　項 共　通　事　項

（１）特記なき限り、下記による。

　　　　巾止め筋 D10@1000

（２）シアコネクタ配筋図

（１）特記なき限り、下記による。

　　　　巾止め筋

（２）シアコネクタ配筋図

D10@1000

C1 C2 C3符　号

B x D

主　筋

フープ

断　面

※Ｘ方向（　　）を上通しとする。

※隅柱交差部は、両方の基礎主筋を連続して
　配筋する。

Ｌ
２ スターラップと

同径同ピッチ

D16@200

Ｌ
２ スターラップと

同径同ピッチ

D16@200
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天井受け材
C-100 x 50 x 20 x 2.3
@1,000

天井受け材
C-100 x 50 x 20 x 2.3

@1,000

注）特記なき限り下記による。

1. 梁下端は、FL+4,100とする。

胴縁芯胴縁芯

胴縁芯

胴縁芯
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注）特記なき限り下記による。

柱芯 柱芯

胴縁芯 柱芯柱芯 柱芯

柱芯

柱芯

柱芯柱芯柱芯柱芯

1. BPL下端は、FL-420とする。

2. P148は、胴縁面合わせとする。

柱芯

天井ブレース M16

　　　は、T1材を示す。2.
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注）特記なき限り下記による。

Ｘ方向

Ｙ方向

屋根ブレース M20

2.

〈符号〉表記の部材は梁中央取付きとする。3.

Ｙ方向 小梁天端レベルは、大梁天端 +50 とする。
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@455

母屋
C-100 x 50 x 20 x 3.2
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母屋
C-100 x 50 x 20 x 3.2
@455

Ａ 詳細図 1:30
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H.T.B.3-M20

H-346 x 174 x 6 x 9

PL-9

1:30ａ 断面
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C-120 x 60 x 20 x 3.2
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C-100 x 50 x 20 x 3.2
@455

ａ
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母屋
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母屋
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母屋受け
2C-100 x 50 x 20 x 3.2
(梁ピッチ)

母屋受け
2C-100 x 50 x 20 x 3.2
(梁ピッチ)

母屋受け
2C-100 x 50 x 20 x 3.2
(梁ピッチ)

母屋
C-100 x 50 x 20 x 3.2
@455

1. 　　　は、T1材を示す。
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1:100Ｘ１通り軸組図 1:100Ｘ５通り軸組図

1:100Ｘ２通り軸組図 1:100Ｘ６通り軸組図

1:100Ｘ３通り軸組図
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柱脚リスト 1:20

アンカーボルト関連の凡例 柱底均し仕上仕様

定着板(四角型)定着板(丸型)

外径(D) 板厚(t) 外辺(D) 板厚(t)

座金の
厚さ(t)

アンカー径

M16 48

M20 60

M22
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M30

M33

M36

M39

8
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91
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120 24

20

17
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13

10 50
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90

100

110

120 22

19

16

12

9

材料

ア)本柱

圧縮強度 ※　30　N／mm2以上

厚さ

工法

□　

※　無収縮モルタル

□　モルタル

■　A種(型枠･圧入工法)

■　50　mm

転造ねじ 転造ねじ

28 x 500 x 500(SN490B)40 x 500 x 500(SN490B)

転造ねじ

36 x 500 x 500(SN490B) 12 x 300 x 130(SS400)

切削ねじ

12 x 300 x 130(SS400)

切削ねじ切削ねじ

12 x 130 x 180(SS400)

4-M27(ABR490)

la=540

lb=652

4-M22(ABR400)

la=440

lb=536

4-M24(ABR490)

la=480

lb=588

2-M16(SS400)

la=320

2-M16(SS400)

la=320

2-M16(SS400)

la=320

無収縮モルタル 無収縮モルタル 無収縮モルタル 無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル
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符　号

部　材

備　考

特記事項

平　面

立　面

B．PL

A．BOLT

定着長 la

有効長 lb
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一級建築士事務所登録
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※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
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外構平面図－１ S=1/100

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
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遊具とフェンスの間に植栽を施し児童を保護する。

芝種子散布

芝張

既存樹木周囲
築山　芝張
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児童クラブ室（６）
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女子トイレ（２）
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平面図参照

市道（法４２条１項１号）

直径1.5m

側溝

集水桝

VP150
排水管

仕様・寸法 単位
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m

基360型

U型側溝240　グレーチング細目
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記号 種別

128.00 S=1/100外構平面図－２

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
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既存電柱移設

既存ﾌｪﾝｽ既存ﾌｪﾝｽ

▼
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行
道
路
中
心
線

既存ﾌｪﾝｽ既存ﾌｪﾝｽ

▼道路面

▼BM±0 ▼BM±0

▼道路面

▼駐車場GL=BM+1000

▼BM±0

▼校庭GL=約BM+1000

▼BM±0

▼設計GL=BM+1000

▼駐車場GL=BM+1000

▼市道路面

▼市道路面

▼BM±0

▼BM-500

▼道路面

▼BM±0

▼駐車場GL=BM+1000▼駐車場GL=BM+1000

本勾配区間：道路勾配9.50％ 緩和勾配区間：道路勾配4.60％緩和勾配区間：道路勾配4.60％

道路勾配　1：10.53

道路勾配　1：21.73

道路勾配　1：21.73

▼路盤面

既存電柱

間知ブロック解体範囲

既存フェンス解体範囲

ガードフェンス　H=1100

間知端部ブロックは解体した間知ブロックを再利用

傾斜路の路盤面

新設ネットフェンス　H=1500

新設ネットフェンス　H=1500

S=1/50現況乗入予定部分正面図

S=1/50新設乗入部分正面図

S=1/50傾斜路盤断面図

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

門扉
間知ブロック端部コンクリート充填

土留め用CB２段

RC擁壁
間知ブロック端部・頂部コンクリートで覆う
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水
勾

配

10015 ,1510015 ,15

10015 ,15

20人用 20人用 20人用

11 2 3 4 2 3 4
郵便受け
ナスタ・KS-MAB4-L-W同等品
FL+900

F
u-
10

×
2
台

下足入：Fu-12　H1055×3台

UP

U
P

横胴縁：C-100x50x20x2.3＠455

湿式ロックウール外張り断熱t=80

外周部LGS50

既製アルミ２段手摺　H800

インターフォン
警備システム

RC腰壁H=GL+1160

外流し

グレーチング

既製アルミ２段手摺　H800

鉄骨柱：耐候性塗装（DP）

竪樋：VU管　φ75　固定金物　

点状点字ブロック貼付け
(塩化ビニル製)

点状点字ブロック貼付け
(塩化ビニル製)

線状点字ブロック貼付け
(塩化ビニル製)

点状点字ブロック貼付け
(塩化ビニル製)

け
)

線状点字ブロック貼付
(塩化ビニル製)

点状点字ブロック貼付け
(塩化ビニル製)

事務室

玄関ポーチ

水勾配

埋戻土 埋戻土

T-3

スロープ②　ｃ-ｃ断面図　S=1/30 スロープ②　ｄ-ｄ断面図　S=1/30スロープ①　b-b断面図　S=1/30スロープ①　a-a断面図　S=1/30

ポーチ・スロープ部分平面詳細図　S＝/30

X0通り　アプローチ断面図　S=1/30

e-e断面図　S=1/30 e-e断面図　S=1/30

ポーチ　e-e断面図　S=1/30 RC腰壁　ｆ-ｆ、g-g断面図　S=1/30

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

コンクリート刷毛引き
スロープ②

コンクリート刷毛引き
スロープ②

コンクリート刷毛引き
アプローチ

既成アルミ２段手摺　H800

コンクリート刷毛引き

2-D13

磁器質タイル300×300

D10@200ﾀﾃﾖｺ

2-D13

既成アルミ２段手摺　H800

D10@200ﾀﾃﾖｺ

差し筋：D10@1000

磁器質タイル300×300

D10@200ﾀﾃﾖｺ

コンクリート刷毛引き

コンクリート刷毛引き

D10@200ﾀﾃﾖｺ

面取り

D10@200ﾀﾃﾖｺ

磁器質タイル300×300

D10@200ﾀﾃﾖｺ
D10@200ﾀﾃﾖｺ

砕石 RC-40 t=100

砕石 RC-40 t=100
砕石 RC-40 t=100

砕石 RC-40 t=100
砕石 RC-40 t=100

面取り

ワイヤーメッシュφ3.2
砕石 RC-40 t=100

差し筋：D10@200
差し筋：D10@200

芝種子散布

面取り

打ち継ぎ目地

RC腰壁(打ち放し仕上)

砕石 RC-40 t=100

D10@200ﾀﾃﾖｺ

D10@200ﾀﾃﾖｺ

面取り
面取り

面取り

砕石 RC-40 t=100

RC腰壁(打ち放し仕上)

コンクリート刷毛引き

打ち継ぎ目地

磁器質タイル300×300
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グレーチング

立水栓

立水栓
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代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0

外 構 詳 細 図 － ２ Z-00 5-2
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（宮城県知事）第24310185号



▼RC擁壁天端

▼BM±0

▼BM-500

▲設計GL=BM+1000

▼RC擁壁天端

▼BM±0

▼BM-500

▲駐車場GL=BM+1000

D10＠200タテヨコ　ダブル配筋

D10＠200タテヨコ　ダブル配筋

D10＠200タテヨコ　ダブル配筋
D10＠200タテヨコ　ダブル配筋

D10＠200タテヨコ　ダブル配筋

幅止め筋D10@1000以下 幅止め筋D10@1000以下

D10＠200タテヨコ　ダブル配筋

幅止め筋D10@1000以下

幅止め筋D10@1000以下

D10＠200タテヨコ　ダブル配筋

D13＠250タテヨコ　ダブル配筋

D13＠250タテヨコ
ダブル配筋

D10＠200タテヨコ　ダブル配筋

D10＠200タテヨコ　ダブル配筋

幅止め筋D10@1000以下

D13＠400

D13＠400

3-D13

RC基礎

街灯位置にスリーブφ150

擁壁へ差し筋
D10(ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ使用)
D10＠250ﾀﾃﾖｺ
鉄筋カゴ作成

D10＠250ﾀﾃﾖｺ
鉄筋カゴ作成

1-D13
天端均しコンクリート

D13＠200タテヨコ　ダブル配筋

D13＠200タテヨコ　ダブル配筋
幅止め筋D10@1000以下

9
0

2
5
0

250

450

鋼製グレーチング

細目

3
4
0

5
5

450

砕石基礎

T-6

3
0

敷きモルタル

落蓋式U型側溝250

レベル差が生じる場合は
面取り品を使用する。

敷きモルタル

透水As舗装 As舗装 As舗装裸地

敷きモルタル

1
20 ● ●

60 60

120

● ●● ●

600

120 360 120

擁壁②断面詳細図 擁壁③断面詳細図 擁壁④断面詳細図

擁壁⑦断面詳細図擁壁⑤断面詳細図 擁壁⑥断面詳細図

アスファルト舗装詳細図 S=1/10

街灯・引込ポール詳細図

擁壁部分

一般部分

CB土留め詳細図 S=1/20 S=1/30間知ブロック断面詳細図

既存断面図 改修後断面図

改修後正面図

外部水栓詳細図 S=1/20S=1/20雨水排水側溝詳細図

S=1/20地先ブロック詳細図

車止め詳細図 S=1/20

S=1/20避難口階段部詳細図

断面図 平面図

RC擁壁断面詳細図

擁壁①断面詳細図

S=1/30

加熱混合式天然豆砂利舗装詳細図 S=1/10
※透水性As舗装

雨水排水集水桝詳細図 S=1/20

▼GL

▼FL

▼基礎立上り面

▼壁芯

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
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50 400 50

35

395

385
500

95

40

4
5549
0

集水桝360本体 集水桝360蓋

ガードフェンスH=1100

水抜き穴φ75

▼路盤面

裏込石

路盤t=100

フィルター層t=60

透水Aｓ舗装t=40

U字側溝：呼び名240

法面保護：芝張

土留め用CB2段9列

天端金コテ仕上

▼路盤面

プライムコート PK-3

As舗装：表層工：再生密粒度アスコンt=50

路盤工：再生クラッシャーラン RC-40 t=150

▼路盤面

フィルター層　砂　t=60

クラッシャーランC-40　t=100

脱色バインダー豆砂利混合物 t=40

コンクリート刷毛引き仕上

水抜き穴φ75
※3㎡に１ヶ所程度

裏込石

▼路盤面

As舗装t=50
路盤t=150

U字側溝

ネットフェンスH=1500

ガーデンパン：550-D型：タキロンシーアイ　同等品
立水栓：D-X3-20131000＋ホーム栓　同等品

既存間知ブロック

既存天端ブロック

既存間知ブロック

ひび割れ防止ワイヤーメッシュφ3.2

天端均しコンクリート

小口止めブロック再利用

小口塞ぎコンクリート

天端均しコンクリート

D10＠200ﾀﾃﾖｺ

段鼻：塗装（ホワイト）

差し筋D10＠400(ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ使用)

コンクリート刷毛引き仕上

段鼻：塗装（ホワイト）

解体撤去

コーナー面取り
面取り10×10

グレーチング
グレーチング

立水栓
オーバーフロー

▼
道
路
境
界
線

▼
道
路
境
界
線

刷毛引き仕上

刷毛引き仕上

▼道路面

グ
レ
ー
チ
ン
グ

グレーチング

グレーチング
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鉄筋コンクリート製
W500×D500　H=600
根入れはL/6L以上確保

街灯・引込ポール基礎

L/6=1000以上　GL-1000
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事
A1： 1/30 A3： 1/60
A 1： A3： 1/401/2 0
A 1： A3：1/10 1/2 0特記

外 構 詳 細 図 -３ Z-00 5-3
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▼RC擁壁天端

▼BM±0

▼BM-500

▲駐車場GL=BM+1000

シリンダー錠

メッシュフェンス・門扉 ネットフェンス詳細図 S=1/20

S=1/20

擁壁①断面詳細図

ガードフェンス詳細図 門扉詳細図 S=1/30

S=1/20

S=1/30外部倉庫前犬走断面図 S=1/30車いす駐車場サイン

加熱溶着タイプ　ジスラインS-NP　同等品

サイン：SJC-P006+SJC-P017

@150

RC擁壁

□21×21×1.6□60×60×2.3

43×41×10×1.6

菱形金網
φ3.2x50mm目

（再生PET樹脂被覆鉄線）

爪付胴縁 R付L40x40x3

鉄線 φ4

爪付胴縁 R付L40x40x3 主柱（VB）端柱 L50x50x6

R付L45x45x4

P -44x4.5L

門柱 L50x50x6主柱（VB）

※各項目の色指定は暫定であり、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。
※その他の色指定は、工事実施前に工事監理者と協議の上決定する。

コンクリート刷毛引き

D10@200ﾀﾃﾖｺ

門塀：コンクリート化粧打ち放し仕上
門塀：コンクリート化粧打ち放し仕上

差し筋：D10(ケミカルアンカー)

砕石 RC-40 t=100
ワイヤーメッシュφ3.2

施設名サイン

外部倉庫

▼GL
▼FL-220

 3種亜鉛めっき＋

 ポリエチレン系流動浸漬塗装

外　側

内　側

▽ＧＬ

外　

側

内　

側

支柱　(STK400)

φ50.8xt1.6
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事
A1： 1/30 A3： 1/6 0
A 1： A3： 1/401/2 0

正　面　図

（S=1／20）

（S=1／20）

側　面　図

（S=1／20） （S=1／20）

正面図（キュービクルフェンス部分）

VB5型H1500同等品

特記

VH-G型 H1500同等品

有効開口幅

平面図

門扉・門塀断面図

門扉正面図

平面図

門塀正面

ステンレス切り文字：ヘアライン仕上

外 構 詳 細 図 -４ Z-00 5-4

メッシュフェンス：HGNA ハイグリッドフェンスNA型　同等品
門扉：HGNAシリンダー錠対応門扉　同等品

▼ＧＬ

１．

トは溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理とする。
高耐候性樹脂粉体塗装とする。但し、ボルト・ナッ

外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上

角格子ガ－ドフェンス　ＰＺ－ＦＣ１１００　同等品

　本体：アルミ形材
　レール：ステンレス　
　色：シャイングレー

アペリードAL型 Bタイプ〈縦格子タイプ〉FHALB4-80-0814　同等品

sar-6 03- 16

2 024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号

正　面　図（S=1／20）



植栽：支柱形式：二脚鳥居形 S=1/50

植栽：布掛け形 S=1/50

T-1　シラカシ　H=4.0ｍ程度

樹種リスト

樹種リスト

T-2　キンモクセイ　H=3.0ｍ程度

T-3　ソヨゴ(株立ち)　H=2.5ｍ程度

　　 ナンテン（株立ち）　H=0.5ｍ程度

T-4　ボックスウッド　H=0.6ｍ程度

ナンテンボックスウッド

※植栽に表情を付けるためボックスウッドとナンテンをこの順番で植え付ける。

※　　幹周が10cm～20cmの場合は添え木付き
　　　幹周が20cm～29cmの場合は、樹木によって添え木の有無を判断する
　　　幹周が29cm～39cmの場合は添え木なし

側面図

GL

釘打ち鉄線掛け又はボトル締め

杉皮・しゅろなわ掛け結束

（杉皮・しゅろなわ掛け結束）

1,
80

0

正面図

GL

600（添え木）

面取り

横木丸太

支柱丸太（
95

0内
外

）

二脚鳥居形（幹周10～39cm）

二脚鳥居形（幹周10～39cm）

※樹種は一例であり協議により決定する。

正面図

H

h=
2/

3Ｈ
内

外

GL

杉皮・しゅろなわ掛け結束釘打ち鉄線掛け又はボルト締め

竹又は丸太
面取り

布掛け形（幹周10～49cm）

釘打ち鉄線掛け又はボルト締め 側面図

GL

GL

※樹種は一例であり協議により決定する。

平面図

（添え木）

※樹種は一例であり協議により決定する。

4,
00
0

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 1/50 1 /10 0

外 構 詳 細 図 -５ Z-00 5-5
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代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

M-001

　 － 　 －

機 械 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書 2024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号

　　令和６年度　東向陽台小学校児童クラブ新築工事

児童クラブ 鉄骨造 １ ７９８.66 ８８２.92 ６項(ハ)　児童福祉施設等

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

０.6０.5

Ｍ－

　　宮城県富谷市明石台１丁目３７番１３、３７番１２の各一部

図（機械設備工事編　令和４年版）」（以下「標準図という。）による。
（機械設備工事編　令和４年版）」（以下「標準仕様書」という。），同部設備・環境課監修の「公共建築設備工事標準

・　粉末消火　　　　　　・　連結散水　　　　　　　・　フード等用簡易自動消火　　　　　　　　　・消火器

（工　　期：令和　　年　　月　　日）

（工事工期より　　　　　　　　日前）
（対象部分：　　　　　　　　　　　　　　　）

・　あり※　なし６．概成工期

雑排水　　（・　下水道直放流　　・　浄化槽　　　・　側溝　　・　別途桝）

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。なお,

・　全空気方式　　　　・　ファンコイルユニット，ダクト併用方式　　　　・　パッケージ方式

・　全空気方式　　　　・　ファンコンベクター，ダクト併用方式

（１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

　電気設備工事の工事仕様書は（　／　）図，建築工事の工事仕様書は（　／　）図による。

（２）特記事項は,・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

・　都市ガス　種別（　　）　　　　　ｋＪ／ｍ３（Ｎ）（供給圧力　　Ｐａ）　　・　液化石油ガス

放流先　　　汚　水　　（・　下水道直放流　　・　浄化槽）

・　屋内消火栓　　　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　連結送水管　　　　・　屋外消火栓

・　スプリンクラー　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　不活性ガス消火　　・　泡消化

・　温風暖房

・　直接暖房

・　局所式　　　　　　　・　中央式

・　空気調和

（１）項目は番号に・印の付いたものを適用する。

１．一般事項

Ⅱ．特記仕様書

２．特記事項

・　水道直結方式　　・　高置タンク方式　　・　タンクレスブースター方式　　・　

建物内の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）

建物外の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）

・　電気式　　・　電子式　　・　デジタル式　　・　空気式　　・　中央監視制御

※　なし ・　あり５．指定部分

設　　　　　　　備　　　　　　　概　　　　　　　要方　　　式

ガス設備方式

消火設備方式

給湯方式

排水方式

給水方式

自動制御方式

空気調和方式等

機　械　設　備　工　事　特　記　仕　様　書
Ⅰ．工事概要

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

建　物　名　称 構　　　造 階　　数 延床面積(㎡) 建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一

に よ る 用 途 区 分 備　　　考

工　　事　　種　　別

・換気設備

・排煙設備

・自動制御設備

・衛生器具設備

・給水設備

・排水設備

・給湯設備

・消火設備

・厨房機器設備

・ガス設備

・さく井設備

・浄化槽設備

・昇降機設備

・その他工事

工事種目 屋外

建設別及び

４．工事種目（・印のついたものを適用する。）

・印と※印の付いた場合は，共に適用するものとする。

・　構外搬出　　　※　構内指示の場所に敷き均し　　　・　構内指示の場所にたい積

特　　　記　　　事　　　項項　　　　　目章

３．機材の品質・性能証明

４．保　険

14．工事用電力,水,その他

15．工事用仮設物

９．事故報告

期日までに監督職員に提出する。

８.手続

11．技能士の適用

　・　配管（配管工事）　　・　建築板金（ダクト製作及び取付け）　　・　熱絶縁施工（保温工事）

　・　冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付及び調整）

10．電気保安技術者

　施工中に事故が発生した場合には，直ちに監督職員に通報するとともに，別に指示する「事故報告書」を指示する

17．発生材の処理

５．雇　用 　本工事は，公共職業安定所の紹介する者の雇い入れに努めること。

７．工事実績情報の登録

６．施工計画書および

施工図等

（ウ）その他発生材の処分を行う施設

（ア）特別管理産業廃棄物

写しを監督職員に提出のこと。

13．監督職員事務所

16．残土処理

（１）建設リサイクル法の規定に基づく通知義務等の該当　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

（２）フロンガス回収破壊法の規定に基づく措置の該当　　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

（３）引渡しを要するもの　　　　　　　　　　　　　　　　※　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

　　　こと。

（イ）特定建設資材廃棄物の再資源化等を行う施設

※　なし　　・　あり　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　コンクリートガラ等の安定型の産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　木くず等の管理型の産業廃棄物　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　コンクリート　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　コンクリート及び鉄から成る建設資材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

本工事に下記の当該職種別技能士（・１級・２級）を適用させる。（資格証の写しを提出する）

構内に作ることが　　　※　できる　　　・　できない

※　設けない　　・　設ける（　　　　　　　　号・・・建築工事仕様書）

　また，県が実施する「公共事業環境マネジメントシステム」の対象工事においては，環境配慮計画（実施）書を作

　工事の着手に先立ち，工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し，監督職員に提出する。

成し，監督職員に提出する。

請負額が５００万円以上の場合は，工事実績情報に登録する。

　工事の施工に先立ち，工種別施工要領書および施工図等を作成し，監督職員の承諾を受ける。

受注時，変更時及び完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け，登録手続きを行い，工事カルテの受領証を監督職員

また，設備機材は，設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関等が発行する資料等の

の写しを監督職員に提出して，承諾を受ける。なお，標準仕様書に規定される製作図，試験成績表等を含む。

　工事の着手，施工，完成にあたり，関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行う。

（４）廃棄物は，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令を遵守し，場外搬出の上，適切に処分する

本工事着手前に工事目的物及び工事材料等を，本工事完了後引渡し期日まで，火災保険及びその他の保険に付し，

１．適用基準等

12．足場等 ・　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　　　・　本工事で設置

枠組足場を設ける場合は，「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平成２１年４月改訂）」による

ものとし，二段手すり及び幅木の機能を有するものでなければならない。

に提出のこと。

・　木　　　　材　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　アスファルトコンクリート　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　建設工事執行規則（昭和３９年３月宮城県規則第９号）

なお，当該手続きに係わる費用は，受注者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力，水及び諸手続などの費用はすべて引渡しまで受注者の負担とする。

※　配置する　　・　配置しない

・　宮城県建設工事元請・下請関係適正化要綱（最新版）

本工事着手前に機器製作図を提出し，監督職員の承諾を受ける。

２．機　材　等

　同等のものとする場合は，監督職員の承諾を受けるものとする。

※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシックハウスマニュアル」に留意し，揮発

　性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

　規格適合品または同等品，化学物質等製品安全データシート等にホルマリン不使用が明示されたものとする。

※　本工事に使用する機材等は，設計図書に規定するもの，またはこれらと同等のものとする。ただし，これらと

※　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は，日本産業規格及び日本農林規格のＦ☆☆☆☆規格品，壁装材料協会

・　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房庁営繕部監修　令和３年版）

・　宮城県建築工事写真撮影要領（宮城県土木部制定　平成１２年版）及び工事写真撮影ガイドブック＜機械設備工事編＞
　　（国土交通省大臣官房庁営繕部監修　令和３年版）

一　
　

　
　

般　
　

　
　

共　
　

　
　

通　
　

　
　

事　
　

　
　

項

屋内（調整目標値）

一　般　系　統
外　　　　　気

中央監視制御装置の構成機能は別紙による。

２．計装工事の配線

１．中央監視制御

［　空気調和　・　冷房　・　暖房設備　］の当該事項に準ずる。

・　対象工事

・　風量調整　　　　　　　　　　　　　・　水量調整　　　　　・　室内外空気の温湿度測定

・　室内気流及びじんあいの測定　　　　・　騒音の測定　　　　・　初期運転状態の記録

・　機器の絶縁抵抗の測定　　　　　　　・　水圧調整

・　対象外工事

(１)機器類の能力，容量等は指示された数値以上とする。

(２)電動機出力，燃料消費量及び圧力損失は，原則として表示された数値以下とする。

19．容量等の表示

20．耐震措置 機器，配管，ダクト等は耐震を考慮し堅固に据え付け，取付け又は支持を行う。

一般機器

一般の施設

重要機器一般機器

特定の施設

重要機器

一階及び地下層

上層階、屋上及び塔屋

中層階

設置場所

21．弁等のサイズ

22．電線類

23．溶接部の非破壊検査

24．はつり

１．準拠事項

２．開放形湯沸器排気ﾌｰﾄ

一　
　

　
　

般　
　

　
　

共　
　

　
　

通　
　

　
　

事　
　

　
　

項

排　

煙　

設　

備 ４．排煙風量測定方式

２．排煙口の形式

１．ダクト

・　可動羽根（スリット共）　　　・　可動パネル

主機械室：

（　　　　　　　　　）

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　カラー亜鉛鉄板　　　　　・　

・　アルミガラスクロス

・　ステンレス鋼板

居室・廊下など

倉庫・書庫

各階機械室

主機械室

屋
内
露
出

(４)消火管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ

(３)油　管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ

(２)ガス管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ

ほか，屋外埋設管の分岐及び曲がり部に設置する。

(１)給水管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ
表示用テープ

・　根切り土の中の良質土（ただしヒューム管以外の管の周囲は山砂の類）　・　山砂の類

屋
内
露
出

（　　　　　　　　　）

倉庫・書庫

各階機械室

主機械室

居室・廊下など

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　ステンレス鋼板 ・着色アスファルトプライマー

・

・　アルミガラスクロス

・　合成樹脂製カバー　　　　・　

25．支持及び固定

（２）保温を行わない居室・便所・給湯室及び屋外の露出配管（鋼管）には塗装を行う。

（１）屋外・屋内露出の配線は，図面に特記のない限り金属管配線とする。

耐震措置の計算及び施工方法は，次に揚げる事項以外すべて建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省国土技術政策

夏期

温度(DB) 湿度(RH) 湿度(RH)温度(DB) 湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

１．設計温湿度

コンピューター室系統

２．０（２．０）

１．５（１．５）

１．０（１．０）

１．５（２．０）

１．０（１．５）

０．６（１．０）

１．５（２．０）

１．０（１．５）

１．０（１．５）

０．６（１．０）

０．４（０．６）

測定箇所は，監督職員の指示による。

（２）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

（３）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

（２）横走り主ダクト・主管の振れ止めは端部も行うこと。

（１）ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナット及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製

　特記されていない弁等のサイズは，機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

　対象配管系統　　・　冷温水　　・　冷却水　　・　消火（水用）　　・　油　　・　ガス

　検査の種類　　　・　浸透探傷検査（ＰＴ）又は磁粉探傷検査（ＭＴ）　　・　放射線浸透検査（ＲＴ）

　既存のコンクリート部の床，壁の配管貫通部等の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

建設リサイクル法

（ＳＵＳ３０４）とし，ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

・　ダクトの保温の外装は下記による。内装は（・　ロックウール　・　グラスウール）

・　配管の保湿の外装は下記による。内装は（・　ロックウール　・　グラスウール　・　ポリスチレンフォーム）

※　屋外露出　　　　※　居室　　　

・　亜鉛鉄板製　　　・　鋼板製（１．６ｍｍ以上）

11．弁　類 ※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

21.塗装

（１）下記部位に使用する，外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

屋外露出，多湿箇所

・　アスファルトプライマー

屋内隠ぺい，ＰＳ内

・　主機械室は下記の室とし，他は各階機械室とする。

　地中埋設標及び埋設用テープは，下記により屋外埋設部分に布設する。なお，地中埋設標の設置場所は図示による

（１）標準仕様書以外の天吊り機器の支持は，標準仕様書第３編２．１．１３（ｂ）に準ずる。

（２）天井内隠ぺいの配線は，図示に特記がなければケーブル配線とする。

（１）屋内露出裸ダクトの塗装（居室を除く）は　　※　行わない　　・　行う

（２）屋内露出冷却水配管の塗装（居室は除く）は　※　行わない　　・　行う

落札が決定した業者は，分別解体等省令で定める様式第１号別表１～３のうち当該工事に該当する別表及び

工程表を作成し，契約締結前に，契約担当者等に説明書を提出するものとする。また，特定建設資材廃棄物の

再資源化等が完了したときは，建設リサイクル法第１８条に基づいて書面により報告すること。

屋内隠ぺい，ＰＳ内

屋外露出，多湿箇所

・　末端水栓の水質測定　　　　　　　　・　し尿浄化槽放流水質の測定

自
動
制
御
設
備

 ※　亜鉛鉄板　・　ステンレス鋼版（ＳＵＳ３０４）（板厚は高圧ダクトによる）

４. 厨房用排気ダクト工法　 ※　アングルフランジ工法　　　・　コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．多湿箇所の排気ﾀﾞｸﾄ

５．厨房用排気フード (１)フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）　　　　※　取り付ける　　　　　　・　取り付けない

(２)フードコック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　取り付ける　　　　　　・　取り付けない

次の系統のダクトのシールは，標準図（施工４５，４６）のＮシール＋Ａシール＋Ｂシールとし，水抜き管を設ける。

３．厨房用排気ダクト

・　ワイヤー式　　　　　　　　　・　電気式（遠隔操作機能　　・　要　　・　不要）

19．保　温 (１)建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気抜き弁も含む），仕様は冷温水管の項による。

(２)屋外露出配管の保温は，給水設備の項による。

(３)外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温　　※　要（全熱交換器の給気ダクトを含む）　・　不要

(４)排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度保温する。（チャンバーボックスを含む）

(５)冷媒管（断熱材被覆銅管）の保温外装

20．電気工事の範囲 (１)地震感知器の配管配線　　　　　※　別途　　　・　本工事

(２)防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配線配管は

屋外　　　　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）    　・　　　

屋内露出部　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　　・　外装なし　　　・　　　　

※　別途　　　・　本工事

(６)高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は　　　　　ｍｍとする。

15．オイルタンク

17．注油口及び指示ﾎﾞｯｸｽ

16．積算油量計

18．消音内貼り

（２）遠隔油用指示計　　　※　取付ける　　　・　取付けない

（１）オイルタンク本体は図示による。

標準図（機材　６　）による。

図示の箇所に取付ける（熱源機器等）。

（３）吹出口に接続するチャンバーの消音内貼りは別図による。

（１）施工箇所は図示による。

（２）内貼りチャンバー類の寸法表示は，外形寸法とする。

（３）計量尺は，青銅製，黄銅製又はアルミ製とし，１００リットル実測目盛刻印とする。計量口は錠付とする。

・　単独形　　　　　・　共用形（　・　　ローリーアース付）

14．瞬間流量計

12．鋼管用伸縮管継手

13．温度計

※　ベローズ形　　　　　　・　スリーブ形

・　冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各還り管

・　パッケージ形空気調和機の冷却水及び温水の出入口

・　固定形（止水コック付）　　・　測定用タッピング（３２ｍｍピトー管流量計用）

　　着脱可能形の場合，その指示部（・　４０Ａ用　　個　　・　１００Ａ用　　個　　・　２５０Ａ用　　個）

※　着脱可能形（※　全数　・　図示による）

を付属する。

・　空気調和機，温風暖房機まわりの給気ダクト，還気ダクト及び外気ダクト

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

衛　

生　

器　

具　

設　

備

１．量水器

26．支持金物・固定金具

27．埋戻し土・盛土

28．地中埋設標及び埋設

29．保　温

排　
　

　

水　
　

　

設　
　

　

備

(１)屋内汚水管１．配管材料 (２)屋内雑排水管 (３)屋外土中汚水，雑排水管

・　排水用塩ビライニング鋼管

・

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・　排水用塩ビライニング鋼管

・　排水用塩ビライニング鋼管

(４)土間配管用 (５)通気管

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・

・

(６)ポンプアップ排水管

給　
　

　
　

　

水　
　

　
　

　

設　
　

　
　

　

備

・

・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　

・

・

・　ポリエチレン管

・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

(３)屋外土中用

化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）４．不凍水栓柱

(１)一般用　３．配管材料

２．量水器桝

(１)量水器桝内の保温を行う。

(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）

湯沸室，台所，厨房用水栓は泡沫式とする。

(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）

耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。

水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要

本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない

厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ，呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

５．弁　類

６．給水栓

７．埋設深さ

８．保　温

９．埋設弁開閉用ハンドル

10．水道加入金等

(１)呼び径６０ＳＵ以下　ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

（２）呼び径７５ＳＵ以上　　・　溶接接合　　・　ハウジング形管継手による接合　　・　フランジ接合方法

11．ステンレス管の接合

給水管の最小口径は２０ｍｍとする。ただし，器具接続部分を除く。12．その他

(１)親メーター　　　※　措用　　　・　買取り　　　（隔測メーター　・　有　　・　無）　

(２)子メーター　　　※　買取り　　　　　　　　　　（隔測メーター　・　有　　・　無）

２．便器洗浄用タンク ※　手洗なし　　　　　　・　手洗付

３．小便器自動洗浄 個別感知方式とする。（　・　小便器一体型　　・　小便器分離型）

４．器具付属水栓

１．大便器洗浄弁 ・　洗浄タンク方式　　　・　洗浄弁方式（不凍結節水弁付）

５．自動水栓 ※　電源供給方式（　※　ＡＣ１００Ｖ）　　　・　乾電池　　　・自己給電

固定こま式（節水こま式）とする。

７．大便器耐火カバー

６．温水洗浄便座加熱方式 ・　瞬間式　　　　　　　・　貯湯式

設ける（ピット内を除く）

・　その他（　　　　　　　　　　）　

設計用標準水平震度（Ｋｓ）

(３)材質（天幕とも）　　　　　　　　　　　※　ステンレス鋼板（ＳＵＳ４３０又はＳＵＳ３０４）

３．排煙口開放装置

(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５７）

(２)子メーター用　　※　標準図（機材５７）　　　・　水道事業者の指定品

(２)屋外露出配管（弁フランジを含む）は，標準仕様書第２編（表２．３．６　ｅ２・（ハ））とし

総合研究所・独立法人建築研究所監修２０１４年版）による。

建築設協定期検査業務指導書（（財）日本建築設備・昇降機センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。

18．総合試運転調整等 ※　本工事において下記の項目の総合試運転調整等を行い，報告書を提出する。　　・　別途

※　標準仕様書，標準図による他，図示した箇所に取り付ける。（配管用はＬ形，ダクト用は円形）

　・　塩ビライニング鋼管（・ＶＡ　・ＶＢ）

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

・　ポリ粉体鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ） ・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）

・　水道用ゴム輪形硬質ポリ塩化ビニル管

・　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・　　　　　　〃　　　　　　　（ＨＩＶＰ）

・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）

・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）

台所流し等の床上露出部分の排水管は、硬質ポリ塩化ビニル管でもよい。

図面に特記のない場合は下記によるほか標準仕様書第２編による。ただし，各工事種目で別に指定されたものは除く。

総合試運転調整等の項目

　　（ＲＥＰ－ＶＵ）

・

※　別途　　　・　本工事　　　・既設
　・　５　・　６　・　７　・　８　　・　９　・　１８　・　１９　・　２１

注（１）設置場所の区分は標準仕様書による。　注（２）（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。

（３）本工事の施設は（・　一般の施設　・　特定の施設）とする。

（４）地域係数は１．０とする。

（５）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し，据付又

　は取付を行うものとするが，前記指針の方法によらなくてもよい。

（６）昇降機のつり合おもりブロックの脱落防止は，十分な強度を有する方法で固定し，水平鉛直方向の地震力
に対して，つり合おもりが枠から脱落しないようにした構造とすること。

上層階、屋上及び塔屋

一般水槽 一般水槽

一階及び地下層、中層階

10．配管材料 (１）冷温水管　　　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　

(２）冷却水管　　　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　

(３）蒸気管（給気管）　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　・　

(４）油管，油用通気管（一般）　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　・　

(５）膨張管，空気抜き管，膨張タンクよりボイラ等への給水管

(６）空調用排水管　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　

　　　　　（還水管）　　　　　※　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）　

　　　　　　　　　　（土中）　※　ポリエチレン被覆鋼管　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 ※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　

(７）冷媒管　　　　　　 　　　※　断熱材被覆銅管　　　　　　　　　　　・　銅管　　　

取付箇所は図示による。２．ばい煙濃度計

※　別途　　　　　　　　　・　本工事（鋼板厚　　　㎜、高さ　　　ｍ以上）３．煙　突

４．煙　道 ※　煙道径３００ｍｍ以下は鋼板厚３．２ｍｍ，３００ｍｍを超えるものは４．５ｍｍとする。　・　図示による。

　（煙道径が４００ｍｍを超えるものには，掃除口に蝶番を取り付ける。）

低圧とする（高圧１及び高圧２の部位は図示による。）５．ダクトの区分

６．長方形ダクトの工法 ・　アングルフランジ工法　　　　　・　コーナーボルト工法　（　・　共板　　・　スライド）

取付け場所は図示による。取付面は監督職員の指示による。７．風量測定口

８．チャンバ (１)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(２)空気調和機に取付けるサプライチャンバー及びレタンチャンバーで消音内貼りしたチャンバーには，点検口を設

ける。なお点検口の大きさは図示による。

(３)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

(１)復帰方式　　　※　遠隔式（電気式（定格入力ＤＣ２４Ｖ，０．７Ａ以下）９．防煙ダンパ

(２)復帰動作　　　※　順送り

４５％％ ２４℃４０％ ℃２２℃冬季 －２．０℃ ６９．２％

32.4℃(12時)

30.6℃( 9時)

32.6℃(14時)

31.8℃(16時)

60.2％(12時)

65.5％( 9時)

57.8％(14時)

61.0％(16時)

重要水槽(飲料用)

０．６（１．０）

重要水槽(飲料用)
２．０

１．５

１．５

１．０

１．５

１．０

１．０

０．６

４５％％ ２４℃４５％ ℃２６℃

トロラタム系防食テープ及びプラスチックテープによる防食処理を行う。（埋設配管は原則として，防食処理不要

土中埋設の鋼管（ステンレス鋼管及び外面被覆鋼管は除く）及び金属製継手類（砲金製弁・継手を含む）にはペ

の管材とする。）

30．塗　装

31．防食処理

には，山留めを行うものとする。

切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除き，掘削の深さが１．５ｍを超える場合32．山留め

　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築工事標準仕様書２２章（舗装工事）による。33．舗装工事

　図面に特記なき場合は，表「工事区分表」による。34．他工事との取り合い

ヒューズ（温度ヒューズも含む）及び表示灯は予備品として，２０％納入する（種別ごと最低１個）。35.予備品等

別添の施工条件明示書による。36.施工条件

37.三相誘導電動機 省エネ法の特定機器の対象となる機器はJIS C 4034-30:2011のIE3（プレミアム効率）に相当する機器を導入すること。
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１．配管材料

※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　※　ポリエチレン被覆鋼管　　　

２．都市ガス (１)ガスメーター

３．液化石油ガス

２．排水桝

(２)ふた　　　

・樹脂製

(３)規格

・　市町村別基準（　・　有　　・　無　）

・ＦＲＰ製（　　　　Ｌ）　・ＳＵＳ製（　　　　Ｌ）　　詳細は図示。３．グリース阻集器

・鋳鉄製（　・　ＭＨＡ　　・　ＭＨＢ　　・　Ｔ８Ａ　　　  ）

※　再生クラッシャーラン

４．満水試験継手

５．試　験 ・　衛生器具などの取付完了後，排水試験又は通水試験を行う。

・　衛生器具などの取付完了後，煙試験を行う。

６．放流負担金等 ・　不要　　　・　要（　・　別途工事　　　・　本工事　）

７．基礎材

(２)引込み負担金　　　・　不要　　　・　要（　・　別途工事　　　・　本工事　）

(１)一般 (２)地中埋設部

(１)ガスボンベ　　※　借用　　　・　買い取り　　　　（ ・ １０ｋｇ　・ ２０ｋｇ　・ ５０ｋｇ　　　　本 ）

(２)ガスメーター　親メーターはガス事業者の設置，子メーターは本工事とする。

親メーターはガス事業者の設置，子メーターは本工事

図示の箇所に取付け，満水試験を行うこと。

・　ガス事業者の規定による　　　・　ガス事業者の規定による

・　　　　　　　　　　　　　　　・　ガス用ポリエチレン管

・　　　　　　　　　　　　　　　・　

１．厨房機器類

(３)二酸化炭素用

・　圧力配管用炭素鋼鋼管（継目無管）（Ｓｃｈ８０）

１．配管材料 (１)一　般

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

(２)地中埋設部

・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

４．保　温

１．配管材料

・　保温付被覆銅管

２．弁　類

＜膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む。＞

給水設備の当該事項による。

３．湯沸器の排気筒 厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。

(１)呼び径６０ＳＵ以下　ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

（２）呼び径７５ＳＵ以上　　・　溶接接合　　・　ハウジング形管継手による接合　　・　フランジ接合方法

５．ステンレス管の接合
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(１)屋外露出管については給水管に準ずる。

(２)充水タンクの保温　　　　　　　　　　　　・　施工しない　・　施工する

(３)消火配管の保温　　　　屋内消火栓　　　　・　施工しない　・　施工する

(２)消火器収納箱　仕様　・　材質 ・ 数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(１)消火器　　　　種別　・　数量　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．屋内消火栓種別

・　ＪＩＳ１０Ｋ　　　　　・　ＪＩＳ２０Ｋ３．消火栓開閉弁

４．保　温

５．消火器類

５．埋設深さ (１)一般敷地内（　　　　ｍ以上）　　　(２)敷地内車両道路（　　　　ｍ以上）

(３)公道（ガス供給事業者及び道路管理者規定による）

６．その他 配管工事は，原則としてガス供給事業者の責任施工とする。　　　供給事業者名（　　　　　　　　　　　　　）

４．ガス漏れ警報器 図示の場所に取付ける　　（　・　分離形　　　・　一体形　）　　　・　別途電気工事

外部出力端子　　　　　　（　・　あり　　　　・　なし　　）

・　容器固定具をＧＬ＋３００に追加設置する。

スプリンクラー　　・　施工しない　・　施工する

(１)材料  　　　・　ＲＣ　　・　硬質塩化ビニル　　　・　ポリプロピレン　　　・　ＳＣ

※ 県マーク，流体名入りおよび樹脂製ふたは原則としてＳＵＳチェーン付

（２）厨房機器据付要領は，標準図施工７４による。

(４)転倒防止等　　・　標準図（施工７３）　{・（ａ）　・（ｂ）}　・　ボルト，チェーン等はＳＵＳ製とする。

(３)集合装置　　　・　標準図（施工７２）による（　　　　本組）

・　易操作性１号消火栓　　・　２号消火栓　　・　広範囲型２号消火栓

湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。標準仕様書第２編３．１．５表２．３．５の（ｈ・(ｲ）・Ｘ）

（１）図示による（材質などは標準仕様書による）。ただし，寸法は参考とする。

・　ポリエチレン被覆鋼管（ＳＧＰ－ＰＳ）

・　ポリエチレン被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ＰＳ）

・　外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ＶＳ）

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　・　耐熱性ライニング鋼管　　・　銅管　　・　被覆銅管

・　日本下水道協会（ＪＳＷＡＳ）　　・　プラスチック・マスマンホール協会（ＰＭＭＳ）

昇
降
機
設
備

２.　積載量（kg）　定員（人）積載量（　　　　　　　kg） 定員（　　　　　人）

方式（　・ロープ式　　・油圧式　　・　　　　　　　　　）１.　方式　用途

４． 管制運転

６． 無償保守期間

・　地震　　　　　　・　火災　　　　　　・　停電　　　　　　　・　冠水　　　　　　　・　自家発

５． 工場検査予定 ※　あり　　　　・　なし　　

・　あり　（　　　ヶ月）　　　※　なし　　

用途（　・一般乗用　　・車いす用　　・荷物用　　・　　　）

３.　速度（m/分）　停止箇所 速度（　　　　　　　　m/分）　　　　　　　　　　停止箇所（　　　　　　　　箇所停止）

　⑧廃棄物管理票の写し

　⑦安全に関する書類

　⑥工事週報又は日報

⑤完成図書電子データ

10 工事に関する承諾

確認書

　⑤打合せ議事録

　④協議書
　③承諾書・確認書

　②施工要領書

　①施工計画書

９　工事に関する書類

　②完成写真

　　　完成届に添付

Ａ４版：ペーパーファイル

　①施工写真

（着手前，施工状況，完成の各写真）

Ａ４版：チューブ式ファイル

Ａ４版：チューブ式ファイル

　⑤緊急連絡先一覧表
　④保守に関する案内書

　③機器別取扱説明書

　②機器完成図

　①工事概要書

７　管理の手引き Ａ４版：チューブ式ファイル

　④各種保証書

　③緊急連絡先一覧

　②機器別取扱説明書
　①保守に関する案内書

６　取扱説明書 Ａ４版：黒表紙金文字製本
（２　完成図書と合本可）

営繕工事完成引渡要領
（令和３年４月１日版）

１　完成調書

２　完成図書 Ａ４版：黒表紙金文字製本

（機器完成図，取扱説明書と合本可。

　ただし，厚さが８０mmを超える場合

　は分冊とする。）

３　完成図（縮小） 白焼縮小製本

　Ａ３版二つ折り

　うち１部は設備課保管

４　完成図・施工図

　　（電子データ）

JWW又はDXF形式CADデータ及び

PDF形式

５　機器完成図

　①機器別完成図

　②機材材質証明書

　③機材検査成績書

　④工場試験成績書

　⑤工場立会検査成績書

　⑥現場据付試験成績書

　⑦総合試運転成績書

（２　完成図書と合本可）

Ａ４版：黒表紙金文字製本

表１「完成書類」　本工事終了後下記の書類を提出すること。

名　　　称 完　　成　　書　　類 部数 名　　　称 完　　成　　書　　類 部数

１部

１部

２部

ＣＤ

１部

８　工事写真

２枚

１部

１部

１部

１部

諸元及びシステム構成等を参考図として記載している。

するものとする。

注記：機器及びシステム参考図について

本図面中で，機器又はシステムの品質・グレードを規定する目的で，対象品の寸法形状，

これらのものについては，その品質・性能が図面と同等品もしくはそれ以上のものを使用

※アスベストについては，労働安全衛生法（石綿障害予防規則）・廃棄物処理法等に則り，事前調査を実施し，調査

結果を整理のうえ，監督職員へ報告すること

本工事では環境配慮の観点から，原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。なお，電気設備工事編標準仕様書

第６編　通信・情報設備工事による。

・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）

・　排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管

・空気調和設備

(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

屋　　内 屋　　外

・　温水暖房　　　　　・　電気式パネルヒーター

７．設備概要　（ ・ 印のついたものは、主要方式を示す）

・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）
・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

(１)一般敷地内（　　　　　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　　　　　ｍ以上）

・　桝リストは図面番号（　　　　）
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代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所

空 調 設 備  機 器 表 ・ 換 気 設 備  機 器 表

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 　 － 　 －

2024 /02 /29 M-0 02

（宮城県知事）第24310185号

１

ＡＣＰ

ＡＣＰ

２

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

４

１

ＣＲＣ

１

ＨＥＵ

ＨＥＵ

２

★

★

予備フィルター，24ｈ換気コントロールＳＷ(Ｐ－０４ＳＷＬ2)，給排気フランジ

セット(Ｐ－１３０ＦＱＨ)付属

ＨＥＵ

３
★

セット(Ｐ－１００ＦＱＨ)付属

ＦＥ
★

１

ＥＰＨ

ＥＰＨ

２

１

予備フィルター，24ｈ換気コントロールＳＷ(Ｐ－０４ＳＷＬ2)、給排気フランジ

ＦＥ

２

ＦＥ

３

ＦＥ

４

１
★

ＯＡＳ

★
ＯＡＳ

２

児童クラブ室(１)空気熱源ヒートポンプ

パッケージエアコン

３φ２００Ｖ天井カセット４方向吹出形 (インバーター) 高効率 ８０型

参考圧縮機出力

参考送風機出力

：

：

：

：

：

：

　７.1kW (　３.8kW)

　８.0kW (　６.0kW)

　１.60kW

・外 ０.12kW　　　　・内 ０.12kW

・冷房時 １.7kW　　 ・暖房時 １.8kW

ロングライフフィルター，ワイヤードリモコン，

ドレンアップメカ，自動昇降パネル，

室外機用鋼製平架台３００Ｈ(溶融亜鉛メッキ)

冷　房　能　力

暖　房　能　力

参 考消費電力

付　属　品　他

玄 関 ホ ー ル

廊　下　(１)

１

１

１

ＰＬＺ－ＺＲＭＰ８０ＨＦ３ ( 三菱電機 )

( ダイキン )

( 日　　立 )

( Panasonic )

ＳＳＲＣ８０ＣＴ

ＰＡ－Ｐ８０Ｕ７Ｇ

ＲＣＩ－ＧＰ８０ＲＧＨ６

その他 東芝・三菱重工等

空気熱源ヒートポンプ

パッケージエアコン

３φ２００Ｖ天井カセット４方向吹出形 (インバーター) 高効率

参考圧縮機出力

参考送風機出力

：

：

：

：

：

：

・外 ０.12kW　　　　・内 ０.12kW

ロングライフフィルター，ワイヤードリモコン，

ドレンアップメカ，自動昇降パネル，

室外機用鋼製平架台３００Ｈ(溶融亜鉛メッキ)

冷　房　能　力

暖　房　能　力

参 考消費電力

付　属　品　他

１ ( 三菱電機 )

( ダイキン )

( 日　　立 )

( Panasonic )

その他 東芝・三菱重工等

１１２型

１０.0kW (　３.7kW)

１１.2kW (　９.0kW)

　２.10kW

・冷房時 ２.3kW　　 ・暖房時 ２.3kW

事　　務　　室 ＰＬＺ－ＺＲＭＰ１１２ＨＦ３

ＳＳＲＣ１１２Ｃ

ＰＡ－Ｐ１１２Ｕ７Ｇ

ＲＣＩ－ＧＰ１１２ＲＧＨ６

空気熱源ヒートポンプ

パッケージエアコン

３φ２００Ｖ天井カセット４方向吹出形 (インバーター) 高効率

参考圧縮機出力

参考送風機出力

：

：

：

：

：

：

・外 ０.12kW　　　　・内 ０.12kW

ロングライフフィルター，ワイヤードリモコン，

ドレンアップメカ，自動昇降パネル，

室外機用鋼製平架台３００Ｈ(溶融亜鉛メッキ)

冷　房　能　力

暖　房　能　力

参 考消費電力

付　属　品　他

１ ( 三菱電機 )

( ダイキン )

( 日　　立 )

( Panasonic )

その他 東芝・三菱重工等

１４０型

１２.5kW (　８.7kW)

１４.0kW (１１.2kW)

　２.80kW

・冷房時 ３.1kW　　 ・暖房時 ３.03kW

児童クラブ室(１)

児童クラブ室(２)

児童クラブ室(３)

児童クラブ室(４)

児童クラブ室(５)

児童クラブ室(６)

１

１

１

１

１

ＰＬＺ－ＺＲＭＰ１４０ＨＦ３

ＳＳＲＣ１４０Ｃ

ＰＡ－Ｐ１４０２Ｕ７Ｇ

ＲＣＩ－ＧＰ１４０ＲＧＨ６

空気熱源ヒートポンプ

参考圧縮機出力

参考送風機出力

：

：

：

：

：

：

室外機用鋼製平架台３００Ｈ(溶融亜鉛メッキ)

冷　房　能　力

暖　房　能　力

参 考消費電力

付　属　品　他

１ ( 三菱電機 )

( ダイキン )

( 日　　立 )

( Panasonic )

その他 東芝・三菱重工等

本棚スペース学習室

多　目　的　室

静　　養　　室

１

１

１

１φ２００Ｖ

ル ー ム エ ア コ ン

天井カセット１方向吹出形 (インバーター) ２２型

　２.2kW (　１.5kW)

　２.5kW (　２.2kW)

　０.75kW

・外 ０.052kW　　　　・内 ０.03kW

・冷房時 ０.75kW　　 ・暖房時 １.09kW

ドレンアップメカ，空気清浄フィルター，

ワイヤードリモコン，

ＭＬＺ－Ｍ２２２２ＡＳ

Ｓ２８ＺＣＶ

ＣＳ－Ｂ２２９ＣＣ２

ＲＡＰ－２５Ｍ２

集中管理コントローラー 壁面取付形 液晶表示

空調機管理台数　　１５台以上　　１２グループ以上

手元リモコン操作　禁止／許可　，　週間スケジュール運転機能

空調機 ＯＮ／ＯＦＦ　，　運転モード　，　室温・風向・風量設定　，

１φ１００Ｖ 事　　務　　室 １ ＰＡＣ－ＳＦ５０ＡＴ２ ( 三菱電機 )

( ダイキン )

( 日　　立 )

( Panasonic )

ＤＣＳ３０２Ｃ１＋ＤＳＴ３０１Ｂ１

ＣＺ－１０ＥＳＭ４

ＰＡＣ－Ａ３２ＭＮ１

その他 東芝・三菱重工等

電気式パネルヒーター 壁掛形 ステンレス製

：暖　房　能　力 ：電気ヒーター

ダイヤル可変サーモスタット内蔵　，　いたずら防止カバー付

参　考　寸　法 ：

１φ２００Ｖ １

１ ( 日本シーズ線 )

(インターセントラル)

１.0kW １.0kW

女子トイレ (１)

女子トイレ (２)

電気式パネルヒーター 壁掛形 ステンレス製

： ：電気ヒーター

ダイヤル可変サーモスタット内蔵　，　いたずら防止カバー付

参　考　寸　法 ：

１φ２００Ｖ １

( 日本シーズ線 )

(インターセントラル)

暖　房　能　力 ０.5kW ０.5kW

誰でもトイレ

全 熱 交 換 形 換 気 扇 天井埋込ダクト形 (マイコンタイプ)

通常換気運転

24時間換気運転

：

：

８００m３/h×１４０Pa×４００Ｗ (強ノッチ)

３５０m３/h×　３０Pa×１８０Ｗ (微弱ノッチ)

防振吊金具，予備フィルター，24ｈ換気コントロールＳＷ(ＰＧＬ－６３ＤＲ)付属

１φ２００Ｖ

児童クラブ室(６)

　　　～

６ ＬＧＨ－Ｎ８０ＲＸ4Ｄ 相当品

全 熱 交 換 形 換 気 扇

通常換気運転

24時間換気運転

：

：

天井埋込インテリアパネル形

９０m３/h×５０Pa×３５Ｗ (強ノッチ)

事　　務　　室 １ ＶＬ－１５０ＺＳ3 相当品

読書スペース

１φ１００Ｖ

廊　下　(２)

６５m３/h×２５Pa×２２Ｗ (弱ノッチ)

全 熱 交 換 形 換 気 扇

通常換気運転

24時間換気運転

：

：

天井埋込インテリアパネル形 １

８０m３/h×４０Pa×３９Ｗ (強ノッチ)

４０m３/h×２０Pa×２１Ｗ (弱ノッチ)

読 書スペース ＶＬ－１３０ＺＳ3 相当品１φ１００Ｖ

天 井 埋 込 形 換 気 扇 サニタリー用低騒音形・24時間換気機能付　　定風量タイプ

通常換気運転

24時間換気運転

：

：

24ｈ換気コントロールＳＷ(Ｐ－０４ＳＷＬＶ2)付属

１φ１００Ｖ １

１

男子トイレ (１)

男子トイレ (２) コントロールスイッチは電気工事へ支給

縦型

縦型

４２０Ｗ×８５Ｄ×６８０Ｈ･(４２０Ｗ×８０Ｄ×６５０Ｈ)

２７０Ｗ×８５Ｄ×６８０Ｈ･(４２０Ｗ×８０Ｄ×５００Ｈ)

男子トイレ (１)

男子トイレ (２)

１

１

ＴＰＳ－１００２Ａ

ＴＰＳ－０５０２Ａ

ＤＰＳ－Ａ１００ＰＵ

ＤＰＳ－Ａ５０ＰＵ

１

１

女子トイレ (１)

女子トイレ (２)

ＶＤ－１８ＺＳＶＣ6 相当品

２００m３/h×１４０Pa×２５.5Ｗ (急速ノッチ)

１００m３/h×４０Pa×２.4Ｗ (弱ノッチ)

本体とセパレート給排気補助グリルとの

コントロールスイッチは電気工事へ支給。

コントロールスイッチは電気工事へ支給・。

本体とセパレート給排気補助グリルとの

風量比率を４：１に設定とする。

風量比率を４：１に設定とする。

サニタリー用低騒音形天 井 埋 込 形 換 気 扇 １φ１００Ｖ １誰 でもトイレ

サニタリー用低騒音形天 井 埋 込 形 換 気 扇 １φ１００Ｖ １更 衣 室 (１)

更 衣 室 (２) １

天 井 埋 込 形 換 気 扇 １φ１００Ｖ １台所用低騒音形 湯　　沸　　室 ＶＤ－１３ＺＹ13 相当品

１００φ×５０m３/h　３．8Ｗ

ＶＤ－０８ＺＣ13 相当品

ＶＤ－１３ＺＣ13 相当品

１洗　　濯　　室

１

１

職員トイレ (１)

職員トイレ (２)

電動給気シャッター

(自然給気口)

壁取付形 フィルター付

常閉式・シャッター開確認ランプ付，交換用フィルター付属

１φ１００Ｖ

電動給気シャッター

(自然給気口)

フィルター付

常閉式・シャッター開確認ランプ付，交換用フィルター付属

１φ１００Ｖ天井取付形

ＡＴ－１５０ＱＥＦ4－ＢＬ 相当品

ＡＴ－１５０ＱＥＦ4－ＢＬ 相当品

１５０φ×１００m３/h×２Pa×４.1Ｗ

１５０φ×１００m３/h×２Pa×４.1Ｗ 廊　下　(２)

玄 関 ホ ー ル

廊　下　(１)

１

１

１

１

スイッチは電気工事へ支給

スイッチは電気工事へ支給

本棚スペース

１００φ×１２５m３/h　１３Ｗ

１００φ×１６０m３/h　２３.5Ｗ

名　　　称 設 置 場 所 台 数 備　　　　　考

( 参 考 型 式 等 )
符　号 名　　　称 機　　　　器　　　　仕　　　　様 設 置 場 所 台 数 備　　　　　考

( 参 考 型 式 等 )
符　号

※ 特 記 事 項 １．エアコンの能力は、ＪＩＳ規格による標準能力とする。

２．エアコンの（　）内数値は設計熱負荷を示す。

３．冷・暖房能力は、参考型式の同等品以上とする。

４．空調機は、高効率対応(2015年省エネ基準クリア)とする。

電　源機　　　　器　　　　仕　　　　様

５．空調機は、グリーン購入法適合品とする。

６．本工事に於ける新設エアコンは、国内メーカーの製品を採用の事。

７．空調機室外機には、転倒防止金具取付とする。

８．全ての空調機を集中管理制御を行う為、それに必要な機器(インターフェース･基盤等)も本設備工事に含む。

電　源

空 調 設 備　機 器 表 換 気 設 備　機 器 表

※ 特 記 事 項 １．★印換気機器は、法定設置義務２４時間換気機器を示す。

２．ベンドキャツプは、１階平面図－ベンドキャツプリスト参照の事。

３．参考型式は強制するものではなく、能力・機能・デザイン・材質等が同等であればいずれのメーカーでも可。(一流メーカーに限る)
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：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

空 気 調 和 設 備 　 １ 階 平 面 図 2024/02 /29 M-0 03

（宮城県知事）第24310185号

ＡＣＰ

４

ＡＣＰ ＡＣＰ

４

ＡＣＰＡＣＰ

４

３ ３

ＡＣＰ

ＡＣＰ ＡＣＰ

ＡＣＰ ＡＣＰ

ＡＣＰ

４

ＡＣＰ

ＡＣＰ

３３３

２

３

１

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ ＡＣＰＡＣＰ

４４４

ＥＰＨ ＥＰＨ

ＥＰＨ

ＡＣＰ

２

１

２

１

ＡＣＰ

４

１１

１

ＥＰＨ

１

ＥＰＨ

コンクリート基礎　 Ａ コンクリート基礎　 Ａコンクリート基礎　 コンクリート基礎　 ＣＢ コンクリート基礎　 コンクリート基礎　 ＢＢ

天井内点検口(建築工事)

"Ａ"

注記事項

１．　　　　　は、防火上主要な間仕切りを示す。

空気調和設備　１階平面図　　A1:1/100・A3:1/200

３．防火区画貫通措置は、国土交通省認定工法による。

　　ＳＧＰ(白)とする。

４．防火上必要な間仕切りを貫通する空調ドレン配管は、壁面から1,000㎜迄

２．　　　　　は、冷媒管防火区画壁貫通措置部を示す。※ドレン管も含む

６.35φ

９.52φ

９.52φ

１５.88φ

液　管 ガス管記号

冷媒管サイズ表 (参考)

①

②

５．屋外露出冷媒配管は、樹脂製化粧ケース取付の事。

②,①

30

3032SGP32SGP

25

30
① ① ①

25 25 25

②

②

①,①

②

25

25

25SGP

25
30 30

② ②
30

2
5

2
5

②,② 30 ①,①,② ②,②,①

32SGP
25SGP

①②

②

25

①
25

32SGP

25SGP

2
5

2
5

32SGP

②,② ②,①

①②

32SGP30

30,② 30,②

②

②,②

②
30 2

5

25

30

30

30

30 30

D

D D
DD D

D

D

D

D
D

D

D

D

D D D D

D

D

D

DD

D

D

R

R

R
R

R

R R

R R

R R

R

R R R R

R R

R
R

R R

RR
R R

R R

R

R
R

R

R

R

R R R R R

R R

R R

R

雨水桝(衛生設備)に接続 雨水桝(衛生設備)に接続

雨水桝(衛生設備)に接続 雨水桝(衛生設備)に接続

下足入

下足入

下
足

入

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

４

室外機

室外機
×２

吊ボルト

L-65×65×6(本設備工事)

鋼製架台(機器付属品)

樹脂製化粧ケース

切込砕石

コンクリート基礎

"Ａ"　断　面　図　　A1:1/50・A3:1/100

②

25
D

R

R R

鉄筋 D10＠200

２,３００Ｗ × ７００Ｄ

３,３００Ｗ × ７００Ｄ

２,５００Ｗ × ７００Ｄ

２基

３基

１基

基礎寸法 (Ａ×Ｂ) 数量符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

切込砕石 厚150

壁面

空調機　コンクリート基礎　　　A1:1/30・A3:1/60

1
5
0 5
0

基礎寸法　Ａ×Ｂ

1
5
0

1
0
0

GV GV

R

D

屋 内 排 水 管

通　　気　　管

屋 外 汚 水 管

屋 外 排 水 管

屋 外 雨 水 管

水　　抜　　栓 地下式　電動

不 凍 給 水 栓

仕　　切　　弁 給水：管端防食コア ＪＩＳ １０Ｋ

給　　水　　栓

混　　合　　栓

洗　　浄　　弁 小便器ＦＶ

床 上 掃 除 口

排 水 通 気 金 物

塩 ビ 製 小 口 径 桝

ＣＯＡ ＶＰ管用

ＶＣ－Ｓ２ (アルミ)

た　　め　　桝 コンクリート製 雨水桝

コンクリート製

鉄製

地 中 埋 設 標

地 中 埋 設 標

逆　　止　　弁

量　　水　　器

埋　　設　　弁

冷　　媒　　管

空 調 ド レ ン 管

給　　水　　管

給　　湯　　管

屋 内 汚 水 管

名　　　称 摘　　　要 備　　　考

凡　　例

名　　　称 摘　　　要 備　　　考シ ン ボ ル シ ン ボ ル

Y1Y0

児童クラブ室（３）

230 7,600

400 7,400

4,
37

0

27
0

3,
01

0
47

0
62

0

CH
 =

 3
,0

00

　▽ＧＬ

　▽ブドウ棚下端

　▽軒高

　▽ＦＬ

30
0

10
0

20
0

7,600

敷地分割想定ライン

+1100

+1100

キャビネット（腰高）
キャビネット

分
電

盤

r=
2,
00
0

▼

可
動

間
仕

切

収納（６）収納（５）収納（３） 収納（４）収納（１） 収納（２）

手摺

スロープ

玄関

外部倉庫

倉庫（１）
洗濯室

更衣室(２)

更衣室（１)

湯沸し室読書スペース

廊下（３）

廊下（１）

児童クラブ室（１） 児童クラブ室（２）

児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４）

児童クラブ室（６）児童クラブ室（５）

女子トイレ（２）

男子トイレ（２）倉庫（２）誰でもトイレ

押入
静養室

廊下（２）

事務室

玄関ホール

学習室
本棚スペース 多目的室

男子トイレ（１）

女子トイレ（１）

職員トイレ
(１) (２)

受
付

カ
ウ

ン
タ

ー

23
0

7,
60

0
7,

60
0

23
0

15
,6

60

2,
50

0
2,

70
0

2,
20

0
20

0
6,

70
0

50
0

40
0

2,520

230 9,770 10,000 10,000 10,000 10,000 9,770 230

60,000

450 1,100 2,160 2,800 3,700 3,000 9,770 230 8,000 2,000 2,000 950 900 900 2,250 2,500 500 1,660 2,520 1,100 450 1,100 2,9403,170 1,100

Y2

Y1

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

Y2

振れ止めを設ける

U
P

U
P

スロープ

スロープ

外流し
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代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 　 － 　 －

換 気 設 備 　 ２ ４ 時 間 換 気 計 算 表 2024/02 /29 M-0 04

（宮城県知事）第24310185号

児 童 ク ラ ブ 室 (１)

児 童 ク ラ ブ 室 (２)

児 童 ク ラ ブ 室 (３)

児 童 ク ラ ブ 室 (４)

児 童 ク ラ ブ 室 (５)

児 童 ク ラ ブ 室 (６)

７３.10

７３.10

７３.10

７３.10

７３.10

７３.10

３.00 ２１９.30 ６５.79０.3

３.00 ２１９.30 ６５.79０.3

３.00 ２１９.30 ６５.79０.3

３.00 ２１９.30 ６５.79０.3

３.00 ２１９.30 ６５.79０.3

３.00 ２１９.30 ６５.79０.3

第１種換気 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ １.596

第１種換気 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ １.596

第１種換気 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ １.596

第１種換気 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ １.596

第１種換気 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ １.596

２４時間運転モード(微弱ノッチ運転)

第１種換気 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ 空調換気扇 ＨＥＵ－１ ３５０ １.596

２４時間運転モード(微弱ノッチ運転)

２４時間運転モード(微弱ノッチ運転)

２４時間運転モード(微弱ノッチ運転)

２４時間運転モード(微弱ノッチ運転)

２４時間運転モード(微弱ノッチ運転)

洗　　濯　　室

湯　　沸　　室

廊　　下　(３)

事　　務　　室

　　小　計　Ａ

静　　養　　室

　　小　計　Ｂ

　合 計 (小計Ａ＋小計Ｂ)

４.07

４.62

９.44

４６.82

６４.95

１０.32

１０.32

７５.27

２.40

２.40

２.70

２.50

９.77

１１.09

１２６.41

２５.80

２５.80

０.3

０.3

０.3

０.3

０.3

２.93

３.33

３７.92

７.74

７.74

第１種換気

空調換気扇 ＨＥＵ－２ ５２

５２

１３

１３

６５

空調換気扇 ＨＥＵ－２ ５２

５２

１３

１３

６５

０.504

２４時間運転モード(弱ノッチ運転)

読 書 ス ペ ー ス

多　目　的　室

　　　　計

７.56

８.10

１５.66

２.50

２.50

１８.90

２０.25

３９.15

５.67

６.08

１１.75

０.3

０.3

第１種換気 空調換気扇 ２０(４０)

２０

４０

空調換気扇ＨＥＵ－３ ＨＥＵ－３

排気口 ④給気口 ③

２０(４０)

２０

４０

１.058

０.988

２４時間運転モード(弱ノッチ運転)

本 棚 ス ペ ー ス

女 子 ト イ レ (１)

廊　　下　(１)

男 子 ト イ レ (１)

玄　関　ホ　ー　ル

廊　　下　(２)

女 子 ト イ レ (２)

男 子 ト イ レ (２)

　　　　計

９.99

１０.38

４４.00

３８.32

６６.50

１０.38

１２.13

２０３.83

１２.13

２.50

２.50

３.50

２.50

３.50

３.50

２.50

２.50

２４.98

２５.95

１５４.00

３０.33

１３４.12

２３２.75

２５.95

３０.33

６５８.41

７.49

７.79

４６.20

９.10

４０.24

６９.83

７.79

９.10

１９７.54

０.3

０.3

０.3

０.3

０.3

０.3

０.3

０.3

第３種換気 自然給気

自然給気

ＯＡＳ－１

ＯＡＳ－２

天井換気扇

天井換気扇

２４時間運転モード(弱ノッチ運転)

２４時間運転モード(弱ノッチ運転)

ＯＡＳ－２

ＯＡＳ－２自然給気

自然給気

１００

１００

１００

１００

４００

天井換気扇

天井換気扇

ＦＥ－１

ＦＥ－１

ＦＥ－１

ＦＥ－１

１００

１００

１００

１００

４００ ０.607

２４時間運転モード(弱ノッチ運転)

２４時間運転モード(弱ノッチ運転)

２.70 ２５.49 ７.65

１９８.56

１７２.76 ５１.83

５９.57

０.301

給気口 ⑤ 排気口 ⑥

２４時間 換気計算表 (シックハウス対策)

室　　　　名
床 面 積

Ａ（ｍ２）

平 均 天 井 高

Ｂ（ｍ）

室 容 積

Ｃ（ｍ３）

24時間換気(シックハウス対策)

Ｖ＝Ｃ×Ｄ

（ｍ３/h）Ｄ（回/h）

換気回数 計算風量 給気方式

換気種別

機器番号 設計給気量

（ｍ３/h）

給　　　　　　　　気 排　　　　　　　　気

排気方式 機器番号 設計排気量

（ｍ３/h）

換気回数 ｎ 24時間換気

合否判定（回/h）
備　　　　　考
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「学校環境衛生の基準」に基づく教室の必要換気回数
小学校：3.4回/ｈ以上※40人室
気積：73.10㎡(室面積)×3ｍ(天井高さ)=219.30ｍ3
換気回数：3.4×219.30=745.62ｍ3/h
ＨＥＵ－１：強運転：800m3/ｈ
745.62ｍ3/ｈ≦800ｍ3/ｈ・・・・ＯＫ



：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

換 気 設 備 　 １ 階 平 面 図 2024/02 /29 M-0 05

（宮城県知事）第24310185号

倉庫
（１）

１５０φ
軒天チャンバー付ベンドキャップ

ﾁｬﾝﾊﾞｰ：ＡＴ－１５０ＳＮＣＢ (メルコエアテック)

(メルコエアテック)ＶＣ　：ＡＴ－１７５ＮＢＷＳＬ１７５φ
２

１

２

１ ２ ２

１

２ １

１ １ ２ ２ １ １ ２ ２

２ １

２ １

２ １

２ １

１

ＨＥＵ
★１

ＨＥＵ
★

１

ＨＥＵ
★１

ＨＥＵ
★

１

ＨＥＵ
★１

ＨＥＵ
★

３

４

ＦＥ
★

ＦＥ

１

ＨＥＵ

１３

ＯＡＳ

６

５

ＦＥ ＦＥ

ＦＥ

４ ３

ＦＥ

★

ＦＥ

１

２

★★

★

ＨＥＵ

２

ＦＥ ＦＥ

３
ＦＥ

ＦＥ

ＯＡＳ

２

★

１１

ＯＡＳ

２

★

★

★

ＯＡＳ

２

★

２

３

３

チャンバー 450×450×450H

(GW25t内貼) ×１２

FD

FD×2

FD×2

SW及び配線は電気工事

軒天チャンバー付ベンドキャップ

SW及び配線は電気工事

FD×2

軒天チャンバー付ベンドキャップ

注記事項

１．　　　　　は、防火上主要な間仕切りを示す。

２．換気ダクトは、スパイラルダクトとする。(一部アルミダクトでも可)

３．天井扇排気ダクトは、外壁より1,000㎜迄ＧＷ２５ｔ防露施工とする。(斜線表示)

５．給気ダクトは、ＧＷ２５ｔ防露施工とする。

６．電動シャッターの配線(SW含む)は、電気工事とする。

７．★印換気機器は、法定設置義務(２４時間換気)換気機器を示す。

８．←は、２４時間換気経路を示す。(廊下・学習室・玄関ホール)

９．防火ダンパーは、防火設備該当品使用とする。

10．防火ダンパー(FD)設置個所付近には、メンテ用天井内点検口(建築工事)を設ける事。

11．防火上主要な間仕切壁を貫通するダクトは、隙間をモルタル又は不燃材料で埋める事。

換気設備　１階平面図　　A1:1/100・A3:1/200

４．全熱交換形換気扇ダクトは、全てＧＷ２５ｔ防露施工とする。
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室　名

器具名

風　量

備　考

 吸 込 口（排気口） 

m３/h
１

Ｐ－１３ＬＧ相当品

６

静 養 室

１８ (★１３)　

ライン形給排気グリル １００φ

室　名

器具名

風　量

備　考

 吹 出 口（給気口） 

m３/h
１

Ｐ－１３ＬＧ相当品

５

静 養 室

１８ (★１３)　

ライン形給排気グリル １００φ

室　名

器具名

風　量

備　考

 吸 込 口（排気口） ４

多目的室

m３/h
１

Ｐ－１３ＬＧ相当品

４０ (★２０)　

ライン形給排気グリル １００φ

室　名

器具名

風　量

備　考

児童クラブ室 (１) ～ (６)

天井埋込形給排気グリル ２００φ

m３/h

ＰＺ－Ｎ２０ＦＧＺＰ2相当品

２  吸 込 口（排気口） 

12
４００ (★１７５)　

室　名

器具名

風　量

備　考

児童クラブ室 (１) ～ (６)

天井埋込形給排気グリル ２００φ

 吹 出 口（給気口） １

m３/h

ＰＺ－Ｎ２０ＦＧＺＰ2相当品

12
４００ (★１７５)　

室　名

器具名

風　量

備　考

 吹 出 口（給気口） ３

多目的室

m３/h
１

Ｐ－１３ＬＧ相当品

４０ (★２０)　

ライン形給排気グリル １００φ

SUS製角形スリムタイプ

SUS製丸形防風板付(ワイド水切付)

SUS製角形スリムタイプ

２５０φ

１００φ

１５０φ

ＡＴ－２５０ＴＵＷＳＪ

ＫＳ－８６２０ＳＨＥ

ＫＳ－８８２０ＳＨＥ

径名　　　　　称

ベンドキャツプ リスト

(メルコエアテック)

(キョーワナスタ)

(キョーワナスタ)

１２

個数参　　考　　型　　番

３

１４

下足入

下足入

下
足

入

１

★

ＨＥＵ

"Ａ"

"Ａ"　断　面　図　　A1:1/50・A3:1/100

L-65×65×6(本設備工事)
(GW25t内貼)

チャンバー 450×450×450H

排気口 給気口

チャンバー 450×450×450H(GW25t内貼)

ベントキャップ
250φ

250φ

250φ

200φ200φ

GV GV

R

D

屋 内 排 水 管

通　　気　　管

屋 外 汚 水 管

屋 外 排 水 管

屋 外 雨 水 管

水　　抜　　栓 地下式　電動

不 凍 給 水 栓

仕　　切　　弁 給水：管端防食コア ＪＩＳ １０Ｋ

給　　水　　栓

混　　合　　栓

洗　　浄　　弁 小便器ＦＶ

床 上 掃 除 口

排 水 通 気 金 物

塩 ビ 製 小 口 径 桝

ＣＯＡ ＶＰ管用

ＶＣ－Ｓ２ (アルミ)

た　　め　　桝 コンクリート製 雨水桝

コンクリート製

鉄製

地 中 埋 設 標

地 中 埋 設 標

逆　　止　　弁

量　　水　　器

埋　　設　　弁

冷　　媒　　管

空 調 ド レ ン 管

給　　水　　管

給　　湯　　管

屋 内 汚 水 管

名　　　称 摘　　　要 備　　　考

凡　　例

名　　　称 摘　　　要 備　　　考シ ン ボ ル シ ン ボ ル

児童クラブ室（１）

230 7,600

C
H
 
=
 
3
,
0
0
0

　▽ブドウ棚下端

4
,
3
7
0

2
7
0

3
,
0
1
0

4
7
0

6
2
0

　▽軒高

　▽ＦＬ

　▽ＧＬ

900 6,700 200

敷地分割想定ライン

キャビネット（腰高）

分
電

盤

キャビネット

受
付

カ
ウ

ン
タ

ーr=
2,
00
0

▼

可
動

間
仕

切

手摺

スロープ

玄関

外部倉庫

玄関ホール

押入

更衣室（１)

廊下（３）

女子トイレ(２)
男子トイレ(２)

児童クラブ室（１） 児童クラブ室（２） 児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４） 児童クラブ室（５） 児童クラブ室（６）

読書スペース

本棚スペース
学習室

多目的室

洗濯室 誰でもトイレ

倉庫（２）
更衣室(２)

廊下（２）

事務室

湯沸し室

静養室

女子トイレ(１)

男子トイレ(１)

廊下（１）

23
0

7,
60

0
7,

60
0

23
0

15
,6

60

2,
50

0
2,

70
0

2,
20

0
20

0
6,

70
0

50
0

40
0

2,520

230 9,770 10,000 10,000 10,000 10,000 9,770 230

60,000

450 1,100 2,160 2,800 3,700 3,000 9,770 230 8,000 2,000 2,000 950 900 900 2,250 2,500 500 1,660 2,520 1,100 450 1,100 2,940

収納収納
(6)(5)

収納収納
(3) (4)

収納収納
(1) (2)

Y2

Y1

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

Y0 Y1

Y2

U
P

U
P

スロープ

外流し

スロープ

sa r-6 04- 24



：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

2024/02 /29自 動 制 御 設 備 　 １ 階 平 面 図 M-006

（宮城県知事）第24310185号

ＨＥＵ

１

ＨＥＵ

１

ＨＥＵ

１

ＨＥＵ

１

ＨＥＵ

１

ＨＥＵ

１

ＡＣＰ

４

ＡＣＰ ＡＣＰ

４

ＡＣＰ

４

ＡＣＰ

４

３ ３

ＡＣＰ

ＡＣＰ ＡＣＰ

ＡＣＰ ＡＣＰ

ＡＣＰ

４

ＡＣＰ

ＡＣＰ

４

３３３

２

３

１

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ ＡＣＰＡＣＰ

４４４

ＡＣＰ

４

３

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

室外機

室外機 室外機

室外機室外機 室外機

室外機

室外機

室外機 室外機

室外機 室外機

室外機

室外機

ＡＣＰ

２

自動制御設備　１階平面図　　A1:1/100・A3:1/200

下足入

下足入

下
足

入

RSRS RS

ＣＲＣ(3個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ)

ＷＲＳ６(5個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ)

ＷＲＳ１

WRS1

RS

RS

RS×2 RS×2 RS×2 RS×2 RS×2 RS×2

電動水抜栓駆動部(玄関ホール手洗系)

電動水抜栓駆動部(女子トイレ(1)系)

電動水抜栓駆動部(男子トイレ(1)系)

電動水抜栓駆動部(女子トイレ(1)系)

電動水抜栓駆動部(女子トイレ(2)系)

電動水抜栓駆動部(男子トイレ(2)系)

電動水抜栓駆動部(女子誰でもトイレ系)

電動水抜栓駆動部(児童クラブ室手洗系)

E E

PB PB PB

PB PB

PB PB

RS
RS

RS

B

E

E(PF16) E(PF16) E(PF16)

E(PF16) E(PF16)

E(PF16)E(PF16)

E E

C D

A A A

B×2B×2
B

C
B

C

C
B×2

B×2 E

A

D

A

C

 B×2＋AB×2＋A B×2＋A  B×2＋A

 B,A,A  A,A,AA,A,A 

B

A A

C

A D

B

B×2

B B

B×2

B

B

B B

E A A

C

A

D
 C  D

A A

 B×2＋A

 B×2＋A

B×2＋A 

A,A  A,A

D
 C

A

E
B B

B

A

 B＋A

E(PF16)

E E

E×4 E×3
E×2

C E A

 E
 E

C

C

C

C

更衣室
（１)

２．各リモコンは、スイッチボックスを設け壁埋込とする。(埋設管はＰＦ管立下げ)

１．エアコン 室内～室外機渡り配線は、冷媒配管と共巻とする。

注記事項

３．特記外スイッチボックスは、２個用とする。

４．各リモコンスイッチの位置(特に高さ)は、現場打合せ・確認の上施工の事。

５．エアコン集中管理コントローラーへの電源供給(1φ×100V)は、電気工事とする。

６．水抜栓操作盤への電源供給(1φ100V)は、電気工事とする。

Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ ＷＷ Ｗ Ｗ

エアコンのコントロール

３．手元操作の 禁止／許可

電動水抜栓のコントロール

Ａ．事務室に設置するＣＲＣ(集中管理コントローラ)で、下記のコントロールを行う。

１．各室 エアコンの  ＯＮ・ＯＦＦ制御

２．各室 エアコンの  運転モード制御(室温・風量・風向)

Ｂ．各室に設置するＲＳ(ワイヤードリモコン)で、下記のコントロールを行う。

１．上記Ａ項の制御を各室にて個別で制御

各児童クラブ室 全熱交換型換気扇のコントロール

Ａ．児童クラブ室に設置するＲＳで、下記のコントロールを行う。

１．全熱交換機の ＯＮ／ＯＦＦ制御

２．２４時間換気対応運転

３．熱交換換気/普通換気の自動・手動切換設定

４．週刊スケジュールタイマー運転

Ａ．事務室壁面 及び玄関ホール手洗後部壁面に設置するWRS1・WRS6で、電動水抜栓の開閉を行う。

ＣＲＣ

ＲＳ

エアコン集中管理コントローラー
1

CRC

エアコン及び全熱交換機 個別リモコンスイッチ

（ワイヤード）

ＰＢ

ＷＲＳ１

ＷＲＳ６

NR-C1（竹村相当品）

NR-C6（竹村相当品）

電動水抜栓駆動部

電動水抜栓操作盤

電動水抜栓操作盤

機器端子盤

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

エアコン 室内～室外機渡り配線

エアコン 遠隔操作制御線

エアコン リモコン線

水抜栓操作線

全熱交換機 リモコン線

駆動部１台用

駆動部６台用

プルボックス100×100×100(WP)SUS

EM-CEE-S  1.25-2C

EM-CEE-S  1.25-2C

EM-CEE-S  1.25-2C

EM-EEF   2.0-3C

EM-CE    2.0-2C

Ｗ

R

D

GV GV

凡　　例

シ ン ボ ル 符　　　号 明　　　　　　　　　　　細

冷　　媒　　管

空 調 ド レ ン 管

給　　水　　管

給　　湯　　管

屋 内 汚 水 管

屋 内 排 水 管

通　　気　　管

屋 外 汚 水 管

屋 外 排 水 管

屋 外 雨 水 管

水　　抜　　栓 地下式　電動

不 凍 給 水 栓

仕　　切　　弁 給水：管端防食コア ＪＩＳ １０Ｋ

給　　水　　栓

混　　合　　栓

洗　　浄　　弁 小便器ＦＶ

床 上 掃 除 口

排 水 通 気 金 物

塩 ビ 製 小 口 径 桝

ＣＯＡ ＶＰ管用

ＶＣ－Ｓ２ (アルミ)

た　　め　　桝 コンクリート製 雨水桝

コンクリート製

鉄製

地 中 埋 設 標

地 中 埋 設 標

逆　　止　　弁

量　　水　　器

埋　　設　　弁

凡　　例

名　　　称 摘　　　要 備　　　考シ ン ボ ル 名　　　称 摘　　　要 備　　　考シ ン ボ ル

隠蔽、天井内配線

隠蔽、床下配線

埋設配線

敷地分割想定ライン

+1100

+1100

キャビネット（腰高）
キャビネット

分
電

盤

外部倉庫

受
付

カ
ウ

ン
タ

ーr=
2,
00
0

▼

可
動

間
仕

切

収納（６）収納（５）収納（３） 収納（４）収納（１） 収納（２）

手摺

スロープ

玄関

倉庫（１）
洗濯室

更衣室(２)
湯沸し室

児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４）

児童クラブ室（５）

倉庫（２）誰でもトイレ

押入

廊下（２）

学習室
本棚スペース

男子トイレ（１）

女子トイレ（１）

職員トイレ
(１) (２)

児童クラブ室（６）

女子トイレ（２）

男子トイレ（２）

静養室

廊下（３）

事務室

玄関ホール多目的室
読書スペース

廊下（１）

児童クラブ室（１） 児童クラブ室（２）

23
0

7,
60

0
7,

60
0

23
0

15
,6

60

2,
50

0
2,

70
0

2,
20

0
20

0
6,

70
0

50
0

40
0

2,520

230 9,770 10,000 10,000 10,000 10,000 9,770 230

60,000

450 1,100 2,160 2,800 3,700 3,000 9,770 230 8,000 2,000 2,000 950 900 900 2,250 2,500 500 1,660 2,520 1,100 450 1,100 2,9403,170 1,100

Y2

Y1

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

U
P

U
P

スロープ

スロープ

外流し
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代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 － －

給 排 水 衛 生 設 備 　 器 具 表 ・ 機 器 表 ・ 桝 表 2024 /02 /29 M-0 07

（宮城県知事）第24310185号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

１００－２００

１００－２００

１００－２００

１００－２００

１００－２００

１００－２００

９０Ｌインバート桝

Ｓ Ｔ インバート桝

９０Ｙインバート桝

９０Ｙインバート桝

Ｓ Ｔ インバート桝

９０Ｙインバート桝

９０Ｙインバート桝

Ｓ Ｔ インバート桝

９０Ｙインバート桝

９０Ｌインバート桝

Ｄ Ｒ インバート桝

９０Ｌインバート桝

４５Ｌインバート桝

４５Ｙインバート桝

９０Ｙインバート桝

Ｓ Ｔ インバート桝

Ｕ Ｔ インバート桝

Ｓ Ｔ インバート桝

Ｕ Ｔ インバート桝

４５Ｙインバート桝

９０Ｙインバート桝

Ｄ Ｒ インバート桝

４５Ｙインバート桝

Ｄ Ｒ インバート桝

４５Ｙインバート桝

９０Ｙインバート桝

Ｄ Ｒ インバート桝

４５Ｙインバート桝

９０Ｙインバート桝

フリーインバート桝(台付)

９０Ｙインバート桝

Ｓ Ｔ インバート桝

９０Ｌインバート桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径ため桝

コンクリート製ため桝

コンクリート製ため桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

塩ビ製小口径雨水桝

１５０φ塩ビ製蓋

１５０φ塩ビ製蓋

１５０φ塩ビ製蓋

１５０φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

１５０φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

１５０φ塩ビ製蓋

１５０φ塩ビ製蓋

１５０φ塩ビ製蓋

１５０φ塩ビ製蓋

７５φ＋２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

７５φ＋２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

鋳鉄製防護蓋 (Ｔ８Ａ)

鋳鉄製防護蓋 (Ｔ８Ａ)

３００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

鋳鉄製防護蓋 (市章入)

３００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

３００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

鋳鉄製防護蓋 (Ｔ８Ａ)

鋳鉄製防護蓋 (Ｔ８Ａ)

２００φ塩ビ製蓋

ＭＨＡ鋳鉄蓋

ＭＨＡ鋳鉄蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

２００φ塩ビ製蓋

１００－１５０

１００－１５０

１００－１５０

１００－１５０

１００－３００

１００－１５０

１００－１５０

１００－１５０

１００－１５０

１００－１５０

１００×７５－２００

１００－２００

１００×７５－２００

１００－２００

１００－３００

１００－３００

１００－３００

１００－３００

１００－３００

１２５－３００

１５０－２００

１２５－３００

１２５－３００

１２５－３００

１２５－３００

１２５－３００

１２５－３００

１２５－３００

± ０

－５０

－５０

－１,６００

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

＋２４０

± ０

－２５

－５０

－５０

± ０

± ０

－１,６００

１００－２００

１００－２００

１００－２００

１２５－２００

１２５－２００

１５０－２００

１５０－２００

５０×７５－２００

１００－２００

１００－２００

１２５－２００

１２５－２００

１２５－２００

１５０－２００

１５０－２００

１５０－２００

１５０－２００

６００×６００

４５０×４５０

５００

６００

７００

７５０

８５０

９５０

１,０００

１,１００

１,２００

１,２５０

５５０

５６５

５８０

６１０

７３５

８６０

１,０６０

１,２６０

１,２００

１,３００

１,３７５

１,３８０

１,４００

１,４５５

１,４７５

１,５２５

１,５３０

１,５５０

１,５４０

１,６３５

１,８１０

１,９３５

９００

３００

４００

５００

６００

６６５

７３０

７９５

３００

３００

４００

５００

８０５

６３０

６７０

７２０

７５０

８５０

９００

６００

１,８００
１,３１０～ 

Ｄ Ｒ インバート桝

蓋　の　種　類

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

番 号

桝　リ　ス　ト

サ　イ　ズ
地 盤 高

(設計ＧＬより)
種　　　　別

( 管 底 )
桝 の 深 さ

特記事項

２．ＵＴＫ・ＵＴインバート桝のトラップ部蓋は、二重トラップ防止用通気口付蓋とする。

１．桝の深さは、施工時前に地盤の高低差を再打合せの上施工する事。

(パブリック用)

ＣＳ５９７ＢＣＳ，ＳＨ５９６ＢＡＹＲ，

ＴＣＦ５８８，ＹＨ７０２

(パブリック用)

ＣＳ５９７ＢＣＳ，ＳＨ５９６ＢＡＹＲ，

掃除口付床置床排水大便器，密結タンク，洗浄暖房便座(貯湯式・節水・節電形・擬音装置付)，

便フタ有，棚付二連紙巻器，その他付属品共

腰　掛　大　便　器

腰　掛　大　便　器 掃除口付床置床排水大便器，密結タンク，洗浄暖房便座(瞬間式・節水・節電形・エコリモコン・　

エコリモコン便器洗浄・温風乾燥付)，便フタ無，棚付二連紙巻器，その他付属品共

壁　掛　小　便　器 ＵＦＨ５００，ＴＥＡ６２ＡＤＳ 低リップ形，自動ＦＶ(乾電池タイプ)，その他付属品共

壁　掛　洗　面　器

壁　掛　洗　面　器

洗　面　化　粧　台

掃　除　用　流　し ＳＫ２２Ａ,Ｔ２３ＡＥ２０Ｃ,ＴＮ１１４

ＬＡＡ６０４ＳＡ，Ｔ１３０ＡＵＮ１３Ｃ

バック付掃除用流し　　　横水栓，アングル型止水栓，床排水，その他付属品共

手　　　す　　　り

手　　　す　　　り

手　　　す　　　り

固定式　Ｌ型　　　付属品一式共

はねあげ式　　　　付属品一式共

固定式　Ｐ型　　　付属品一式共

背　 も　 た　 れ

Ｔ１１４ＣＰ２３Ｒ(ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟ)

Ｔ１１４ＣＬ１０(ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟ)

Ｔ１１４ＨＫ７Ｒ(ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟ)

洗　濯　機　パ　ン ＰＷＰ８００ＣＢ２Ｗ，ＰＪ２００８ＮＷ ８００タイプ　　　排水トラップ付　　　付属品一式共

ソフトタイプ　　　付属品一式共

洗 濯 機 用 水 栓 ＴＷ１１Ｒ 横水栓　　　緊急止水弁付

万 能 ホ ー ム 水 栓

注 記 事 項 １．衛生器具・陶器・手すり等のカラーは、監督員の指示に従う事。

据付共建築工事。但し、配管接続は本設備工事。ステンレス流し台

ガ ー デ ン パ ン･ 据付共建築工事。但し、配管接続は本設備工事。

ＣＷ－ＰＣ１２ＱＤ－ＮＥＣＫ，

ＣＷ－ＰＢ２１－ＮＥ，ＣＦ－６３ＨＳＴ

ＣＦ－６３ＨＳＴ

ＢＣ－Ｐ２０ＳＵＭ,ＤＴ－ＰＡ２５０ＵＣＨ

ＢＣ－Ｐ２０ＳＵＭ,ＤＴ－ＰＡ２５０ＵＣＨ

Ｕ－４０６ＲＵ，ＯＫＵ－ＡＴ１３１ＳＤ

Ｓ－２０２Ａ，ＬＦ－７Ｅ－１９－Ｕ

ＳＦ－２０２

ＬＦ－ＷＪ５０ＫＱＡ

ＰＦ－８０６４ＡＣ，ＰＴ－５２

キャビネットタイプ　　　横水栓，床排水，その他付属品共洗濯流しユニット

こども用手洗カウンター フラップ ＥＳ デュオ　[ＡＢＣ商会]

その他付属品一式共ＡＢＳ－ＦＫＬ０１ [ＡＢＣ商会]

サイズ：１５００　　３人用　　専用キャビネット付　　オリジナル専用立水栓 (３個)

洗面器，立水栓，壁給水・壁排水，その他付属品共

間口：７５０，２枚扉，立水栓，床給水・床排水，その他付属品共

ＬＳ７２１Ｃ，ＴＬ１５５ＡＦＲ

ＦＴＶ１Ｎ－７５３

ＫＦＣ－２７１Ｔ１Ｕ２

Ｔ２００ＳＵＮ１３Ｃ ＬＦ－７Ｒ－１３Ｕ 横水栓

１２

１

６

８

１

１

２

１

２

１

１

１

１

１

２ ３ ２ ３ １ １

１

３ ３

２ ２ ２ ２

１

１

１ １

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１ １ １ １ １ １１７

１ １

電源　1φ×100V

電源　1φ×100V×約314W

電源　1φ×100V×約1260W

Ｌ２７０Ｄ，ＴＬＥ２８ＳＳ１Ａ

ＥＷＣ３８５ＣＳ

洗面器，自動水栓，壁給水・壁排水，その他付属品共

ＴＣＦ５８４１ＡＵＰ，ＹＨ７０２

Ｌ－５３１ＡＮＣ，ＬＦ－５０３

Ｌ－２７５ＡＮ，ＡＭ－３００ＣＶ１

器　具　名 品　　　　　番　　　　　等

ＬＩＸＩＬＴＯＴＯ

衛 生　器 具 表

計

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

職
員
ト
イ
レ

職
員
ト
イ
レ

誰
で
も
ト
イ
レ(1) (1) (2) (2) (1) (2)

児
童
ク
ラ
ブ

児
童
ク
ラ
ブ

児
童
ク
ラ
ブ

児
童
ク
ラ
ブ

児
童
ク
ラ
ブ

児
童
ク
ラ
ブ

(1) (2) (3) (4) (5) (6)(3)

玄

関

ホ

ー

ル

湯　
 

沸 
　

室

洗 
 
 

濯 
 
 

室

外 

流 

し

廊　
　

　

下

摘　　　　　　　　　　　　　要

外 部

備　　　考

ＷＨＥ

１

電　気　温　水　器

(イトミック)

(ＬＩＸＩＬ)

(Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ )床置設置型（飲用・洗い物用）　ウィクリータイマー付

貯湯量

付属品

２５Ｌ

その他標準付属品一式付

電　源

止水栓，排水ホッパー，耐震用脚，ステンレス製接続フレキ管１３φ (給水･給湯)

湯沸し室

：

：

１φ×２００Ｖ×２.0kW：

１ ＲＥＫＢ２５Ａ２２，Ｔ３３６ＤＲ

ＥＤＳ２５Ｃ(R/L)Ｘ２２０Ｄ０，ＭＺ－３Ｎ３Ｐ

ＥＨＰＮ－ＫＢ２５ＥＣＶ３,ＳＦ－ＷＣＨ３５０

台付シングルレバー混合栓(飲料熱湯用)

符　号 名　　　称 機　　　　器　　　　仕　　　　様 設 置 場 所 台 数

衛生器具設備　機 器 表

( 参 考 型 式 等 )

備　　　　　考

sa r-6 03- 16



：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

2024/02 /05給 排 水 衛 生 設 備 　 １ 階 平 面 図 M-008

（宮城県知事）第24310185号

９ 10 11 12 13 14

15

15 19 20 22 23 25 27 28 30 31

17 21 24 26 29

16

17

33

19 34

11

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

18７６５４３２１

８16 18

32

13

14

12

50

50 50

50COA

こども用手洗カウンター

(器具表参照) ×７

50COA

40VC

50COA 50COA 50COA 50COA 50COA

(床下配管) (床下配管) (床下配管) (床下配管)

50VC

50VC

50VC

別図詳細図参照 別図詳細図参照

75×40分水(本設備工事)

外流し

40止水栓(筐共)

40量水器

外流し

ガーデンパン (建築工事)

不凍給水栓 １５Ａ×１２００Ｌ

ホーム水栓(器具表参照)

地中埋設標(コンクリート製)×４

20電動水抜栓(BOX共)25電動水抜栓(BOX共)

30電動水抜栓(BOX共)

地中埋設標(鉄製)×６

地中埋設標(コンクリート製)×７

市配水本管 φ75VP

雨水本管 φ700HP

下水道本管 φ250VU

土被り：約1,200

土被り：約1,700

土被り：約1,400

250×150分岐(本設備工事)

サドル分水栓:φ75×40(40φ分水接手共)

塩ビ管用支管:φ250×φ150

ＨＰ用支管:φ700×φ200

網線表示はAS舗装

(本設備工事)

解体･補修(約19㎡)

軽量矢板

700×250分岐(本設備工事)

４０量水器(貸与品)

４０伸縮型ボール止水栓

４０逆止弁ＮＫ型(ユニオン)

量水器ボックス ＭＢ－４０

量水器廻り詳細

給排水衛生設備　１階平面図　　A1:1/100・A3:1/200
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水抜栓 ＢＯＸ取付

電動水抜栓 HR-A3 400L

砕石

電 動 水 抜 栓 施 工 要 領 図　　A1:1/20・A3:1/40
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埋　　設　　弁
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：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所 令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事 A3：1/50 1 /10 0

給 排 水 衛 生 設 備 　 平 面 詳 細 図 2024 /02 /29 M-0 09

（宮城県知事）第24310185号

ＷＨＥ

１

50

天井内へ

50

天井内へ

50

天井内へ

以降平面図参照 以降平面図参照 以降平面図参照 以降平面図参照 以降平面図参照 以降平面図参照

以降平面図参照

50COA

50COA
30電動水抜栓(BOX共)

床下点検口(建築工事)

ピット内配管

50COA
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50COA

100COA

床下点検口(建築工事)

注記事項

１．特記外(湯沸し室の一部)建物内配管は、全て床下ピット内配管とする。

２．床下ピットの詳細は、建築図(断面図)参照の事。

３．電動水抜栓配線図は、自動制御図面参照の事。

熱湯栓付シングルレバー混合栓(機器表参照)

給水管(一次側)

給水管(一次側)
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ＷＨＥ－１廻り詳細

各トイレ・水廻り等平面詳細図　　A1:1/50・A3:1/100
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水抜栓 ＢＯＸ取付

電動水抜栓 HR-A3 00L

砕石

電 動 水 抜 栓 施 工 要 領 図　　A1:1/20・A3:1/40
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電気設備工事特記仕様書
Ⅰ. 工事概要

１. 工事名称

２. 工事場所
３. 建物概要

建　物　名　称 構　　　造 階　　数 延床面積 建築面積 備　　　考消防法施行令別表第一
に よ る 用 途 区 分

㎡ ㎡

４. 工事種目 (・ 印のついたものを適用する。）
建物別及び

屋外
工事種目

・ 受変電設備
・ 幹線設備
・ 空調電源設備
・ 非常灯・誘導灯設備
・ 電灯設備
・ コンセント設備
・ 電話・ＬＡＮ設備
・ インターホン設備
・ 放送設備
・ テレビ共聴視設備
・ 自動火災報知設備
・ 警備システム・防犯カメラ設備
・ トイレ呼出設備

工　　事　　種　　別
備　　　考

５. 指定部分

Ⅱ. 特記仕様書
１. 一般事項（１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備

工事編、令和４年版）」及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の「公共建築設備工事標準図(電気設備編、令和４年版)」による。

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事特記仕様書を適用する。なお、機械設備工事の

特記仕様書は、（　/　）図、建築工事の特記仕様書は（　/　）図による。

※　なし　　　　・　あり　（工　　　期：令和　　年　　月　　日）

（対象部分：　　　　　　　　　　　）

２. 特記事項（１） 項目は番号に・印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用するものとする。

章 項　　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１　適用基準等

２　機　材　等

３　機材の品質・性能証明

４　保　険

５　雇　用

６　施工計画書・施工図等

７　手続き

８　施工条件

９　工事実績情報の登録

（CORINS）

10　事故報告

11　電気保安技術者

12　工事用電力、水、他

13　工事用仮設物

14　監督員事務所

15　足場、さん橋類

16　工事表示板

17　工事用通路

18　発生材の処理等

19　残土処理

20　耐震施工

一　
　

　
　

　
　

般　
　

　
　

　
　

共　
　

　
　

　
　

通　
　

　
　

　
　

事　
　

　
　

　
　

項

※　建設工事執行規則

※　山形県建築工事写真撮影要領（山形県土木部制定）

※　山形県建設工事元請・下請関係適正化要綱

※　本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの、またはこれらと同等のものとする。ただし、これらと

同等のものとする場合は、監督職員の承諾をうけるものとする。

※　本工事に使用する材料は、揮発性有機化合物等(VVOC,VOC等)の放散しないもの又は放散量の極めて少ないもの

の使用に努める。

※　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は、日本工業規格及び日本農林規格のＦ☆☆☆☆規格品、壁装材料協会

規格適合品または同等品、化学物質等製品安全データシート等にホルマリン不使用が明示されたものとする。

本工事着手前に主要機材メーカーリスト及び機器製作図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

また、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業｣（(社)公共建築協会）によって所要の品質・性能を有すること

の評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写しを監督職員に提出するものとする。

本工事着手前に工事目的物及び工事材料等を、本工事完了後引渡し期日まで火災保険及びその他の保険に付し、

写しを監督職員に提出する。

本工事は、公共職業安定所の紹介する者の雇い入れに努める。

工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書を作成し、監督職員に提出する。

工事の施工に先立ち、工種別施工要領書及び施工図等を作成し、監督員の承諾を受ける。

工事の着手、施工及び完成において、官公署その他関係機関への必要な諸手続き等は監督職員と協議の上、請負者

が遅滞なく処理する。なお、当該手続きに係る費用は請負者の負担とする。

別添の施工条件明示書による。

※　適用する（請負額が500万円以上の場合）

受注時、変更時及び完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登録手続きを行い、工事カルテの受領証を、

監督職員に提出のこと。（請負額が2,500万未満の場合は、受注時のみ）

適用しない

施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督職員に通報するとともに、「事故報告書」を別に指示する期日までに

監督職員に提出する。

電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者を置くものとする。

本工事に必要な工事用電力、水などの費用は引渡まですべて請負者の負担とする。

構内につくることが　　　※　できる　　　・　できない

※　設けない　　　　・　設ける（　　　　号・・・建築工事）

・　別契約の関係請負者が設置したものは、無償で使用できる。　　　・　本工事で設置する。

なお、枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省平成１５年４月策定）

により、設置については「手すり先行工法による足場設置基準」（ガイドライン別紙）による「働きやすい安心

感のある足場」とする。

※　設置する　　　設置枚数　１枚

営繕工事における工事及び表示要領（秋田県土木部営繕課制定）により設置する。

※　指定しない　・指定する（図示）

・　設置しない

発生材の処理　・　引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　特別管理産業廃棄物　（　・　ＰＣＢ使用機器　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受入施設名・所在地　；

・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　再資源化を図るもの

・　その他安定型廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受入施設名・所在地　：

・　その他管理型廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受入施設名・所在地　：

ＰＣＢを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な場所に保管し、

※　構内指示の場所に敷き均し　　　　・　構内指示の場所に堆積　　　　・　構外搬出

耐震施工における設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針」（建設省住宅局建築指導課監修）による。

本工事の施設分類は（　・　特定の施設　　・　一般の施設)で地域係数は１とし、設計用標準水平震度は

下表のとおりとする。なお、（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。

設計用標準震度
設置場所

上層階、屋上及び塔屋
中層階
一階及び地下層

特定の施設
重要機器 一般機器 一般機器重要機器

2.0（2.0）
1.5（1.5）
1.0（1.0）

1.5（2.0）
1.0（1.5）
0.6（1.0） 0.6（1.0）

0.6（1.0）
0.4（0.6）

1.5（2.0）
1.0（1.5）

1.0（1.5）

一般の施設

重要機器類・　配電盤　　　　　　・　発電装置　　　　　・　ＵＰＳ装置　　　　・　直流電源装置

・　交換機 ・　受信機（自立型） ・　中央監視装置 ・　情報通信ラック

重量が１００kg以下の軽量な機器(標準仕様書の適用を受けるものは除く)においても、耐震を考慮し、

据付等を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

21　他工事との工事区分

22　保温、結露防止

23　電線類

24　合成樹脂製可とう管

25　二種金属製可とう管

26　電線本数、管路など

27　インサート

28　呼び線

29　フラッシュプレート

30　フロアプレート･ベース

31　ハンドホール蓋

32　支持金物、固定金物

33　あと施工アンカー

34　接地極の種別・表示等

35　塗装工事

36　山留め

37　舗装工事

38　防火区画貫通部の防火

措置（ケーブル配線）

１　工事範囲

２　電気方式

３　施工方法

４　蛍光灯

５　蛍光ランプ

６　非常用照明器具

７　ハイテンション

アウトレット

８　人感センサープレート

９　予備配管

１　工事範囲

２　電気方式

３　施工方法

４　警報盤

５　電磁開閉器用押釦

（遠方操作用）

６　機器への接続

７　電動機等の接地

８　進相用コンデンサ

１　電気方式

２　施工場所及び面積

一　
　

　
 

般　
　

 
　

共　
　

　
 

通　
　

　
 

事　
　

　
 
 

項　

電　
　
　

　

灯　
　

　
　

設　
　

　
　

備

動　
　

力　
　

設　
　

備

電
熱
設
備

他工事との工事区分は図面に特記なき場合、「各工事の工事区分表」による。

外部に面する壁、天井でＦＰ板(スタイロホーム等)打込み箇所に取付ける位置ボックスなどは、保温、結露防止

処理を行う。

本工事では環境配慮の観点から、原則として一般ケーブルを使用するものとする。なお、標準仕様書第６編

通信情報設備工事　第１章　機材　第１節　電線類等　1.1.1　電線類等　表1.1.1電線類に次の種類を追加する。

露出箇所

いんぺい箇所

・　ビニル被覆あり

・　ビニル被覆あり

・　ビニル被覆なし

・　ビニル被覆なし

受けて変更してもさしつかえない。

鋼鉄製とする。なお、床版で保温板打込み部分は、断熱材用インサート（亜鉛めっき製品）を使用する。

長さ１ｍ以上の通線しない電線管には、１．２mm以上のビニル被服鉄線を通線する。

図面に特記なき場合、（　※ 金属製（ステンレス　・ 新金属も含む）　　・　樹脂製　）とする。

※　水平高低調節付（空転防止リング付）　　　・　砲金製　　　・ アルミ合金製

県章およびチェーン付のものとする。

屋外の機器及び配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし、

屋外機器のアンカーボルトのナットには、ナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

また、振動をともなう機器の支持金具のナットは、ダブルナットとする。

施工方法　　　　　・　接着系　　　（　※　有機系　　　　・　接着剤　　）

・　金属拡張系　（　※　本体打込式　　・　　　　　　）

性能・施工確認　　※　行わない　　　　・　行う

接地極は図面に特記なき場合、下表による。なお、ＥＢの長さは１，５００mmとする。

ただし、Ｄ＝１０は１，０００mm、Ｗ＝３０は１，２００mmとする。

装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

接 地 の 種 別
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

雷保護設備用接地
雷保護設備用接地
共同接地
共同接地
Ａ種
Ｂ種
Ｃ種
Ｄ種

構内交換機（陽極）用
本配線盤の保安装置
電話引込口の保安器
拡声増幅器
防犯装置用

測定用
避雷器用（低圧用）
避雷器用（高圧用）
構造体接地

記　　号
ＥＬ
ＥＬ
EA・ED・ELH
EA・EC・ED
EA
EB
EC
ED

Et
EAｔ
EDｔ
EDa
ES

Eo
ELL
ELH

接地抵抗値
Ω以下
Ω以下

10Ω以下
10Ω以下
10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下
10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下
100Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

接地極の規格、数量
ＥＰ×1
EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-　組
EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-2組
EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-2組
EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-2組

EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-2組
EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×2

EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×1

EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-　組
EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-2組
EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×1
EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×1

EB（Ｄ＝10又はＷ＝30）×1

EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-　組

EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-2組
EB（Ｄ＝14又はＷ＝40）×3連-2組
建築構造体利用（通信用も含む）

下記部位に使用する外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

※　屋外　　　※　居室　　　

切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除き、掘削の深さが1.5mを

超える場合には、山留めを行うものとする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築工事）２２章（舗装工事）及び

建築工事監理指針（舗装工事）による。

貫通する区画壁のそれぞれ両側１ｍ以上の距離に不燃材料

の管（Eパイプ：ねじなし電線管）を使用し、管と壁

等との隙間に、ロックウール保温材を充填し、その上をモ

ルタル又は耐熱シール等で塞ぐ。さらにケーブルと不燃材

材料の管の端口は端熱シール材等で密閉する。

　又、上記以外は国土交通省大臣認定工法による。

・　配管 ・　配線 ・　分電盤類

・　幹線 単相３線式　１００／２００Ｖ　５０Ｈｚ

単相３線式　１００／２００Ｖ

単相２線式　１００Ｖ

・　分岐

・　分岐

幹線

分岐 電灯

・　金属管配線 ・　ケーブル配線

・　合成樹脂管配線 ・　金属管配線 ・　ケーブル配線

・　フロアダクト配線

・　ケーブル配線

・　金属管配線

・　金属管配線

・　金属製

・　合成樹脂管配線

・　合成樹脂管配線

・　合成樹脂製

コンセント

屋外露出

ボックス

蛍光灯器具安定器の種別および点灯方式、力率、定格入力電圧、周波数は図示以外は下記による。

蛍　　　光　　　灯　　　の　　　種　　　類

直 管 形 の
ラ　ン　プ

Ｈｆ形のランプ

高輝度誘導灯

２０形
防雨形器具、防湿形器具、シーリングライト
プルスイッチ付き電池内蔵形非常用照明器具

上記以外のもの

ルーバー又は照明カバー付、防雨形、防湿形
ルーバー又は照明カバー付が取付可能な器具
センサー等と組み合わせて連続調光を行う器具
連続調光に使用する器具
初期照度補正制御を行う器具
上記以外の露出形及び下面開放形
１８Ｗ　２７Ｗ
Ｐ３２Ｗ　Ｐ４５Ｗ
Ｈ１６Ｗ　Ｈ２４Ｗ　Ｈ３２Ｗ　Ｈ４２Ｗ

標準図記号

ＧＬ　１５

ＧＬ　１５
Ｅ　　１５
ＰＨ　９５
ＰＴ　９５
ＰＸ　９５
ＰＺ　９５
ＰＫ　９５
ＰＮ　９５
ＥＬ　１５

ＰＮ　９５
コンパクト形
のランプ

一般型

Ｈｆ型

・　省エネ形（　・　全部　　　・　暖房を行う部屋、廊下などに限る。）　　　・　一般形

※　電池内蔵形

※　飛び出し形

※　銅合金製

・　電源別置形

・　外部固定形

・　アルミ製

照明の人感センサー制御を行う部屋には、注意プレートを設置する。

埋込形分電盤からの立上げ予備配管は、予備の配線用遮断器が４個以下の場合は（Ｅ２５）を１本、

５個以上の場合は（Ｅ２５）を２本以上、天井裏まで立上げる。

梁下に配管・配線スペースのない梁には、１スパンにＥ（２５）２本を予備スリーブとして埋込む。

・　配管 ・　配線

・　幹線

・　分岐

・　制御盤類

三相３線式　２００Ｖ　５０Ｈｚ

三相３線式　２００Ｖ

・　金属管配線

・　金属管配線

・　金属管配線

・　合成樹脂管配線

・　合成樹脂管配線

・　合成樹脂製

・　ケーブル配線

・　金属製

・　ケーブル配線

幹線

分岐

屋外露出

ボックス

※　壁掛形（電源装置　　※　内蔵　　・　別置　）　　

※　埋込連用形配線器具

電動機などへの接続は本工事とする。

図示以外は金属管接地とする。

各負荷ごとに適合するコンデンサを取り付ける。

幹線

分岐

・　車路部

単 相 ３ 線式２００　Ｖ　５０Ｈｚ

単 相 ３ 線式２００　Ｖ

（   52.0   ㎡） （        ㎡）
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護
設
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１．工事範囲

２．受雷部

３．避雷導線

４．接地極

５．測定用補助接地極

・　受雷部

・　突針

・　引下げ導線

※　接地極埋設

・　設置

・　引下げ導線

・　棟上導線

※　建築構造体利用

・　建築構造体利用

・　接地極埋設

・　笠木（別途）など

・　機器類

・　高圧　　三相３線式　　　６ｋＶ　５０Ｈｚ

・　低圧　　三相３線式　　２００Ｖ　・　低圧　　単相３線式　　１００Ｖ／２００Ｖ

１　工事範囲

２　電気方式

３　引込ケーブル

４　配電盤

５　主遮断装置

６　高圧機器類

７　変圧器

８　進相用コンデンサ

９　リアクトル

10　自動力率制御装置

11　測定用補助接地極

受　
　

変　
　

電　
　
　

設　
　

備

・　ＣＶＴ３８sq ・　ＥＭ－ＣＥＴ６０sq

・　ＥＭ－ＣＥ６０sq－３Ｃ・　ＥＭ－ＣＥ３８sq－３Ｃ

・　屋内形 ・ 屋外型（防塵処理及び結露対策を施す）

・　キュービクル式配電盤 ・　高圧閉鎖配電盤

※　限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器（ＰＦ－Ｓ) ・　高圧交流遮断器（ＣＢ）

定格遮断電流　１２．５　ｋＡ

・　油入式 ・　乾式

・　単相変圧器　　２００ｋＶＡ ・　三相変圧器　　２００ｋＶＡ

（油入式:JIS C4304-2005適合品 乾式：JIS C4306-2005適合品）トップランナー型

※　低圧 ・　高圧 ・　６％ ・　１３％

・　１３％・　６％

※　無効電力検出方式 ・　力率検出方式

・　設置

静
止
形
電
源
設
備

１　直流電源装置

２　交流無停電電源装置

３　太陽光発電装置

※　非常用照明器具電源、受変電設備制御電源供用 ・　受変電設備専用 ・　非常用照明器具専用

蓄電池 ・　鉛蓄電池（　・　ＨＳ　　・　ＣＳ　　・　ＭＳＥ　　・　　　　　）

・　アルカリ蓄電池（　・ＡＨ　・ＡＭＨ　・　　　　）

用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

容量　　　　　ｋＶＡ

蓄電池　　　・　鉛蓄電池（　・　ＨＳ　　・　ＣＳ　　・　ＭＳＥ　　・　　　　　）

・　アルカリ蓄電池（　・ＡＨ　・ＡＭＨ　・　　　　）

太陽電池アレイ公称電力２，２８　ｋＷ

パワーコンディショナ　　単相　３線式　定格出力　３ｋＷ

発　
 

電　
　

設　
 

備

１　工事範囲

２　形　式

３　発電機

４　原動機

５　燃　料

６　太陽光発電装置

・　機器類

・　簡易形

・　屋内形

・　キュービクル式

・　屋外形

・　オープン形

電気方式

種類

定格出力

三相３線式　５０Ｈｚ　　電圧　　２００Ｖ　　　定格出力　　４８ｋＶＡ

・　ディーゼル ・　ガスタービン

ｋＷ以上　（　　　　ＰＳ以上）

※　電気式 ・　空気式

・　ラジエータ式 ・　水冷循環式

始動方式

冷却方式

種類

燃料小出槽

主貯油槽

・　軽油 ・　灯油 ・　Ａ重油

Ｌ

・　なし ・　あり （　･　別途　　　・　本工事：　　　　　）

太陽電池アレイ公称出力

パワーコンディショナ

ｋＷ

相　線式　定格出力　　　　ｋＷ

構 

内 

交 

換 

設 

備

１　工事範囲

２　電話交換機

３　電話機への配線

４　ローテンションアウト

レット（亀甲形）

５　保安器用接地

・　交換機 ・　電話機 ・　配線（　・　全部　　・　端子盤以降　）

形式

回線式

・　ボタン電話装置 ・　ＰＢＸ

局線　　　　　　／　　　　　　回線 内線　　　　／　　　　回線

電話機１台につき、下記のものを見込む。

・　ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ　（　・　２０ｍ　　・　　　　）

・　ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｃ　　　（　・　２０ｍ　　・　　　　）

・　ワイヤープロテクタ　　　　　　（樹脂製　外形寸法約２０×８）１．５ｍ

※　一般電話用　　　　個（　・　納入する　　・　取り付ける　）

※　銅合金製

※　本工事

・　アルミ製

・　別途工事

１　工事範囲及び施工方法

２　構内情報通信網設備

３　情報表示設備

４　映像・音響設備

５　拡声設備

６　誘導支援設備

７　テレビ共同受信設備

８　監視カメラ設備

９　防犯・入退室管理設備

工　　事　　範　　囲 施　　　工　　　方　　　法
項　　目 配　管 配　線 機器類 合成樹脂管配線 金属管配線 ケーブル配線

・　構内情報通信網
・　ナースコール設備
・　映像・音響
・　拡声
・　誘導支援
・　テレビ共同受信
・　監視カメラ
・　防犯・入退室管理
・

・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・
・

・
・ ・ ・ ・

・
・

・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・

ボックス

種類

・　合成樹脂製 ・　金属製

・　１０ＢＡＳＥ－Ｔ ・　１００ＢＡＳＥ－ＴＸ ・　１０００ＢＡＳＥ－Ｔ ・　ＡＴＭ

・　情報表示盤

・　親時計

（　・　発光ダイオード式　　・　磁気浮動式　　・　プラズマ式　　・　液晶式　）

回線　（　※　壁掛形　　・　自立形　）

（　・　電子チャイム組込　　・　プログラムタイマー組込　）

・　増幅器 ６０　 Ｗ

・　ＶＴＲ

・　プロジェクタ

・　音響設備

・　一般放送用

・　増幅器

・　身体障害者用インターホン

（　・　ＤＶＤ　　　　・　ＤＶ　　　　　・　Ｓ－ＶＨＳ　　　・　　　　　）

（　※　前面投射式　　・　背面投射式　）

（　・　ＣＤ　　　　　・　ＭＤ　　　　　・　カセット　　　　・　　　　　）

・　非常放送兼用

Ｗ　（　※　卓上形　　　・　キャビネットラック形）

・　テレビアンテナ

・　地上波アンテナマスト

・　ＢＳ用アンテナマスト

・　白黒方式 ・　カラー方式

・　接地工事（　※　本工事　　・　別途　）

・　トイレ呼出装置 ・　音声誘導装置

（　・　ＡＶ－　　　・　ＡＵ－１　　・　ＢＳＡ－７０　・　ＣＳＡ－　　　）

（　※　壁面取付形　　　・　自立形　）

（　・　壁面取付形　　　・　自立形　）

通　
　

信　

・　

情　
　

報　
　

設　
　

備

火　
 

災 
　

報 
　

知 
　

設 
　

備

１　工事範囲

２　火災報知装置

３　非常警報装置

４　自動閉鎖装置

５　ガス漏れ警報装置

６　消火器類

・　配管 ・　配線 ・　機器類

・　壁掛形 ・　自立形

（　１５２アドレス）

（火報      回線、自動閉鎖      回線、 ガス漏れ　　　 回線）

・　副受信機 型　　級　　　回線

型　　級　　　回線

Ｐ 型　１級 ２０ 回線・　受信機

・　複合盤

・　機器収容箱

・　感知器類

・　専用形 （　・　埋込形　　・　露出形　）　 ・　屋内消火栓箱に組込み

・　非常ベル（自動式サイレンを含む）

型用　総数　　　　個　（　・　自動試験機能付　）

・　非常放送装置

・　連動制御盤

・　単独

・　自動閉鎖機構

回線（遠方復帰機構　　　回路）

（・　壁掛形　　　・　自立形） ・　火災受信機などとの複合盤

・　防火戸用（本工事、電磁式又はラッチ式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下）

・　防煙ダンパ用（別途、瞬時通電式又は電動式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下、

遠方復帰機構(電動式)、ＤＣ２４Ｖ，０．７Ａ以下）

・　防火シャッター用（別途、ＤＣ２４Ｖ，０．６Ａ以下）

・　自動開放機構

・　受信機

・　排煙ダンパ（別途、排煙機運動用連動機構付）

回線（　・　都市ガス用　　・　液化石油ガス用）

・　単独 （　・　壁掛形　　・　自立形　） ・　火災受信機などとの複合盤

・　感知器

・　併設 ・　連動

・　定格電圧

・　ガス検知出力信号

（　・　ＡＣ１００Ｖ　　　・　ＤＣ２４Ｖ　）

（　・　有電圧出力方式　　・　無電圧接点方式　）

・　消火器 種別　　・　数量　　　本

・　消火器収納箱 仕様　　・　材質 ・　数量　　　面

構　
　

内　
　

配　
　

電　
　

線　
　

路

１　工事範囲

２　電気方式

３　布設方法

４　柱上機器

５　高圧ケーブルの

端末処理

６　その他

７　外灯設備

８　沈下対策

９　標識シート

10　予備配管

・　管路 ・　配線 ・　機器類

・　高圧　三相３線式　　６ｋＶ　　５０Ｈｚ

・　低圧　三相３線式　２００Ｖ

・　低圧　単相３線式　１００／２００Ｖ

・　低圧　単相２線式　１００Ｖ

※　地中埋設式（　・　ＦＥＰ　　・　ＰＥ　　・　厚鋼電線管　） ・　架空線式

・　高圧負荷開閉器

・　避雷器

（ＬＡ内蔵型） ※　一般用 ・　耐重塩じん用

※　地絡継電器付き（※　方向性　・　無方向性）

※　一般用 ・　耐塩用

・　耐塩用

・　耐塩用

※　一般用

※　一般用

・　高圧カットアウト、がいしなど

屋外側

※　処理者銘板取付（屋内外共、線名、作業日、氏名を表示）

東北電力（株）外線工事基準（架空線編）に準ずる。

・　定格電圧　　　２００Ｖ Ｗ （一部配管工事のみ）

地中線路及びハンドホール等沈下が考慮される場合は、沈下対策を施す。（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　高圧ケーブル ・　電力幹線ケーブル

屋外キュービクルから第１ハンドホールまでの予備配管（ＦＥＰ１００：１本）を設ける。

分電盤、動力盤から建物へのハンドホールまでの予備配管（ＦＥＰ８０：２本）を設ける。

構
内
通
信
線
路

１　工事範囲

２　用途

３　施工方法

４　標識シート

・　管路 ・　配線

・　電話用 ・　時計、拡声用 ・　火災報知用 ・　ケーブルＴＶ用

※　地中埋設式 （　・　ＦＥＰ　　・　ＰＥ　　・　厚鋼電線管）・　架空線式

・　弱電用

注記：機器参考図について

本図面中で機器の品質・グレードを規定する目的で機器の寸法形状や諸元を参考図として記載している。

表２「機器取付高さ」 図面に特記なき場合は下表による。ただし、これによりがたい場合は監督員と協議する。

電　　　　力　　　　設　　　　備
名　　　　　称

取引用計器
引込開閉器
分電盤

スイッチ （一　般）
〃 　（和　室）

〃 　（和　室）

〃 　（和　室）

〃　　（和　室）

〃　　（和　室）

〃 　（台　上）
〃 　（ファン用）
〃 　（厨　房）
〃 　（車　庫）
〃 　（機械室）
〃 　（土　間）

〃 　（踊　場）
〃 　（鏡　上）

〃 　　（玄関子機）

〃 （身体障害者玄関）

〃 　　　（重質）

コンセント(一　般）

ブラケット(一　般）

非常ボタン(便所用）
壁付インターホン(親機）

廊下表示灯(復旧ボタン付）

端子盤(廊下、室内）
〃 （ＥＰＳなど）
壁付アウトレット(一　般）

壁付インターホン(一　般）
〃 　　（身体障害者）

壁付アウトレット(一　般)

直列ユニット(一　般)

壁付押しボタン(一　般)

都市ガス用検知器　(軽質)

避難口誘導灯
廊下通路誘導灯

壁掛形制御盤
開閉器箱
電磁開閉器用ボタン

身障表示ランプ
スイッチ

引込線留め高
集合保安器箱

壁掛形親時計
子時計

壁掛形スピーカ
壁付アッテネータ

機器収容箱

表示盤
壁付発信機
ベル、ブザー、チャイム

受信機
副受信機
機器収容箱
発信機
表示灯
ベル
液化石油ガス用検知器

測　　点 取付高（mm） 名　　　　　称 測　　点 取付高（mm）
通　　　　信　　　　設　　　　備

地上～窓中心 地上～引込点
床上～中心
床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～上端

床上～上端
天井～上端

天井下～上端

天井下～上端
床上～下端

床上～下端

床上～下端

床上～上端

床上～中心

台上～中心

鏡上端～中心

〃
〃
〃

〃
〃
〃

〃

〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃
〃

〃

〃
〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

約　1,800
1,800～2,200

1,500(上端1,900以下)

1,300
1,200

300
150～ 200

ファン下端
800～1,000

1,300

800～1,300
500～1,000

800～1,500
800～1,500
800～1,500
800～1,500

2,100～2,300
2,000～2,500

1,500以上
1,000以下

1,500
1,300

1,300

1,300
1,100

1,100
1,500

1,300
1,300
1,300

2,300
2,300

2,300

2,300

2,300
2,100

1,300

1,300

1,500

100

150

900

250

250
150

900

200

200

300

300

150～200

150～200
300

300
200

1,500(上端2,000以下)

1,500(上端2,000以下)

表１ ｢完成書類｣　　引き渡し時には下記の書類を提出する。

電　
　

　
　

　
　

　
　

灯

電
力
共
通

動
力

身
障
者
用

電　
 
　

話

時
計
・
拡
声
・
通
信
設
備

警
報
・
表
示
等

火 

災 

報 

知 

機

名　　　称 完　　成　　書　　類 部数 名　　　称 完　　成　　書　　類 部数

１　完成調書

２　完成図書

３　完成原図

４　完成図

５　完成図(縮小)

６　完成図(電子データ)

７　施工図

８　機器完成図

①機器別完成図

②機材材質証明書

③機材検査報告書

④工場試験報告書

⑤工場立会検査報告書

⑥現場据付試験報告書

⑦総合試運転報告書

営繕工事完成引渡要領

(平成３１年１月１５日版)

Ａ４版：黒表紙金文字製本

(機器完成図,取扱説明書と合本可。

ただし、暑さが８０mmを超える場合

は分冊とする。)

三つ折りケース収納

青焼製本

Ａ１版またはＡ２版の二つ折り

青焼縮小製本

Ａ３版二つ折り

うち１部は営繕課保管

JWW又はDXF形式のCADデータもしくは

TIFF形式（200DPI程度)

青焼製本

Ａ１版またはＡ２版の二つ折り

(施工図の枚数が少ない場合は、

４　完成図と合本可)

(２　完成図書と合本可)

Ａ４版：黒表紙金文字製本

１部

１部

１部

１部

１部

１部

１部

１部

１部

１部

１部

１組

２部

ＣＤ

１枚

９　取扱説明書

①保守に関する案内書

②機器別取扱説明書

③緊急連絡先一覧

④各種保証書

１０　管理の手引き

①工事概要書

②機器完成図

③機器別取扱説明書

⑤緊急連絡先一覧表

④保守に関する案内書

１１　工事写真

①施工写真

②完成写真

③マイクロフィルム

１２　工事に関する書類

①施工計画書

②施工要領書

③承諾書・確認書

④協議書

⑤打合せ議事録

⑥工事週報

⑦安全に関する書類

⑧廃棄物管理票の写し

Ａ４版：黒表紙金文字製本

Ａ４版：チューブ式ファイル

Ａ４版：チューブ式ファイル

Ａ４版：ペーパーファイル

Ａ４版：チューブ式ファイル

(２　完成図書と合本可)

(着手前、施工状況、完成の各写真)

完成届に添付

３５mm　ＭＦフォルダー

営繕課保管用

工事完了後、監督職員に引き渡す。

令和６年度 東向陽台小学校児童クラブ新築工事

鉄骨造 地上 １階児童福祉施設 798.66 882.92

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督員の承諾を

これらのものについては、その品質・性能が図面と同等品もしくはそれ以上のものを使用するものとする。

宮城県富谷市明石台１丁目３７番１３、３７番１２の各一部

特 記 仕 様 書

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

E -00 1

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

2024/ 02/ 29
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（宮城県知事）第24310185号



弱電設備図参照

EM-CET60°
EM-CET 60°FEP(65)

PF(28)

PF(28)

EM-CE 3.5°-3C

EM-CE 3.5°-3C

EM-CE 3.5°-3CEM-CE 3.5°-3C
EM-IE 14°

EM-CET 100°E22°FEP(65)

EM-CET 100°E22°FEP(65)

6kV EM-CET 38°FEP(80)

FEP(50)×2

EM-IE38°EM-IE60°EM-IE38°EM-IE5.5E゚M-IE5.5゜

EAD EB ED
(ELB)

Ep Ec

EM-IE 14°EM-IE5.5゜

EALED

7C 7C
端子盤へ

ＵＨＦアンテナ取付

照明へ接続
電灯設備参照

T1

EM-CET 60°FEP(65)

EM-CET 100°E22°FEP(65)FEP(50)×2EM-CET60°FEP(65) FEP(50)×2

EM-CET 60°E22°

防雨入線カバー

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

電灯設備図参照

凡例
照度確保範囲

防犯灯

Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｈ Ｈ

Ｈ

高圧気中開閉器　7.2KV 200A 12.5KA 方向性GR付（VT・LA内蔵)

Ｐ．Ｂｏｘ

１５０°×１００（ＶＥ，ＷＰ）

Ｐ．Ｂｏｘ

５００°×３００（ＶＥ，ＷＰ）

Ｈ１－６　Ｒ８Ｋ－６０Ｈ１－６　Ｒ８Ｋ－６０

Ｈ１－６　Ｒ８Ｋ－６０

12m-19cm-350kg(ﾈｶｾ・足場ﾎﾞﾙﾄ共)

屋外キュービクル

引込ポール

Ａ

キュービクル用消火器

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

1 /40 01 /20 0

外 構 図 E-002

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事
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（宮城県知事）第24310185号
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II

(ELB)

入力換算

変圧器容量 入力換算x0.7

負荷容量計

CH

CH

LBS 7.2KV 200A

6600V/210V

3φ TR

(1φ100V)

CT X2

EF VS

AS

1φ100V

6600V/210V-105V

1φ TR

CT X2

EF

(1φ100V)

ＺＣＴ

VS

AS

125V 15A

25cm

FL10W

Th A

T

Ａ

Ｖ 300V

Ａ

Ｖ 300V

PF×3 7.2KV 50A

ＺＣＴ

高　圧　単　線　結　線　図　　S=NOT

5P

x6 DSx6

接地埋設標共

接地埋設標共

5.5 ﾛ × 1

ＥAD

ＥB

Ｅp

38ﾛ × 1

60ﾛ × 1

50KVA

7,020V (L=6%)

イ

ロ

ハ

電線サイズ 備考遮断器容量容量(KW)行き先回路番号

変圧器容量

合計容量

VA

VA

３φ変圧器 MCB=RC＞18KA（200V）

Ｐ－１

１

２

３

VA

VA

容量(VA)行き先回路番号 遮断器容量 電線サイズ

１φ変圧器 MCB=RC＞18KA（200V）

備考

VA

Ｌ－１ MCB 3P 225AF 225AT CVT 100sq

45.65 kW MCB 3P 225AF 200AT

予備 　－　kW MCB 3P 100AF 100AT

43,366.2

予備 MCB 3P 100AF 100AT

45.65 kw

よって５０ｋＶＡ

負荷容量x1.2 54.78 (KVA)

38.346 (KVA)

43,566.2

合計容量x0.7 30,496.34 よって５０ｋＶＡ

50KVA

3φSC  20.0 Kvar

1000/5A 400/5A

CVT 60sq

所内電源 200
ＷＨ

ＶＣＴ

（電力支給品）

３Φ３Ｗ ６６００Ｖ ５０Ｈｚ

ＰＡＳ

７．２ＫＶ２００Ａ

Ｅ１４ｓｑ　ＶＥ（１６）

財産責任分界点

６ＫＶ ＣＶＴ ３８ｓｑ

ＳＯＧ

（ＬＡ）

ＥＤ

Ｅ５.５ ＶＥ（１６）

Ｅ－Ｄ

ＧＲ付属ケーブル

ＥＡ

ＶＴ・ＬＡ内蔵

600/5A

１ ２ ３ ロ ハイ

MCB 2P 20AF 20AT

40kA（ﾊﾞﾘｱ付）

400/5A

９

予備

5.5 ﾛ × 1Ｅc

接地埋設標共ＥD 38ﾛ × 1

MCB 3P 100AF 100AT

sa r-6 03- 16
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43,366.2　VA

4,706.2　VA

21,300 　VA

21,300×0.6

= 12,780　VA

4,706.2　VA

5,690   VA

誘導灯

火報受信機

外灯（ポール灯）

警備システム

事務室　床コンセント

6.9

100

600

900

900

600

静養室コンセント

事務室　壁コンセント

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

1

2

3

4

900

1,230

３．０５ｋＷ

事務室　壁コンセント

ＣＶ３．５°－４Ｃ玄関ホール
ＡＣＰ－１

100

20,190　 VA

計  43,366.2　VA

１

２

３

４

５

６

5

6

1,230

2,000

呼出表示器 100

玄関ホール・事務室
湯沸室・廊下(3)・職員トイレ
外部照明・廊下(1)
男女トイレ(1)・多目的室

廊下(２・３)コンセント

600

600

900

廊下（２）コンセント

T1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

本棚スペース　ＡＣ

多目的室　ＡＣ

11,380 　VA

廊下（１）
ＡＣＰ－１

児童クラブ室（１)
ＡＣＰ－３

５．３５ｋＷ

４５．６５ｋＷ

児童クラブ室（４・５・６）
ロスナイ電源

非常灯1

廊下(2)・男女トイレ(2)
更衣室・倉庫・誰でトイレ

玄関ホールコンセント

更衣室（１・２）
コンセント

600

600

900

600

600

多目的室コンセント 600

600

職員トイレ（１）
コンセント

1,200

誰でもトイレ
コンセント
女子トイレ（２）
コンセント

男子トイレ（２）
コンセント

湯沸室
ＩＨ用コンセント

湯沸室
冷蔵庫用コンセント

1,200女子トイレ（１）
コンセント

1,200

1,200

男子トイレ（１）
コンセント

1,200

1,200

端子盤用
露出コンセント

300

11,380÷2

= 5,690　VA

20,190 　VA

12,780　 VA

児童クラブ室（１・２・３）
ロスナイ電源
湯沸室　電気温水器用
コンセント

読書スペース　ＡＣ 605

廊下（１）コンセント

児童クラブ室（６）
コンセント
児童クラブ室（６）
コンセント
児童クラブ室（５）
コンセント
児童クラブ室（５）
コンセント
児童クラブ室（４）
コンセント
児童クラブ室（４）
コンセント
児童クラブ室（３）
コンセント
児童クラブ室（３）
コンセント
児童クラブ室（２）
コンセント

児童クラブ室（２）
コンセント
児童クラブ室（１）
コンセント
児童クラブ室（１）
コンセント

読書スペース
コンセント

外部コンセント

外部コンセント

職員トイレ（２）
コンセント

女子トイレ（２）
コンセント
女子トイレ（２）
コンセント

男子トイレ（２）
コンセント

洗濯室
洗濯機用コンセント

女子トイレ（１）
コンセント
女子トイレ（１）
コンセント

男子トイレ（１）
コンセント

900

600

900

600

900

600

900

600

900

600

1,200

1,280

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

7 静養室　ＡＣ

8
誰でもトイレ
パネルヒーター

500

9
女子トイレ（２）
パネルヒーター

1,000

10
男子トイレ（２）
パネルヒーター

1,000

605

605

605

４．４０ｋＷ

ー

廊下（２）　
ＡＣＰ－１

ヨビ

７

８

９

１０

１１

１２

事務室
ＡＣＰ－２

ーヨビ

児童クラブ室（２)
ＡＣＰ－３
児童クラブ室（３)
ＡＣＰ－３

児童クラブ室（４)
ＡＣＰ－３
児童クラブ室（５)
ＡＣＰ－３

児童クラブ室（６)
ＡＣＰ－３

５．３５ｋＷ

３．０５ｋＷ

５．３５ｋＷ

５．３５ｋＷ

５．３５ｋＷ

５．３５ｋＷ

３．０５ｋＷ

ＣＶ５．５°－４Ｃ

ＣＶ５．５°－４Ｃ

ＣＶ３．５°－４Ｃ

ＣＶ５．５°－４Ｃ

ＣＶ５．５°－４Ｃ

ＣＶ５．５°－４Ｃ

ＣＶ５．５°－４Ｃ

ＣＶ５．５°－４Ｃ

ＣＶ３．５°－４Ｃ

51

52

53

54

女子トイレ（１）
洗面化粧台コンセント

600

男子トイレ（１）
洗面化粧台コンセント

600

女子トイレ（２）
洗面化粧台コンセント

600

男子トイレ（２）
洗面化粧台コンセント

600

55

56

57

58

400空調制御・電動水抜栓

ーヨビ

ーヨビ

ーヨビ

児童クラブ室（５）
児童クラブ室（６）

児童クラブ室（３）
児童クラブ室（４）

児童クラブ室（１）
児童クラブ室（２）

Ｅ スペース ー

900外部コンセント

発電機より

EM-EEF 2.0-3C

発 発電機回路

11
女子トイレ（１）
パネルヒーター

1,000

12
男子トイレ（１）
パネルヒーター

1,000

13 ヨビ ー

14 ヨビ ー

712.1

689.6

689.6

689.6

24

631.1

59.4

648.4

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１φ３Ｗ

１００／２００Ｖ

ＥＬＢ ３Ｐ

２２５ＡＦ/２２５ＡＴ

ＣＶＴ１００゜

電灯

コンセント

電灯

コンセント

コンセント(60％として)

電灯分電盤
Ｌ－１

１００

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

１００

１００

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

１００

１００

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００ 2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT２００

３φ３Ｗ

２１０Ｖ／２１０Ｖ

ＥＬＢ ３Ｐ

２２５ＡＦ/２００ＡＴ

ＣＶＴ６０゜

２００ 3P 50AF/50AT

２００

２００

２００

２００

２００

3P 50AF/50AT

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

3P 50AF/30AT

１００ 2P 30AF/20AT

ＥＥ・タイマー回路

コンセント(２００Ｖ)

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

3P 50AF/50AT

3P 50AF/30AT

3P 50AF/20AT

3P 50AF/50AT

3P 50AF/30AT

3P 50AF/50AT

3P 50AF/50AT

3P 50AF/50AT

3P 50AF/30AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００

１００

2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT

１００ 2P 30AF/20AT

１００ 2P 30AF/20AT

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

2P 30AF/20AT２００

電気方式

盤 名 称 主 開 閉 器

結 線 方 式

回路

番号

電圧

(Ｖ) MCB ELB

分岐開閉器

極数　AF/AT

容量 (VA)
負　荷　名　称 RRy

№

操作回路
備　　　考

電気方式

盤 名 称 主 開 閉 器

結 線 方 式

回路

番号

電圧

(Ｖ) MCB ELB

分岐開閉器

極数　AF/AT

容量 (VA)
負　荷　名　称 RRy

№

操作回路
備　　　考

照 明 ｺﾝｾﾝﾄ

動力分電盤
Ｐ－１

電気方式

盤 名 称 主 開 閉 器

結 線 方 式

回路

番号

電圧

(Ｖ) MCB ELB

分岐開閉器

極数　AF/AT

容量 (VA)
負　荷　名　称

低圧
コンデンサ

実装 №

操作回路
備　　　考

コンセント

照 明 ｺﾝｾﾝﾄ
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外構図参照
EM-CET 100°E22°

E-0 05

EM-IE 14°
EM-CET 60°

幹 線 設 備 図

Ｐ．Ｂｏｘ

５００°×３００（ＶＥ，ＷＰ）
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階 面 積   ㎡(坪)

(241.59)

(241.59)

882.92 (267.08)

798.66

798.66

1階

延床面積

建築面積

特記なき場合、天井高さはCH=2,400とする。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

N

S=1/100１階平面図

スロープ

外流し

U
P

60
00

60
00

6
00

0

6
00

0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

60
00 道路

RC杭

U型側溝W=240

RC杭 RC杭 RC杭

RC杭

U型側溝W=300

ﾌｪﾝｽ

木杭
P1

RC杭

並木

P2
木杭

+1050

+1100

+1050

+1100

+1100+1100+1100

+1150

+1100

+1100 +1100 +1100 +1100 +1100 +1100

+1100

+1100

▼

※非常時のみ使用
カウンター

４枚引違窓

引
違

内
窓

可
動

間
仕

切

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

避難口

受
付

カ
ウ

ン
タ

ー

※非常時のみ使用
避難口

設計GL＝BM+1100

掃除用具入

手摺

火気使用無し

分
電

盤

スロープ

U
Pスロープ

収納（６）収納（５）収納（４）収納（３）

更衣室（１)

押入

倉庫（２）更衣室(２)

児童クラブ室（１）

倉庫（１）

女子トイレ（１）男子トイレ（１）

読書スペース

学習室

本棚スペース 多目的室

廊下（２）

女子トイレ（２） 男子トイレ（２）

児童クラブ室（２） 児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４） 児童クラブ室（５） 児童クラブ室（６）

収納（１）収納（２）

湯沸し室 洗濯室

職員職員
ﾄｲﾚ(2)ﾄｲﾚ(1)

静養室

廊下（１）

外部倉庫

玄関

玄関ホール

事務室

誰でも
トイレ

廊下（３）

+1100

本
棚

本
棚

キ
ャ
ビ

ネ
ッ

ト

キャビネット
キャビネット（腰高）

丸ベンチ

棚
洗

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

標識

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

間知ﾌﾞﾛｯｸ擁壁(水抜80mm)

電柱 明石台北線2東6
電話柱 明石台北12右2右6

記念碑

電線H=11.5m

電線H=11.5m

電線H=6.0～11.5m

冷

BM±0

天    端

天    端
+10

+60

擁壁天端
+530

-210
-370 -560

-570
-170

+1000

+20

+1070

+1070

+600

側溝天端
+920

+560

+1030

側溝天端

-520

側溝天端側溝天端

+600
擁壁天端

側溝天端

擁壁天端

+560
擁壁天端

-50

側溝天端
+50

側溝天端

擁壁天端

+990
天    端

-370
天    端

-340

+1070

163.146

敷地分割想定ライン

電柱 明石台北線2東7

電話柱 明石台北12右2右7

※5ｍ西に移設U型側溝W=300



防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

EM-CE 3.5°-4C

EM-CE 5.5°-4C

EM-CE 5.5°-4C
F2.0

F2.0

EM-CE 5.5°-4C

EM-CE 3.5°-4C

F2.0

F2.0

EM-CE 5.5°-4C

EM-CE 5.5°-4C

E-0 06

EM-CE 3.5°-4C

F2.0 55

63

5

6

7

7

8

4

1

2

F2.0

女子トイレ（１）パネルヒーター

単相200V　1,000W

男子トイレ（１）パネルヒーター

単相200V　1,000W

女子トイレ（２）パネルヒーター

単相200V　1,000W

男子トイレ（２）パネルヒーター

単相200V　1,000W

誰でもトイレパネルヒーター

単相200V　500W

9
1012 11 4

5

9

10

1Φ100V

F2.0

EM-CE 5.5°-4C
EM-CE 5.5°-4C

F2.0 F2.0
F2.0

8

ACP-1　三相200V　3.05kW

ACP-1　三相200V　3.05kW

ACP-1　三相200V　3.05kW

ACP-2　三相200V　4.40kW ACP-3　三相200V　5.35kW

ACP-3　三相200V　5.35kWACP-3　三相200V　5.35kW

ACP-3　三相200V　5.35kWACP-3　三相200V　5.35kW

ACP-3　三相200V　5.35kW

ACP-4　単相200V　605WACP-4　単相200V　605W

ACP-4　単相200V　605W

ACP-4　単相200V　605W

空 調 電 源 ・ パ ネ ル ヒ ー タ ー 電 源 ・ 電 動 水 抜 栓 電 源 設 備 図

※冷媒管共巻きとして ※冷媒管共巻きとして

※冷媒管共巻きとして

電動水抜栓操作　1Φ100V

電動水抜栓操作　1Φ100V

電動水抜栓操作

1Φ100V

空調機集中コントローラー（CRC-1）　1Φ100V

※冷媒管共巻きとして

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

2024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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階 面 積   ㎡(坪)

(241.59)

(241.59)

882.92 (267.08)

798.66

798.66

1階

延床面積

建築面積

特記なき場合、天井高さはCH=2,400とする。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

N

S=1/100１階平面図

スロープ

外流し

U
P

60
00

60
00

6
00

0

6
00

0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

60
00 道路

RC杭

U型側溝W=240

RC杭 RC杭 RC杭

RC杭

U型側溝W=300

ﾌｪﾝｽ

木杭
P1

RC杭

並木

+1050

+1100

+1050

+1100

+1100

+1100

+1100+1100

+1150

+1100

+1100 +1100 +1100 +1100

+1100

+1100

▼

※非常時のみ使用

４枚引違窓

引
違

内
窓

可
動

間
仕

切

避難口

受
付

カ
ウ

ン
タ

ー

設計GL＝BM+1100

手摺

火気使用無し

分
電

盤

スロープ

棚

U
Pスロープ

収納（６）収納（５）収納（４）収納（３）

更衣室（１)

押入

倉庫（２）

児童クラブ室（１）

倉庫（１）

女子トイレ（１）男子トイレ（１）

読書スペース

学習室

本棚スペース 多目的室

女子トイレ（２） 男子トイレ（２）

児童クラブ室（２） 児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４） 児童クラブ室（５） 児童クラブ室（６）

収納（１）収納（２）

職員職員
ﾄｲﾚ(2)ﾄｲﾚ(1)

静養室

廊下（１）

外部倉庫

玄関

廊下（３）

本
棚

本
棚

キ
ャ
ビ

ネ
ッ

ト

キャビネット
キャビネット（腰高）

丸ベンチ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

標識

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

電柱 明石台北線2東6
電話柱 明石台北12右2右6

記念碑

電線H=11.5m

電線H=11.5m

電線H=6.0～11.5m

BM±0

天    端

天    端
+10

+60

擁壁天端
+530

-210
-370 -560

-570
-170

+1000

+20

+1070

+1070

側溝天端
+920

+560

側溝天端

-520

側溝天端側溝天端
側溝天端

+560
擁壁天端

-50

側溝天端
+50

側溝天端

擁壁天端

+990
天    端

-370
天    端

-340

+1070

163.146

敷地分割想定ライン

玄関ホール

カウンター

事務室

※非常時のみ使用
避難口 廊下（２）

湯沸し室 洗濯室

更衣室(２)

誰でも
トイレ

電柱 明石台北線2東7

電話柱 明石台北12右2右7

※5ｍ西に移設U型側溝W=300



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ

非ａ Ｙ１ Ｙ２
パナソニック　ＦＰ０１５２５Ｃ

誘導灯用吊具

全長２５０ｍｍタイプ、丸タイプ

（ホワイト）、パイプ・鋼管φ１６

配線用コード付

センサスイッチ

ＡＥ４０２２０Ｅ

人感センサ付

本体：プラスチック・シルバー色

器具高-１２０ｍｍ  出幅-７６ｍｍ  器具幅-８０ｍｍ  重 -０．３ｋｇ

防雨型

パナソニック　ＬＧＷＣ４０４８８ＬＥ１

ＬＥＤスポットライト　６０形電球２灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束８８０ｌｍ、消費電力１２．６Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、防雨型、ＮａＰｉＯｎ・明るさセンサ付

アルミダイカスト（オフブラック）

パネル：アクリル（透明）

可動範囲上下９０度、回転方向１８０度

点灯照度調整機能付

パナソニック　ＬＧＤ６２００ＮＬＥ１

ＬＥＤダウンライト　２００形電球１灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束１５０４ｌｍ、消費電力１５．３Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、高気密ＳＢ形

枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し）

埋込穴φ１２５

パナソニック　ＸＥＤ３１００ＮＣＥ１

ＬＥＤ軒下用ダウンライト　８０形電球１灯器具相当

ＬＥＤフラットランプφ７０　クラス７００　１灯(口金ＧＸ５３－１)

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束５００ｌｍ、消費電力６．３Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、防湿型・防雨型、高気密ＳＢ形

枠：アルミ（ホワイトつや消し）

パネル：（透明）

埋込穴φ１００

パナソニック　直付ＸＬＸ４６０ＮＥＮＰＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　埋込ＸＬＸ４３０ＭＥＮＴＬＥ９

ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ１００

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　埋込ＸＬＸ４５０ＭＥＮＴＬＥ９

ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ１００

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　埋込ＸＬＸ４３０ＭＥＮＴＲＣ９

ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ１００

赤外線調光（ウィズリモ）、一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

消費電力２０．７Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

約１０～１００％連続調光型

本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

防犯灯

ＡＵ４３６５５Ｌ

ＬＥＤ

ＦＬ２０Ｗ相当

本体：アルミダイカスト・シルバー色塗装

カバー：ポリカーボネート・透明消し

消費電力：８Ｗ

定格光束：８５５ｌｍ

色温度：５０００Ｋ

器具高-９６ｍｍ 出幅-２４４ｍｍ 器具幅-１１３ｍｍ 重-０．６ｋｇ

非調光

防雨型

パナソニック　ＮＮＦＢ８４６６５

ＬＥＤ非常灯電源別置形

φ６０、低・中天井用（～６ｍ）

ＬＥＤ内蔵、非常時：非常用ＬＥＤ点灯／常時消灯

電圧：ＡＣ／ＤＣ１００Ｖ

非常灯評定番号：ＬＣＬＥ－００１

レンズ：ガラス

枠：アルミダイガスト（ホワイトつや消し仕上げ）、本体：鋼板

パナソニック　ＦＡ２０３２２ＣＬＥ１
＋ＦＫ２０３１６＋ＦＫ２０３１７

ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　通路誘導灯両面型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

Ｂ級・ＢＬ形　両面型

壁・天井直付型

一般型（２０分間）

ニッケル水素蓄電池

リモコン自己点検機能付

型式認定番号：１ＡＭ２２１－３６２０

アダプター1灯用

ＸＥ５０８６４Ｅ

本体：鋼錆止め塗装

器具高－２８０ｍｍ  重－３．７ｋｇ

ポール

ＷＥ４４１１２Ｅ

ポール：鋼錆止め塗装

埋込深－７００ｍｍ

防雨型

ＡＥＥ ６９０ ０７８

取付金具

姿図なし

パナソニック　ＦＡ１０３１２ＣＬＥ１＋ＦＫ１０３００

ＬＥＤ　Ｃ級　避難口誘導灯片面型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

Ｃ級　片面型

壁・天井直付型

一般型（２０分間）

ニッケル水素蓄電池

リモコン自己点検機能付

型式認定番号：１ＡＳ１１１－３６１８

保守率：０．９３ Ｋ０１５８６５６

器具取付高さ

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１

Ａ２

Ａ４

非ａ

Ｓ

(同等品)(同等品)(同等品)(同等品)

(同等品)

(同等品)

(同等品) (同等品)

(同等品)(同等品)(同等品)

(同等品) (同等品) (同等品) (同等品)(同等品)

２．７ｍ ３．０ｍ ３．５ｍ

５．２ ５．２ ５．２

１３．５ １３．９ １４．３

１１．７ １２．３ １３．０

sa r-6 03- 16

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

照 明 器 具 姿 図

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

E-0072 024 /02 /29

N ･S N ･S（宮城県知事）第24310185号



防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

F2.0

F2.0

A

1

E-0 08

5,
20
0

5,200
5,200

5,200
5,200

5,200
5,200

5,200
5,200

5,200
5,200

5,200
5,200

5,
20
0

5,
20
0

5,
20
0

5,
20
0

5,200

5,200
5,200

5,200

5,
20
0

5,
20
0

↑↑
Ｙ２ Ｙ１

Ｙ１

引違い窓
天井付

→← →←
Ｙ３上端FL+750

非ａ

非ａ

非ａ非ａ非ａ非ａ非ａ非ａ

非 常 灯 ・ 誘 導 灯 ・ 誘 導 標 識 設 備 図

Ｙ３ ＨＰ－０５２号

高輝度蓄光式通路誘導標識　Ｃ２００級

NRC963　408010　同等

塩ビプレートタイプ
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収納（１）収納（２）

湯沸し室 洗濯室

職員職員
ﾄｲﾚ(2)ﾄｲﾚ(1)

静養室
外部倉庫

玄関

玄関ホール

誰でも
トイレ

廊下（３）

本
棚

本
棚

キ
ャ
ビ

ネ
ッ

ト

キャビネット（腰高）

棚
洗

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

標識

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

間知ﾌﾞﾛｯｸ擁壁(水抜80mm)

電柱 明石台北線2東6
電話柱 明石台北12右2右6
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敷地分割想定ライン

事務室

キャビネット

廊下（２）

※非常時のみ使用
避難口

▼

学習室
本棚スペース

※非常時のみ使用
避難口

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

廊下（１）

電柱 明石台北線2東7

電話柱 明石台北12右2右7
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電動給気シャッタースイッチ：機械設備支給品
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石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス
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一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

2024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号
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0
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0

230 2,940

3,170

2,940 230

8,230 3,170

29,770 19,730 10,500

60,000

230 8,000

450 2,520 1,660 500 2,800 3,700 3,000 5,170 4,600 2,000 2,000 950 900 900 2,250 2,500 1,660 2,520 450500 1,1001,1001,100 1,100

230

7,740 7,970 230 230 7,970 7,970 230 230 7,970 7,740

8,200 1,800 8,200 8,200 1,800 8,200 8,200 1,8001,8001,800

230 9,770 10,000 10,000 10,000 10,000 9,770 230

60,000

8,200

230230 230 230

1,800

6,060

6
,9

00
2
,2

00
2,

70
0

6,
70

0
20

0
2,

47
0

2
30

12
,3
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1
5,
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0

2
,7

30
40
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2
30

6
30

2
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00
23

0

3,
90

0

23
0
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0

Y2

Y1

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6
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階 面 積   ㎡(坪)

(241.59)

(241.59)

882.92 (267.08)

798.66

798.66

1階

延床面積

建築面積

特記なき場合、天井高さはCH=2,400とする。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

N

S=1/100１階平面図

スロープ

外流し

U
P

60
00

60
00

6
00

0

6
00

0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

60
00 道路

RC杭

U型側溝W=240

RC杭 RC杭 RC杭

RC杭

U型側溝W=300

ﾌｪﾝｽ

木杭
P1

RC杭

BM±0

天    端

天    端
+10

+60

擁壁天端
+530

-210
-370 -560

-570
-170

+1000

+20

+1070

+1070

+600

側溝天端
+920

+560

+1030

側溝天端

-520

側溝天端

163.146

側溝天端

+600
擁壁天端

側溝天端

擁壁天端

+560
擁壁天端

-50

側溝天端
+50

側溝天端

擁壁天端

+990
天    端

-370
天    端

-340

並木

+1070

P2
木杭

+1050

+1100

+1050

+1100

+1100+1100+1100

+1150

+1100

+1100 +1100 +1100 +1100 +1100 +1100

+1100

+1100

敷地分割想定ライン

▼

※非常時のみ使用
カウンター

４枚引違窓

引
違

内
窓

可
動

間
仕

切

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

避難口

受
付

カ
ウ

ン
タ

ー

※非常時のみ使用
避難口

設計GL＝BM+1100

掃除用具入

手摺

スロープ

U
Pスロープ

収納（６）収納（５）収納（４）収納（３）

更衣室（１)

倉庫（２）更衣室(２)

児童クラブ室（１）

倉庫（１）

女子トイレ（１）男子トイレ（１）

読書スペース 多目的室

廊下（２）

女子トイレ（２） 男子トイレ（２）

児童クラブ室（２） 児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４） 児童クラブ室（５） 児童クラブ室（６）

収納（１）収納（２）

職員職員
ﾄｲﾚ(2)ﾄｲﾚ(1)

静養室

廊下（１）

外部倉庫

玄関

玄関ホール

事務室

誰でも
トイレ

キ
ャ
ビ

ネ
ッ

ト

キャビネット
キャビネット（腰高）

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

標識

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

間知ﾌﾞﾛｯｸ擁壁(水抜80mm)

電柱 明石台北線2東6
電話柱 明石台北12右2右6

記念碑

電線H=11.5m

電線H=11.5m

電線H=6.0～11.5m

電柱 明石台北線2東7

電話柱 明石台北12右2右7

※5ｍ西に移設U型側溝W=300

洗濯室

湯沸し室

押入

本棚スペース

学習室



防火区画貫通処理
Φ100 Φ100

防火区画貫通処理

E-0 11

非常用電源接続箱

非常用

（接地2P20Aﾌﾟﾗｸﾞ）

非常用発電機へ接続

⑯

ELB2P20A

F2.0

ボックス内に発電機接続用EM-VCT 5.5°-3C　2ｍ及び

ゴムコードコネクタ　E付2P15A　1個　収納

F2.0

非 常 電 源 配 線 図

22

2

2

非常用

埋込型LED照明

非常用

非常用

Ｅ ＥＥ Ｅ

Ｅ

Ｂ

ＳＵＳボックス

ＳＯ１６－２４Ａ（同等品）

ダウンライト

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

2024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号

6
,9

00

6,
70

0
20

0

12
,3

00

1
5,

03
0

2
,7

30
40

0 50
0

2
30

6
30

2
,5

00
23

0
2,

70
0

2
,2

00

2
30

7
,6

00
7,

60
0

23
0

15
,6

60

3,
90

0

230 2,940

3,170

2,940 230

8,230 3,170

29,770 19,730 10,500

60,000

230 8,000

450 2,520 1,660 500 2,800 3,700 3,000 5,170 4,600 2,000 2,000 950 900 900 2,250 2,500 1,660 2,520 450500 1,1001,1001,100 1,100

230

7,740 7,970 230 230 7,970 7,970 230 230 7,970 7,740

8,200 1,800 8,200 8,200 1,800 8,200 8,200 1,8001,8001,800

230 9,770 10,000 10,000 10,000 10,000 9,770 230

60,000
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階 面 積   ㎡(坪)

(241.59)

(241.59)

882.92 (267.08)

798.66

798.66

1階

延床面積

建築面積

特記なき場合、天井高さはCH=2,400とする。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

N

S=1/100１階平面図

スロープ

外流し

U
P

横断歩道

60
00

60
00

6
00

0

6
00

0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

60
00 道路

U型側溝W=300

RC杭

U型側溝W=240

RC杭 RC杭 RC杭

RC杭

U型側溝W=300

ﾌｪﾝｽ

木杭
P1

RC杭

BM±0

天    端

天    端
+10

+60

擁壁天端
+530

-210
-370 -560

-570
-170

+1000

+20

+1070

+1070

-560

+600

側溝天端
+920

+560

+1030

側溝天端

側溝天端

-520

側溝天端側溝天端

+600
擁壁天端

側溝天端

擁壁天端

+560
擁壁天端

-50

側溝天端
+50

側溝天端

擁壁天端

+990
天    端

-620

-370
天    端

-340

並木

+1070

P2
木杭

+1050

+1100

+1050

+1100

+1100+1100+1100

+1150

+1100

+1100 +1100 +1100 +1100 +1100 +1100

+1100

+1100

▼

※非常時のみ使用

引
違

内
窓

可
動

間
仕

切

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

避難口

受
付

カ
ウ

ン
タ

ー

※非常時のみ使用
避難口

設計GL＝BM+1100

掃除用具入

手摺

火気使用無し

分
電

盤

スロープ

棚

棚

U
Pスロープ

収納（６）収納（５）収納（４）収納（３）

更衣室（１)

押入

倉庫（２）更衣室(２)

児童クラブ室（１）

倉庫（１）

女子トイレ（１）男子トイレ（１）

読書スペース

学習室

本棚スペース 多目的室

廊下（２）

女子トイレ（２） 男子トイレ（２）

児童クラブ室（２） 児童クラブ室（３） 児童クラブ室（４） 児童クラブ室（５） 児童クラブ室（６）

収納（１）収納（２）

湯沸し室 洗濯室

職員職員
ﾄｲﾚ(2)ﾄｲﾚ(1)

静養室

廊下（１）

外部倉庫

玄関

玄関ホール

事務室

誰でも
トイレ

本
棚

本
棚

キ
ャ
ビ

ネ
ッ

ト

キャビネット
キャビネット（腰高）

丸ベンチ

棚
洗

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ

標識

雨水ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水ﾏﾝﾎｰﾙ
電柱 明石台北線2東7

間知ﾌﾞﾛｯｸ擁壁(水抜80mm)

電柱 明石台北線2東6
電話柱 明石台北12右2右6

電話柱 明石台北12右2右7

※5ｍ西に移設

記念碑

電線H=11.5m

電線H=11.5m

電線H=6.0～11.5m

冷

163.146

敷地分割想定ライン

４枚引違窓

上部開閉式トップライト
（排煙開口）

廊下（３）



トイレ事務室
誰でも

AC100VED

1L
Ｎ

ｔ ｔ

ポーチ 事務室

AE
ＡＣ１００Ｖ

イ ン タ ー ホ ン 設 備 系 統 図

A E
ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

１Ｆ

ＲＦ

R

児童クラブ室
（１）

児童クラブ室
（２）

児童クラブ室
（３）

児童クラブ室
（４）

児童クラブ室
（５）

児童クラブ室
（６）

事務室 廊下（３）

R R R

5C

5C

5C

5C
5C

5C

5C

7C

ＵＨＦアンテナ

プルボックス

7C

7C

7C

異種管接続材異種管接続材

A E

A E
ト イ レ 呼 出 設 備 系 統 図

弱 電 設 備 系 統 図

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＶＥ２８）

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＦＥＰ３０）

5 C

5 C

ＥＭ－Ｓ－７Ｃ－ＦＢ
7 C

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ
5 C

ＥＤ

ＴＴ

児童クラブ室
（１）

児童クラブ室
（２）

児童クラブ室
（３）

児童クラブ室
（４）

児童クラブ室
（５）

児童クラブ室
（６）

事務所 廊下（３） 事務室 事務室

Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ

EM-AE 0.9-15C

5.5゜

PF(28)

PF(28)

PF(22)

PF(22)

PF(22)

PF(22)

ＴＥＬ引込

ＬＡＮ引込

外灯ポール（電灯設備）

外灯（電灯設備）

電 話 ・ Ｌ Ａ Ｎ 設 備 系 統 図

防雨入線カバー

E-0 12

ＰＳ

EM-AE0.9-2CEM-AE 0.9-15CEM-AE 0.9-15CEM-AE 0.9-15CEM-AE 0.9-15CEM-AE 0.9-15C

ＬＡＮ ＬＡＮ

ＴＥＬ

ＴＥＬ

ＥＭ－ＡＥ ０．９－２Ｃ

ＥＭ－ＡＥ ０．９－２Ｃ

導入線　ＰＦ（２２）

PF(22)

ＥＭ－ＩＥ　５．５°
5 . 5 °

ＥＭ－ＥＢＴ　０．５－２Ｐ
EM-EBT 0.5-2P

PF(28)

PF(22)

導入線　ＰＦ（２８）

導入線　ＰＦ（２２）

LAN：ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ／Ｃａｔ５Ｅ　ＰＦ（２８）

TEL：ＥＭ－ＢＴＩＥＥ０．４－２Ｐ

１Ｆ

ＲＦ

１Ｆ

ＲＦ

テ レ ビ 共 聴 視 設 備 系 統 図

１Ｆ

ＲＦ
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

2024 /02 /29

N ･S N ･S（宮城県知事）第24310185号



親機

テレビドアホンセット(録画機能付)

JS-12E (JS-1ME-T, JS-DA)

壁取付型(JIS1個用スイッチボックス)

拡声自動交互通話/プレストーク通話

本体:自己消火性樹脂

AC100V　50/60Hz電源電圧

通話方式

形　　状

材　　質
壁取付型(JIS1個用スイッチボックス)

モニター付親機から供給

自動交互通話通話方式

1/5型カラーCMOSカメラ

自己消火性樹脂

形　　状

材　　質

電源電圧

3.5型TFTカラー液晶ディスプレー

カメラ付玄関子機
モニター付親機

パネル部:難燃性樹脂

32.5

1
2
9

97 35129 28

1
6
9

自動・手動録画、再生、保護、消去録画機能

ｔ ｔ

Ｔ

廊下灯

埋込形（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

赤色（ＬＥＤ）

形　　状

表 示 灯
材　　質 本体:ＡＢＳ樹脂、カバー:ポリカ（アイスグレード）

ＣＢＲ－４Ｂ

70

1
2
0

2 1 . 5

１窓用呼出表示器

AC100V　50/60Hz (内部電源DC12V)
壁取付形
SPCC t1.2
1窓
呼出音と表示窓点灯

形    状
材    質

電源電圧

窓    数
表示方式

ＣＢＮ－１Ｃ

380 60

2
5
0

備　　考

1L 復旧ボタン

埋込形（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）
樹脂

形　　状
材　　質

ＮＢＲ－２Ａ－Ｃ

70

1
2
0

13

呼出ボタン（引きひも付）

埋込形（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

備　　考

形　　状
材　　質 自己消火性樹脂

ＮＢＲ－７ＨＷＡ

呼出確認表示灯付、ひも式・押ボタン式両用

呼出

防まつ形(JIS C0920 IPX4相当)
引きひも 55cm(調節可)

1170

1
2
0

Ｎ

電話型同時通話

樹脂

壁取付・卓上両用（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

１２局用

親子式・相互式親機

形    状

材    質

通話方式

局    数

備    考

ＴＤ－１２Ｈ／Ｂ

100

2
1
0

73

ＤＣ１２Ｖ（電源アダプタ-から供給）電源電圧

出力電圧

入力容量

形　　状

出力電流

材　　質 難燃性樹脂

電源電圧

電源アダプター ＰＳ－１２２５Ａ

90 52

1
6
7

AC100V 50/60Hz

75VA

DC12V

2.5A

据置・壁取付（専用金具）両用

ＰＳ

弱 電 機 器 姿 図 E-013
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鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： A3：

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

2024 /02 /29
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Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
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防火区画貫通処理
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防火区画貫通処理
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防火区画貫通処理
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防火区画貫通処理
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防火区画貫通処理
Φ100

E-0 17

PF(16)
PF(16)

PF(16)

PF(16)

PF(16)PF(16)PF(16)

PF(16)

PF(16)

PF(16) PF(16) PF(16) PF(16) PF(16)

PF(16)

PF(16)

PF(16)PF(16)

F2.0

PF(28)×2

天井裏まで

5C
C

防犯センサー

警備操作器

自動火災報知設備が設置の場合
（無電圧代表移報接点要）

通報機等設置位置（電源ＡＣ１００Ｖ必要）

配管又は配線要

警備機器系統例

Ｔ
Ｖ

Ｍ

アウトレットボックス・ボックスカバー丸型

１個口スイッチボックス相当・ボックスカバー小判

警 備 シ ス テ ム ・ 防 犯 カ メ ラ 設 備 図

※警備操作器　別途
※通報器等　別途

防犯センサー　別途

（ＦＬからセンター１，３００）

4ch電源内蔵型デジタルレコーダー（2TB）

21.5型液晶モニター

通報機等設置位置（電源ＡＣ１００Ｖ必要）

（設置位置につきましては要打合せ）警備操作器設置ボックス（１個用スイッチボックス相当）

固定IRドーム型HD-TVIカメラ
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階 面 積   ㎡(坪)
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882.92 (267.08)

798.66

798.66

1階

延床面積

建築面積

特記なき場合、天井高さはCH=2,400とする。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

N

S=1/100１階平面図
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電話柱 明石台北12右2右6

記念碑
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電線H=11.5m

電線H=6.0～11.5m
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外流し
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地　区　音　響　装　置

光電式スポット型感知器

記 事

収容埋込型　縦型

Ｐ型２級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フラット型表示灯付

Ｐ 型 ２ 級 　 ５回線　　　　　　壁掛型

凡　例

記　　号 名 称

火　災　受　信　盤

機　器　収　容　箱

発　信　機

定温式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

特種　６０℃　防水型

特種　６０℃　

２ 種 　 　

差動式スポット型感知器 ２ 種 　 　

光電式スポット型感知器 ２ 種 　 　

天井裏

終　端　抵　抗

配　管　配　線

配　管　配　線

配　管　配　線

警 戒 区 域 境 界 線

警　戒　区　域　番　号 Ｎｏ．１　～　　４

１０Ｋ

天井いんぺい

ケーブル線

露出

立上り、引下げ、素通し

特　記

　１）火災受信盤の表示内訳は下記の通り。

自火報

合　計

予　備

４Ｌ

１Ｌ

５Ｌ

　２）地区警報は一斉鳴動方式とする。

　３）感知器取付け用吊り金具および金具取付工事までは別途電気工事とする。

４）天井裏感知器には点検口設置のこと、点検口は建築工事とする

建築工事点検口

ＡＢＣ１０型粉末消火器 埋込ボックス

自 動 火 災 報 知 設 備 系 統 図

ＤＣ２４Ｖ　８ｍＡ

３

１

４

２

ＥＭ－ＨＰ　０．９－５Ｐ（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＨＰ　０．９－５Ｐ（ＰＦ２２）

　５）特記なき配管配線は下記の通りとする。

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　４Ｃ（ＰＦ１６）（天井裏）

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　４Ｃ（ＰＦ１６）

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　４Ｃ

Ａ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｂ

ＢＰ

天井裏

１Ｆ

自 動 火 災 報 知 設 備 系 統 図 E-018

ＡＢＣ１０型粉末消火器 キュービクル用Ａ

sa r-6 03- 16
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防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
（その他弱電設備と共用）

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100

防火区画貫通処理
Φ100 防火区画貫通処理

（その他弱電設備と共用）

防火区画貫通処理
（その他弱電設備と共用）

防火区画貫通処理
Φ100

E-0 19

Ａ

機器収容箱

機器収容箱

防火区画貫通処理　Φ100

5P5P
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２１

３ ４

AE

自 動 火 災 報 知 設 備 図

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ

ＡＡ
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ＳＳ Ｓ Ｓ

ＳＳＳＳ

鈴 木 建 築 設 計 事 務 所
代表となる設計者 番号

縮尺

年月日

工事名

図面名称

一級建築士事務所登録

一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

特記

A 1： 1/10 0 A 3： 1/20 0

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事

2024 /02 /29

（宮城県知事）第24310185号

6
,9

00

6,
70

0
20

0

12
,3

00

1
5,

03
0

2
,7

30
40

0 50
0

2
30

6
30

2
,5

00
23

0
2,

70
0

2
,2

00

2
30

7
,6

00
7,

60
0

23
0

15
,6

60

3,
90

0

230 2,940

3,170

2,940 230

8,230 3,170

29,770 19,730 10,500

60,000

230 8,000

450 2,520 1,660 500 2,800 3,700 3,000 5,170 4,600 2,000 2,000 950 900 900 2,250 2,500 1,660 2,520 450500 1,1001,1001,100 1,100

230

7,740 7,970 230 230 7,970 7,970 230 230 7,970 7,740

8,200 1,800 8,200 8,200 1,800 8,200 8,200 1,8001,8001,800

230 9,770 10,000 10,000 10,000 10,000 9,770 230

60,000

8,200

230230 230 230

1,800

6,060

6
,9

00
2
,2

00
2,

70
0

6,
70

0
20

0
2,

47
0

2
30

12
,3

00

1
5,

03
0

2
,7

30
40

050
0

2
30

6
30

2
,5

00
23

0

3,
90

0

23
0

90
0

Y2

Y1

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

sa r-6 03- 16

階 面 積   ㎡(坪)

(241.59)

(241.59)

882.92 (267.08)

798.66

798.66

1階

延床面積

建築面積

特記なき場合、天井高さはCH=2,400とする。

：防火上主要な間仕切
石膏ボードt=15(両面)+ビニールクロス

N

S=1/100１階平面図
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敷地分割想定ライン
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一級建築士　第374569号　鈴木　哲 一級建築士　第385533号　鈴木　恵子

その他の設計者

代表となる設計者印 その他の設計者印 照査

令 和 ６ 年 度  東 向 陽 台 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 新 築 工 事
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